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■ 対象製品

●適用 OS：HP-UX 11.00，HP-UX 11i，HP-UX 11i V2(PA-RISC)

P-1B62-1J81  HiRDB Dataextractor Version 8  08-04※ 1

P-1B62-4J81  HiRDB Dataextractor Version 8(64)  08-04※ 1

●適用 OS：HP-UX 11i V2(IPF)，HP-UX 11i V3(IPF)

P-1J62-4J81  HiRDB Dataextractor Version 8(64)  08-04※ 1

●適用 OS：Solaris 8，Solaris 9，Solaris 10

P-9D62-1J81  HiRDB Dataextractor Version 8  08-04※ 1

P-9D62-4J81  HiRDB Dataextractor Version 8(64)  08-04※ 1

●適用 OS：AIX 5L V5.1，AIX 5L V5.2，AIX 5L V5.3，AIX V6.1
P-1M62-1J81  HiRDB Dataextractor Version 8  08-04
P-1M62-4J81  HiRDB Dataextractor Version 8(64)  08-04
●適用 OS：Red Hat Linux 7.1，Red Hat Linux 7.2，Red Hat Enterprise Linux AS 2.1，Red Hat Enterprise 
Linux AS 3(x86)，Red Hat Enterprise Linux ES 3(x86)，Red Hat Enterprise Linux AS 4(x86)，Red Hat 

Enterprise Linux ES 4(x86)，Red Hat Enterprise Linux AS 3(AMD64 & Intel EM64T)※ 2，Red Hat Enterprise 

Linux AS 4(AMD64 & Intel EM64T)※ 2，Red Hat Enterprise Linux ES 4(AMD64 & Intel EM64T)※ 2，Red Hat 
Enterprise Linux 5 Advanced Platform (x86)，Red Hat Enterprise Linux 5 (x86)，Red Hat Enterprise Linux 5 
Advanced Platform (AMD/Intel 64)，Red Hat Enterprise Linux 5 (AMD/Intel 64)

P-9S62-1J81  HiRDB Dataextractor Version 8  08-04※ 1

●適用 OS：Red Hat Enterprise Linux AS 3(IPF)，Red Hat Enterprise Linux AS 4(IPF)，Red Hat Enterprise 
Linux 5 Advanced Platform (Intel Itanium)，Red Hat Enterprise Linux 5 (Intel Itanium)

P-9V62-1J81  HiRDB Dataextractor Version 8(64)  08-04※ 1

●適用 OS：Red Hat Enterprise Linux AS 3(AMD64 & Intel EM64T)※ 2，Red Hat Enterprise Linux ES 

3(AMD64 & Intel EM64T)※ 2，Red Hat Enterprise Linux AS 4(AMD64 & Intel EM64T)※ 2，Red Hat 

Enterprise Linux ES 4(AMD64 & Intel EM64T)※ 2，Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced Platform (AMD/Intel 
64)，Red Hat Enterprise Linux 5 (AMD/Intel 64)

P-9W62-1J81  HiRDB Dataextractor Version 8(64)  08-04※ 1

●適用 OS：Windows 2000，Windows XP，Windows Server 2003，Windows Server 2003 x64 Editions，
Windows Server 2003 R2，Windows Server 2003 R2 x64 Editions，Windows Server 2008，Windows Vista
P-2462-1J84  HiRDB Dataextractor Version 8  08-04
●適用 OS：Windows Server 2003(IPF)
P-2862-1J84  HiRDB Dataextractor Version 8(64)  08-04
●適用 OS：Windows Server 2003 x64 Editions，Windows XP x64 Edition，Windows Server 2008
P-2962-1J84  HiRDB Dataextractor Version 8(64)  08-04
　
注※ 1　このプログラムプロダクトについては，出荷時期をご確認ください。
注※ 2　動作環境としては，Intel EM64Tにだけ対応しています。



■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

AIXは，米国における米国 International Business Machines Corp.の登録商標です。
日本国内においての DCEの商標使用権は，OSFよりサブライセンスされています。
HP-UXは，米国 Hewlett-Packard Companyのオペレーティングシステムの名称です。
Intelは，Intel Corporationの会社名です。
Linuxは，Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。
Microsoftは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Microsoft SQL Serverは，米国Microsoft Corp.の商品名称です。
ODBCは，米国Microsoft Corp.が提唱するデータベースアクセス機構です。
ORACLEは，米国 Oracle Corporation の登録商標です。
Oracleは，米国 Oracle Corporation及びその子会社，関連会社の登録商標です。
Oracle 10gは，米国 Oracle Corporationの商標です。
Oracle8は，米国 Oracle Corporationの商標です。
Oracle8iは，米国 Oracle Corporationの商標です。
Oracle9iは，米国 Oracle Corporationの商標です。
Oracle 及び Oracle Database 11g は，米国オラクル・コーポレーション及びその子会社，関連会社の米国及
びその他の国における登録商標または商標です。
PA-RISCは，米国 Hewlett-Packard Companyの商標です。
Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat, Inc. の登録商標若しくは商標です。
Solarisは，米国 Sun Microsystems, Inc.の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
Sun Microsystemsは，米国 Sun Microsystems, Inc.の米国およびその他の国における商標または登録商標
です。
UNIXは，X/Open Company Limited が独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標
です。
Visual C++は，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Windowsは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
Windows Vistaは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
X/Openは，X/Open Company Limited の英国ならびに他の国における登録商標です。
プログラムプロダクト「P-9D62-1J81，P-9D62-4J81」には，米国 Sun Microsystems, Inc.が著作権を有し
ている部分が含まれています。
プログラムプロダクト「P-9D62-1J81，P-9D62-4J81」には，UNIX System Laboratries, Inc.が著作権を
有している部分が含まれています。
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変更内容

変更内容（3020-6-362-30）　HiRDB Dataextractor Version 8　08-04

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

追加・変更内容 変更個所

1章の説明を変更しました。 1

UTF-16で表データの文字コード変換をできるようにしました。また，文字
集合 UTF-16で表データのデータ連携をできるようにしました。
これに伴い，次の環境変数を追加しました。
• XTDATALOCALE
• XTDATAUNDEF
• XTCSETUSE
• XTORANCSET
• XTSQLNCSET

また，次の環境変数の説明を変更しました。
• XTLOCALE
• XTUNDEF
• XTUTF8UCS4CHK
• XTENDSPACE

表 2-7，2.2.3(2)，表
3-7，3.1.4，3.1.5，表
3-10，3.2.5，表 3-12，
3.3.5，4.2.3(3)，
4.2.4(3)，表 5-6，
5.1.4(5)，表 6-6，
6.1.4(4)

DATファイル作成時に，セパレータ文字，囲み文字，および改行文字を変
更できるようにしました。
これに伴い，次の環境変数を追加しました。
• XTDATSEPARATER
• XTDATENCLOSE
• XTDATCRLF

また，-Rオプションに説明を追加しました。

表 2-7，2.2.3(2)，
3.5(1)，4.2.2(5)

次のメッセージを追加しました。
JXU7219I
また，次のメッセージを変更しました。
JXU7211E，JXU7212E，JXU7215E，JXU7230I，JXU7230E

表 9-2，9.2

Oracle Database 11gに対応しました。 －



変更内容（3020-6-362-20）　HiRDB Dataextractor Version 8　08-03

変更内容（3020-6-362-10）　HiRDB Dataextractor Version 8　08-02

追加・変更内容

サポートする他社 DBMSに，SQL Serverを追加しました。
これに伴い，次の環境変数を追加しました。
• SQL Server環境変数
• XTSQLDSN
• XTSQLUSER

また，次の環境変数を変更しました。
• XTLOBBUFSIZE
• XTLOBKIND
• XTSQL
• SHLIB_PATH
• LD_LIBRARY_PATH
• LIBPATH

抽出時のバッファサイズを指定できるようにしました。
これに伴い，次の環境変数を追加しました。
• XTXBUFKIND
• XTENDSPACE

また，環境変数 XTLOCALEを変更しました。

列定義で文字集合 EBCDIKを指定できるようにしました。

-Iオプションに注意事項を追加しました。

DECIMAL型の精度を拡張し，38けたまで定義できるようになりました。

次に示すメッセージを変更しました。
JXU7005I，JXU7200E，JXU7300E

HiRDB Dataextractorの稼働プラットフォームにWindows Server 2008を追加しました。

追加・変更内容

抽出および反映対象にできる抽象データ型に，次のデータ型を追加しました。
• XML型
• FREEWORD型

これに伴い，次に示すメッセージの説明を変更しました。
JXU7003E

HiRDB Dataextractorをインストールする方法についての記述を追加しました。

UTF-8から SJISまたは EUCに文字コード変換をする際に，4バイト以上の文字コードをチェックし，
処理をスキップできるようにしました。
これに伴い，次の環境変数を追加しました。
• XTUTF8UCS4CHK
• XTCCNVDMPSIZE

また，次に示すメッセージの説明を変更しました。
JXU7230I，JXU7230E

HiRDB Dataextractorのサポートプラットフォームに，Windows Vistaを追加しました。



変更内容（3020-6-362）　HiRDB Dataextractor Version 8　08-00

追加・変更機能

HiRDB Object Optionで提供していた次の機能を，HiRDBの標準機能としました。
• HiRDBの各種プラグインの使用
• 抽象データ型の定義

これによって，これらの機能を使用する場合，HiRDB Object Optionは不要になりました。

HiRDBのサポートプラットフォームから HI-UX/WE2，およびWindows NTを削除しました。





はじめに

このマニュアルは，HiRDB Dataextractorを利用した，HiRDB間および異なるデータベースシ
ステム間でのデータベース抽出・反映サービス機能の概要，HiRDB Dataextractorを使用する
場合の環境設定などについて説明したものです。

■対象読者
このマニュアルは，HiRDB Dataextractorを利用してデータ連携をするシステム管理者および
システム設計者を対象としています。なお，このマニュアルを読み進めていく上では，次の知
識があることを前提としています。
• HiRDB Dataextractorの適用 OSの基本的な知識
• HiRDBの基本的な知識
• XDM E2系の基本的な知識（XDMとデータ連携する場合）
• XDM/XTの基本的な知識（XDM/XTを使用してメインフレーム側のデータベースとデータ連
携する場合）

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1章　HiRDB Dataextractorの概要
HiRDB Dataextractorの目的，機能，およびデータ連携の概要について説明しています。

第 2章　HiRDB Dataextractorの環境設定
HiRDB Dataextractorのソフトウェア構成，環境の設定方法，および実行前の準備について説明
しています。

第 3章　データの抽出，反映，ファイルの作成
データの抽出，データの反映，およびファイルの作成について説明しています。

第 4章　HiRDBからのデータ抽出，HiRDBへのデータ反映
HiRDBのデータベースからの，データの抽出，HiRDBの表への反映，およびファイル作成時の
指定方法について説明しています。

第 5章　ORACLEからのデータ抽出，HiRDBへのデータ反映
ORACLEのデータベースからの，データの抽出，HiRDBの表への反映，およびファイル作成時
の指定方法について説明しています。

第 6章　SQL Serverからのデータ抽出，HiRDBへのデータ反映
SQL Serverのデータベースからの，データの抽出，HiRDBの表への反映，およびファイル作成
時の指定方法について説明しています。

第 7章　運用
HiRDB Dataextractorの開始方法と終了方法について説明しています。
I



はじめに
第 8章　障害時の運用
障害発生時の対処方法について説明しています。

第 9章　メッセージ
HiRDB Dataextractorのメッセージについて説明しています。

付録 A　メモリ所要量とファイル所要量
HiRDB Dataextractorが使用するメモリ所要量，およびファイル所要量について説明しています。

付録 B　Windowsの機能差異
適用 OSがWindowsの場合の機能差異について説明しています。

付録 C　Solarisの機能差異
適用 OSが Solarisの場合の機能差異について説明しています。

付録 D　Linuxの機能差異
適用 OSが Linuxの場合の機能差異について説明しています。

付録 E　AIXの機能差異
適用 OSが AIXの場合の機能差異について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

HiRDB（Windows用マニュアル）
• HiRDB Version 8 解説（Windows(R)用）（3020-6-351）
• HiRDB Version 8 システム導入・設計ガイド（Windows(R)用）（3020-6-352）
• HiRDB Version 8 システム定義（Windows(R)用）（3020-6-353）
• HiRDB Version 8 システム運用ガイド（Windows(R)用）（3020-6-354）
• HiRDB Version 8 コマンドリファレンス（Windows(R)用）（3020-6-355）
• HiRDB ファーストステップガイド（Windows(R)用）（3020-6-054）

HiRDB（UNIX用マニュアル）
• HiRDB Version 8 解説（UNIX(R)用）（3000-6-351）
• HiRDB Version 8 システム導入・設計ガイド（UNIX(R)用）（3000-6-352）
• HiRDB Version 8 システム定義（UNIX(R)用）（3000-6-353）
• HiRDB Version 8 システム運用ガイド（UNIX(R)用）（3000-6-354）
• HiRDB Version 8 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）（3000-6-355）
• インナレプリカ機能 HiRDB Staticizer Option Version 8（3000-6-363）
• HiRDB Version 8 ディザスタリカバリシステム　構築・運用ガイド（3000-6-364）
• HiRDB ファーストステップガイド（UNIX(R)用）（3000-6-254）

HiRDB（Windows，UNIX共通マニュアル）
• HiRDB Version 8 UAP開発ガイド（3020-6-356）
• HiRDB Version 8 SQLリファレンス（3020-6-357）
II



はじめに
• HiRDB Version 8 メッセージ（3020-6-358）
• HiRDB Version 8 セキュリティガイド（3020-6-359） 
• HiRDB Version 8 XDM/RD E2接続機能（3020-6-365）
• HiRDB Version 8 バッチ高速化機能（3020-6-368） 
• HiRDB データ連動機能 HiRDB Datareplicator Version 8（3020-6-360）
• HiRDB データ連動拡張機能 HiRDB Datareplicator Extension Version 8（3020-6-361）
• HiRDB 全文検索プラグイン HiRDB Text Search Plug-in Version 8（3000-6-375）
• HiRDB XML拡張機能 HiRDB XML Extension Version 8（3020-6-376） 

なお，本文中で使用している HiRDB Version 8のマニュアル名は，（UNIX(R)用）または
（Windows(R)用）を省略して表記しています。使用しているプラットフォームに応じて UNIX
用またはWindows用のマニュアルを参照してください。

VOS3
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　概説（6190-6-601）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　解説（6190-6-620）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　XDM/RD E2 解説（6190-6-637）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　XDM/RD E2 SQL入門（6190-6-655）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　XDM/RD E2 SQLリファレンス
（6190-6-656）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　プログラム作成の手引（XDM/RD E2）
（6190-6-638）
• VOS3 データベース抽出プログラム　XDM/XT（6190-6-641）
• VOS3 XDMデータ連動機能　XDM/DS　解説・定義（6190-6-642）
• VOS3 XDMデータ連動機能　XDM/DS　運用（6190-6-658）
• 通信管理　XNF E2　ネットワーク定義（6190-3-593）
• XNF TCP/IP 接続機能　XNF/TCP　解説（6190-3-581）
• XNF TCP/IP 接続機能　XNF/TCP　使用の手引（6190-3-582）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　ユティリティ（XDM/RD E2　第 1分冊）
（6190-6-647）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　ユティリティ（XDM/RD E2　第 2分冊）
（6190-6-639）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　ユティリティ（XDM/RD E2　第 3分冊）
（6190-6-659）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　XDM/RD E2 使用の手引－システム作成・
維持編－（6190-6-644）

• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　XDM/RD E2 使用の手引－運用編－
（6190-6-660）
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　XDM/RD E2 使用の手引－ RD環境定義
文・空間起動制御文・運用コマンド編－（6190-6-661）

• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　XDM/RD E2 性能設計（6190-6-657）
III



はじめに
• VOS3 データマネジメントシステム　XDM E2系　メッセージ（XDM/RD E2）（6190-6-643）
• VOS3 Database Connection Server（6190-6-648）

■利用者ごとの関連マニュアル
HiRDBのマニュアルをご利用になる場合，利用者ごとに次のようにお読みください。
また，より理解を深めるために，左側のマニュアルから順にお読みいただくことをお勧めしま
す。
IV
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はじめに
■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別に，次
の手順でお読みいただくことをお勧めします。
VI



はじめに
■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは製品名称および名称について次のように表記しています。ただし，それぞ
れのプログラムについての表記が必要な場合はそのまま表記しています。

製品名 表　記

HiRDB/Single Server Version 8 HiRDB/シングルサーバ HiRDBまた
は HiRDB
サーバ

HiRDB/Single Server Version 8(64)

HiRDB/Parallel Server Version 8 HiRDB/パラレルサーバ

HiRDB/Parallel Server Version 8(64)

HiRDB/Developer's Kit Version 8 HiRDB/Developer's Kit HiRDBクラ
イアント

HiRDB/Developer's Kit Version 8(64)

HiRDB/Run Time Version 8 HiRDB/Run Time

HiRDB/Run Time Version 8(64)

HiRDB Datareplicator Version 8，
HiRDB Datareplicator Version 8(64)

HiRDB Datareplicator

HiRDB Dataextractor Version 8，
HiRDB Dataextractor Version 8(64)

HiRDB Dataextractor

HiRDB Text Search Plug-in Version 8 HiRDB Text Search 
Plug-in

HiRDB XML Extension Version 8 HiRDB XML Extension

XDM/RD E2 XDM/RD

XDM/RD

Oracle 8 ORACLE

Oracle 8i

Oracle 9i

Oracle 10g

Oracle Database 11g

AIX 5L AIX

AIX V6.1

HP-UX 11i V2(PA-RISC) HP-UX

HP-UX 11i V2(IPF) HP-UXまたは HP-UX 
(IPF)

HP-UX 11i V3(IPF)

Red Hat Linux Linux

Red Hat Enterprise Linux

Red Hat Enterprise Linux AS 3(IPF) Linux (IPF) Linux
VII



はじめに
Red Hat Enterprise Linux AS 4(IPF)

Red Hat Enterprise Linux AS 3(AMD64 & Intel 
EM64T)

Linux (EM64T)

Red Hat Enterprise Linux AS 4(AMD64 & Intel 
EM64T)

Red Hat Enterprise Linux ES 3(AMD64 & Intel 
EM64T)

Red Hat Enterprise Linux ES 4(AMD64 & Intel 
EM64T)

Red Hat Enterprise Linux 5.1 Advanced Platform 
(x86)

Red Hat Enterprise Linux 
5 Advanced Platform (x86)

Red Hat Enterprise Linux 5.3 Advanced Platform 
(x86)

Red Hat Enterprise Linux 5.1 (x86) Red Hat Enterprise Linux 
5 (x86)

Red Hat Enterprise Linux 5.3 (x86)

Red Hat Enterprise Linux 5.1 Advanced Platform 
(AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux 
5 Advanced Platform 
(AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux 5.3 Advanced Platform 
(AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux 5.1 (AMD/Intel 64) Red Hat Enterprise Linux 
5 (AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux 5.3 (AMD/Intel 64)

Red Hat Enterprise Linux 5.1 Advanced Platform 
(Intel Itanium)

Red Hat Enterprise Linux 
5 Advanced Platform (Intel 
Itanium)

Red Hat Enterprise Linux 5.3 Advanced Platform 
(Intel Itanium)

Red Hat Enterprise Linux 5.1 (Intel Itanium) Red Hat Enterprise Linux 
5 (Intel Itanium)

Red Hat Enterprise Linux 5.3 (Intel Itanium)

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional Operating 
System

Windows 2000

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating 
System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server 
Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Datacenter Server 
Operating System

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional Operating 
System

Windows XP Professional Windows XP
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はじめに
• Windows 2000，Windows XP，Windows Server 2003，Windows Vista，およびWindow 
Server 2008を総称してWindowsと表記します。ただし，それぞれのプログラムを明示する
ときは，総称しないで表記します。

• 特に断らない場合，xtrepOまたは xtrepSコマンドを xtrepコマンドとして表記します。
• 特に断らない場合，ORACLEの下記属性は BLOBとして表記します。

　LONG，LONG RAW，BLOB，CLOB，NCLOB，および BFILE

■このマニュアルで使用する略語
このマニュアルで使用する英略語の一覧を次に示します。

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional x64 Edition Windows XP x64 Edition

Microsoft(R) Windows Vista(R) Business Windows Vista Business Windows 
Vista

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise Windows Vista Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate Windows Vista Ultimate

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard 
Edition

Windows Server 2003

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard x64 
Edition

Windows Server 2003 x64 
Editions

Windows 
Server 2003

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise x64 
Edition

64ビットバージョンMicrosoft(R) Windows Server(R) 
2003, Enterprise Edition(IPF)

Windows Server 2003(IPF)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard 
Edition

Windows Server 2003 R2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard x64 
Edition

Windows Server 2003 R2
またはWindows Server 
2003 R2 x64 Editions

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard Windows Server 2008 
Standard

Windows 
Server 2008

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise Windows Server 2008 
Enterprise

Microsoft(R) SQL Server SQL Server

製品名 表　記
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英略語 英字の表記

ADM Adaptable Data Manager

ADT Abstract Data Type

BES Back End Server

BLOB Binary Large Object

CLOB Character Large Object

CSMA/CD Carrier Sense Multiple Access with Collision Detection

CSV Comma Separated Values

DB Database

DTD Document Type Definition

EOF End Of File

EUC Extended UNIX Code

FES Front End Server

FQDN Fully Qualified Domain Name

FTP File Transfer Protocol

ID Identification number

IEEE Institute of Electrical and Electronics Engineers

IP Internet Protocol

IPF Itanium(R) Processor Family

JIS Japanese Industrial Standard

LAN Local Area Network

LOB Large Object

MGR System Manager

ODBC Open Database Connectivity

OS Operating System

OSI Open Systems Interconnection

PC Personal Computer

PR Protected Retrieve

RD Relational Database

SDS Single Database Server

SGML Standard Generalized Markup Language

SJIS Shift JIS

SQL Structured Query Language

SR Shared Retrieve
X



はじめに
■ログの表記
●Windows版の場合

Windowsのイベントビューアで表示されるアプリケーションログをイベントログと表記し
ます。イベントログは，次の方法で参照できます。

〈手順〉
1.［スタート］－［プログラム］－［管理ツール（共通）］－［イベントビューア］を選択
します。
2.［ログ］－［アプリケーション］を選択します。
3.アプリケーションログが表示されます。「ソース」の列が「HiRDB Dataextractor」に
なっているのが HiRDB Dataextractorが出力したメッセージです。

● UNIX版の場合
OSのログを syslogfileと表記します。syslogfileは，/etc/syslog.confでログ出力先に指定
しているファイルです。一般的には，次のファイルが syslogfileとなります。

■Windowsの操作説明で使う表記
Windowsの操作説明で使う記号を次に示します。

TCP/IP Transmission Control Protocol / Internet Protocol

TLI Transport Layer Interface

UAP User Application Program

VOS3 Virtual-storage Operating System 3

WS Workstation

XDM Extensible Data Manager

XDM/DS Extensible Data Manager / Data Spreader

XDM/RD Extensible Data Manager / Relational Database

XDM/SD Extensible Data Manager / Structured Database

XDM/XT Extensible Data Manager / Data Extract

XNF Extended HNA based communication Networking Facility

OS ファイル

HP-UX /var/adm/syslog/syslog.log

Solaris /var/adm/messagesまたは /var/log/syslog

AIX /var/adm/ras/syslog

Linux /var/log/messages

英略語 英字の表記
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はじめに
Windowsの用語「ディレクトリ」と「フォルダ」は，「ディレクトリ」に統一して表記していま
す。また，パス名の区切りは，「／」で表記している個所があります。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を次のように定義します。

■このマニュアルで使用する記号
形式および説明で使用する記号を次に示します。ここで説明する文法記述記号は，説明のため
の記号なので実際には記述しないでください。

記　号 意　味

［　］ ボタンやテキストボックスなど，画面に表示されている要素を示します。

［　］－［　］ 画面に表示されるメニューやアイコンなどを選択する操作を示します。

文法記述記号 意味

｛　　｝ この記号で囲まれている複数の項目の中から一つを選択することを示し
ます。
（例）
NAME =｛A｜ B｜ C｝
これは，設定値として，Ａ，Ｂ，および Cから選択できることを示し
ます。
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■このマニュアルで使用する構文要素記号
このマニュアルで使用する構文要素記号を次に示します。

注
すべて半角文字を使用してください。また，英字の大文字と小文字は区別されます。さら

〔　　〕 この記号で囲まれた項目は省略できることを示します。
（例）
xtrep〔－ d〕
これは，xtrepコマンドで，－ｄオプションを省略できることを示しま
す。

｜（ストローク） 記号｛　　｝で囲まれた複数の項目を一つずつの項目に区切ることを示
します。
（例）
PDPRMTRC=｛YES｜ NO｝
これは，PDPRMTRCオペランドの設定値として YESと NOの項目に
区切ることを示します。

　（下線） 指定値を省略したときにシステムが設定する標準値を示します。
（例）
PDPRMTRC=｛YES｜ NO｝
これは，PDPRMTRCオペランドを省略したときに PDPRMTRC=NO
と仮定されることを示します。

～ この記号のあとにユーザ指定値の属性を示します。

《　　》 ユーザが指定しなかった場合に仮定される値を示します。

<　　> ユーザ指定値の構文要素を示します。

((　　)) ユーザ指定値の指定範囲を示します。

構文要素記号 意味

<英字 > アルファベット（A～ Z，a～ z），＿（下線），－（ハイフン）

<英字記号 > アルファベット（A～ Z，a～ z），#，@，¥

<英数字 > <英字 >，数字（0～ 9）

<英数字記号 > <英字記号 >，数字（0～ 9）

<16進数字 > 数字（0～ 9），A～ F，a～ f

<符号なし整数 > 数字（0～ 9）

<識別子 > 先頭がアルファベット（A～ Z，a～ z）の英数字列

<記号名称 > 先頭が <英字記号 >の <英数字記号 >

<文字列 > 任意の文字の配列

<パス名 > /または ¥と記号名称の並び

<ファイル名 > アルファベット（A～ Z，a～ z），数字（0～ 9），．（ピリオド），
＿（下線），－（ハイフン），および＠で構成される文字列（最大
30文字）

文法記述記号 意味
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に，パス名は使用している OSに依存します。

■このマニュアルで使用する計算式の記号
このマニュアルで使用する計算式の記号の意味を次に示します。

■ HiRDBのデータベース言語の出典
このマニュアルで記述するリレーショナルデータベースの言語仕様は，次に示す規格を基に日
立製作所独自の解釈と仕様を追加したものです。原開発者に謝意を表するとともに，仕様の出
典を示します。

HiRDBのリレーショナルデータベース
(1) JIS：X3005-1997　データベース言語 SQL
(2) IS：ISO9075-1992　Information processing systems-Database Language SQL
(3) ANS：X3.135-1986　information systems-database language-SQL

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

■ Version 7と Version 8の製品体系の違い
HiRDB Version 8では，HiRDB Version 7までオプション製品（HiRDB Object Optionおよび
HiRDB High Availability）で提供していた機能をHiRDBの標準機能としました。それに伴い，
オプション製品が廃止になりました。
また，Version 8以降，HiRDB External Data Accessおよび HiRDB External Data Access 
Adapterは HiRDBシリーズではなく，Cosminexus Version 7シリーズとなりました。
HiRDB Version 7と Version 8の製品体系の違いを次に示します。

記号 意味

↑　↑ 計算結果の値を小数点以下で切り上げることを意味します。
（例）↑ 34÷ 3↑の計算結果は，12となります。

↓　↓ 計算結果の値を小数点以下で切り捨てることを意味します。
（例）↓ 34÷ 3↓の計算結果は，11となります。

(nnnn)16 16進数字を意味します。
（例）(12AB)16は，16進数字の 12ABを意味します。
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1　 HiRDB Dataextractorの概要
HiRDB Dataextractorの目的，機能，およびデータ連携の概
要について説明します。

1.1　HiRDB Dataextractorとは

1.2　HiRDB Dataextractorの機能

1.3　HiRDB Dataextractorのデータ連携
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1.　HiRDB Dataextractorの概要
1.1　HiRDB Dataextractorとは

近年，企業活動で発生する基幹系業務のデータを，意思決定支援などの情報系業務で統
合的に活用することが求められています。しかし，基幹系業務の DBには高い性能や格
納効率が要求されるため，情報系業務の DBとしては操作性が劣っている場合や，目的
に適していない場合があります。HiRDB Dataextractorは，このような問題を解決する
ことを目的に開発されました。

HiRDB Dataextractorを使用すると，基幹系業務の DBから必要なデータを抽出して，
目的や用途に応じた目的別 DBを作成できます。例えば，全社 DBからサーバごとの部
門別 DBを作成したり，あるサーバの DBのバックアップを別のサーバに初期作成した
りできます。

XDM/XTと組み合わせて使用すると，メインフレーム側の DBとの間でデータの抽出・
反映ができます。

また，抽出したデータで DBへの入力用のファイルを作成することもできます。

HiRDB Dataextractorを使用することによって，必要な情報を必要な場所で効率的に利
用できる DBシステムが構築できます。

参考
 

HiRDB Datareplicatorとの違い
HiRDB Dataextractorは，DBから大量のデータを一括で抽出し，ほかの DBへ一括で反映
するソフトウェアです。ほかのシステムの DBを目的や用途に応じて初期作成・再作成する
のに適しています。
一方，HiRDB Datareplicatorとは，事前に定義された表の更新情報だけを抽出し，ほかの
DBに一定の時間間隔で反映するソフトウェアです。ある DBの最新の更新情報をほかのシ
ステムの DBで利用したり，最新のバックアップとして利用したりするのに適しています。
HiRDB Dataextractorで初期データ作成を行い，その後は HiRDB Datareplicatorで日々の
データ反映を行うといった使い方ができます。
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1.　HiRDB Dataextractorの概要
1.2　HiRDB Dataextractorの機能

HiRDB Dataextractorを使用して，ほかのシステムの DBとデータを抽出・反映するこ
とをデータ連携と呼びます。

データ連携の概要を次の図に示します。なお，データ抽出を実行する側のシステムを，
抽出側と呼びます。データ反映を実行する側のシステムを，反映側と呼びます。

図 1-1　データ連携の概要

データ連携を実現するために，HiRDB Dataextractorは次の機能を提供します。

• データ抽出機能
データ抽出機能は，抽出対象の DBからデータを抽出し，抽出したデータを反映側の
システムに送信する機能です。このとき，ユーザは抽出するデータを選択したり，抽
出したデータに任意の列を追加したりできます。

• データ反映機能
データ反映機能は，抽出側から送信されたデータを受信し，反映対象の表に反映する
機能です。
データ反映機能では，HiRDBのデータベース作成ユティリティ（pdload）を使用し
て，HiRDBの表にデータを反映します。
HiRDBのデータベース作成ユティリティ（pdload）については，マニュアル
「HiRDB Version 8 コマンドリファレンス」を参照してください。
• ファイル作成機能
ファイル作成機能は，抽出側から送信されたデータを受信し，ファイルに格納する機
能です。
ファイル作成機能で作成したファイルを利用することによって，HiRDB以外の DB
3



1.　HiRDB Dataextractorの概要
システムともデータ連携が実現できます。
ファイル作成機能の概要を次の図に示します。なお，ファイル作成機能を実行する側
のシステムを，ファイル作成側と呼びます。

図 1-2　ファイル作成機能の概要
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1.　HiRDB Dataextractorの概要
1.3　HiRDB Dataextractorのデータ連携

HiRDB Dataextractorが実現するデータ連携について説明します。

1.3.1　データ連携できるシステム
HiRDB Dataextractorを使用してデータ連携できるシステムを，次の表に示します。

表 1-1　HiRDB Dataextractorを使用してデータ連携できるシステム

注注注注
抽出側と反映・ファイル作成側のHiRDB Dataextractorの形名が同じ場合，バー
ジョンは同一でなければなりません。

注※注※注※注※ 1111

抽出側（適用 OS） 反映・ファイル作成側（適用 OS）

HiRDB（HP-UX，
Solaris，AIX，Linux，
Windows）

HiRDB（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）

任意の DBシステム
（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）※ 1

XDM/RD（VOS3）

メインフレームの任意の DBシステム（VOS3）※ 2

ORACLE（HP-UX，
Solaris，AIX，Linux，
Windows）

HiRDB（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）

任意の DBシステム
（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）※ 1

メインフレームの任意の DBシステム（VOS3）※ 2

SQL Server（Windows） HiRDB（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）

任意の DBシステム
（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）※ 1

XDM/RD（VOS3） HiRDB（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）

任意の DBシステム
（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）※ 1

順編成データセット
（VOS3）※ 3

HiRDB（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）

任意の DBシステム
（HP-UX，Solaris，AIX，Linux，Windows）※ 1
5



1.　HiRDB Dataextractorの概要
HiRDB Dataextractorが作成する入力用ファイルを利用します。

注※注※注※注※ 2222
XDM/XTが使用する抽出データセットとして使用できます。また，作成するデータ
セットは VOS3の順編成データセットの形式であるため，HiRDB Dataextractorと
XDM/XTの組み合わせで反映できない DBシステムにも利用できます。

注※注※注※注※ 3333
XDM/XTが作成する抽出データセットが使用できます。これによって，XDM/SD　
E2，ADMの DBのデータを，HiRDBや任意の DBシステムに反映できます。ま
た，XDM/XTが作成したデータセット以外でも，VOS3の順編成データセットの形
式であれば使用できるため，XDM/XTでは抽出できない DBシステムの場合にも利
用できます。

1.3.2　データ連携の仕組み
ここでは，HiRDB Dataextractorを使用した，代表的なデータ連携の仕組みについて説
明します。

（1） HiRDB間のデータの抽出・反映

HiRDBの DBからデータを抽出して，HiRDBの DBヘ反映できます。HiRDB間のデー
タの抽出・反映の概要を次の図に示します。

図 1-3　HiRDB間のデータの抽出・反映の概要

また，HiRDBの DBから抽出したデータをファイルに出力し，このファイルから
HiRDBの DBヘ反映することもできます。
6



1.　HiRDB Dataextractorの概要
詳細については，「3.1　データの抽出（HiRDB）」を参照してください。

（2） ORACLE，または SQL Serverのデータの抽出

ORACLE，または SQL Serverの DBからデータを抽出して，HiRDBの DBヘ反映でき
ます。ORACLE，または SQL Serverへのデータの反映はできません。ORACLE，また
は SQL Serverのデータの抽出の概要を次の図に示します。

図 1-4　ORACLE，または SQL Serverのデータの抽出の概要

また，ORACLE，または SQL Serverの DBから抽出したデータをファイルに出力し，
このファイルからHiRDBの DBヘ反映することもできます。

詳細については，「3.2　データの抽出（ORACLE）」，「3.3　データの抽出（SQL 
Server）」を参照してください。

（3） メインフレーム側の DBと HiRDB間のデータの抽出・反映

メインフレーム側の DBからデータを抽出して，HiRDBの DBヘ反映できます。また，
その逆もできます。メインフレーム側の DBと HiRDB間のデータの抽出・反映の概要
を次の図に示します。
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1.　HiRDB Dataextractorの概要
図 1-5　メインフレーム側の DBと HiRDB間のデータの抽出・反映の概要

HiRDB Dataextractorは，メインフレーム側のデータベース抽出プログラムである
XDM/XTと組み合わせて使用することによって，メインフレーム側の DBとデータ連携
できます。

また，HiRDBの DBから VOS3の順編成データセットを作成できます。これによって，
メインフレーム側の DBのデータを，ユーザが容易に利用できます。

メインフレーム側の DBとのデータの抽出，反映，および順編成データセットを作成す
る場合，データの抽出，反映，および順編成データセット作成方法は XDM/XT実行時に
指定します。詳細は，マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照し
てください。

（4） ORACLEからメインフレーム側の DBへのデータの反映

ORACLEの DBからデータを抽出して，メインフレーム側の DBへ反映できます。
ORACLEからメインフレーム側の DBへのデータの反映の概要を次の図に示します。
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1.　HiRDB Dataextractorの概要
図 1-6　ORACLEからメインフレーム側の DBへのデータの反映の概要

メインフレーム側のデータベース抽出プログラムである XDM/XTは VOS3の順編成デー
タセットを作成します。これによって，HiRDB Dataextractorはメインフレーム側の
DBとデータ連携できます。

メインフレーム側の DBへのデータの抽出，反映，および順編成データセット作成の場
合，データの抽出，反映，および順編成データセット作成方法は XDM/XT実行時に指定
します。詳細は，マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照してく
ださい。

（5） ORACLE，または SQL Serverへのデータの反映

HiRDBの DBからデータを抽出して，DBシステムへの入力用ファイルを作成すると，
ORACLE，または SQL Serverの DBへ反映できます。ORACLE，または SQL Server
へのデータの反映の概要を次の図に示します。
9



1.　HiRDB Dataextractorの概要
図 1-7　ORACLE，または SQL Serverへのデータの反映の概要

入力用ファイルは，抽出側の DBのバックアップとしても利用でき，ユーザの任意のタ
イミングで反映側の DBへ反映できます。詳細については，「3.5　ファイルの作成」を
参照してください。

また，XDM/XTと組み合わせて使用することによって，メインフレーム側の DBのデー
タでも，DBシステムへの入力用ファイルを作成できます。メインフレーム側の DBの
データからファイルを作成する場合，データの抽出およびファイルの作成方法は XDM/
XT実行時に指定します。詳細は，マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/
XT」を参照してください。
10



2　 HiRDB Dataextractorの環境
設定
HiRDB Dataextractorのソフトウェア構成，環境の設定方法，
および実行前の準備について説明します。

2.1　ソフトウェア構成

2.2　環境の設定方法

2.3　実行前の準備
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
2.1　ソフトウェア構成
HiRDB Dataextractorを使用するために必要なソフトウェア構成について説明します。

HiRDB Dataextractorを使用するときに関連するプログラムプロダクトを，次の表に示
します。

表 2-1　関連するプログラムプロダクト

（凡例）
○：どれか一つが必要です。

プログラムプロダクト 必要性 備考

HP-UX
Windows 
Solaris
Linux
AIX

○ －

HiRDB △ 次の場合に必要です。
• HiRDBに対してデータの抽出または反映をする場合
• HiRDBの XML型を使用してデータの抽出または反映をす
る場合

HiRDB Text Search 
Plug-in

△ HiRDBの SGMLTEXT型，FREEWORD型の列を使用する場
合に必要です。

HiRDB XML Extension △ HiRDBの XML型を使用してデータの抽出または反映をする
場合に必要です。

XNF/H/BASE △ 適用 OSが HP-UXの場合で，OSIプロトコルを使用する場合
に必要です。XNF/S/BASE-E2 △

XNF/W/BASE-E2 △

XNF/H/ACONARC △

XDM/RD △ 次の場合に必要です。
• XDM/RDに対してデータの抽出または反映をする場合
• XDM/RDからのファイル作成の場合

XDM/XT △ 次の場合に必要です。
• XDM/RDからデータを抽出して，HiRDBへ反映またはファ
イルを作成する場合

• 順編成データセットからデータを抽出して，HiRDBへ反映
またはファイルを作成する場合

• HiRDBからデータを抽出して，XDM/RDへ反映または順編
成データセットを作成する場合

• ORACLEからデータを抽出して，XDM/RDへ反映または順
編成データセットを作成する場合

ORACLE △ ORACLEに対してデータの抽出をする場合に必要です。

SQL Server △ SQL Serverに対してデータの抽出をする場合に必要です。

ODBC
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
△：条件によって必要です。
－：特にありません。
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
2.2　環境の設定方法
HiRDB Dataextractorを使用するための環境の設定方法について説明します。

2.2.1　環境の設定手順
HiRDB Dataextractorを使用するための環境の設定手順を，次の図に示します。

図 2-1　環境の設定手順

2.2.2　HiRDB Dataextractorのインストール
HiRDB Dataextractorをインストールする方法について説明します。

（1） インストール前の準備

HiRDB Dataextractorをインストールする前に，次に示す作業が必要になります。

• 稼働環境の確認
• ユーザ権限の確認

（a）稼働環境の確認

次に示す内容を確認してください。

• HiRDB Dataextractorをインストールするマシンのディスクの空き容量が十分にある
ことを確認してください。

• HiRDB Dataextractorが動作するのに必要な製品がインストールされていることを確
認してください。HiRDB Dataextractorが動作するのに必要な製品については，「2.1
　ソフトウェア構成」を参照してください。

（b）ユーザ権限の確認

インストールを実行する利用者がスーパユーザであることを確認してください。
14



2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
（2） HiRDB Dataextractorをインストールするホスト

HiRDB Dataextractorをインストールするホストを，次の表に示します。

表 2-2　HiRDB Dataextractorをインストールするホスト

注※注※注※注※ 1111
OSIプロトコルの場合には，インストールするホストと XDM/XT間とは，OSIプロ
トコルで接続されている必要があります。

注※注※注※注※ 2222
データの転送先のサーバのあるホストと XDM/XT間とは，OSIプロトコルで接続さ
れている必要があります。システムマネジャのあるホストと XDM/XT間の OSIプ
ロトコルでの接続は任意です。

注※注※注※注※ 3333
データをフロントエンドサーバに転送する場合は，フロントエンドサーバのどれか
のあるホスト（データを転送するホスト）になります。
RDエリア単位の格納の場合で，バックエンドサーバにデータを直接転送するとき
は，転送先のバックエンドサーバのあるホストになります。

（3） インストールの実行

「2.1　ソフトウェア構成」を参照して，HiRDB Dataextractorを使うために必要な製品
をインストールしてください。HiRDB Dataextractorのインストールは，日立 PPイン
ストーラで行います。

HiRDBと HiRDB Dataextractorのどちらを先にインストールしてもかまいませんが，
HiRDB Dataextractorの環境変数を設定するときは，同じサーバマシンにHiRDBがイ
ンストールされていることが前提です。

種別 抽出側 反映側 ファイル作成
側

インストール
するホスト※ 1

HiRDB/シングルサーバの場合
• シングルサーバのあるホスト

HiRDB/シングルサーバの場合
• シングルサーバのあるホスト

ファイルを作
成するホスト

HiRDB/パラレルサーバの場合
次のどれかのサーバのあるホス
ト
• システムマネジャ
• フロントエンドサーバ
• バックエンドサーバ
• ディクショナリサーバ

HiRDB/パラレルサーバの場合
次のサーバのあるホスト※ 2

• システムマネジャのあるホス
ト

• データの転送先のサーバのあ
るホスト※ 3

ORACLEの場合
• ORACLEのあるホスト

SQL Serverの場合
• SQL Serverのあるホスト
15



2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
（4） HiRDB Dataextractorのアンインストール

HiRDB Dataextractorのアンインストールは，日立 PPインストーラで実施してくださ
い。

（5） HiRDB Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイル

HiRDB Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイルを，次の表に示します。

HiRDB Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイルは，インストールしたホ
ストに作成されます。なお，インストールするホストに HiRDB Dataextractorが作成す
るファイルと同一のファイルがある場合は，リネームなどでそのファイルを退避させて
ください。

表 2-3　HiRDB Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイル

ディレクトリおよび 作成時期 内容 種別

ファイル名 抽
出

反
映

作
成

/opt/HIRDBXT/ インストー
ル時

HiRDB HiRDB Dataextractorの各種
ディレクトリおよびファイルを格納
するディレクトリ

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/bin HiRDB Dataextractorの実行ファイ
ルを格納するディレクトリ（この
ディレクトリ下に HiRDB 
Dataextractorのロードモジュールお
よびコマンドを格納する）

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/bin/xtrep HiRDB Dataextractorの xtrepコマ
ンドのファイル

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/bin/xtstart HiRDB Dataextractorの xtstartコ
マンドのファイル

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/bin/xtmsgtext HiRDB Dataextractorのメッセージ
出力用テキストファイル

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/obj オブジェクト格納ディレクトリ ○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/obj/pxto8160.o ORACLE抽出用オブジェクト ○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/lib ライブラリ格納ディレクトリ ○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/lib/maptable/
euc2jis.map

文字コード変換用マッピングテーブ
ル（EUCから SJISへの変換）

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/lib/maptable/
eucg2jis.map

/opt/HIRDBXT/lib/maptable/
euc2ucs2.map

文字コード変換用マッピングテーブ
ル（EUCから UCS-2への変換）

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/lib/maptable/
eucg2u.map
16



2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
/opt/HIRDBXT/lib/maptable/
jis2euc.map

文字コード変換用マッピングテーブ
ル（SJISから EUCへの変換）

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/lib/maptable/
jis2ucs2.map

文字コード変換用マッピングテーブ
ル（SJISから UCS-2への変換）

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/lib/maptable/
ucs22euc.map

文字コード変換用マッピングテーブ
ル（UCS-2から EUCへの変換）

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/lib/maptable/
ucs22jis.map

文字コード変換用マッピングテーブ
ル（UCS-2から SJISへの変換）

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/lib/usermap xtccnvedtコ
マンドによ
るマッピン
グテーブル
更新時

ユーザの文字コード変換用マッピン
グテーブルを格納するディレクトリ

－ ○ ○

/opt/HIRDBXT/lib/pxtora01.sl • Windows
版，AIX
版の場
合：
インス
トール時

• HP-UX
版，
Linux版，
Solaris版
の場合：
ユーザ環
境での
make時

ORACLE抽出用ライブラリ ○ － ○

/opt/HIRDBXT/spool/※ 1 インストー
ル時

HiRDB Dataextractorが稼働中に出
力するファイルを格納するディレク
トリ

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/spool/xter HiRDB 
Dataextract
or
稼働時

TCP/IP使用時の HiRDB 
Dataextractorのエラーログファイル

T
C
P
※

2

T
C
P
※

3

T
C
P
※

3

/opt/HIRDBXT/spool/xtlog... OSI使用時の HiRDB Dataextractor
のエラーエラーログファイル

O
S
I
※

3

O
S
I
※

3

O
S
I
※

3

/opt/HIRDBXT/spool/pder... HiRDBデータベース作成ユティリ
ティのエラーファイル

－ ○
※

3

－

ディレクトリおよび 作成時期 内容 種別

ファイル名 抽
出

反
映

作
成
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
/opt/HIRDBXT/spool/.xtpc... HiRDBデータベース作成ユティリ
ティの一時エラーファイル

－ △
※

3

－

/opt/HIRDBXT/spool/pdin...ま
たは /opt/HIRDBXT/spool/
.pdin...

HiRDBデータベース作成ユティリ
ティの入力データファイル

－ △
※

3

－

/opt/HIRDBXT/spool/pdcf... HiRDBデータベース作成ユティリ
ティの制御情報ファイル

－ □
※

3

－

/opt/HIRDBXT/spool/pdnf... HiRDBデータベース作成ユティリ
ティのナル値情報ファイル

－ □
※

3

－

$XTTMPDIR/... 出力ファイル
設定されるファイル名の詳細につい
ては，「(6)(a)出力ファイル」を参照
してください。

－ □
※

4

○

/opt/HIRDBXT/spool/...

/opt/HIRDBXT/spool/.pden... HiRDBデータベース作成ユティリ
ティへの EOF通知ファイル

－ △
※

3

－

$XTTMPDIR/... LOB入力ファイル格納用ディレクト
リ
設定されるファイル名の詳細につい
ては，「(6)(b)LOB入力ファイル格納
用ディレクトリ」を参照してくださ
い。

－ ○
※

5

○
※

5

/opt/HIRDBXT/spool/...

$XTTMPDIR/.../xtlbf... LOB入力ファイル
設定されるファイル名の詳細につい
ては，「(6)(c)LOB入力ファイル」を
参照してください。

－ ○
※

5

○
※

5

/opt/HIRDBXT/spool/.../xtlbf...

/opt/HIRDBXT/dump※ 6 HiRDB Dataextractorが使用するモ
ジュールトレースファイルを格納す
るディレクトリ

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/dump/xtmt... 障害時に出力されるモジュールト
レースファイル

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/dump/プロセ
ス ID

各ロード単位に coreファイルを格納
するディレクトリ

○ ○ ○

/opt/HIRDBXT/dump/プロセ
ス ID/core

障害時に出力される coreファイル ○ ○ ○

ディレクトリおよび 作成時期 内容 種別

ファイル名 抽
出

反
映

作
成
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
（凡例）
○：作成します。
－：作成しません。
△：出力ファイルを作成しないで反映する場合に，一時的に作成されます。処理終
了後に削除されます。
□：xtrepコマンドで－ oオプションを指定している場合は，処理終了後も削除され
ません。－ oオプションを指定していない場合は，処理終了後に削除されます。た
だし，反映処理でエラーとなった場合は，削除されません。
TCP：TCP/IPプロトコル使用時に作成します。
OSI ：OSIプロトコル使用時に作成します。
抽出：抽出側
反映：反映側
作成：ファイル作成側

注※注※注※注※ 1111
/opt/HIRDBXT/spool/下には，HiRDB Dataextractorが稼働中に動的に作成する
ファイルがあります。/opt/HIRDBXT/spool/は削除しないでください。
また，/opt/HIRDBXT/spool/下のファイルは，HiRDB Dataextractorの稼働中には
参照および削除しないでください。これらのファイルは，HiRDB Dataextractorの
停止中に，定期的に削除してください。

注※注※注※注※ 2222
このファイルは，パラメタ解析中にエラーが発生した場合には作成されません。こ
の場合には，エラーメッセージは標準出力にだけ出力されます。xtrepコマンドの－
eオプションでファイル名を指定して，任意のファイルに出力できます。－ eオプ
ションの指定を省略した場合は，HiRDB Dataextractorが一意になるようにファイ
ル名を設定します。
環境変数 XTTEMPNAMの指定によって，日時または tempnam関数を使用した名
称が設定できます。

注※注※注※注※ 3333
ファイル名は，HiRDB Dataextractorが一意になるように設定します。
環境変数 XTTEMPNAMの指定によって，日時または tempnam関数を使用した名
称が設定できます。

注※注※注※注※ 4444
xtrepコマンドで－ oオプションまたは－ Oオプションを指定している場合に作成
されます。

注※注※注※注※ 5555
抽出したデータに LOBデータがある場合に作成されます。xtrepコマンドで－ oオ
プションを指定している場合は，処理終了後も削除されません。－ oオプションを
指定していない場合は，処理終了後に削除されます。
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
注※注※注※注※ 6666
/opt/HIRDBXT/dumpの下のファイルは，HiRDB Dataextractorの停止中に，定期
的に削除してください。
環境変数 XTTRCDIRで，ディレクトリ名を指定できます。

（6） ファイル名の決定方法

HiRDB Dataextractorが作成する次のファイルの，ファイル名の決定方法について説明
します。

• 出力ファイル
• LOB入力ファイル格納用ディレクトリ
• LOB入力ファイル

（a）出力ファイル

出力ファイルの名称は，次の指定によって決定します。

• xtrepコマンドの－ oオプションまたは－ Oオプションの指定
• 環境変数 XTTMPDIRの指定
• 環境変数 XTTEMPNAMの指定

また，xtrepコマンドの－ oオプションまたは－ Oオプションの指定，環境変数
XTFILESIZEの指定によって，複数のファイルに分割して出力できます。

出力ファイルの名称を，次の表に示します。

なお，出力ファイルのファイルモードは環境変数 XTFPERMITで指定できます。

表 2-4　出力ファイルの名称

指定内容 出力ファイルの名称

－ oまた
は－ O
オプショ
ンの有無

－ oまたは
－ Oオプ
ションの指
定値

環境変数
XTFILESI

ZE

環境変数
XTTMPDI

R

○ ファイル一
つ

○ ○ $XTTMPDIR/指定値－通番

× ～ /spool/指定値－通番

× ○ $XTTMPDIR/指定値

× ～ /spool/指定値

ファイル複
数

－ ○ $XTTMPDIR/指定値×ファイル数

× ～ /spool/指定値×ファイル数

ディレクト
リ一つ

○ ○ $XTTMPDIR/指定値 /ファイルプレフィクス※ 1-
年 .月 .日 -時 .分 .秒－通番
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（凡例）
～：適用 OSによって異なります。
• HP-UX，Solaris，Linux，および AIXの場合：/opt/HIRDBXT
• Windowsの場合：インストールディレクトリ

○：指定あり
×：指定なし
―：該当しない
指定値：－ oまたは－ Oオプションで指定された名称
$XTTMPDIR：環境変数 XTTMPDIRでの指定値を示します。

注※注※注※注※ 1111
環境変数 XTSQL=0または省略時：抽出表名
環境変数 XTSQL=1：xtof-プロセス ID

注※注※注※注※ 2222

× ～ /spool/指定値 /ファイルプレフィクス※ 1-年 .
月 .日 -時 .分 .秒－通番

× ○ $XTTMPDIR/指定値 /ファイルプレフィクス※ 1-
年 .月 .日 -時 .分 .秒

× ～ /spool/指定値 /ファイルプレフィクス※ 1-年 .
月 .日 -時 .分 .秒

ディレクト
リ複数

－ ○ $XTTMPDIR/指定値 /ファイルプレフィクス※ 1-
年 .月 .日 -時 .分 .秒－通番×ディレクトリ数

× ～ /spool/指定値 /ファイルプレフィクス※ 1-年 .
月 .日 -時 .分 .秒－通番×ディレクトリ数

指定値なし ○ ○ $XTTMPDIR/ファイルプレフィクス※ 1-年 .月 .
日 -時 .分 .秒－通番

× ～ /spool/ファイルプレフィクス※ 1-年 .月 .日 -
時 .分 .秒－通番

× ○ $XTTMPDIR/ファイルプレフィクス※ 1-年 .月 .
日 -時 .分 .秒

× ～ /spool/ファイルプレフィクス※ 1-年 .月 .日 -
時 .分 .秒

× 指定値なし － － ～ spool/.pdin-年 .月 .日 -時 .分 .秒※ 2

指定内容 出力ファイルの名称

－ oまた
は－ O
オプショ
ンの有無

－ oまたは
－ Oオプ
ションの指
定値

環境変数
XTFILESI

ZE

環境変数
XTTMPDI

R
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
環境変数 XTTEMPNAMに 0が指定されている場合は，「-年 .月 .日 -時 .分 .秒」
の部分は tempnam関数で作成された値になります。

　

出力ファイルの作成例 1
ファイルだけを作成する場合で，出力ファイルを一意の名称で作成します。
指定値なしで－ oオプションを指定することによって，HiRDB Dataextractorが一
意な名称を決定します。ファイルの作成先は，環境変数 XTTMPDIRで指定した
ディレクトリ下になります。

環境変数
　
XTFILESIZE：なし
XTTMPDIR：/tmp
　

xtrepコマンド
　
xtrep -R -o TBL_NAME
　

ファイル名
　
/tmp/TBL_NAME-99.06.11-10.00.00
　

出力ファイルの作成例 2
HiRDBの表に反映する場合で，同じパーティションにファイルを分割して作成しま
す。
環境変数 XTFILESIZEを指定してファイルを分割します。環境変数 XTTMPDIRを
指定していないため，ファイルの作成先は～ /spool下になります。

環境変数
　
XTFILESIZE：100000
XTTMPDIR：なし
　

xtrepコマンド
　
xtrep -o TBL_NAME
　

ファイル名
　
～/spool/TBL_NAME-99.06.11-10.00.00-1
～/spool/TBL_NAME-99.06.11-10.00.00-2
                  ：
                  ：
～/spool/TBL_NAME-99.06.11-10.00.00-n

100,000バイト単位でファイル分割しますが，ファイル間でレコードまたがりはし
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
ないため，ファイルの最大長は次のようになります。
 
ファイルの最大長＝↓100000/L↓×L
　
　L：レコード長
　

出力ファイルの作成例 3
ファイルだけを作成する場合で，別のパーティションに DAT形式のファイルを分割
して作成します。
－ oオプションで複数のパーティションを指定することによって，別のパーティ
ションにファイルを作成します。環境変数 XTFILESIZEを指定していないため，
パーティションの空き容量をすべて使用して空きがなくなった時点で，別のパー
ティションにファイルを作成します。

HP-UXの場合

・環境変数
　
XTFILESIZE：なし
XTTMPDIR：/
　

・xtrepコマンド
　
xtrep -R dat -o HD000/, HD001/ TBL_NAME
　

・ファイル名
　
/HD000/TBL_NAME-99.06.11-10.00.00
/HD001/TBL_NAME-99.06.11-10.00.00
　

/HD000がいっぱいになったら，/HD001に作成します。

　

Windowsの場合

・環境変数
　
XTFILESIZE：なし
XTTMPDIR：¥
　

・xtrepコマンド
　
xtrep -R dat -o C:¥DATA¥,D:¥DATA¥ TBL_NAME
　

・ファイル名
　
C:¥DATA¥TBL_NAME-99.06.11-10.00.00
D:¥DATA¥TBL_NAME-99.06.11-10.00.00
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
　
C:¥DATAがいっぱいになったら，D:¥DATAに作成します。

（b）LOB入力ファイル格納用ディレクトリ

抽出したデータ中に BLOB列があった場合，HiRDB Dataextractorは LOBデータ単位
に LOB入力ファイルを作成します。この LOB入力ファイルを格納するディレクトリが
LOB入力ファイル格納用ディレクトリです。

LOB入力ファイル格納用ディレクトリの名称は，次の指定によって決定します。

• xtrepコマンドの－ bオプションの指定
• 環境変数 XTTMPDIRの指定
• 環境変数 XTTEMPNAMの指定

LOB入力ファイル格納用ディレクトリの名称を，次の表に示します。

なお，環境変数 XTLOBKINDの指定によって，LOB入力ファイルを作成しないで，
BLOB列のデータを BLOB列以外のデータと同一の出力ファイルに格納することもでき
ます。また，環境変数 XTDPERMITの指定によって，LOB入力ファイル格納用ディレ
クトリに対して，ファイルモードが指定できます。

表 2-5　LOB入力ファイル格納用ディレクトリの名称

（凡例）
～：適用 OSによって異なります。
• HP-UX，Solaris，Linux，および AIXの場合：/opt/HIRDBXT
• Windowsの場合：インストールディレクトリ

○：指定あり
×：指定なし
$XTTMPDIR：環境変数 XTTMPDIRでの指定値を示します。

注※注※注※注※
環境変数 XTTEMPNAMに 0が指定されている場合は，「-年 .月 .日 -時 .分 .秒 -
プロセス ID」の部分は tempnam関数で作成された値になります。

指定内容 LOB入力ファイル格納用ディレクトリの名称

－ bオプショ
ン

環境変数
XTTMPDIR

○ ○ $XTTMPDIR/－ bオプション指定値

× ～ /spool/－ bオプション指定値

× ○ $XTTMPDIR/xtlb-年 .月 .日 -時 .分 .秒 -プロセス ID※

× ～ /spool/xtlb-年 .月 .日 -時 .分 .秒 -プロセス ID※
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（c） LOB入力ファイル

HiRDB Dataextractorは，LOB入力ファイル格納用ディレクトリ下に，LOBデータ単
位に一意の名称の LOB入力ファイルを作成します。

LOB入力ファイルの名称設定方法を次に示します。

（凡例）

データ件数通番 ：1からの連番（1～ 232）

BLOB列通番：1からの連番（１～ 232）

なお，LOB入力ファイルのファイルモードは環境変数 XTFPERMITで指定できます。

2.2.3　環境変数の設定
（1） HiRDB Dataextractorを使用するために必要な環境変数

HiRDB Dataextractorを使用するために必要な環境変数の設定について説明します。

HiRDB Dataextractorの環境変数は，実行する機能によって，次のどちらかに設定しま
す。

• xtrepコマンド実行者の環境
• HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイル

HiRDB Dataextractorの環境変数の設定先を，「表 2-6　HiRDB Dataextractorの環境
変数の設定先」に示します。

HiRDB Dataextractorを使用するために必要な環境変数を，「表 2-7　HiRDB 
Dataextractorを使用するために必要な環境変数」に示します。

表 2-6　HiRDB Dataextractorの環境変数の設定先

 
ｘｔｌｂｆ－データ件数通番－ＢＬＯＢ列通番
 

種別 抽出側 反映側 ファイル
作成側

抽出したデータを，HiRDBへ
反映する場合およびファイル

作成の場合

XDM/XTを使用した，XDM/RDへ
の反映および順編成データセット

の作成の場合

環境変数
の設定先

xtrepコマンド実行者の環境 HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイル
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表 2-7　HiRDB Dataextractorを使用するために必要な環境変数

環境変数 種別

XDM/XT連携 HiRDB Dataextractor連携

抽出側 反映
側

ファイ
ル作成
側

抽出側 反映側 ファイ
ル作成
側

抽 1 抽 2 抽 1 抽 2 抽 3

XTHOST － － － － △ △ △ － －

XTXHOST － － － － △ △ △ － －

XTPORTNO － － △ － △ △ △ － －

XTFESHOST － － △ － － － － － －

XTOPNWTIME － － △ － － － － △ －

XTWRTWTIME － － △ － － － － △ －

XTTCPWTIME △ △ △ △ △ △ △ △ △

XTOSIWTIME △ △ △ △ － － － －

XTTMPDIR － － △ △ － － － △ △

XTDPERMIT － － △ △ － － － △ △

XTFPERMIT － － △ △ － － － △ △

XTSTRETRY △※
2

△※
2

△※
2

△※ 2 － － － －

XTLOGNAME △※
2

△※
2

△※
2

△※ 2 △ △ △ △※ 2 △※ 2

XTLOGRETRY △※
2

△※
2

△※
2

△※ 2 △ △ △ △※ 2 △※ 2

XTTEMPNAM △※
2

△※
2

△※
2

△※ 2 △ △ － △※ 2 △※ 2

XTLOBBUFSIZE △ △ － － △ △ △ － －

XTFILESIZE － － － － △ △ △ － －

XTLOBKIND － － － － △ △ △ － －

XTERRLEVEL △ △ － － △ △ △ － －

XTPDCFPATH － － △ － － － － △ －

XTPDCFxxxx － － △ － － － － △ －

XTARRAY － － － △ △ △ －

XTTRCDIR △ △ △ △ △ △ △ △ △

XTCNDSKP － － － － △ △ △ － －

XTEXTRACTDB △ ○ － － － － － － －

XTNLDFLT － － － － △ △ △ － －
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
XTORAUSER － ○ － － － ○ － － －

XTSQLDSN － － － － － － ○ － －

XTSQLUSER － － － － － － △ － －

XTSQL － － － － △ △ △ － －

XTLOCALE － － － － △ △ △ △ △

XTDATALOCALE － － － － △ △ △ △ △

XTUNDEF － － － － － － － △ △

XTDATAUNDEF － － － － － － － △ △

XTDATSEPARATE
R

－ － － － － － － － △

XTDATENCLOSE － － － － － － － － △

XTDATCRLF － － － － － － － － △

XTCSETUSE － － － － △ － － － －

XTORANCSET － － － － － △ － － －

XTSQLNCSET － － － － － － △ － －

XTUTF8UCS4CHK － － － － － － － △ △

XTCCNVDMPSIZE － － － － － － － △ △

XTCLMxxxx △ △ － － － － － － －

XTWHExxxx △ △ － － － － － － －

XTLCKxxxx △ △ － － － － － － －

XTTBLxxxx △ △ － － － － － － －

XTLPRMxxxx △ － － － － △ －

XTPDSRxxxx △ － － － － △ －

TZ △※
2

△※
2

△※
2

△※ 2 △ △ △ △※ 2 △※ 2

XTPCHKTIME △※
2

△※
2

△※
2

△※ 2 △ △ △ △※ 2 △※ 2

XTXBUFKIND － － － － △ △ △ － －

XTENDSPACE － － － － △ △ △ － －

PDDIR ○ － ○ － ○ － － ○ －

PDCONFPATH ○ － ○ － ○ － － ○ －

環境変数 種別

XDM/XT連携 HiRDB Dataextractor連携

抽出側 反映
側

ファイ
ル作成
側

抽出側 反映側 ファイ
ル作成
側

抽 1 抽 2 抽 1 抽 2 抽 3
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
（凡例）
○：必ず指定します。
△：必要に応じて指定します。
－：該当しません。
XDM/XT連携：XDM/XTと連携してデータの抽出，反映をする場合
HiRDB Dataextractor連携：HiRDB Dataextractor間で連携してデータの抽出，反
映をする場合
抽 1：HiRDB抽出側
抽 2：ORACLE抽出側
抽 3：SQL Server抽出側

PDUSER※ 1 ○ － ○ － ○ － － ○ －

PDHOST※ 1 △※
3

－ － － △ － － － －

PDNAMEPORT※ 1 △※
3

－ － － ○ － － － －

PDBLKF※ 1 △ － － － △ － － － －

PDFESHOST※ 1 △ － － － △ － － － －

PDSERVICEGRP※
1

△ － － － △ － － － －

PDCLTPATH※ 1 △ － － － △ － － － －

PDSQLTRACE※ 1 △ － － － △ － － － －

ORACLE環境変数 － ○ － － － ○ － － －

SQL Server環境変
数

－ － － － － － △ － －

PATH － － － － ○ ○ － － －

SHLIB_PATH － － － － △ △ △ － －

LD_LIBRARY_PAT
H

△ － △ － △ － － △ －

LIBPATH △ － △ － △ － － △ －

LANG △ △ △ △ △ △ △ △ △

環境変数 種別

XDM/XT連携 HiRDB Dataextractor連携

抽出側 反映
側

ファイ
ル作成
側

抽出側 反映側 ファイ
ル作成
側

抽 1 抽 2 抽 1 抽 2 抽 3
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
注※注※注※注※ 1111
HiRDBのクライアントの環境変数。設定方法の詳細については，マニュアル
「HiRDB Version 8 UAP開発ガイド」を参照してください。

注※注※注※注※ 2222
この環境変数は，HiRDB Dataextractorの起動方法によって，指定方法が異なりま
す。詳細については，「(4)通常とは異なる場合の環境変数の指定方法」を参照して
ください。

注※注※注※注※ 3333
XDM/XTの JXUMCTL制御文 RDBDEF文を指定している場合は必ず指定します。

（2） 環境変数の設定方法

環境変数の設定方法について説明します。

　
●ＸＴＨＯＳＴ

抽出側で，データの送信対象のホスト名を指定します。ホスト名の代わりに FQDNを指
定することもできます。

次のコマンドの省略時解釈値になります。

• xtrepコマンドの－ hオプション

抽出したデータを表に反映する場合は，次のサーバのあるホスト名を指定します。

• HiRDB/シングルサーバの場合
シングルサーバ（SDS）

• HiRDB/パラレルサーバの場合
システムマネジャ（MGR）

抽出したデータからファイルを作成する場合は，ファイルの作成先のホスト名を指定し
ます。

注意事項
• 抽出側のホストと反映側のホストが異なる LANで構成されている場合は，環境変
数 XTXHOSTを指定してください。この環境変数と環境変数 XTXHOSTを同時
に指定することはできません。

• 反映側 HiRDBで系切り替え機能を使用する場合は，IPアドレスを引き継ぐホス
ト名を指定してください。

　
●ＸＴＸＨＯＳＴ

抽出側で，データの反映側のホスト名を指定します。ホスト名の代わりに FQDNを指定
することもできます。

抽出側のホストと反映側のホストが異なる LANで構成されている場合には，この環境変
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
数を指定してください。

次のコマンドの省略時解釈値になります。

• xtrepコマンドの－ Hオプション

データの反映側の，次のサーバがあるホスト名を指定します。

• HiRDB/シングルサーバの場合
シングルサーバ（SDS）

• HiRDB/パラレルサーバの場合
システムマネジャ（MGR），およびデータの転送先のサーバ（フロントエンドサーバ
（FES）またはバックエンドサーバ（BES））

指定方法については，「4.2.2　xtrepコマンド」の－ Hオプションを参照してください。

注意事項
• この環境変数と環境変数 XTHOSTを同時に指定することはできません。
• 反映側 HiRDBで系切り替え機能を使用する場合は，IPアドレスを引き継ぐホス
ト名を指定してください。

　
●ＸＴＰＯＲＴＮＯ

～＜符号なし整数＞ ((1025～ 65535))

抽出側では，データの反映側またはファイルの作成側の HiRDB Dataextractorが使用す
るポート番号を指定します。

次のコマンドの省略時解釈値になります。

• xtrepコマンドの－ pオプション

反映側では，XDM/XTから OSIプロトコルを使用して任意のサーバを指定してデータを
転送する場合に，反映側 HiRDBのシステムマネジャが存在するホストで稼働する
HiRDB Dataextractorのポート番号を指定します。指定するポート番号は，/etc/
servicesで HiRDB Dataextractor用にユーザが割り当てたポート番号を指定してくださ
い。

　
●ＸＴＦＥＳＨＯＳＴ　～｛ＳＴＡＮＤＡＲＤ｜ＨＩＲＤＢ｝

反映側で，HiRDBのサーバのホスト名（HiRDBシステム共通定義 pdunit － xオプショ
ンで指定）の種類を指定します。この指定は，OSIプロトコル使用時で，データの転送
先のサーバ（フロントエンドサーバまたはバックエンドサーバ）と XDM/XTとの間が
OSIプロトコルで接続されていて，かつシステムマネジャと XDM/XTとの間が OSIプ
ロトコルで接続されていない場合にだけ必要です。

ＳＴＡＮＤＡＲＤ：サーバのホスト名に標準ホスト名を使用する場合に指定します。
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ＨＩＲＤＢ：サーバのホスト名に標準ホスト名以外を使用する場合に指定します。
　
●ＸＴＯＰＮＷＴＩＭＥ

～＜符号なし整数＞ ((60～ 65535))≪ 60≫

反映側で，入力ファイルへのデータの書き込み監視時間を秒単位で指定します。この環
境変数で指定した時間は，次の処理の時間を監視するために使用されます。

• HiRDB Dataextractorが pdloadを内部コールしてから pdloadがデータの入力を開始
するまでの時間

監視時間は，HiRDBの排他待ち限界経過時間の指定値より大きい値を指定します。排他
待ち限界経過時間については，マニュアル「HiRDB Version 8 システム定義」を参照し
てください。なお，出力ファイルへのデータ出力時（xtrepコマンドで－ oまたは－ O
オプション指定時）には，時間監視はしません。

　
●ＸＴＷＲＴＷＴＩＭＥ

～＜符号なし整数＞ ((600～ 65535))≪ 600≫

反映側で，入力ファイルへのデータの書き込み監視時間を秒単位で指定します。この環
境変数は，データを追加モードでHiRDBへ反映時，登録済みのデータ件数が多い場合
などに HiRDB Dataextractorがタイムアウトでエラー終了するときに指定します。指定
した時間は，次の処理時間を監視するために使用されます。

• HiRDB Dataextractorが入力ファイルにデータを書き込んでから pdloadがデータを
読み込むまでの時間

なお，出力ファイルへのデータ出力時（xtrepコマンドで－ oまたは－ Oオプション指
定時）には，時間監視はしません。

　
●ＸＴＴＣＰＷＴＩＭＥ

～＜符号なし整数＞ ((60～ 65535))

TCP/IPプロトコル使用時に，データ送受信時の応答監視時間を秒単位で指定します。こ
の環境変数を省略した場合は応答監視をしません。

注意事項
• 指定値が小さい場合には，通信障害が発生していないときであっても，障害とみ
なして処理を終了することがあります。

• Windowsの場合，時間監視をデータ受信に対してだけ行い，データ送信に対して
は行いません。

　
●ＸＴＯＳＩＷＴＩＭＥ

～＜符号なし整数＞ ((60～ 65535))≪ 3600≫
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OSIプロトコル使用時に，データ送受信時の応答監視時間を秒単位で指定します。

注意事項
指定値が小さい場合には，通信障害が発生していないときであっても，障害とみな
して処理を終了することがあります。

　
●ＸＴＴＭＰＤＩＲ

反映側およびファイル作成側で，出力ファイルを作成するディレクトリおよび LOB入力
ファイル格納用ディレクトリのディレクトリ名を指定します。指定するディレクトリの
絶対パス名を指定します。省略した場合は，"/opt/HIRDBXT/spool"を仮定します。

　
●ＸＴＤＰＥＲＭＩＴ

～＜符号なし整数＞ ((1～ 777))≪ 700≫

反映側およびファイル作成側で，LOB入力ファイル格納用ディレクトリのファイルモー
ドを指定します。ファイルモードは 8進数表現で指定します。

HiRDB Dataextractorの実行ユーザと HiRDBの管理者が異なり，かつファイルの作成
に続いて HiRDBの DBへ反映する場合は，この環境変数を指定してください。

この指定がない場合は，HiRDB Dataextractorが呼び出す pdloadは作成したファイル
の入力権限がないため，エラーで終了します。

注意事項
ファイルモードは，umask(2)が指定してあるとその指定によって実際の値が変わり
ます。

　
●ＸＴＦＰＥＲＭＩＴ

～＜符号なし整数＞ ((1～ 777))≪ 600≫

反映側およびファイル作成側で，出力ファイルおよび LOB入力ファイルのファイルモー
ドを指定します。ファイルモードは 8進数表現で指定します。

HiRDB Dataextractorの実行ユーザと HiRDBの管理者が異なり，かつファイルの作成
に続いて HiRDBの DBへ反映する場合は，この環境変数を指定してください。

指定がない場合は，HiRDB Dataextractorが呼び出す pdloadは作成したファイルの入
力権限がないため，エラーで終了します。

注意事項
ファイルモードは，umask(2)が指定してあるとその指定によって実際の値が変わり
ます。

　
●ＸＴＳＴＲＥＴＲＹ

～＜符号なし整数＞ ((1～ 360))
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xtstartコマンド実行時に，OSI通信に必要なプログラム（XNF）が起動していない場合
の再試行回数を指定します。この環境変数の指定がある場合，xtstartコマンドの実行時
に XNFが起動していないときには，この環境変数での指定に従って，XNFが起動され
るまで xtstartコマンドが再試行されます。1回の再試行間隔は 10秒です。この環境変
数を省略した場合は，xtstartコマンドは再試行されません。

　
●ＸＴＬＯＧＮＡＭＥ

ログメッセージを出力するファイル名を絶対パス名で指定します。

ファイル名称規則は，適用 OSのマニュアルを参照してください。また，ファイル名称
は引用符（"）で囲まないでください。

環境変数 XTTEMPNAMが 1のときだけ有効となります。

　
●ＸＴＬＯＧＲＥＴＲＹ　～＜符号なし整数＞((0～100))≪20≫

syslogへのメッセージ出力が失敗したときのリトライ回数を指定します。

　
●ＸＴＴＥＭＰＮＡＭ　～｛０｜１｝

HiRDB Dataextractorが作成するファイル名称の決定方法を指定します。

０：ファイル名称を決定するとき，tempnam関数を使用します。

１：ファイル名称を決定するとき，日時を使用します。

この環境変数を省略した場合，1が仮定されます。

tempnam関数については，適用 OSのマニュアルを参照してください。

　
●ＸＴＬＯＢＢＵＦＳＩＺＥ

～＜符号なし整数＞ ((1～ 2147483647))≪ BLOB列定義長≫

抽出側で，BLOB，BINARY属性の列を抽出するとき，または，ORACLEもしくは
SQL Serverから抽出したデータを BLOB，BINARY属性の列に反映するときに，使用
するバッファのサイズを指定します。

定義長と実際の LOBデータの長さに差がある場合に，この環境変数に実データの長さを
指定することによって，指定された長さのバッファを使用するためにバッファを節約で
きます。

BLOB，BINARY列定義長よりも大きな値を指定した場合は，この指定は無効になり，
BLOB列定義長のバッファが使用されます。

この環境変数で指定した値は，抽出する表内のすべての BLOB，BINARY列に対して有
効になります。
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注意事項
• SGMLTEXT型または XML型の列を抽出する場合には，この環境変数を必ず指定
してください。省略された場合は，JXU7002Eメッセージを出力してリターン
コード 12で終了します。また，指定する値は抽出する原文書データ長の最大値に
してください。

• ORACLEの LONG，LONG RAW，BLOB，CLOB，NCLOB，および BFILEの
列を抽出する場合には，この環境変数を必ず指定してください。省略された場合
は，JXU7002Eのメッセージを出力してリターンコード 12で終了するときがあ
ります。また，指定する値は抽出する実データ長の最大値にしてください。

• 指定値を超える大きさのデータが抽出された場合，環境変数 XTERRLEVELに
従って，あとの処理が行われます。

• 実データのバッファサイズの求め方の例を次に示します。（HiRDBの場合）
• この例では，出力ファイル sizeに実データの最大長が出力されます。

求め方の例

BLOB型の場合の列名記述ファイル（clm）
　
max(length(列名))
　

SGMLTEXT型の場合の列名記述ファイル（clm）
　
max(length(extracts(列名)))
　

xtrepコマンド
　
xtrep -R dat -o size -s clm 表名

環境変数 XTLOBBUFSIZEの指定例
次のように定義されたデータがある場合に，バッファサイズを実データ長 2,048バ
イトに指定するときの例を示します。

表定義

定義長
列 A1：1,024バイト
列 A2：2,147,483,647バイト
列 A3：3,072バイト

環境変数指定
setenv XTLOBBUFSIZE=2048

表 A

列 A1 列 A2 列 A3

BLOB（1K） SGMLTEXT BLOB（3K）
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バッファサイズ
上のように指定した場合，実際に確保されるバッファサイズは次のとおりです。
列 A1：1,024バイト
列 A2：2,048バイト
列 A3：2,048バイト

注意事項
この状態で列 A2，列 A3に 2,048バイト以上の実データが存在すると切り捨て
が発生します。

　
●ＸＴＦＩＬＥＳＩＺＥ

～＜符号なし整数＞ ((8192～ 2147483647))

抽出側で，出力ファイルのサイズの最大長を指定します。

データ反映時にファイルを作成して反映する場合，またはファイルを作成する場合に，
データ量が多く，一つのファイルに格納できないときに，この環境変数に出力ファイル
の最大長を指定することによって複数の出力ファイルに分割して格納できます。なお，
xtrepコマンドの－ o，－ Oオプションに複数のファイル名称を指定した場合も，複数の
出力ファイルに分割して格納できます。

出力ファイルは，この指定値を超えない 1行の末尾までが入るように分割して，作成さ
れます。

この環境変数を指定したときの出力ファイルの名称については，「2.2.2(6)ファイル名の
決定方法」を参照してください。

注意事項
• この環境変数を省略した場合，出力ファイルのサイズが 2GB（ギガバイト）を超
えるか，またはファイルを作成しているパーティションがいっぱいになったとき
に，JXU7002Eメッセージ（ファイル書き込みエラー）を出力してエラーになり
ます。

• この環境変数には，抽出データ 1行分のサイズ以上の値を指定してください。指
定値よりも 1行分のデータが大きい場合には，JXU7209Eメッセージ（ファイル
書き込みエラー）を出力してエラーになります。

• この環境変数は，反映側またはファイル作成側の HiRDB Dataextractorでもこの
機能をサポートしている場合にだけ使用できます。サポートしていない場合には，
反映側またはファイル作成側で，JXU7001Eメッセージを出力してエラーになり
ます。

• 環境変数 XTNLDFLTの指定により抽出データ１行分のサイズが異なるため注意
してください。データ形式については，「4.2.4(4)出力ファイル」および「付録 A
　メモリ所要量とファイル所要量」を参照してください。

　
●ＸＴＬＯＢＫＩＮＤ　～｛０｜１｝
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
抽出側で，HiRDBの表に反映する場合の，BLOB型の列のデータ（LOBデータ）の形
式を指定します。この指定によって，BLOB型の LOBデータを，LOBデータ以外の
データと同一のファイルに格納してファイルの I/O回数を削減できるため，処理性能を
向上できます。

環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合，HiRDB反映またはバイナリ形式のファイル
作成時はデータベース作成ユティリティ（pdload）の－Wオプション指定時の入力デー
タ形式となるため，この環境変数の指定は無視されます。

０：BLOB型の LOBデータを，別ファイル（LOB入力ファイル）に出力します。

１：BLOB型の LOBデータを，BLOB型以外のデータと同一のファイルに出力します。
 

環境変数 XTLOBKINDに 0を指定した場合に作成されるデータの形式を「表 2-8　環境
変数 XTLOBKINDに 0を指定した場合に作成されるデータの形式」に，環境変数
XTLOBKINDに 1を指定した場合に作成されるデータの形式を「表 2-9　環境変数
XTLOBKINDに 1を指定した場合に作成されるデータの形式」に示します。

表 2-8　環境変数 XTLOBKINDに 0を指定した場合に作成されるデータの形式

抽出側 反映側，ファ
イル作成側

列属性 BLOB属性のデー
タの形式

pdloadの－ k
オプション設

定値

備
考

ADT BLOB
型

ADT BLOB
型

HiRDB，
ORACLE，ま
たは SQL 
Server

HiRDBの表へ
の反映

なし なし － － － －

あり － 1 f

あり なし 2 － v

あり 2 1

バイナリ形式
のファイル作
成

なし なし － － － －

あり － 1

あり なし 1※ 1 － － ※

2

あり 1※ 1 1

DAT形式の
ファイル作成

なし なし － － － －

あり － 1

あり なし 1 －
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
（凡例）
ADT：抽象データ型
1：BLOB属性の列を別ファイルに作成します（入力ファイル，LOB入力ファイ
ル）。
2：一つのファイルに作成します（入力ファイルだけ）。
－：該当しません。

注※注※注※注※ 1111
反映情報ファイルに SGMLTEXTを指定すると「2」になります。

注※注※注※注※ 2222
SGMLTEXTを含む表からデータを抽出しファイル作成を行う場合は反映情報ファ
イルで SGMLTEXTを指定し実行してください。指定を行わない場合，作成した
ファイルを使用して pdloadで HiRDBの表への反映を行った際の結果は保証しませ
ん。

　

表 2-9　環境変数 XTLOBKINDに 1を指定した場合に作成されるデータの形式

あり 1 1

抽出側 反映側，ファ
イル作成側

列属性 BLOB属性のデー
タの形式

pdloadの－ k
オプション設

定値

備
考

ADT BLOB
型

ADT BLOB
型

HiRDB，
ORACLE，ま
たは SQL 
Server

HiRDBの表へ
の反映

なし なし － － － －

あり － 2 d

あり なし 2 －

あり 2 2

バイナリ形式
のファイル作
成

なし なし － － － －

あり － 2

あり なし 2 － － ※

抽出側 反映側，ファ
イル作成側

列属性 BLOB属性のデー
タの形式

pdloadの－ k
オプション設

定値

備
考

ADT BLOB
型

ADT BLOB
型
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
（凡例）
ADT：抽象データ型
2：一つのファイルに作成します（入力ファイルだけ）。
－：該当しません。

注※注※注※注※
SGMLTEXTを含む表からデータを抽出しファイル作成を行う場合は反映情報ファ
イルで SGMLTEXTを指定し実行してください。指定を行わない場合，作成した
ファイルを使用して pdloadでHiRDBの表への反映を行った際の結果は保証しませ
ん。

環境変数 XTLOBKIND指定値と作成するファイル数の関係
環境変数 XTLOBKIND指定値と作成するファイル数の関係を，次の表に示します。

表 2-10　環境変数 XTLOBKIND指定値と作成するファイル数の関係

注※注※注※注※ 1111
出力ファイルは xtrepコマンドの－ o，－ Oオプション，または環境変数
XTFILESIZEの指定によって分割できます。

注※注※注※注※ 2222

あり 2 2

DAT形式の
ファイル作成

なし なし － － － 指
定
不
可

あり

あり なし

あり

指定値 ファイル分割※ 1 出力ファイル数（pdload入力ファイル） データの状態例※ 2

入力ファイル LOB入力ファイル

0 なし 一つ データ件数 1.

あり 分割ファイル数 データ件数 2.

1 なし 一つ 0 3.

あり 分割ファイル数 0 4.

抽出側 反映側，ファ
イル作成側

列属性 BLOB属性のデー
タの形式

pdloadの－ k
オプション設

定値

備
考

ADT BLOB
型

ADT BLOB
型
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
データの状態例を次に示します。

環境変数 XTLOBKIND 1指定時の BLOB列のデータの形式
環境変数 XTLOBKIND 1指定時の BLOB型（以降，BLOBと略記します），および
抽象データ型の BLOB属性（以降，ADT（BLOB）と略記します）の列のデータの
形式について，説明します。
• BLOB，ADT（BLOB）の列のデータのサイズ部は，ほかの列とともに定義順に
出力します。

• ADT（BLOB）の列のデータ部は，定義順の行データの末尾に出力します。
• BLOBのデータ部は，定義順の行データの末尾に出力します。
• ただし，HiRDBへ反映する表に BLOBと ADT（BLOB）が混在している場合は，

ADT（BLOB）のデータ部よりもあとに出力します。
• データがナル値の場合，BLOBおよび ADT（BLOB）は，サイズ部に－ 1を設定
して出力します。このときデータ部は出力しません。

• 0バイトデータの場合，BLOBおよび ADT（BLOB）は，サイズ部に 0を設定し
て出力します。このときデータ部は出力しません。

環境変数 XTLOBKIND指定時のデータの作成例
環境変数 XTLOBKIND指定時のデータの作成例を，次に示します。
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
　
●ＸＴＥＲＲＬＥＶＥＬ　～｛０｜１｝

抽出側で，データの抽出時にエラーが発生したあとの，HiRDB Dataextractorの処理に
ついて指定します。

０：エラーが発生した場合，JXU7208Iメッセージを出力して処理を続行し，リターン
コード 4で終了します。

１：エラーが発生した場合，JXU7208Eメッセージを出力して，リターンコード 12で
終了します。

注意事項
• この環境変数の対象になるエラーを次に示します。
・データの切り捨て
・オーバフロー
なお，オーバフローを検知するためには，HiRDBのシステム共通定義で，
pd_overflow_suppressに Yを指定する必要があります。

• 次の場合は，この環境変数に 1を指定します。
・データ型が SGMLTEXT型または XML型の列を抽出するとき
・切り捨てが発生する可能性のある表に対して反映するとき

　
●ＸＴＰＤＣＦＰＡＴＨ

～＜パス名＞

反映側で，HiRDBのデータベース作成ユティリティ（pdload）の idxwork文，index
文，lobmid文を記述した制御情報ファイルのファイル名を，絶対パス名で指定します。
この環境変数の指定によって，HiRDBのデータベース作成ユティリティが作成するイン
デクス情報ファイルおよび LOB中間ファイルの作成先を指定できます。

注意事項
40



2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
• この環境変数および環境変数 XTPDCFxxxxを省略した場合，pdloadはインデク
ス情報ファイル，LOB中間ファイルを /tmpの下に作成します。反映表にインデ
クス，BLOB型の列があるときには，データ量に比例して /tmpの下に一時ファイ
ルが出力されます。/tmp下に十分な空き容量がない場合には，システム全体に悪
影響を及ぼすことがあるため，注意が必要です。

• 反映表にインデクスがない場合に idxwork文または index文，反映表に BLOB型
の列がない場合に lobmid文を記述した制御情報ファイルを指定したときは，
pdloadでエラーになります。
このような場合には，環境変数 XTPDCFxxxxを使用します。反映側の表ごとに，
表の定義に合わせて制御情報ファイルを作成し，環境変数 XTPDCFxxxxに設定し
ます。HiRDB Dataextractorの実行時に，xtrepコマンドで反映する表に対応す
る環境変数 XTPDCFxxxxを指定して，使用する制御情報ファイルを選択します。

指定例
• 環境変数情報設定ファイル

 
　　　　　　：
　　　　　　：
　set XTPDCFPATH=/HIRDBXT/conf/xtpdcf
　　　　　　：
　　　　　　：

• /HIRDBXT/conf/xtpdcf

　
　idxwork /hd001/idxwork
　lobmid /hd002/tmp
　

　
●ＸＴＰＤＣＦｘｘｘｘ

～＜パス名＞

反映側で，HiRDBのデータベース作成ユティリティ（pdload）の idxwork文，index
文，lobmid文を記述した制御情報ファイルのファイル名を，絶対パス名で指定します。
この環境変数の指定によって，HiRDBのデータベース作成ユティリティが作成するイン
デクス情報ファイルおよび LOB中間ファイルの作成先を指定できます。

xxxxには任意の文字列（0～ 4文字の英数字）を指定します。

xtrepコマンドの－ Iオプションに，ここで指定した環境変数名を指定すると，pdload
はこの環境変数で指定された制御情報ファイルを使用してデータを格納します。

注意事項
• この環境変数および環境変数 XTPDCFPATHを省略した場合，pdloadはインデク
ス情報ファイル，LOB中間ファイルを /tmpの下に作成します。反映表にインデ
クス，BLOB型の列があるときには，データ量に比例して /tmpの下に一時ファイ
ルが出力されます。/tmp下に十分な空き容量がない場合には，システム全体に悪
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
影響を及ぼすことがあるため，注意が必要です。
• 反映表にインデクスがない場合に idxwork文または index文，反映表に BLOB型
の列がない場合に lobmid文を記述した制御情報ファイルを指定したときは，
pdloadでエラーになります。
このような場合には，この環境変数を使用して，pdloadが使用する制御情報ファ
イルを指定します。反映側の表ごとに，表の定義に合わせて制御情報ファイルを
作成し，この環境変数に設定します。HiRDB Dataextractorの実行時に，xtrep
コマンドで反映する表に対応する環境変数 XTPDCFxxxxを指定して，使用する制
御情報ファイルを選択します。

　
●ＸＴＡＲＲＡＹ　～｛ＦＦ｜ＦＶ｜ＶＶ｝〔，｛Ｃ｜Ｅ｝〕

繰返し列をファイルに出力する場合の，データ形式（FF，FV，VV），およびナル値反映
方法（C，E）について指定します。

この環境変数は，表単位にデータ形式，ナル値反映方法について設定する場合に指定し
ます。列単位に設定する場合には，xtrepコマンドの－ vオプションに指定するナル値情
報ファイルで指定します。この環境変数と，ナル値情報ファイルでの指定とを同時に指
定した場合には，ナル値情報ファイルでの指定が優先されます。

この環境変数を省略した場合は，VVおよび Cを仮定します。

また，環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合，HiRDB反映またはバイナリ形式の
ファイル作成時は，この環境変数の指定は無視され，VVおよび Cとして処理されます。

繰返し列のデータ形式およびナル値反映方法の指定の詳細については，「3.1.1(6)繰返し
列の抽出」を参照してください。

データ形式

ＦＦ：列の先頭に要素数がなく，列の要素すべてにデータがある形式

ＦＶ：列の先頭に要素数があり，列の要素すべてにデータがある形式

ＶＶ：列の先頭に要素数があり，要素数分のデータがある形式

ナル値反映方法

Ｃ：要素全体にデータがないとき，列全体をナル値として反映します。

Ｅ：要素全体にデータがないとき，各要素をナル値として反映します。
　
●ＸＴＴＲＣＤＩＲ

～＜パス名＞

HiRDB Dataextractorが作成するモジュールトレースファイル，coreファイル用のディ
レクトリのディレクトリ名を絶対パスで指定します。この環境変数の対象になるファイ
ル，ディレクトリを次に示します。

• モジュールトレースファイル
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
• core格納用ディレクトリ

　

この環境変数を省略した場合は，/opt/HIRDBXT/dumpを仮定します。

注意事項
/opt/HIRDBXT/dump下は定期的に削除してください。
HiRDB Dataextractorが停止中に削除してください。

　
●ＸＴＣＮＤＳＫＰ　　～｛０｜１｝　

送受信データの圧縮を行うかどうかを指定します。

次のどちらかの条件を満たす場合，転送データを圧縮しない方がプロセスの実行時間を
短縮できます。

• マシン性能よりも通信性能の方が良い。
• 転送データの圧縮率が低い（同一コードがあまり連続しない）。

０：送受信データの圧縮を行います。

１：送受信データの圧縮を行いません。
　
●ＸＴＥＸＴＲＡＣＴＤＢ　

抽出対象となる DBの種別を指定します。

hirdb ：HiRDBからデータを抽出します。

oracle ：ORACLEからデータを抽出します。
　
●ＯＲＡＣＬＥ環境変数

ORACLE抽出を行うために必要となる ORACLEの環境変数を定義します。

環境変数名および指定値については，ORACLEのマニュアルを参照してください。

●ＳＱＬ Ｓｅｒｖｅｒ環境変数

SQL Server抽出を行うために必要となる SQL Serverの環境変数を定義します。

環境変数名および指定値については，SQL Serverのマニュアルを参照してください。

　
●ＸＴＮＬＤＦＬＴ　～｛０｜１｜２｝　

HiRDBまたはファイルへ反映する場合のナル値の反映方式を指定します。

０：ナル値情報ファイルを省略（－ｖオプションを省略）した場合，またはナル値情報
ファイルに指定しない列に対するナル既定値として仮定値を使用する場合に指定します。

この指定で仮定する値が実データとして使用されていない場合に指定します。
仮定するナル値の既定値については，「表 4-13　ナル値情報ファイルの指定規則
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
（HiRDBからのデータ抽出の場合）」を参照してください。

１：ナル値情報ファイルを省略（－ｖオプションを省略）した場合，またはナル値情報
ファイルに指定しない列に対するナル既定値として仮定値を使用する場合に指定します。

次に示すデータ型について，この環境変数の指定値が 0の場合の仮定値が実データ
として使用されている場合に指定します。
• DECIMAL
• DATE
• INTERVAL YEAR TO DAY
• TIME
• INTERVAL HOUR TO SECOND
• TIMESTAMP

仮定するナル値の既定値については，「表 4-13　ナル値情報ファイルの指定規則
（HiRDBからのデータ抽出の場合）」を参照してください。

２：ナル既定値を使用しないで，ナル値として反映する場合に指定します。

環境変数 XTNLDFLTに 0または 1を指定したときの仮定値と同じ値が実データとして
使用されている場合に指定します。なお，環境変数 XTNLDFLTに 2を指定すると，環
境変数 XTLOBKINDの指定は無視されます。

注意事項
• 環境変数 XTNLDFLTの指定と非ナル値制約指定（抽出表および反映表の列）の
組み合わせを次に示します。

（凡例）
○：指定できます。
×：指定できません（pdloadでデータ反映時，入力データ不正となります）。
－：指定する必要はありません（抽出側にナル値が存在しないため指定しても意味
がありません）。

注※注※注※注※ 1111
ナル既定値と同じ実データはナル値として反映されます。

注※注※注※注※ 2222

非ナル値制約指定 環境変数 XTNLDFLT

抽出側 反映側 0 1 2※ 5

NULL NULL ○※ 1 ○※ 1 ○

NOT NULL ○※ 2 ×※ 3 ×※ 4

NOT NULL NULL － － －

NOT NULL － － －
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2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
ナル値の場合，ナル既定値が実データとして反映されます。

注※注※注※注※ 3333
次に示すデータ型にナル値が存在する場合に入力データ不正となります。
なお，次に示すデータ型以外の場合，ナル値のときはナル既定値が実データとして
反映されます。
• DECIMAL
• DATE
• INTERVAL YEAR TO DAY
• TIME
• INTERVAL HOUR TO SECOND
• TIMESTAP

注※注※注※注※ 4444
抽出側にナル値が存在する場合に入力データ不正となります。

注※注※注※注※ 5555
環境変数 XTNLDFLTに 2を指定すると，ナル値を判定するためのオフセット情報
が付加されるため，ほかの指定と比べてデータ量が増加します。このため，抽出側
のデータにナル既定値と同じ実データが存在しない場合に，この指定をするとデー
タ量が増加するだけでメリットはありません。
データ形式については，「4.2.4(4)出力ファイル」および「付録 A　メモリ所要量と
ファイル所要量」を参照してください。

　
• 環境変数 XTNLDFLTの指定によってHiRDB反映時，またはファイル作成時の
出力データ形式が異なります。
環境変数 XTNLDFLTの指定値と出力データ形式の関係を次に示します。

注※注※注※注※

環境変数 出力データ形式

XTNLDFLT HiRDB反映 ファイル形式

の指定値 バイナリ形式 DAT形式

0 HiRDBのデータベース作成ユ
ティリティのバイナリ形式の入力
ファイル形式

HiRDBのデータベース
作成ユティリティのバイ
ナリ形式の入力ファイル
形式

HiRDBのデータベース
作成ユティリティの
DAT形式の入力ファイ
ル形式

1 同上 同上 同上

2 HiRDBのデータベース作成ユ
ティリティの－Wオプション指
定時の入力ファイル形式※

HiRDBのデータベース
作成ユティリティの－
Wオプション指定時の
入力ファイル形式※

同上
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環境変数 XTLOBKINDの指定に関係なく BLOB型の LOBデータは，BLOB型以
外のデータと同一のファイルに出力します。

　

環境変数 XTNLDFLTに 1を指定する場合の注意事項
• この指定は，反映側 HiRDBのバージョンが 07-00-/J以降の場合だけ使用できま
す。条件を満たしていない場合，HiRDBのデータベース作成ユティリティ
（pdload）がナル値情報ファイルの内容不正でエラーとなります。
• この指定をしたファイル作成（バイナリ形式）機能では，抽出表にナル値が存在
すると，ナル既定値をそのままデータとしてファイルに格納します。この場合，
ナル既定値がデータ型と異なる形式（X'FF・・・FF'）となるため，作成したファ
イルを使用する際はその点を考慮する必要があります。

環境変数 XTNLDFLTに 2を指定する場合の注意事項
• この指定は，反映側，またはファイル作成側の HiRDB Dataextractorでもこの機
能をサポートしている場合にだけ使用できます。サポートしていない場合は反映
側，またはファイル作成側で，JXU7017Eメッセージを出力してエラーとなりま
す。

• この指定での FIX表への反映は意味がないため，2以外を指定して実行してくだ
さい。この指定で FIX表への反映を行うと JXU7223Eメッセージを出力してエ
ラーとなります。

　
●ＸＴＯＲＡＵＳＥＲ　

抽出側の ORACLEに接続するユーザ名とパスワードを "ユーザ名 "／ "パスワード "の
形式で指定します。

なお，指定するユーザは抽出する表に対して ORACLEの SELECT権限または SELECT 
ANY TABLE権限を持っている必要があります。また，抽出する表に LOCKを発行する
場合は，LOCK ANY TABLEシステム権限またはオブジェクト権限を持っている必要が
あります。

●ＸＴＳＱＬＤＳＮ

SQL Serverに接続するための DSN名（1～ 31文字）を指定します。

●ＸＴＳＱＬＵＳＥＲ

抽出側の SQL Server接続ユーザ IDとパスワードを，"SQL Server接続ユーザ ID"／ "
パスワード "の形式で指定します。

Windowsの認証メカニズムを使用している場合は，この環境変数を省略できます。省略
した場合は，メッセージ中の認可識別子に '********'が表示される場合があります。

なお，ログインパスワードを設定していない場合は，／ "パスワード "を省略してくださ
い。
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SQL Server接続ユーザ ID　～＜ 1～ 8文字の識別子＞
SQL Server接続ユーザ IDを指定します。ここで指定するユーザ IDと，ログイン
ユーザの ID，およびデータベースユーザ IDはすべて同一である必要があります。
XTSQLDSNでユーザ IDが指定されていても，その情報は無視されます。
指定するユーザには，SQL Serverでリソースを作成できる DBA権限，または次の
固定データベースロールを与えておく必要があります。
• db_ddladmin
• db_datareader

/パスワード　～＜ 1～ 8文字の記号名称＞
SQL Server接続ユーザ IDのパスワードを指定します。

●ＸＴＳＱＬ　

HiRDB Dataextractor間で連携を行い，HiRDB，ORACLE，または SQL Serverから
データを抽出するときに，ユーザ指定の SQLを指定するかどうかを選択します。コマン
ドの指定方法の詳細は，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を参照してください。

０：xtrepコマンドのコマンドラインに指定した表からデータを抽出します。

１：表式記述ファイルで指定した表からデータを抽出します。

注意事項
• この環境変数に 1を指定した場合，次のパラメタを指定してください。指定を省略し
た場合，JXU7307Eメッセージを出力してエラーになります。
• －ｇオプション
• －ｒオプションまたは－Ｒオプション

• この環境変数に１を指定した場合，次のパラメタは指定しないでください。指定した
場合，JXU7306Eメッセージを出力してエラーになります。
• －ｗオプション

• この環境変数に 1を指定した場合，コマンドラインに抽出表名の代わりに表式記述
ファイル名を指定します。指定を省略した場合，JXU7300Eを出力してエラーになり
ます。

　
●ＸＴＬＯＣＡＬＥ
～｛ｓｊｉｓ｜ｅｕｃ｜ｕｔｆ－8｜ｕｎｋｎｏｗｎ｝　≪ｕｎｋｎｏｗｎ≫
 

文字コード変換機能を使う場合に，抽出側と反映側で，それぞれの文字コードを指定し
ます。

ｓｊｉｓ：JIS8およびシフト JISコード体系

ｅｕｃ：EUCコード体系

ｕｔｆ－ 8：UTF-8コード体系
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ｕｎｋｎｏｗｎ：コード変換しない

注意事項
• OSでサポートされているロケールとこの環境変数の指定値のチェックは行いませ
ん。また，指定を誤った場合の動作は保証しません。

• OSでサポートされていないロケールの日本語表名は，データ連携できません。
• 文字コードが UTF-8の場合は，コード変換の有無に関係なく，この環境変数に

utf-8を必ず指定してください。
• 環境変数 XTENDSPACEに nodataを指定する場合は，コード変換の有無に関係
なく，この環境変数，または環境変数 XTDATALOCALEに抽出側の文字コード
を必ず指定してください。

　
●ＸＴＤＡＴＡＬＯＣＡＬＥ
～｛ｓｊｉｓ｜ｅｕｃ｜ｕｔｆ－8｜ｕｔｆ－16ＢＥ｜ｕｔｆ－16ＬＥ｝
 

文字コード変換機能を使う場合に，抽出側と反映側で，それぞれの文字コードを指定し
ます。

この環境変数は UTF-16と，UTF-16以外の文字コード間でデータ連携する場合に指定
してください。文字コードに UTF-16を指定できるのは，変換対象が表データの場合だ
けです。表定義情報は変換対象となりません。表定義情報を変換するためには，必ず環
境変数 XTLOCALEも一緒に指定してください。

ｓｊｉｓ：JIS8およびシフト JISコード体系

ｅｕｃ：EUCコード体系

ｕｔｆ－ 8：UTF-8コード体系

ｕｔｆ－ 16ＢＥ：UTF-16コード体系（ビッグエンディアン）

ｕｔｆ－ 16ＬＥ：UTF-16コード体系（リトルエンディアン）

HiRDB Dataextractorで変換できる文字コードの組み合わせについては，「3.1.4(2)変換
できる文字コード」を参照してください。

注意事項
• 実際のデータと異なる文字コードを指定した場合，動作は保証されません。
• 反映側のこの環境変数に，utf-16BE，または utf-16LEを指定して DATファイル
を作成する場合，出力ファイルの先頭に BOM（Byte Order Mark）は付きませ
ん。

• この環境変数を省略した場合，環境変数 XTLOCALEに従い文字コード変換しま
す。

• 環境変数 XTENDSPACEに nodataを指定する場合は，文字コード変換の有無に
関係なく，この環境変数，または環境変数 XTLOCALEに抽出側の文字コードを
必ず指定してください。
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●ＸＴＵＮＤＥＦ
～｛ｓｐａｃｅ｜ｓｈａｒｐ｜16進数値文字列｝〔，打ち切り件数〕　≪ｓｐａｃｅ，
１００≫
 

文字コード変換機能を使う場合に，反映側で，未定義コードを検出したときの処置を指
定します。

環境変数 XTDATAUNDEFも指定した場合，表定義情報中に未定義コードを検出したと
きに，この環境変数が有効となります。

ｓｐａｃｅ：半角空白（0x2020）に置き換えます。

ｓｈａｒｐ：全角＃に置き換えます。

16進数値文字列：指定された任意の 2バイトコードに置き換えます。指定値は，0xで始
め，0～ 9，a～ fの値を 4文字で指定してください。

打ち切り件数　～＜符号なし整数＞ ((0～ 10000))
変換エラーを検知したあと，処理を続行する場合の打ち切り件数をレコード単位で
指定します。したがって，1レコード内で複数変換エラーを検知しても打ち切り件
数のカウントは 1となります。0を指定した場合，処理は打ち切りません。
次のどちらかの打ち切り件数に，先に到達した時点で処理を打ち切ります。
• 環境変数 XTUTF8UCS4CHKの打ち切り件数
• この環境変数の打ち切り件数

環境変数 XTDATAUNDEFに打ち切り件数を指定した場合，この環境変数には打ち
切り件数を指定できません。

注意事項
• この環境変数で sharpを指定した場合，反映側の環境変数 XTLOCALEの指定値
によって，全角＃のコードは次のように異なります。
・sjisの場合：0x8194
・eucの場合：0xa1f4
・utf-8の場合：0xefbc83
• 環境変数 XTLOCALEで，反映側またはファイル作成側のコード体系に UTF-8を
指定した場合は，16進数値文字列にはUTF-8で出力したい値をUCS-2コードに
置き換えた値で指定してください。

　
●ＸＴＤＡＴＡＵＮＤＥＦ
～｛ｓｐａｃｅ｜ｓｈａｒｐ｜16進数値文字列｝〔，打ち切り件数〕　≪ｓｐａｃｅ≫
 

文字コード変換機能を使う場合に，反映側で，表データ中に未定義コードを検出したと
きの処置を指定します。この環境変数は，環境変数 XTDATALOCALEを指定した場合
に有効となります。
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ｓｐａｃｅ：半角空白に置き換えます。

ｓｈａｒｐ：全角＃に置き換えます。

16進数値文字列：指定された任意の文字コードに置き換えます。指定値は，0xで始め，
0～ 9，a～ fの値を 4文字で指定してください。

反映側の環境変数 XTDATALOCALE，および XTDATAUNDEFの指定値と，未定義
コード検出時の文字コード変換後の値を次の表に示します。

表 2-11　反映側の環境変数 XTDATALOCALE，および XTDATAUNDEFの指定値と，未
定義コード検出時の文字コード変換後の値

打ち切り件数　～＜符号なし整数＞ ((0～ 10000))　≪ 100≫
変換エラーを検知したあと，処理を続行する場合の打ち切り件数をレコード単位で
指定します。したがって，1レコード内で複数変換エラーを検知しても打ち切り件
数のカウントは 1となります。0を指定した場合，処理は打ち切りません。
次のどちらかの打ち切り件数に，先に到達した時点で処理を打ち切ります。
• 環境変数 XTUTF8UCS4CHKの打ち切り件数
• この環境変数の打ち切り件数

この環境変数に打ち切り件数を指定した場合，環境変数 XTUNDEFには打ち切り件
数を指定できません。

　
●ＸＴＤＡＴＳＥＰＡＲＡＴＥＲ
～16進数値文字列
 

DATファイル作成で，セパレータ文字を変更する場合に指定します。この環境変数に指
定した値を，そのまま DATファイルに出力します。

16進数値文字列：指定値は，0xで始め，0～ 9，a～ fの値を 1～ 6バイトの範囲で指
定してください。

この環境変数と xtrepコマンドの -Rオプションのセパレータ文字を同時に指定した場合

反映側 XTDATALOCALE
の指定値

XTDATAUNDEFの指定値

space sharp 16進数値文字列

sjis 0x2020 0x8194 指定された任意の文字コード

euc 0x2020 0xa1f4 指定された任意の文字コード

utf-8 0x2020 0xefbc83 UTF-8で出力したい値を UCS-2コードに置
き換えた値

utf-16BE 0x3000 0xff03 UTF-16で出力したい値を UCS-2コードに置
き換えた値

utf-16LE 0x0030 0x03ff UTF-16で出力したい値を UCS-2コードに置
き換えた値
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は，この環境変数が有効となります。どちらも省略した場合は，次に示す値を DATファ
イルに出力します。

注意事項
数値やアルファベットなどのデータと同じ値を指定しないでください。DATファイ
ルを読み込むプログラムが誤動作するおそれがあります。

　
●ＸＴＤＡＴＥＮＣＬＯＳＥ
～〔｛16進数値文字列｜ｎｏｎｅ｝〕〔，ｄｏｕｂｌｅ〕
 

DATファイル作成で，囲み文字を変更する場合に指定します。この環境変数に指定した
値を，そのまま DATファイルに出力します。

囲み文字を出力するデータ型については，「表 4-17　列データの記述形式（DAT形式）」
を参照してください。

16進数値文字列：指定値は，0xで始め，0～ 9，a～ fの値を 1～ 6バイトの範囲で指
定してください。

ｎｏｎｅ：囲み文字を出力しません。

ｄｏｕｂｌｅ：列データ中に囲み文字と同じデータがある場合，その囲み文字を 2個連
続で出力します。例えば，アポストロフィ（'）が囲み文字の場合は，「''」と 2個連続で
出力します。pdloadを使って出力ファイルを拡張 DAT形式で入力する場合に指定して
ください。なお，noneを指定した場合，doubleは指定できません。

この環境変数を省略した場合は，次に示す値を DATファイルに出力します。

注意事項
数値やアルファベットなどのデータと同じ値を指定しないでください。DATファイ
ルを読み込むプログラムが誤動作するおそれがあります。

　
●ＸＴＤＡＴＣＲＬＦ
～16進数値文字列

反映側 XTDATALOCALEの指定値 DATファイル出力値

UTF-16BE 0x002c

UTF-16LE 0x2c00

上記以外 0x2c

反映側 XTDATALOCALEの指定値 DATファイル出力値

UTF-16BE 0x0022

UTF-16LE 0x2200

上記以外 0x22
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DATファイル作成で，改行文字を変更する場合に指定します。この環境変数に指定した
値を，そのまま DATファイルに出力します。

16進数値文字列：指定値は，0xで始め，0～ 9，a～ fの値を 1～ 6バイトの範囲で指
定してください。

この環境変数を省略した場合は，次に示す値を DATファイルに出力します。

注意事項
数値やアルファベットなどのデータと同じ値を指定しないでください。DATファイ
ルを読み込むプログラムが誤動作するおそれがあります。

　
●ＸＴＣＳＥＴＵＳＥ
～｛ｎｏ｜ｙｅｓ｝　≪ｎｏ≫
 

HiRDBの文字集合データを，そのままの文字コードで抽出するかどうかを指定します。

ｎｏ：文字集合データを，既定文字集合の文字コードで抽出します。

ｙｅｓ：文字集合データをそのままの文字コードで抽出します。文字集合 UTF-16を定
義した表を抽出・反映する場合に指定してください。抽出されるデータは UTF-16BEで
す。
　
●ＸＴＯＲＡＮＣＳＥＴ
～｛ｄｅｆａｕｌｔ｜ｕｔｆ－16｝　≪ｄｅｆａｕｌｔ≫
 

ORACLEの NCHAR列を，UTF-16で抽出するかどうかを指定します。

ｄｅｆａｕｌｔ：NCHAR列を，ORACLE用環境変数のNLS_LANGに指定した値に従
い抽出します。

ｕｔｆ－ 16：NCHAR列を UTF-16で抽出します。ORACLEの NCHAR列を，
HiRDBの文字集合列（UTF-16）へ反映する場合に指定してください。抽出されるデー
タは，UTF-16BE，または UTF-16LEです。HiRDBへ反映する場合は UTF-16BEで
す。

反映側 XTDATALOCALEの指定値 反映側 OS DATファイル出力値

UTF-16BE Windows 0x000d000a

上記以外 0x000a

UTF-16LE Windows 0x0d000a00

上記以外 0x0a00

上記以外 Windows 0x0d0a

上記以外 0x0a
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●ＸＴＳＱＬＮＣＳＥＴ
～｛ｄｅｆａｕｌｔ｜ｕｔｆ－16｝　≪ｄｅｆａｕｌｔ≫
 

SQL Serverの NCHAR列を，UTF-16で抽出するかどうかを指定します。

ｄｅｆａｕｌｔ：NCHAR列を SJISで抽出します。

ｕｔｆ－ 16：NCHAR列を UTF-16で抽出します。SQL Serverの NCHAR列を，
HiRDBの文字集合列（UTF-16）へ反映する場合に指定してください。抽出されるデー
タは UTF-16LEです。HiRDBへ反映する場合は UTF-16BEです。
　
●ＸＴＵＴＦ８ＵＣＳ４ＣＨＫ
～｛ｕｎｄｅｆ｜ｓｋｉｐ｝〔，打ち切り件数〕
 

次の文字コード変換で，4バイト以上の Unicode（UCS-4）を検知したときの動作を指
定します。

• UTF-8から SJIS
• UTF-8から EUC
• UTF-16から SJIS
• UTF-16から EUC

この環境変数を指定して該当コードを検知すると JXU7230Iまたは JXU7230Eメッセー
ジを出力します。出力メッセージは，1行中の該当コードを検知したすべての列の情報で
す。また，一つの列中に複数の該当コードを検知した場合，最初の文字のオフセット情
報だけを出力します。

ｕｎｄｅｆ：該当コードを検知したとき，2バイトの未定義コードに変換し処理を続行し
ます。

ｓｋｉｐ：該当コードを検知したとき，行レコードをスキップします。

打ち切り件数　～＜符号なし整数＞ ((0～ 10000))
該当コードを検知したときの打ち切り件数を指定します。打ち切り件数に到達しな
い場合は，JXU7230Iメッセージを出力して処理を実行し，リターンコード 4で終
了します。打ち切り件数に到達した場合は，JXU7230Eメッセージを出力して処理
を中断しリターンコード 12で終了します。0を指定した場合，処理は打ち切りませ
ん。
次のどちらかの打ち切り件数に，先に到達した時点で処理を打ち切ります。
• 環境変数 XTUNDEFの打ち切り件数
• この環境変数の打ち切り件数

 
●ＸＴＣＣＮＶＤＭＰＳＩＺＥ
～<符号なし整数>((0～2147483647)) ≪0≫

文字コード変換エラー発生時に出力される JXU7230I，JXU7230Eメッセージの付加情
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報である，変換前の行データ（ダンプ形式）の出力サイズを指定します。この環境変数
の指定値と変換前の行データのサイズのうち，小さい方が実際の出力サイズとなります。
この環境変数を省略するか，または 0を指定した場合は，変換前の行データをすべて（1
行分）出力します。LOB型や BINARY型などの長大データ列を含む表の抽出・反映を
する場合は，この環境変数を指定して行データの出力サイズを調整します。

 
●ＸＴＣＬＭｘｘｘｘ　（ｘｘｘｘ：任意文字列）　
　～＜パス名＞((1～255けた))

抽出側で，列名記述ファイルの名称を絶対パスで指定します。

　
●ＸＴＷＨＥｘｘｘｘ　（ｘｘｘｘ：任意文字列）　
　～＜パス名＞((1～255けた))

抽出側で，表式記述ファイルの名称を絶対パスで指定します。

　
●ＸＴＬＣＫｘｘｘｘ　（ｘｘｘｘ：任意文字列）　
　～＜パス名＞((1～255けた))

抽出側で，排他情報ファイルの名称を絶対パスで指定します。

　
●ＸＴＴＢＬｘｘｘｘ　（ｘｘｘｘ：任意文字列）　
　～＜パス名＞((1～255けた))

抽出側で，表名情報ファイルの名称を絶対パスで指定します。表名情報ファイルの詳細
については，「2.2.4(7)表名情報ファイルの設定」を参照してください。

　
●ＸＴＬＰＲＭｘｘｘｘ　（ｘｘｘｘ：任意文字列）　
　～＜パス名＞((1～255けた))

反映側で，pdloadコマンドライン情報を記述したファイルの名称を絶対パスで指定しま
す。

ファイルの詳細については，「2.2.4(8)pdloadコマンドライン情報ファイルの設定」を参
照してください。

　
●ＸＴＰＤＳＲｘｘｘｘ　（ｘｘｘｘ：任意文字列）
　～＜パス名＞((1～255けた))

反映側で，pdload制御情報ファイルの source文情報を記述したファイルの名称を絶対パ
スで指定します。

ファイルの詳細については，「2.2.4(9)pdload制御情報ファイル source文情報ファイルの
設定」を参照してください。

　
●ＴＺ　～＜文字列＞

エラーログファイルに出力する日付・時刻情報のタイムゾーンを指定します。HiRDBと
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HiRDB Dataextractorでこの環境変数の設定を合わせてください。設定が異なると，エ
ラーログファイルおよび syslogに出力される HiRDBと HiRDB Dataextractorのメッ
セージ時刻がずれることがあります。

この環境変数を省略すると，OSの設定値を仮定します。

 
●ＸＴＰＣＨＫＴＩＭＥ　～＜符号なし整数＞((30～600)) ≪180≫

指定値は，30の倍数で指定します。指定値が 30の倍数でない場合は 30の整数倍に切り
上げた値を使用します。

実行する機能によって，次のどちらかの監視時間を指定します。

• HiRDB Dataextractor連携の抽出機能の場合
相手システムに相手確認要求をしてから，相手システムの確認通知を取得するまで。

• 上記以外の場合
相手確認開始から，相手システムの確認通知を取得するまで。

　
●ＸＴＸＢＵＦＫＩＮＤ　～｛０｜１｝

抽出時のバッファサイズの取得方式を指定します。

０：抽出時のバッファサイズを，反映する列の定義長で確保する場合に指定します。
0を指定すると，確保するバッファサイズを節約できます。
次の場合に，0を指定することをお勧めします。
• 抽出側定義長＞反映側定義長でかつ，文字コード変換をしない場合
• 抽出側定義長＞反映側定義長でかつ，文字コード変換後の文字列が長くなる場合

注意事項
上記以外の場合に 0を指定すると，不要なバッファが確保されたり，抽出時に
一部の文字列が切り捨てられたりするおそれがあります。

１：抽出時のバッファサイズを，抽出する列の定義長と，反映する列の定義長のうち，
大きい方の定義長で確保する場合に指定します。

抽出側定義長＞反映側定義長でかつ，文字コード変換後の文字列が短くなる場合に，
1を指定することをお勧めします。

注意事項
• 抽出側と反映側の両方にバージョン 08-03以降の HiRDB Dataextractorがイ
ンストールされている場合だけ 1を指定できます。それ以外の場合は，1を
指定しても 0を指定したとみなされます。

• BLOB，BINARY属性の列へ反映する場合は，環境変数 XTLOBBUFSIZEに
指定した値でバッファサイズを確保します。なお，反映情報ファイルに個別
にバッファサイズを指定した場合は，反映情報ファイルに指定した値が優先
されます。

• 環境変数 XTLOBBUFSIZEおよび反映情報ファイルにバッファサイズを指定
しなかった場合は，反映する列の定義長をバッファサイズとして適用します。
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• 文字コード変換をする場合で，変換後の文字列が短くなるときは，環境変数
XTLOBBUFSIZEおよび反映情報ファイルに指定する値に，反映したいデー
タに対する文字コード変換前のサイズを指定してください。

• HiRDB Dataextractorのバージョンが 08-02以前の場合は，ユーザの操作に
関係なく，0が仮定されたものとしてバッファサイズが取得されていました
が，HiRDB Dataextractorのバージョンが 08-03以降の場合，指定を省略し
たときは，1が仮定されます。

　
●ＸＴＥＮＤＳＰＡＣＥ　～｛ｄａｔａ｜ｎｏｄａｔａ｝

文字コード変換をしない場合の，固定長文字列データ型の空白の扱い方を指定します。

ｄａｔａ：切り捨てた文字がすべて空白の場合でも，切り捨ての発生として扱う場合に
指定します。

ｎｏｄａｔａ：切り捨てた文字がすべて空白の場合は，切り捨ての発生として扱わない
場合に指定します。

注意事項
nodataは，次の条件をすべて満たしたときだけ指定できます。
• 環境変数 XTXBUFKINDに 1を指定する
• 抽出側の環境変数 XTLOCALE，または XTDATALOCALEで文字コードを
指定する

　
●ＰＤＤＩＲ

抽出側では，抽出側の HiRDBの HiRDB運用ディレクトリを絶対パス名で指定します。

反映側では，反映側の HiRDBの HiRDB運用ディレクトリを絶対パス名で指定します。

　
●ＰＤＣＯＮＦＰＡＴＨ

抽出側では，抽出側の HiRDBの HiRDBシステム定義ファイルを格納するディレクトリ
を絶対パス名で指定します。

反映側では，反映側の HiRDBの HiRDBシステム定義ファイルを格納するディレクトリ
を絶対パス名で指定します。

　
●ＰＤＵＳＥＲ

抽出側では，抽出側の HiRDBに接続するユーザ名とパスワードを "ユーザ ID"／ "パス
ワード "の形式で指定します。

なお，指定するユーザは抽出する表に対して HiRDBの SELECT権限を持っている必要
があります。

反映側では，反映側の HiRDBに接続するユーザ名とパスワードを "ユーザ ID"／ "パス
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ワード "の形式で指定します。

なお，指定するユーザは反映する表に対してHiRDBの INSERT権限を持っている必要
があります。また，表のデータをいったん削除して反映する場合は，HiRDBの INSERT
権限および DELETE権限を持っている必要があります。

　
●ＰＤＨＯＳＴ

抽出側で，抽出側のHiRDBのシステムマネジャのホスト名を指定します。

　
●ＰＤＮＡＭＥＰＯＲＴ

抽出側で，抽出側のHiRDBシステムのポート番号を指定します。

　
●ＰＤＢＬＫＦ

抽出側で，ブロック転送の行数を指定します。

この環境変数の指定によりHiRDBからの抽出時間を短縮できる場合があります。詳細
は，マニュアル「HiRDB Version 8 UAP開発ガイド」を参照してください。

　
●ＰＤＦＥＳＨＯＳＴ

抽出側で，フロントエンドサーバのホスト名を指定します。

　
●ＰＤＳＥＲＶＩＣＥＧＲＰ

抽出側で，フロントエンドサーバのサーバ名を指定します。

　
●ＰＤＣＬＴＰＡＴＨ

抽出側で，HiRDBの SQLトレース情報を取得する SQLトレースファイルの，格納先
ディレクトリを指定します。PDCLTPATHの指定がない場合は，カレントディレクトリ
の下に出力されます。

　
●ＰＤＳＱＬＴＲＡＣＥ

抽出側で，HiRDBの SQLトレース情報を取得する場合に指定します。SQLトレース
ファイルのサイズを指定します。HiRDBからのデータの抽出時，HiRDB Dataextractor
は HiRDBの SQL文を発行してデータを抽出します。このため， SQLトレース情報を取
得しておくと，HiRDBでのデータの抽出エラー発生時に，障害対策に利用できます。
SQLトレースファイルについては，マニュアル「HiRDB Version 8 システム運用ガイ
ド」を参照してください。

　
●ＰＡＴＨ

抽出側で，/opt/HIRDBXT/binを追加します。
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●ＳＨＬＩＢ＿ＰＡＴＨ

抽出側の HiRDB，ORACLE，または SQL Serverの共用ライブラリが格納されている
ディレクトリを絶対パスで，xtrepコマンドを投入するユーザ環境または環境変数情報設
定ファイルに指定します。

なお，ORACLEからデータを抽出する場合は，32ビットのクライアントライブラリが
格納された共用ライブラリのパスを指定してください。

この環境変数は，適用 OSが Solaris，Linuxおよび AIXの場合は，値を指定しても無視
されます。

 
●ＬＤ＿ＬＩＢＲＡＲＹ＿ＰＡＴＨ　～＜パス名＞　

抽出側の HiRDB，ORACLE，または SQL Serverの共用ライブラリが格納されている
ディレクトリを絶対パスで，xtrepコマンドを投入するユーザ環境または環境変数情報設
定ファイルに指定します。

なお，ORACLEからデータを抽出する場合は，32ビットのクライアントライブラリが
格納された共用ライブラリのパスを指定してください。

この環境変数は，適用 OSが Solarisまたは Linuxの場合にだけ有効となります。

　
●ＬＩＢＰＡＴＨ　～＜パス名＞

抽出側の HiRDB，ORACLE，または SQL Serverの共用ライブラリが格納されている
ディレクトリを絶対パスで，xtrepコマンドを投入するユーザ環境または環境変数情報設
定ファイルに指定します。

なお，ORACLEからデータを抽出する場合は，32ビットのクライアントライブラリが
格納された共用ライブラリのパスを指定してください。

この環境変数は，適用 OSが AIXの場合にだけ有効となります。

 
●ＬＡＮＧ

抽出側では，抽出側の HiRDBで各国文字を使用している場合に，使用している文字
コードに合わせて指定します。

反映側では，反映側の HiRDBで各国文字を使用している場合に，使用している文字
コードに合わせて指定します。メインフレーム側の DBのデータを XDM/XTを使用して
HiRDBに反映する場合は，XDM/XTの JXUMCTL制御文の CONVERT文で指定され
た変換後の文字種別と同じでなければなりません。異なった文字種別を指定した場合，
結果は保証されません。

ファイル作成側では，ファイル作成側で各国文字を使用している場合に，使用している
文字コードに合わせて指定します。
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省略時は，次のプロファイルで定義された文字種別を仮定します。

• 抽出側：コマンド実行ユーザのプロファイル
• 反映側：inetd定義中の実行ユーザのプロファイル

注意事項
• LANG環境変数を指定しても，LC_ALLまたは LC_*環境変数の指定がある場合に
は，こちらの設定が有効となり，LC_ALLまたは LC_*環境変数の指定がない場合に
LANG環境変数の設定が有効となります。
ただし，LC_ALLまたは LC_*環境変数については，システムによってデフォルト値
が指定されている場合があります。
システムが指定した LC_ALLまたは LC_*環境変数の指定値を変更する必要がある場
合は，LANG環境変数の代わりに LC_ALLまたは LC_*環境変数を指定してくださ
い。
LANG環境変数の設定が必要なコマンドについては，これらを考慮して実行するよう
にしてください。

• 適用 OSがWindowsの場合は，LANG環境変数を指定しても無視されます。

（3） HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイルでの環境変数の
指定方法

HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイルでの環境変数の指定方法を次に示し
ます。

形式

記述規則
• 一つの set文は１行で記述します。
• "＝ "の前後には空白を入れないでください。
• 注釈は，"＃ "以降その行の終わりまでとします。

記述例
　
set PDDIR=/HiRDB
set PDCONFPATH=/HiRDB/conf
set PDUSER="user01"/"user01"
set LANG=ja_JP.SJIS
set XTPORTNO=20052

（4） 通常とは異なる場合の環境変数の指定方法

ここでは，通常の指定方法とは異なる場合の，環境変数の指定方法について説明します。

通常とは異なる場合の環境変数の指定方法を，次の表に示します。

 
ｓｅｔ　環境変数＝環境変数設定値
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表 2-12　通常とは異なる場合の環境変数の指定方法

（凡例）
－：指定は特にありません。

指定例 1
/etc/inetd.confの設定例
　
hirdbxt stream tcp nowait user01 /bin/env env XTTEMPNAM=0 
/opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl /usr/home/user01/xtenv1

注　注　注　注　1行で指定します。
なお，環境変数を指定した場合は，pxtcntlは指定しません。

指定例 2
/etc/localrcの設定例
　
/bin/env XTTEMPNAM=0 /opt/HIRDBXT/bin/xtstart 
/opt/HIRDBXT/HIRDB_conf /opt/HIRDBXT/OSI_conf

注　注　注　注　1行で指定します。

指定例 3
xtstartコマンドの設定例
　
setenv XTTEMPNAM=0
/opt/HIRDBXT/bin/xtstart /opt/HIRDBXT/HIRDB_conf /opt/HIRDBXT/
OSI_conf

注　注　注　注　1行ごとに送信します。

　

プロトコル 適用 OS HiRDB Dataextractorの
起動方法

環境変数の指定方法 備考

TCP/IP HP-UX
Solaris
Linux
AIX

inetdによる自動起動 inetd.confに指定します。 指定例 1を参照
してください。

Windows サービスによる自動起
動

hirdbxt.iniに指定します。 －

OSI HP-UX localrcまたは rcによる
自動起動

localrcまたは rcに指定し
ます。

指定例 2を参照
してください。

xtstartコマンドによる
手動起動

実行するユーザ環境で
setenvを指定します。

指定例 3を参照
してください。

Windows
Solaris
Linux
AIX

－ － －
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（凡例）
＿（下線部分）：通常とは異なる場合の環境変数の指定方法を示します。

2.2.4　HiRDB Dataextractorを使用するために設定するファ
イル

HiRDB Dataextractorを使用するために設定するファイルについて，説明します。

設定するファイルは，実行する機能および使用するプロトコルによって異なります。

HiRDB Dataextractorを使用するために設定するファイルを，次の表に示します。

なお，ファイルを設定するホストはHiRDB Dataextractorをインストールするホストと
同じです。詳細については，「表 2-2　HiRDB Dataextractorをインストールするホス
ト」を参照してください。

表 2-13　HiRDB Dataextractorを使用するために設定するファイル

ファイル名 内容 種別

抽出側 反映側 ファイ
ル作成
側

Extra
ctor

XDM/
XT

Extra
ctor

XDM/
XT※ 1

HiRDB Dataextractor
の環境変数情報設定
ファイル
（任意のファイル名）

HiRDB Dataextractorの環
境変数を指定します。

－ ◎ ◎ ◎ ◎

/etc/services※ 2 ポート番号を設定します。 － ◎ 
TCP

◎ 
TCP

◎ TCP ◎ TCP

/etc/inetd.conf※ 2 HiRDB Dataextractorの起
動を設定します。

－ ◎ 
TCP

◎ 
TCP

◎ TCP ◎ TCP

xtstartコマンド実行
シェル（任意のファイ
ル名）

HiRDB Dataextractorの起
動を設定します。

－ ○ 
OSI

－ ○ OSI ○ OSI

通信構成定義情報ファ
イル
（任意のファイル名）

通信構成定義を設定します。 － ◎ 
OSI

－ ◎ OSI ◎ OSI

/etc/hosts 反映先のホスト名を設定しま
す。

◎ 
TCP

－ － － －

列名記述ファイル
表式記述ファイル
（任意のファイル名）

抽出条件を指定します。
詳細については，「4.2.2　
xtrepコマンド」，「5.1.2　
xtrepOコマンド」，または
「6.1.2　xtrepSコマンド」を
参照してください。

○ ○ － － －
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（凡例）
◎：必要です。
○：任意です。

表名情報ファイル
（任意のファイル名）

SELECT文のWHERE句ま
での表式を指定します。

－ ○ － － －

ナル値情報ファイル
（任意のファイル名）

ナル値の既定値を設定しま
す。
詳細については，「4.2.2　
xtrepコマンド」，「5.1.2　
xtrepOコマンド」，または
「6.1.2　xtrepSコマンド」を
参照してください。

○ － － － －

排他情報ファイル
（任意のファイル名）

データ抽出時の排他情報を設
定します。
詳細については，「4.2.2　
xtrepコマンド」，または
「5.1.2　xtrepOコマンド」
を参照してください。

○ ○ － － －

反映情報ファイル
（任意のファイル名）

データ型を変換する列情報と
データ型を設定します。
詳細については，「4.2.2　
xtrepコマンド」，「5.1.2　
xtrepOコマンド」，または
「6.1.2　xtrepSコマンド」を
参照してください。

○ － － － －

SQLトレースファイ
ル

SQLトレース情報を取得し
ます。
詳細については，「2.2.3　環
境変数の設定」の環境変数
PDCLTPATHを参照してく
ださい。

○ ○ － － －

pdloadコマンドライ
ン情報ファイル
（任意のファイル名）

HiRDBのデータベース作成
ユティリティ（pdload）のコ
マンドラインパラメタを設定
します。

－ － ○ ○ －

pdload制御情報ファ
イル source文情報
ファイル
（任意のファイル名）

HiRDBのデータベース作成
ユティリティ（pdload）のパ
ラメタである制御情報ファイ
ル中に記述する source文を
設定します。

－ － ○ ○ －

ファイル名 内容 種別

抽出側 反映側 ファイ
ル作成
側

Extra
ctor

XDM/
XT

Extra
ctor

XDM/
XT※ 1
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－：不要です。
TCP：TCP/IPプロトコル使用時に設定します。
OSI：OSIプロトコル使用時に設定します。
Extractor：HiRDB Dataextractorと連携して，データの抽出・反映をする場合
XDM/XT：XDM/XTを使用して，メインフレーム側 DBとHiRDB間のデータの抽
出，データの反映，および順編成データセットの作成をする場合

注※注※注※注※ 1111
OSIプロトコル使用時で，データの転送先のサーバ（フロントエンドサーバまたは
バックエンドサーバ）と XDM/XTとの間が OSIプロトコルで接続されていて，か
つシステムマネジャと XDM/XTとの間が OSIプロトコルで接続されていない場合
には，データの転送先のサーバとシステムマネジャ間は TCP/IPによって通信しま
す。このためこの場合のシステムマネジャ側には，OSIプロトコル使用時であって
も，TCP/IPで使用するファイル（/etc/services，/etc/inetd.conf）を設定します。
OSIプロトコルで使用するファイル（/etc/localrc，通信構成定義情報ファイル）の
設定は，システムマネジャ側には必要ありません。

注※注※注※注※ 2222
適用 OSがUNIXの場合のファイル名です。適用 OSがWindowsの場合について
は，「付録 B　Windowsの機能差異」を参照してください。

（1） HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイルの設定

適用 OSが UNIXの場合，HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイルに環境変
数を指定します。詳細については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。

適用 OSがWindowsの場合については，「付録 B　Windowsの機能差異」を参照してく
ださい。

（2） /etc/servicesの設定

適用 OSが UNIXの場合，TCP/IPプロトコル使用時は，/etc/servicesにHiRDB 
Dataextractorのサービス名称とポート番号を設定する必要があります。

ポート番号にはネットワーク内で統一した値を指定してください。ただし，ほかのサー
ビスで使用していない値を指定してください。

適用 OSがWindowsの場合については，「付録 B　Windowsの機能差異」を参照してく
ださい。

登録するエントリの例を次に示します。

/etc/services
　
# ＠(#) services  1.2  30/06/95
#
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#UNIX specific services, Internet style
ftp   21/tcp
                ：
                ：
hirdbxt 20052/tcp  #HiRDB Dataextractor...追加

（3） /etc/inetd.confの設定

適用 OSが UNIXの場合，TCP/IPプロトコル使用時，HiRDB Dataextractorはコン
フィギュレーションファイル /etc/inetd.confによって起動されます。このため，/etc/
inetd.confに HiRDB Dataextractorについて設定する必要があります。

なお，/etc/inetd.confの内容を変更した場合には，マシンの再起動またはスーパユーザに
よるシグナルの発行が必要です。

適用 OSがWindowsの場合，/etc/inetd.confの設定は必要ありません。

/etc/inetd.confに設定する内容を，次の表に示します。

表 2-14　/etc/inetd.confに設定する内容

注※注※注※注※
指定したユーザで HiRDB Dataextractorが起動されます。次の点に注意してくださ
い。
• スーパユーザ以外を指定した場合，HiRDB Dataextractorで障害が発生したとき
に coreダンプが出力されません。

• データを抽出してファイルを作成する場合，作成対象のファイル（LOB入力ファ
イルを含む）がすでに存在するときは，書き込み権限を持っている必要がありま
す。なお，作成したファイルに対するファイルモードは，環境変数
XTFPERMIT，XTDPERMITで指定できます。環境変数の設定方法については
「2.2.3(2)環境変数の設定方法」を参照してください。
• XDM/XTと連携して ORACLEからデータを抽出する場合，ORACLEに登録され
ているユーザである必要があります。

フィールド名 設定内容

service name /etc/servicesファイルに設定した，HiRDB
 Dataextractorのサービス名を指定します。（任意）

socket type stream（固定）

protocol tcp（固定）

wait/nowait nowait（固定）

user UNIXのログインユーザ名を指定します。（任意）※

server program /opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl（固定）

server program arguments 第 1引数：pxtcntl（固定）
第２引数：環境変数情報設定ファイル名を絶対パス名で指定します。
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/etc/inetd.confの設定例
　
hirdbxt stream tcp nowait user01 
        /opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl 
        pxtcntl /usr/home/user01/xtenv1

注　注　注　注　1行で指定します。

/etc/inetd.conf変更時のシグナルの発行例
　
kill -HUP inetdのプロセスID

（4） xtstartコマンド実行シェルの設定

OSIプロトコルを使用して HiRDB Dataextractorを自動開始するときは，xtstartコマ
ンド実行シェルの設定が必要です。設定方法については，「7.2.2(1)(a)自動開始」を参照
してください。

（5） 通信構成定義情報ファイルの設定

OSIプロトコル使用時には，通信するために必要な情報を通信構成定義情報ファイルに
設定する必要があります。

設定の形式を次に示します。

形式

記述規則
• 一つの set文は 1行で記述します。
• 1行に set文は 1回しか指定できません。
• "＝ "の前後には空白を入れないでください。
• 注釈は，"＃ "以降その行の終わりまでとします。

　
●Ｔ＿ｓｅｌｅｃｔｏｒ＝自ホストのＴセレクタ値

～＜ 16進数＞ ((2～ 64けた ))

自システムの Tセレクタ値を指定します。x’16進数’，または X’16進数’の形で指
定します。

• XNFネットワーク定義との関係
通信構成定義と VOS3 XNF E2ネットワーク定義との関係について説明します。通信
構成定義の set文の T_selectorオペランドで指定される自ホストのセレクタ値は，
XNF E2ネットワーク定義のULE文の T_SELECTORオペランドの Tセレクタ値に

 
ｓｅｔ　Ｔ＿ｓｅｌｅｃｔｏｒ＝自ホストのＴセレクタ値
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当たります。
VOS3　XNF E2ネットワーク定義の詳細については，マニュアル「XNF E2ネット
ワーク定義」を参照してください。

（6） /etc/hostsの設定

適用 OSが UNIXの場合，TCP/IPプロトコル使用時は，抽出側の /etc/hostsに，送信対
象のホスト名を記述する必要があります。

抽出したデータを表に反映する場合は，次のサーバのあるホスト名を指定します。

• HiRDB/シングルサーバの場合はシングルサーバ
• HiRDB/パラレルサーバの場合はシステムマネジャ

抽出したデータからファイルを作成する場合は，ファイルの作成先のホスト名を指定し
ます。

適用 OSがWindowsの場合については，「付録 B　Windowsの機能差異」を参照してく
ださい。

登録するエントリの例を次に示します。

/etc/hosts
       ：
       ：
160.16.150.120 HOST2
       ：
       ：

（7） 表名情報ファイルの設定

表名情報ファイルは，XDM/XTと連携して HiRDBからデータを抽出する際に，発行す
る SQLをユーザ任意に指定する機能を使う場合に，必要に応じて，抽出側に設定し，環
境変数 XTTBLxxxxにそのファイル名を指定します。

表名情報ファイルには，SELECT文のWHERE句までの表式を指定します。

SELECT文での表式の指定方法については，マニュアル「HiRDB Version 8 SQLリファ
レンス」を参照してください。

（8） pdloadコマンドライン情報ファイルの設定

pdloadコマンドライン情報ファイルは，HiRDBへデータを反映する場合に，HiRDBの
データベース作成ユティリティ（pdload）のパラメタをユーザ任意に指定する機能を使
うとき，必要に応じて，反映側に設定し，環境変数 XTLPRMxxxxにそのファイル名を
指定します。

pdloadコマンドライン情報ファイルには，pdloadのコマンドラインパラメタを指定しま
す。ただし，次のパラメタは指定しないでください。指定した場合，動作は保証されま
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せん。

• 反映表名（認可識別子，表識別子）
• 制御情報ファイル名
• －ｂオプション（バイナリ形式データ入力）
• －ｋオプション（BLOBデータ形式）
• －ｖオプション（ナル値情報）
• －Ｗオプション（データベース再編成ユティリティ生成バイナリ形式データ入力）
• －ｃオプション（列構成情報ファイル情報）

コマンドラインパラメタの詳細については，マニュアル「HiRDB Version 8 コマンドリ
ファレンス」を参照してください。

（9） pdload制御情報ファイル source文情報ファイルの設定

pdload制御情報ファイル source文情報ファイルは，HiRDBへデータを反映する際に，
pdloadのパラメタをユーザ任意に指定する機能を使う場合に，必要に応じて，反映側に
設定し，環境変数 XTPDSRxxxxにそのファイル名を指定します。

pdload制御情報ファイル source文情報ファイルには，pdloadのパラメタである制御情
報ファイル中に記述する source文を記述します。ただし，次のパラメタは指定しないで
ください。指定した場合，動作は保証されません。

• RDエリア名
• サーバ名，ホスト名
• 入力ファイル名
• エラー情報ファイル名

2.2.5　ODBC環境の設定（SQL Serverを使用する場合）
ODBCドライバを使用してデータ連動する場合，HiRDB Dataextractorを実行する前
に，ODBC環境を設定する必要があります。

ここでは，ODBCドライバの設定内容について説明します。

（1） ODBCデータソースの作成

ODBCデータソースの作成手順を次に示します。

1. ODBCデータソースアドミニストレータを実行します。

Windows 2000，Windows Server 2003，Windows Server 2008の場合
「コントロールパネル」から［管理ツール］－［データソース (ODBC)］の順に
選択します。

Windows XPの場合
「コントロールパネル」から［パフォーマンスとメンテナンス］－［管理ツール］
67



2.　HiRDB Dataextractorの環境設定
－［データソース (ODBC)］の順に選択します。
クラシック［スタート］メニューをご利用の場合は，Windows 2000の場合と同
じ順に選択します。

2.［システム DSN］タブを選択し，［追加 ...］ボタンをクリックします。
HiRDB Dataextractorで使うデータソース名称（DSN）を，システム DSNとして作
成します。

3. SQL Serverの ODBCドライバを選択し，［完了］ボタンをクリックします。

（2） ODBCデータソースを作成するときの注意点

ODBCデータソースを作成するときは，次の点に注意してください。

•［SQL Serverが，ログイン IDの権限の確認を行う方法は？］で，次の各項目を選択
した場合の処理を次に示します。
•［ネットワークへのログイン IDで，Windowsの認証メカニズムを使う］を選択した
場合
SQL Server接続ユーザ IDおよびパスワードは無視されます。

•［ユーザーが入力する SQL Server用のログイン IDとパスワードを使う］を選択し
た場合
SQL Server接続ユーザ IDおよびパスワードを使用して SQL Serverにアクセスし
ます。

• 接続対象にできるのは，［規定のデータベースを以下のものに変更する］で選択した
データベースに作成した表だけです。
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2.3　実行前の準備
HiRDB Dataextractorを実行する前に必要な，表の準備，およびデータ転送の準備につ
いて説明します。

2.3.1　表の準備
HiRDB Dataextractorを実行する場合，抽出したデータを反映するためのHiRDBの表
を用意しておく必要があります。用意する表には，次の定義が必要です。

• CREATE SCHEMA（スキーマ定義）
• CREATE TABLE（表定義）
• CREATE INDEX（インデクス定義）
• GRANT INSERT（INSERT権限定義）
• GRANT DELETE（DELETE権限定義）

定義の詳細については，マニュアル「HiRDB Version 8 SQLリファレンス」を参照して
ください。

表を定義するときには，HiRDB Dataextractorで抽出するデータの範囲や順序を意識す
る必要があります。また，反映側のHiRDBでのデータの操作内容なども考慮する必要
があります。

2.3.2　データ転送の準備

（1） HiRDB，ORACLE，または SQL Serverからデータを抽出して
HiRDBヘ反映する場合，および HiRDB，ORACLE，または SQL 
Serverからデータを抽出してファイルを作成する場合

HiRDB，ORACLE，または SQL Serverの DBからデータを抽出して HiRDBの DBヘ
反映する場合，およびHiRDB，ORACLE，または SQL Serverの DBからデータを抽出
してファイルを作成する場合は，TCP/IPの通信プロトコルを使用します。このため，次
の指定が必要です。

• 反映先またはファイル作成先のホスト名の指定（抽出側の /etc/hostsに登録する）
• 反映側またはファイル作成側のHiRDB Dataextractorのポート番号の指定（反映側ま
たはファイル作成側の /etc/servicesに登録する）

指定方法については，「2.2.4　HiRDB Dataextractorを使用するために設定するファイ
ル」を参照してください。
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（2） XDM/XTを使用した，メインフレーム側の DBと HiRDB，ORACLE
間の抽出・反映の場合，およびメインフレーム側の DBからファイ
ルを作成する場合

次の場合には，XNFまたは XNF E2での通信環境の設定が必要です。詳細については，
マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照してください。

• XDM/RDからデータを抽出して，HiRDBへ反映またはファイルを作成する場合
• 順編成データセットからデータを抽出して，HiRDBへ反映またはファイルを作成す
る場合

• HiRDB，または ORACLEからデータを抽出して，XDM/RDへ反映または順編成
データセットを作成する場合
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イルの作成
データの抽出，反映，およびファイルの作成について説明しま
す。

3.1　データの抽出（HiRDB）

3.2　データの抽出（ORACLE）

3.3　データの抽出（SQL Server）

3.4　データの反映

3.5　ファイルの作成
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3.1　データの抽出（HiRDB）

HiRDB Dataextractorのデータの抽出とは，DBからデータを抽出し，反映側システム
へ送信するまでをいいます。そのときに，必要なデータだけを抽出したり，抽出した
データに任意のフィールドを追加したりできます。

ここでは，HiRDBの DBからデータを抽出して，HiRDBの DBヘデータを反映する場
合について説明します。XDM/RDの DBからデータを抽出して HiRDBの DBヘデータ
を反映する場合，または HiRDBの DBからデータを抽出して XDM/RDの DBヘデータ
を反映する場合については，マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/XT」を
参照してください。

データ抽出の流れを，次の図に示します。
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図 3-1　データ抽出の流れ

3.1.1　必要なデータの抽出
HiRDBの DBからデータを抽出する場合は，xtrepコマンドを使用します。xtrepコマン
ドで，抽出する表の名称や抽出方法を指定して，必要なデータだけを抽出できます。

HiRDB Dataextractorは，抽出したデータを反映対象の表の左の列から順に対応づけて
反映します。このため，抽出対象の表と反映対象の表とで表の形式（列数，列の並び順）
が異なる場合は，xtrepコマンドを使用して反映対象の表の形式に合わせてデータを抽出
する必要があります。
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HiRDB Dataextractorでは次の抽出ができます。

• 表単位の抽出
• 抽出する列の選択，並べ替え
• 抽出する行の選択，並べ替え
• 行単位インタフェースでの抽出
• ナル値の既定値の選択
• 繰返し列の抽出
• 抽象データ型の列の抽出

（1） 表単位の抽出

同一形式の表から，同一形式の表ヘ表単位に抽出できます。

例を次に示します。

（例）
抽出側の受注表を，反映側の受注表に反映します。
抽出側の表と反映側の表とは，形式，表名，列名などすべて同一です。

表単位の抽出例を次の図に示します。

図 3-2　表単位の抽出

（2） 抽出する列の選択，並べ替え

抽出する列を選択したり，並べ替えたりして抽出できます。

列の選択や並べ替えは，HiRDBの次の SQLで指定します。

• SELECT文の選択式

xtrepコマンドで SELECT文の選択式を記述したファイルの名称を指定します。

このファイルを列名記述ファイルと呼びます。

例を次に示します。

（例）
受注表から次の列を選択し，並べ替えて反映します。
• 商品コード
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• 受注量
• 伝票番号

抽出する列の選択や並べ替えの例を次の図に示します。

図 3-3　抽出する列の選択，並べ替え

（3） 抽出する行の選択，並べ替え

抽出する行を選択したり，任意の列のデータの昇順または降順に行を並べ替えたりして
抽出できます。
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行の選択や並べ替えは，HiRDBの次の SQLで指定します。

• SELECT文のWHERE句，ORDER BY句

行を選択して抽出する場合は，SELECT文のWHERE句で選択する条件を指定します。
行を並べ替えて抽出する場合は，SELECT文の ORDER BY句でソートのキーや並べ替
え方法を指定します。

xtrepコマンドで SELECT文のWHERE句，ORDER BY句を記述したファイルの名称
を指定します。

このファイルを表式記述ファイルと呼びます。

例を次に示します。

（例）
受注表から次の行を選択し，並べ替えて反映します。
• 受注量が 10以上の行を抽出します。
• 得意先コードの昇順に並べ替えます。

抽出する行の選択や並べ替えの例を次の図に示します。
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図 3-4　抽出する行の選択，並べ替え

（4） 行単位インタフェースでの抽出

FIX属性の表から抽出する場合，行単位インタフェースで抽出できます。行単位インタ
フェースで抽出すると，列ごとに検索するオーバヘッドがなくなるため，処理性能を向
上できます。

行単位インタフェースでの抽出は，HiRDBの次の SQLで指定します。

• SELECT文の選択式（ROW指定）

xtrepコマンドで SELECT文の選択式を指定した列名記述ファイルの名称を指定します。

例を次に示します。

（例）
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抽出側の受注表を，行単位インタフェースで反映側の受注表に反映します。
抽出側の表と反映側の表とは，形式，表名，列名などすべて同一です。

行単位インタフェースでの抽出例を次の図に示します。

図 3-5　行単位インタフェースでの抽出

（5） ナル値の既定値の選択

データの抽出時，抽出したデータがナル値の場合は，HiRDB Dataextractorは抽出した
データに HiRDB Dataextractorのナル値の既定値を設定します。データの反映時は，
HiRDB Dataextractorは抽出データと HiRDB Dataextractorのナル値の既定値とを比
較して，一致した場合にナル値を設定します。該当する列に非ナル値制約がある場合は，
ナル値の既定値をデータとして反映します。

このため，抽出するデータ中に HiRDB Dataextractorのナル値の既定値と同じ値がある
場合は，ナル値の既定値を変更する必要があります。ナル値の既定値の変更は，xtrepコ
マンドの－ vオプションのナル値情報ファイルに指定します。

HiRDB Dataextractorのナル値の既定値（－ vオプション省略時のナル値の既定値），
およびナル値情報ファイルでの指定によって設定されるナル値の既定値については，「表
4-11　ナル値の既定値」を参照してください。

例を次に示します。

（例）
文字列データのナル値の既定値を変更します。
• 抽出対象の列 CHAR01は，ナル値を既定値のまま使用します。この場合，データ
に’##…#’があるときは，その値にもナル値が設定されます。

• 抽出対象の列 CHAR02は，ナル値の既定値を空白に変更します。この場合，デー
タに空白があるときはその値にもナル値が設定されます。

• 抽出対象の列 CHAR03は，ナル値の既定値を定数’FFFF’に変更します。この
場合，データに定数で指定した値と同じ値があるときは，その値にもナル値が設
定されます。

ナル値の既定値の変更例を次の図に示します。
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図 3-6　ナル値の既定値の変更

HiRDB Dataextractorが仮定するナル既定値の省略時仮定値，およびナル値情報ファイ
ルによるナル既定値の指定だけでは，抽出表の実データがナル既定値と同じ場合にナル
値として反映されてしまいます。そこで，次のどちらかを実行することで，実データを
ナル値として反映することを防ぎます。

• ナル値の既定値の省略仮定値変更
• 抽出データへのナル値判定情報の追加

（a）ナル値の既定値の省略仮定値変更

次に示すデータ型（データとして指定できない範囲の値があるもの）については，
HiRDB Dataextractorが仮定するナル既定値の省略時仮定値として，実データとして指
定できない範囲の値を設定することによって，実データをナル値として反映することを
防ぎます。

• DECIMAL
• DATE
• INTERVAL YEAR TO DAY
• TIME
• INTERVAL HOUR TO SECOND
• TIMESTAMP
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なお，その他のデータ型についてはデータとして指定できない値がないため，従来通り
運用上存在しない値をナル既定値として設定する必要があります。

（b）抽出データへのナル値判定情報の追加

ナル既定値を使用しないで，抽出データにナル値を判定するための情報を追加すること
によって，実データがナル値として反映されることを防ぎます。

なお，抽出データにナル値判定情報を追加した場合のデータ形式はデータベース作成ユ
ティリティ（pdload）の－Wオプション指定時の入力データ形式となります。

（6） 繰返し列の抽出

HiRDB Dataextractorでは，繰返し列を抽出および反映対象にできます。

繰返し列を使用する場合の，次の項目について説明します。

• 繰返し列がある場合の，抽出側と反映側との列の組み合わせ
• 繰返し列のデータ形式およびナル値反映方法の指定
• データ形式およびナル値反映方法の指定時の注意事項
• 繰返し列のファイル出力時のデータ形式

（a）繰返し列がある場合の，抽出側と反映側との列の組み合わせ

繰返し列がある場合の，抽出側と反映側との列の組み合わせの可否を，次の表に示しま
す。

表 3-1　繰返し列がある場合の抽出側と反映側との列の組み合わせの可否

（凡例）
要素数：繰返し列の要素の数を示します。
対応：HiRDB Dataextractorのとる処置を示します。
○：正常に処理します。

抽出側の列 反映側の列 要素数 対応

繰返し列以外 繰返し列以外 － ○

繰返し列 全要素 － ×

特定要素 － －

繰返し列 全要素 繰返し列以外 － ×

繰返し列 全要素 抽出側＝反映側 ○

抽出側＜反映側 ×

抽出側＞反映側 ×

特定要素 － －

特定要素 繰返し列以外 － ○

繰返し列 全要素 － ×

特定要素 － －
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×：処理を終了します。
－：該当しません。

（b）繰返し列のデータ形式およびナル値反映方法の指定

繰返し列を使用する場合，次の指定によって，繰返し列をファイルに出力するときの
データ形式およびナル値反映方法を指定できます。

• 環境変数 XTARRAY
• ナル値情報ファイル（xtrepコマンドの－ vオプションで指定）

環境変数 XTARRAYは，表単位にデータ形式，ナル値反映方法について設定する場合に
指定します。列単位に設定する場合には，xtrepコマンドの－ vオプションに指定するナ
ル値情報ファイルで指定します。環境変数 XTARRAYと，ナル値情報ファイルでの指定
とを同時に指定した場合には，ナル値情報ファイルでの指定が優先されます。環境変数
XTARRAYを省略した場合は，VVおよび Cが仮定されます。

また，環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合，HiRDB反映またはバイナリ形式の
ファイル作成時は，この環境変数の指定は無視され，VVおよび Cとして処理されます。

データ形式
繰返し列をファイルに出力する場合の，データの形式を指定します。

ＦＦ：列の先頭に要素数がなく，列の要素すべてにデータがある形式

ＦＶ：列の先頭に要素数があり，列の要素すべてにデータがある形式

ＶＶ：列の先頭に要素数があり，要素数分のデータがある形式

ナル値反映方法
繰返し列をHiRDBの表に反映する場合の，要素すべてがナル値のときのナル値の
反映方法を指定します。ナル値反映方法は，HiRDBの表に反映する場合で，データ
形式に FFを指定するときにだけ指定できます。

Ｃ：要素全体にデータがないとき，列全体をナル値として反映します。

Ｅ：要素全体にデータがないとき，各要素をナル値として反映します。
 

繰返し列のデータ形式とナル値反映方法の指定できる組み合わせを，次の表に示します。

表 3-2　繰返し列のデータ形式とナル値反映方法の指定の組み合わせ

実行する機能 指定値 指定可否

データ形式 ナル値反映方法

HiRDBの表に反映 FF なし ○

C

E

FV なし ○
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（凡例）
○：指定できます。
×：指定できません。

（c）データ形式およびナル値反映方法の指定時の注意事項

データ形式およびナル値反映方法の指定時の注意事項を次に示します。

• 繰返し列以外に対して，データ形式およびナル値反映方法を指定することはできませ
ん。

• DAT形式のファイルを作成する場合には，データ形式に FVは指定できません。
• 対象の表に可変長文字列を含む場合は，データ形式に FF，FVは指定できません。
• ファイルだけを作成する場合は，ナル値反映方法は指定できません。

C ×

E

VV なし ○

C ×

E

ファイル作成 バイナリ形式 FF なし ○

C ×

E

FV なし ○

C ×

E

VV なし ×

C

E

DAT形式 FF なし ○

C ×

E

FV なし ×

C

E

VV なし ○

C ×

E

実行する機能 指定値 指定可否

データ形式 ナル値反映方法
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• データ形式に FFを指定してナル値反映方法を指定した場合，ナル値を抽出したとき
に，HiRDBの表への反映時にナル値反映方法の指定値に統一されます。このために，
列全体のナル値と要素全体のナル値の区別がつかなくなり，抽出側のデータと反映側
のデータの状態が変わってしまうことがあるので注意が必要です。

（例）
同一のHiRDBシステムで，HiRDB Dataextractorと HiRDB Datareplicatorを同
時に使用している場合で，次の条件を満たしたときは，HiRDB Datareplicatorが反
映処理時にエラーになります。
1. HiRDB Dataextractorで，データ形式に FF，ナル値反映方法に Eを指定して，
抽出側の列全体のナル値を要素全体のナル値として反映する。

2. 1.のレコードに対して，UAPから更新（要素の追加）があり，それをHiRDB 
Datareplicatorで反映する。

（d）繰返し列のファイル出力時のデータ形式

HiRDBの表への反映時の繰返し列のデータ形式（バイナリ形式）を，「表 3-3　HiRDB
の表への反映時の繰返し列のデータ形式（バイナリ形式）」に示します。

バイナリ形式のファイル作成時の繰返し列のデータ形式を，「表 3-4　バイナリ形式の
ファイル作成時の繰返し列のデータ形式」に示します。

DAT形式のファイル作成時の繰返し列のデータ形式を，「表 3-5　DAT形式のファイル
作成時の繰返し列のデータ形式」に示します。

環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合の HiRDBの表への反映時およびバイナリ形
式のファイル作成時の繰返し列のデータ形式を，「表 3-6　環境変数 XTNLDFLTに 2を
指定した場合の HiRDBの表への反映時およびバイナリ形式のファイル作成時の繰返し
列のデータ形式」に示します。

表 3-3　HiRDBの表への反映時の繰返し列のデータ形式（バイナリ形式）

抽出データ 繰返し列に対す
る指定値

出力データの内容※ 反映
デー
タ

デー
タ形
式

ナル
値反
映方
式

要素
あり

すべ
てあ
り

FF － 要素 1 … 要素 N すべ
てあ
り

FV － N 要素 1 … 要素 N

VV － N 要素 1 … 要素 N
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（凡例）
－：該当しません。
N：最大要素数
n：実要素数
要素 x：x番目の要素を示します。

途中
まで
あり

FF － 要素 1 … 要素
n

… ナル値 N 途中
まで
あり

FV － n 要素 1 … 要素 n … ナル値 N

VV － n 要素 1 … 要素 n

すべ
ての
要素
なし

列全
体ナ
ル値

FF 指定
なし

ナル値
1

… ナル値 N 列全
体ナ
ル値

C ナル値
1

… ナル値 N

E ナル値
1

… ナル値 N 各要
素ナ
ル値

FV － 0 ナル値
1

… ナル値 N 列全
体ナ
ル値

VV － 0

全要
素ナ
ル値

FF 指定
なし

ナル値
1

… ナル値 N 列全
体ナ
ル値

C ナル値
1

… ナル値 N

E ナル値
1

… ナル値 N 各要
素ナ
ル値

FV － N ナル値
1

… ナル値 N 各要
素ナ
ル値

VV － N ナル値
1

… ナル値 N

抽出データ 繰返し列に対す
る指定値

出力データの内容※ 反映
デー
タ

デー
タ形
式

ナル
値反
映方
式

84



3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
ナル値 x：x番目のナル値を示します。

注※注※注※注※
出力データ中に設定される各要素の内容を，左から順番に示します。空欄は，要素
がないことを示します。

表 3-4　バイナリ形式のファイル作成時の繰返し列のデータ形式

（凡例）
－：該当しません。
N：最大要素数
n：実要素数
要素 x：x番目の要素を示します。
ナル値 x：x番目のナル値を示します。

注※注※注※注※
出力データ中に設定される各要素の内容を，左から順番に示します。空欄は，要素
がないことを示します。

抽出データ 繰返し列に対す
る指定値

出力データの内容※

データ
形式

ナル値
反映方
式

要素あ
り

すべて
あり

FF － 要素 1 … 要素 N

FV － N 要素 1 … 要素 N

VV － N 要素 1 … 要素 N

途中ま
であり

FF － 要素 1 … 要素 n … ナル値 N

FV － n 要素 1 … 要素 n … ナル値 N

VV － n 要素 1 … 要素 n

すべて
の要素
なし

列全体
ナル値

FF － ナル値 1 … ナル値 N

FV － 0 ナル値 1 … ナル値 N

VV － 0

全要素
ナル値

FF － ナル値 1 … ナル値 N

FV － N ナル値 1 … ナル値 N

VV － N ナル値 1 … ナル値 N
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表 3-5　DAT形式のファイル作成時の繰返し列のデータ形式

（凡例）
－：該当しません。
N：最大要素数
n：実要素数
要素 x：x番目の要素を示します。
ナル値 x：x番目のナル値を示します。

注※注※注※注※
出力データ中に設定される各要素の内容を，左から順番に示します。

抽出データ 繰返し列に対す
る指定値

出力データの内容※ 備考

デー
タ形
式

ナル
値反
映方
式

要素
あり

すべ
てあ
り

FF － 要素 1，…，要素 N コンマ数＝ N－ 1

FV － － 指定不可

VV － N，要素 1，…，要素 N コンマ数＝ N

途中
まで
あり

FF － 要素 1，…，要素 n，…， コンマ数＝ N－ 1

FV － － 指定不可

VV － n，要素 1，…，要素 n コンマ数＝ n

すべ
ての
要素
なし

列全
体ナ
ル値

FF － ，…， コンマ数＝ N－ 1

FV － － 指定不可

VV － 0 コンマ数＝ 0

全要
素ナ
ル値

FF － ，…， コンマ数＝ N－ 1

FV － － 指定不可

VV － N，…， コンマ数＝ N
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表 3-6　環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合の HiRDBの表への反映時およびバイナ
リ形式のファイル作成時の繰返し列のデータ形式

（凡例）
N：最大要素数（2バイトの領域）
n：実要素数（2バイトの領域）
要素 x：x番目の要素を示します。ナル値フラグが，1の場合には作成されません。
ナル値フラグ x：x番目のナル値フラグ（1バイトの領域）を示します。

ナル値フラグの設定内容と要素の関係を次に示します。

注※注※注※注※ 1111
出力データ中に設定される各要素の内容を左から順番に示します。空欄は，要素が
ないことを示します。

注※注※注※注※ 2222
HiRDBの表への反映を行った場合の反映データの状態を示します。

（7） 抽象データ型の列の抽出

HiRDB Dataextractorは，抽象データ型（ADT：Abstract Data Type）の列を抽出および
反映対象にできます。

（a）SGMLTEXT型の列の抽出

SGMLTEXT型では，原文書を BLOB属性で定義しています。HiRDB Dataextractor

抽出データ 出力データの内容※ 1 反映データ※ 2

要
素
あ
り

すべて
あり

N ナル値
フラグ

1

要素 1 … ナル値
フラグ

N

要素 N 要素あり

途中ま
であり

n ナル値
フラグ

1

要素 1 … ナル値
フラグ

n

要素 n 途中まであり

要
素
な
し

列全体
ナル値

（オフセットに 0を設定し，列データは作成しない） 列全体ナル値

全要素
ナル値

N ナル値
フラグ

1

… ナル値
フラグ

N

全要素ナル値

抽出データ ナル値フラグ 要素情報の作成有無

ナル値 1 作成しません。ナル値フラグだけとなります。

非ナル値 0 作成します。
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は，この原文書を抽出します。

SGMLTEXT型については，マニュアル「HiRDB 全文検索プラグイン　HiRDB Text 
Search Plug-in Version 8」を参照してください。

ここでは，SGMLTEXT型のデータの抽出方法について説明します。

(i)環境変数の設定

SGMLTEXT型のデータを抽出するためには，次の環境変数の指定が必要です。

• 環境変数 XTLOBBUFSIZEの指定
SGMLTEXT型の BLOB属性の列の，実データの最大長を指定します。
実データの最大長は，xtrepコマンドを使用して求められます。
列名記述ファイルに，抽象データ型関数 extractsを使用して，抽出対象の
SGMLTEXT型の列の最大長を求めるための選択式を記述し，xtrepコマンドを実行
します。これによって求められた値を，環境変数 XTLOBBUFSIZEに設定します。

• 環境変数 XTERRLEVELでの 1の指定
エラー発生時に，処理を中止することを指定します。

(ii)xtrepコマンドでの指定

SGMLTEXT型のデータを抽出するためには，xtrepコマンドに次の指定が必要です。

• － sオプションでの列名記述ファイルの指定
列名記述ファイルに，抽象データ型関数の extractsを使用して抽出対象の
SGMLTEXT型の列，およびその他の抽出対象列を指定し，xtrepコマンドを実行し
ます。実行例については，「4.4(2)(f)例 6」を参照してください。

(iii)注意事項
• SGMLTEXT型のデータを抽出する場合は，次の条件を満たしている必要があります。
• 抽象データ型の定義（型名，属性数，属性データ型など）が，抽出側と反映側で一
致している。

• コンストラクタ関数名が抽象データ型名と一致している。
• HiRDBプラグインの抽象データ型に対する固有の定義（SGMLTEXT型のときは，
文書型定義）が，抽出側と反映側で一致している。

• ファイルだけを作成する場合，SGMLTEXT型の BLOB属性の列の LOBデータが，
LOBデータ単位に LOB入力ファイルとして作成され，LOB入力ファイル格納用ディ
レクトリ下に格納されます。ただし，反映情報ファイルに SGMLTEXT型を指定する
ことで，この LOBデータを入力ファイルに格納できます。

（b）XML型の列の抽出

XML型では，原文書を BINARY属性で定義しています。HiRDB Dataextractorは，こ
の原文書を抽出します。
88



3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
XML型については，マニュアル「HiRDB Version 8 システム導入・設計ガイド」を参照
してください。

ここでは，XML型のデータの抽出方法について説明します。

(i)環境変数の設定

XML型のデータを抽出するためには，次の環境変数の指定が必要です。

• 環境変数 XTLOBBUFSIZEの指定
XML型の BINARY属性の列の，実データの最大長を指定します。
実データの最大長は，xtrepコマンドを使用して求められます。
列名記述ファイルに，抽象データ型関数 extractsを使用して，抽出対象の XML型の
列の最大長を求めるための選択式を記述し，xtrepコマンドを実行します。これに
よって求められた値を，環境変数 XTLOBBUFSIZEに設定します。

• 環境変数 XTERRLEVELでの 1の指定
エラー発生時に，処理を中止することを指定します。

(ii)xtrepコマンドでの指定

XML型のデータを抽出するためには，xtrepコマンドに次の指定が必要です。

• － sオプションでの列名記述ファイルの指定
列名記述ファイルに，抽象データ型関数の extractsを使用して抽出対象の XML型の
列，およびその他の抽出対象列を指定し，xtrepコマンドを実行します。

(iii)注意事項
• XML型のデータを抽出する場合は，次の条件を満たしている必要があります。
• 抽象データ型の定義（型名，属性数，属性データ型など）が，抽出側と反映側で一
致している。

• コンストラクタ関数名が抽象データ型名と一致している。
• HiRDBプラグインの抽象データ型に対する固有の定義（XML型のときは，文書型
定義）が，抽出側と反映側で一致している。

• ファイルだけを作成する場合，XML型の BINARY属性の列の LOBデータが，LOB
データ単位に LOB入力ファイルとして作成され，LOB入力ファイル格納用ディレク
トリ下に格納されます。ただし，反映情報ファイルに XML型を指定することで，こ
の LOBデータを入力ファイルに格納できます。

（c） FREEWORD型の列の抽出

FREEWORD型では，原文書を VARCHAR属性で定義しています。HiRDB 
Dataextractorは，この原文書を抽出します。

FREEWORD型については，マニュアル「HiRDB 全文検索プラグイン　HiRDB Text 
Search Plug-in Version 8」を参照してください。
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
ここでは，FREEWORD型のデータの抽出方法について説明します。

(i)xtrepコマンドでの指定

FREEWORD型のデータを抽出するためには，xtrepコマンドに次の指定が必要です。

• － sオプションでの列名記述ファイルの指定
列名記述ファイルに，抽象データ型関数の extractsを使用して抽出対象の
FREEWORD型の列，およびその他の抽出対象列を指定し，xtrepコマンドを実行し
ます。

(ii)注意事項

FREEWORD型のデータを抽出する場合は，次の条件を満たしている必要があります。

• 抽象データ型の定義（型名，属性数，属性データ型など）が，抽出側と反映側で一致
している。

• コンストラクタ関数名が抽象データ型名と一致している。
• HiRDBプラグインの抽象データ型に対する固有の定義（FREEWORD型のときは，
文字列型定義）が，抽出側と反映側で一致している。

3.1.2　抽出したデータヘの任意の列の追加
抽出したデータへ任意に列を追加し，その列に初期値を指定できます。

抽出対象の表の列数と反映対象の表の列数とが異なる場合に，この機能を使用して，反
映対象の表にだけある列に設定する初期値を抽出データに追加します。

抽出したデータヘの列の追加は，HiRDBの次の SQLで指定します。

• SELECT文の選択式

xtrepコマンドで SELECT文の選択式を記述した列名記述ファイルの名称を指定します。
例を次に示します。

（例）
抽出側の受注表に次の列を追加し，反映側の受注表 2に反映します。列の追加の例
を次の図に示します。
• 受注日付（初期値として’960715’を設定する）
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
図 3-7　列（初期値）の追加

3.1.3　抽出したデータのデータ型変換
データを反映するときに変換できるデータ型，および抽出する行を選択するときに比較
できるデータ型について説明します。

HiRDB Dataextractorで変換および比較できるデータ型を，「表 3-7　HiRDB 
Dataextractorで変換および比較できるデータ型」に示します。
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
データを反映するとき，HiRDB Dataextractorは抽出対象の列と反映対象の列とを比較
し，「表 3-7　HiRDB Dataextractorで変換および比較できるデータ型」に示すデータ型
の組み合わせであればデータ型を変換します。

また抽出する行を選択する場合，表式記述ファイルの条件の指定が「表 3-7　HiRDB 
Dataextractorで変換および比較できるデータ型」に示すデータ型の組み合わせであれ
ば，HiRDB Dataextractorは指定されたデータを比較します。

注意事項
• データ型変換中のオーバフローエラー
データ型変換中にオーバフローエラーが発生した場合，HiRDBシステム共通定義
の pd_overflow_suppressの設定によって，次の処理が行われます。

• オーバフローエラー抑止が設定されている場合
オーバフローが発生した演算の結果をナル値として処理します。

• オーバフローエラー抑止が設定されていない場合
エラーメッセージを出力して処理を終了します。

表 3-7　HiRDB Dataextractorで変換および比較できるデータ型

抽出側のデータ型 反映側のデータ型

数 文字，
混在
文字
※ 14

各
国
文
字
※

14

日
付

時
刻

日
間
隔

時
間
隔

時
刻
印

長
大
※

15
※

20

抽象

S X F

数 INT ○ × × × × ×
※ 1

×
※ 6

× × × × ×

SMALLINT

DEC※ 14

FLOAT

SMALLFLT

文字※ 14 CHAR × ○※
11※

21

○
※
13

×
※ 2

×
※ 7

× × ×
※
17

×
※
19

× × ×

VARCHAR

混在文字
※ 14

MCHAR × ○※
11

○
※
13

× × × × × ×
※
19

× × ×

MVARCHA
R

各国文字
※ 14

NCHAR × ○※
12

○
※
11

× × × × × × × × ×

NVARCHAR
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
（凡例）
○：変換，比較できます。
×：変換，比較できません。
YEAR：INTERVAL YEAR TO DAY
HOUR：INTERVAL HOUR TO SECOND
S：SGMLTEXT
X：XML
F：FREEWORD

注※注※注※注※ 1111
次に示すものは日間隔データとの比較および日間隔データへの変換ができます。
• 日間隔を 10進数で表現した定数との比較
• DECIMAL(8，0)データとの比較および変換

注※注※注※注※ 2222
次に示すものは日付データとの比較ができます。
• 日付を文字で表現した定数との比較
• CHARACTER(10)データとの比較

日付 DATE × ×※ 3 × ○ × × × × × × × ×

時刻 TIME × ×※ 8 × × ○ × × × × × × ×

日間隔 YEAR ×
※ 4

× × × × ○
※ 5

× × × × × ×

時間隔 HOUR ×
※ 9

× × × × × ○
※
10

× × × × ×

時刻印 TIMESTAM
P

× ×※
16

× × × × × ○
※
18

× × × ×

長大※ 15，
※ 20

BLOB × × × × × × × × ○ × × ×

BINARY

抽象 SGMLTEXT × × × × × × × × × ○ × ×

XML × × × × × × × × × × ○ ×

FREEWOR
D

× × × × × × × × × × × ○

抽出側のデータ型 反映側のデータ型

数 文字，
混在
文字
※ 14

各
国
文
字
※

14

日
付

時
刻

日
間
隔

時
間
隔

時
刻
印

長
大
※

15
※

20

抽象

S X F
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
注※注※注※注※ 3333
次に示すものは日付データとの比較および文字データへの変換ができます。
• 日付を文字で表現した定数との比較
• CHARACTER(10)データとの比較
• 日付データを 10バイト以上の CHARACTERまたは VARCHARデータへ変換

注※注※注※注※ 4444
次に示すものは日間隔データとの比較および 10進データへの変換ができます。
• 日間隔を 10進数で表現した定数との比較
• DECIMAL(8，0)データとの比較
• 日間隔データを DECIMAL(8，0)データへの変換

注※注※注※注※ 5555
日間隔データ同士の比較は，年，月，日の順で比較します。

注※注※注※注※ 6666
次に示すものは時間隔データとの比較および時間隔データへの変換ができます。
• 時間隔を 10進数で表現した定数との比較
• DECIMAL(6，0)に対応するデータとの比較および変換

注※注※注※注※ 7777
次に示すものは時刻データとの比較ができます。
• 時刻を文字で表現した定数
• CHARACTER(8)データとの比較

注※注※注※注※ 8888
次に示すものは時刻データとの比較および文字データへの変換ができます。
• 時刻を文字で表現した定数との比較
• CHARACTER(8) データとの比較
• 時刻データを 8バイト以上の CHARACTERまたは VARCHARデータへの変換

注※注※注※注※ 9999
次に示すものは時間隔データとの比較および 10進データへの変換ができます。
• 時間隔を 10進数で表現した定数との比較
• DECIMAL(6，0)データとの比較
• 時間隔データを DECIMAL(6，0)データへの変換

注※注※注※注※ 10101010
時間隔データ同士の比較は，時，分，秒の順で比較します。

注※注※注※注※ 11111111
抽出側のデータ長＜反映側のデータ長の変換のときは後ろの部分に空白を設定しま
す。

注※注※注※注※ 12121212
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
この組み合わせで実行する場合の注意を次に示します。
• 2×抽出側の文字数≦反映側のデータ長である必要があります。
• 抽出側のデータ長＜反映側データ長の場合，1バイトの空白を設定します。
• 抽出側のデータ内容を，そのまま反映側に格納します。
• N(VAR)CHARの空白と，1バイトの空白が混在するような使い方をした場合，空
白を含む比較などが意図したように実行できなくなるので注意してください。

注※注※注※注※ 13131313
この組み合わせで実行する場合の注意を次に示します。
• 抽出側のデータ長≦ 2×反映側の文字数である必要があります。
• N(VAR)CHARで定義した列中に 1バイトコードを代入しないでください。代入し
た場合，データ検索などが意図したように実行できなくなるので注意してくださ
い。

• 抽出側のデータ長＜反映側のデータ長の場合，1バイトの空白を設定します。
• 抽出側のデータ内容を，そのまま反映側に格納します。

注※注※注※注※ 14141414
次の場合は，データの切り捨てが発生するため注意してください。
ただし，環境変数 XTERRLEVELに 0以外を指定した場合は，指定に従って処理さ
れます。
• 文字データ，混在文字データ，各国文字データの場合
抽出側のデータ長＞反映側のデータ長

• DECの場合
抽出側の整数部のけた数＞反映側の整数部のけた数，または
抽出側の少数部のけた数＞反映側の少数部のけた数

注※注※注※注※ 15151515
次の場合は，データの変換，比較はできません。
ただし，環境変数 XTLOBBUFSIZEが指定された場合は，環境変数
XTERRLEVELの指定に従って処理されます。
抽出側のデータ長＞反映側のデータ長

注※注※注※注※ 16161616
次の場合は，時刻印データから文字データ（CHAR(n)，VARCHAR(n)）への変換が
できます。
• 時刻印データの小数秒が 0けたのとき，文字データ長≧ 19バイト
• 時刻印データの小数秒が 2けたのとき，文字データ長≧ 22バイト
• 時刻印データの小数秒が 4けたのとき，文字データ長≧ 24バイト
• 時刻印データの小数秒が 6けたのとき，文字データ長≧ 26バイト

注※注※注※注※ 17171717
次の場合は，文字データ（CHAR(n)，VARCHAR(n)）から時刻印データへの変換が
できます。
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
• CHARACTERまたは VARCHARが時刻印データである。
• 列名記述ファイルでスカラ関数 TIMESTAMP_FORMATを指定する。また，小数
秒は反映側が短ければ切り捨てを行い，長ければ 0x00を埋める。

注※注※注※注※ 18181818
小数秒けた数が不一致の場合，反映側が短ければ切り捨て，長ければ 0x00を埋めま
す。

注※注※注※注※ 19191919
次の場合は変換ができます。
• 文字データまたは混在文字データから BINARYデータへ変換する。
• 16進定数を列名記述ファイルに指定し，BINARYデータに反映する。

注※注※注※注※ 20202020
長大データの BLOB型以外は使用できます。

注※注※注※注※ 21212121
反映側が CHAR，VARCHARの場合，環境変数 XTCSETUSEに yesを指定して文
字集合列を抽出・反映するときは，文字集合データをそのままのデータ型で抽出し，
反映します。

3.1.4　抽出したデータの文字コード変換
異なる文字コードのシステム間でデータ抽出・反映する場合，抽出したデータの文字
コードを反映側の文字コードに合わせて変換できます。

ここでは，変換できる文字コードについて説明します。この機能の使用方法については，
「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を参照してください。

（1） 文字コード変換の対象となるデータ型

文字コード変換の対象となる抽出データのデータ型を次に示します。

• CHAR※ 1※ 2※ 3

• VARCHAR※ 1※ 2※ 3

• MCHAR※ 1※ 3

• MVARCHAR※ 1※ 3

• NCHAR※ 1

• NVARCHAR※ 1

• SGMLTEXT※ 1※ 4

• FREEWORD※ 1

注※注※注※注※ 1111
ナル値情報ファイルに NOCODECONVを指定した場合，列単位にコード変換の対
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
象から外すことができます。ナル値情報ファイルの指定方法については，「4.2.4　
xtrepコマンドで指定するファイルの内容」を参照してください。

注※注※注※注※ 2222
次の場合での文字集合列への反映は，文字コード変換対象となりません。
• 環境変数 XTCSETUSEに yesを指定した場合
• 環境変数 XTORANCSET，または XTSQLNCSETに utf-16を指定した場合

注※注※注※注※ 3333
環境変数 XTDATALOCALEに utf-16BE，または utf-16LEを指定して文字コード
変換する場合，データ長を偶数バイトにしてください。奇数バイトの場合，エラー
終了します。

注※注※注※注※ 4444
HiRDBに反映しないでファイルだけを作成する場合は，BLOB属性と解釈するため
にコード変換の対象外となります。ただし，次のどちらかによってコード変換対象
にすることができます。
• ナル値情報ファイルで CODECONVを指定します。
指定方法については，「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイルの内容」を参照
してください。

• 反映情報ファイルで SGMLTEXT型を指定します。
指定方法については，「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイルの内容」を参照
してください。
なお，作成したファイルを pdloadの入力ファイルとして使用する場合は，この方
法で変換対象としてください。

（2） 変換できる文字コード

HiRDB Dataextractorで変換できる文字コードの組み合わせを次に示します。

（凡例）
○：文字コードを変換します。
－：文字コードを変換しません。

抽出側の文字コー
ド

反映側の文字コード

SJIS EUC UTF-8 UTF-16BE※ UTF-16LE※

SJIS － ○ ○ ○ ○

EUC ○ － ○ ○ ○

UTF-8 ○ ○ － ○ ○

UTF-16BE※ ○ ○ ○ － ○

UTF-16LE※ ○ ○ ○ ○ －
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
注※注※注※注※
文字コードに UTF-16BE，UTF-16LEを指定できるのは，変換対象が表データの場
合だけです。表定義情報は変換対象となりません。

（3） 変換できる文字コードの範囲

変換できる SJIS文字コードの範囲を次の図に示します。

図 3-8　SJIS文字コードの範囲

注注注注
拡張外字もコード領域の文字は変換対象外です。

変換できる EUC文字コードの範囲を次の図に示します。
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
図 3-9　EUC文字コードの範囲

注※注※注※注※
外字コードは，1バイト目が 0x8Fで，2バイト目以降の範囲は，0xA1A1～
0xFEFEです。

変換できる UTF-8文字コードの範囲を次の表に示します。

表 3-8　UTF-8文字コードの範囲

第 1バイト 第 2バイト 第 3バイト 変換規則

0x00～
0x7F

－ － 1バイトコードと認識し，対応するコードに変換

0x80～
0xBF

0x00～
0xFF

－ 0x20に変換

－ －

0xC2～
0xDE

0x80～
0xFF

－ 2バイトコードと認識し，対応するコードに変換
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
上記以外 － 環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFの指
定に従って変換

－ － 未完全コードと認識し，変換しないでスキップ

0xDF 0x80～
0xBF

－ 2バイトコードと認識し，対応するコードに変換

上記以外 － 環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFの指
定に従って変換

－ － 未完全コードと認識し，変換しないでスキップ

0xE0 0xA0～
0xFF

0x80～
0xFF

3バイトコードと認識し，対応するコードに変換

上記以外 環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFの指
定に従って変換

－ 未完全コードと認識し，変換しないでスキップ

上記以外 0x80～
0xFF

環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFの指
定に従って変換

上記以外

－ 未完全コードと認識し，変換しないでスキップ

－ －

0xE1～
0xEE

0x80～
0xFF

0x80～
0xFF

3バイトコードと認識し，対応するコードに変換

上記以外 環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFの指
定に従って変換

－ 未完全コードと認識し，変換しないでスキップ

上記以外 0x80～
0xFF

環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFの指
定に従って変換

－ 未完全コードと認識し，変換しないでスキップ

－ －

0xEF 0x80～
0xBF

0x80～
0xBF

3バイトコードと認識し，対応するコードに変換

上記以外 環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFの指
定に従って変換

－ 未完全コードと認識し，変換しないでスキップ

上記以外 0x80～
0xBF

環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFの指
定に従って変換

上記以外

－ 未完全コードと認識し，変換しないでスキップ

－ －

第 1バイト 第 2バイト 第 3バイト 変換規則
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3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
（凡例）
－：文字コードを変換しません。

変換できる UTF-16文字コードの範囲を次の図に示します。なお，UTF-16には
UTF-16BEコード体系（ビッグエンディアン），UTF-16LEコード体系（リトルエン
ディアン）があります。

図 3-10　UTF-16文字コードの範囲

0xF0～
0xED

－ － • 環境変数 XTUTF8UCS4CHKの指定に従って行
データをスキップし，処理を中断

• 指定がない場合は環境変数 XTUNDEF，または
XTDATAUNDEFの指定に従って変換

上記以外 － － 環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFの指
定に従って変換

第 1バイト 第 2バイト 第 3バイト 変換規則
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（4） SJISから EUCへの文字コード変換

（a）1バイトコード

「図 3-8　SJIS文字コードの範囲」の (1)～ (4)の文字コードは次のように変換します。

• 対応する EUCコードに変換します。
• カナ文字は EUCコードでは 1バイトコードになります。
• 空白文字（0x20）はそのまま空白文字（0x20）となります。

（b）2バイトコード（SJIS標準漢字領域）
•「図 3-8　SJIS文字コードの範囲」の (6)，(7)の文字コードは，対応する EUC標準漢
字領域のコードに変換します。

• 空白文字（0x8140）は空白文字（0xa1a1）に変換します。

（c） 2バイトコード（外字領域）

「図 3-8　SJIS文字コードの範囲」の (8)の文字コードは次のように変換します。

文字コード変換用マッピングテーブルに従い，コード変換します。なお，文字コード変
換用マッピングテ－ブルに対応するコードが定義されていない場合は未定義コードとし
て，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。文字
コード変換用マッピングテーブルについては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を
参照してください。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（d）2バイトコード（上記 (b)(c)以外）

未定義コードとしてみなされ，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定
した値で変換します。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（5） SJISから UTF-8への文字コード変換

（a）1バイトコード
• 対応する UTF-8コードに変換します。
• カナ文字は UTF-8コードでは 3バイトコードになります。
• 空白文字（0x20）はそのまま空白文字（0x20）となります。

（b）2バイトコード（標準文字セット）
• 対応する UTF-8の標準文字コードに変換します。
• 空白文字（0x8140）は空白文字（0xE38080）に変換します。

（c） 2バイトコード（外字コード）

文字コード変換用マッピングテーブルに従い，コード変換します。なお，文字コード変
換用マッピングテ－ブルに対応するコードが定義されていない場合は未定義コードとし
て，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。文字
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コード変換用マッピングテーブルについては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を
参照してください。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（d）2バイトコード（上記 (b)(c)以外）

未定義コードとしてみなされ，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定
した値で変換します。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（6） SJISから UTF-16への文字コード変換

（a）1バイトコード
• 対応するUTF-16BE，またはUTF-16LEコードに変換します。
• 空白文字（0x20）は，バイトオーダによって異なります。
• UTF-16BEの場合
空白文字（0x20）は，空白文字（0x0020）に変換します。

• UTF-16LEの場合
空白文字（0x20）は，空白文字（0x2000）に変換します。

（b）2バイトコード（標準文字セット）
• 対応するUTF-16BE，またはUTF-16LEコードに変換します。
• 空白文字（0x8140）は，バイトオーダによって異なります。
• UTF-16BEの場合
空白文字（0x8140）は，空白文字（0x3000）に変換します。

• UTF-16LEの場合
空白文字（0x8140）は，空白文字（0x0030）に変換します。

（c） 2バイトコード（外字コード）

文字コード変換用マッピングテーブルに従い，コード変換します。なお，文字コード変
換用マッピングテ－ブルに対応するコードが定義されていない場合は未定義コードとし
て，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。文字
コード変換用マッピングテーブルについては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を
参照してください。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（d）2バイトコード（上記 (b)(c)以外）

未定義コードとしてみなされ，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定
した値で変換します。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。
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（7） EUCから SJISへの文字コード変換

（a）1バイトコード

「図 3-9　EUC文字コードの範囲」の (1)～ (4)の文字コードは次のように変換します。

• 対応する SJISコードに変換します。
• カナ文字は SJISコードでは 1バイトコードになります。
• 空白文字（0x20）はそのまま空白文字（0x20）となります。

（b）2バイトコード（標準漢字コード）
•「図 3-9　EUC文字コードの範囲」の (6)の文字コードは，対応する SJIS標準漢字領
域のコードに変換します。

• 空白文字（0xa1a1）は空白文字（0x8140）に変換します。

（c） 2バイトコード（外字コード）

「図 3-9　EUC文字コードの範囲」の (5)の文字コードは次のように変換します。

• 文字コード変換用マッピングテーブルに従いコード変換します。なお，文字コード変
換用マッピングテーブルに対応するコードが定義されていない場合は未定義コードと
して，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。
文字コード変換用マッピングテーブルについては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加
機能」を参照してください。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照
してください。

• コードセット 3はHiRDB反映時にエラーになる場合があります。

（d）2バイトコード（上記 (b)(c)以外）

未定義コードとしてみなされ，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定
した値で変換します。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（8） EUCから UTF-8への文字コード変換

（a）1バイトコード
• 対応する UTF-8コードに変換します。
• 空白文字（0x20）はそのまま空白文字（0x20）となります。

（b）2バイトコード（標準文字セット）
• 対応する UTF-8の標準文字コードに変換します。
• カナ文字は UTF-8コードでは 3バイトコードになります。
• 空白文字（0xa1a1）は空白文字（0xE38080）に変換します。

（c） 3バイトコード（外字コード）

文字コード変換用マッピングテーブルに従い，コード変換します。なお，文字コード変
換用マッピングテ－ブルに対応するコードが定義されていない場合は未定義コードとし
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て，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。文字
コード変換用マッピングテーブルについては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を
参照してください。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（d）2バイトコードまたは 3バイトコード（上記 (b)(c)以外）

未定義コードとしてみなされ，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定
した値で変換します。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（9） EUCから UTF-16への文字コード変換

（a）1バイトコード
• 対応するUTF-16BE，またはUTF-16LEコードに変換します。
• 空白文字（0x20）は，バイトオーダによって異なります。
• UTF-16BEの場合
空白文字（0x20）は，空白文字（0x0020）に変換します。

• UTF-16LEの場合
空白文字（0x20）は，空白文字（0x2000）に変換します。

（b）2バイトコード（標準文字セット）
• 対応するUTF-16BE，またはUTF-16LEコードに変換します。
• 空白文字（0xA1A1）は，バイトオーダによって異なります。
• UTF-16BEの場合
空白文字（0xA1A1）は，空白文字（0x3000）に変換します。

• UTF-16LEの場合
空白文字（0xA1A1）は，空白文字（0x0030）に変換します。

（c） 3バイトコード（外字コード）

文字コード変換用マッピングテーブルに従い，コード変換します。なお，文字コード変
換用マッピングテ－ブルに対応するコードが定義されていない場合は未定義コードとし
て，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。文字
コード変換用マッピングテーブルについては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を
参照してください。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（d）2バイトコードまたは 3バイトコード（上記 (b)(c)以外）

未定義コードとしてみなされ，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定
した値で変換します。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。
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（10） UTF-8から SJISまたは EUCへの文字コード変換

（a）1バイトコード
• 対応するコードに変換します。
• 空白文字（0x20）はそのまま空白文字（0x20）となります。

（b）2バイトコードおよび 3バイトコード（標準漢字コード）
• 対応する文字コードに変換します。
• 空白文字（0xE38080）は，対応する文字コードの種別によって異なります。
• SJISの場合
空白文字（0xE38080）は，空白文字（0x8140）に変換します。

• EUCの場合
空白文字（0xE38080）は，空白文字（0xa1a1）に変換します。

（c） 3バイトコード（外字コード）

文字コード変換用マッピングテーブルに従い，コード変換します。なお，文字コード変
換用マッピングテ－ブルに対応するコードが定義されていない場合は未定義コードとし
て，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。文字
コード変換用マッピングテーブルについては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を
参照してください。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（d）2バイトコードまたは 3バイトコード（上記 (b)(c)以外）

未定義コードとしてみなされ，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定
した値で変換します。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（e）4バイト以上のコード

UTF-8の 4バイト以上の文字コードを検知した場合，環境変数 XTUTF8UCS4CHKの
指定に従って動作します。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してく
ださい。

（11） UTF-8から UTF-16への文字コード変換

（a）1バイトコード
• 対応する UTF-16BE，または UTF-16LEコードに変換します。
• 空白文字（0x20）は，バイトオーダによって異なります。
• UTF-16BEの場合
空白文字（0x20）は，空白文字（0x0020）に変換します。

• UTF-16LEの場合
空白文字（0x20）は，空白文字（0x2000）に変換します。
106



3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
（b）2バイトコードおよび 3バイトコード（標準漢字コード）
• 対応するUTF-16BE，またはUTF-16LEコードに変換します。
• 空白文字（0xE38080）は，バイトオーダによって異なります。
• UTF-16BEの場合
空白文字（0xE38080）は，空白文字（0x3000）に変換します。

• UTF-16LEの場合
空白文字（0xE38080）は，空白文字（0x0030）に変換します。

（c） 3バイトコード（外字コード）

UTF-8の外字コードは，UTF-8のデコード（UTF-8から Unicodeへ変換）規則と，
UTF-16のエンコード（Unicodeから UTF-16へ変換）規則に従って，UTF-16の外字
コードに変換します。

（d）2バイトコードまたは 3バイトコード（上記 (b)(c)以外）

未定義コードとしてみなされ，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定
した値で変換します。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（12） UTF-16から SJISへの文字コード変換

（a）2バイトコード
• 対応する SJISコードに変換します。
• 空白文字は，バイトオーダによって異なります。
• UTF-16BEの場合
空白文字（0x0020）は，空白文字（0x20）に変換します。

• UTF-16LEの場合
空白文字（0x2000）は，空白文字（0x20）に変換します。

（b）2バイトコード（外字コード）

文字コード変換用マッピングテーブルに従いコード変換します。なお，文字コード変換
用マッピングテーブルに対応するコードが定義されていない場合は未定義コードとして，
環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。文字コー
ド変換用マッピングテーブルについては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を参照
してください。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。

（c） 4バイトコード（補助多言語面）

環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。

（13） UTF-16から EUCへの文字コード変換

（a）2バイトコード
• 対応する EUCコードに変換します。
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• 空白文字は，バイトオーダによって異なります。
• UTF-16BEの場合
空白文字（0x0020）は，空白文字（0x20）に変換します。

• UTF-16LEの場合
空白文字（0x2000）は，空白文字（0x20）に変換します。

（b）2バイトコード（外字コード）

文字コード変換用マッピングテーブルに従い，コード変換します。なお，文字コード変
換用マッピングテ－ブルに対応するコードが定義されていない場合は未定義コードとし
て，環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。文字
コード変換用マッピングテーブルについては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」を
参照してください。環境変数については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してくださ
い。

（c） 4バイトコード（補助多言語面）
• 環境変数 XTUNDEF，または XTDATAUNDEFに指定した値で変換します。
• UTF-16に 4バイトコードを検知した場合，環境変数 XTUTF8UCS4CHKに指定した
値でコード変換します。

（14） UTF-16から UTF-8への文字コード変換

（a）2バイトコード
• 対応する UTF-16BE，または UTF-16LEコードに変換します。
• 空白文字は，バイトオーダによって異なります。
• UTF-16BEの場合
空白文字（0x0020）は，空白文字（0x20）に変換します。

• UTF-16LEの場合
空白文字（0x2000）は，空白文字（0x20）に変換します。

（b）2バイトコード（外字コード）

UTF-16の外字コードは，UTF-16のデコード（UTF-16からUnicodeへ変換）規則と，
UTF-8のエンコード（Unicodeから UTF-8へ変換）規則に従って，UTF-16の外字コー
ドに変換します。

（c） 4バイトコード（補助多言語面）

対応する UTF-8コードに変換します。

（15） 文字コード変換後の値の求め方

ここでは，エンコード，およびデコードによる文字コード変換後の値の求め方について
説明します。
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（a）Unicodeから UTF-8へのエンコード

Unicodeから UTF-8への変換後の値は，次の手順で求めます。

1. Unicodeの値を 16進数から 2進数に変換する
2. 次に示す表に従い，vの部分に 1.の値を当てはめる
3. 2.の値を 16進数に変換する

表 3-9　Unicodeと UTF-8の関係

（凡例）
－：該当しません。

例
Unicode（E000）16を UTF-8に変換します。
1.（E000）16 = （1110000000000000）2

2.（11101110 10000000 10000000）2

3.（11101110 10000000 10000000）2 =（EE8080）16

よって，UTF-8への変換後の値は（EE8080）16となります。

（b）UTF-8から Unicodeへのデコード

UTF-8から Unicodeへの変換後の値は，UTF-8のエンコードと逆の手順で求めます。

1. UTF-8の値を 2進数に変換する
2. 表 3-9に従い，1.の値を当てはめ，vの部分を取り除く
3. Unicodeの値を 2進数から 16進数に変換する

Unicode
（16進数）

UTF-8
（2進数）

1バイト目 2バイト目 3バイト目 4バイト目 5バイト目 6バイト目

00000000～
0000007f

0vvvvvvv － － － － －

00000080～
000007ff

110vvvvv 10vvvvvv － － － －

00000800～
0000ffff

1110vvvv 10vvvvvv 10vvvvvv － － －

00010000～
001fffff

11110vvv 10vvvvvv 10vvvvvv 10vvvvvv － －

00200000～
03ffffff

111110vv 10vvvvvv 10vvvvvv 10vvvvvv 10vvvvvv －

04000000～
7fffffff

1111110v 10vvvvvv 10vvvvvv 10vvvvvv 10vvvvvv 10vvvvvv
109



3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
例
UTF-8（EE8080）16をUnicodeに変換します。
1.（EE8080）16 = （11101110 10000000 10000000）2

2.（1110000000000000）2

3.（1110000000000000）2 = （E000）16

よって，Unicodeへの変換後の値は（E000）16となります。

（c）Unicodeから UTF-16へのエンコード

Unicodeから UTF-16への変換後の値の求め方は，Unicodeの値の範囲によって異なり
ます。

（0000）16～（FFFF）16の範囲の Unicodeは，変換後もそのままUnicodeの値（2バイ
ト）となります。なお，（D800）16～（DFFF）16の範囲はサロゲート用で，単独の

Unicode文字コードとしては使用できないため除きます。

（10000）16以上の Unicodeは，変換後，サロゲートペア（4バイト）となります。
（10000）16以上の UnicodeからUTF-16への変換後の値は，次の手順で求めます。

1. Unicode値から（10000）16を引く

2. 1.の値を 1024で割り，その商に（D800）16を加える

上位サロゲート = （1.の値 ÷ 1024） + （D800）16

3. 1.の値を 1024で割り，その余りに（DC00）16を加える

下位サロゲート = （1.の値 % 1024） + （DC00）16

例
Unicode（20B9F）16を UTF-16に変換します。
1.（20B9F）16 - （10000）16 = （10B9F）16

2. 上位サロゲート = （（10B9F）16 ÷ 1024） + （D800）16 = （D842）16

3. 下位サロゲート = （（10B9F）16 % 1024） + （DC00）16 = （DF9F）16

よって，UTF-16への変換後の値は（D842 DF9F）16となります。

（d）UTF-16から Unicodeへのデコード

UTF-16から Unicodeへの変換後の値の求め方は，UTF-16の値の範囲によって異なり
ます。

上位サロゲートが次に示す範囲の UTF-16は，変換後もそのままUTF-16の値が使われ
ます。

•（0000）16～（D7FF）16

•（E000）16～（FFFF）16
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上位サロゲートが（D800）16～（DBFF）16で，下位サロゲートが（DC00）16～

（DFFF）16の範囲のUTF-16の場合，Unicodeへの変換後の値は，次の手順で求めま
す。

1. 上位サロゲートから（D800）16を引く

Unicode上位値 = 上位サロゲート - （D800）16

2. 下位サロゲートから（DC00）16を引く

Unicode下位値 = 下位サロゲート - （DC00）16

3. 1.の値に 1024をかけ，2.の値，および（10000）16を足す

例
Unicode（D842 DF9F）16を UTF-16に変換します。
1. Unicode上位値 = （D842）16 - （D800）16 = （42）16

2. Unicode下位値 = （DF9F）16 - （DC00）16 = （39F）16

3.（42）16 × 1024 + （39F）16 + （10000）16 = （20B9F）16

よって，Unicodeへの変換後の値は（20B9F）16となります。

3.1.5　文字集合データの抽出，反映
HiRDBでデータ連携できる文字集合は，EBCDIKと UTF-16です。

（1） 文字集合 EBCDIK

（a）XDM/XT連携の場合

HiRDBと XDM/RD間で，文字集合 EBCDIKが定義された表をデータ連携できます。
ただし，必要に応じて次の条件を満たす必要があります。

• 抽出列と反映列の属性と定義長が一致している
• 文字集合列を抽出，反映するフィールドの文字コード変換を抑止する
• 文字集合定義列のデータが 8ビットの単一バイト文字コードである

詳細については，マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照してく
ださい。

（b）HiRDB間連携の場合

HiRDB間で，文字集合 EBCDIKが定義された表をデータ連携できます。ただし，必要
に応じて次の条件を満たす必要があります。

• 抽出列と反映列の属性と定義長が一致している
• 文字集合列を抽出，反映するフィールドの文字コード変換を抑止する
• 文字集合定義列のデータが 8ビットの単一バイト文字コードである
• 抽出列と反映列の文字集合が同じである
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• 環境変数 XTNLDFLTに 2を指定して抽出，反映をする
DB破壊が起こるおそれがありますので，0および 1は絶対に指定しないでください。

詳細については，マニュアル「HiRDB Version 8 SQLリファレンス」を参照してくださ
い。

（2） 文字集合 UTF-16

環境変数 XTCSETUSEに yesを指定した場合，文字集合UTF-16が定義された表デー
タをデータ連携できます。

（a）HiRDB間連携の場合

HiRDB間で，文字集合UTF-16が定義された表データをデータ連携できます。ただし，
次の条件を満たす必要があります。

• 抽出列と反映列の属性と定義長が一致している
• 抽出列と反映列の文字集合が同じである

（b）バイナリファイル，および DATファイルへの反映の場合

バイナリファイル，および DATファイルへ反映する場合，文字集合UTF-16が定義され
た表データをデータ連携できます。ただし，反映情報ファイルを指定する場合，抽出列
と反映列の属性と定義長が一致している必要があります。

文字集合以外の列は文字コード変換します。抽出側の環境変数 XTDATALOCALEに
utf-8，反映側の環境変数 XTDATALOCALEに utf-16BE，または utf-16LEを指定して
ください。
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3.2　データの抽出（ORACLE）

HiRDB Dataextractorのデータの抽出とは，DBからデータを抽出し，反映側システム
へ送信するまでをいいます。そのときに，必要なデータだけを抽出したり，抽出した
データに任意のフィールドを追加したりできます。

ここでは，ORACLEの DBからデータを抽出して，HiRDBの DBヘデータを反映する
場合について説明します。

ORACLEの DBからデータを抽出して XDM/RDの DBヘデータを反映する場合につい
ては，マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照してください。

ORACLEの DBからデータを抽出する場合，HiRDB Dataextractorが使用する
ORACLE抽出ライブラリを，プラットフォームやバージョンによっては，事前にユーザ
環境で作成する必要があります。作成方法の詳細については，付属のドキュメントを参
照してください。

3.2.1　必要なデータの抽出
ORACLEの DBからデータを抽出する場合は xtrepOを使用します。xtrepOコマンド
で，抽出する表の名称や抽出方法を指定して，必要なデータだけを抽出できます。

HiRDB Dataextractorは，抽出したデータを反映対象の表の左の列から順に対応づけて
反映します。このため，抽出対象の表と反映対象の表とで表の形式（列数，列の並び順）
が異なる場合は，xtrepOコマンドを使用して反映対象の表の形式に合わせてデータを抽
出する必要があります。

HiRDB Dataextractorでは次の抽出ができます。

• 表単位の抽出
• 抽出する列の選択，並べ替え
• 抽出する行の選択，並べ替え
• ナル値の既定値の選択

詳しい内容については「3.1.1　必要なデータの抽出」を参照してください。ただし，
xtrepコマンドは xtrepOコマンドとなります。

3.2.2　抽出したデータへの任意の列の追加
内容については「3.1.2　抽出したデータへの任意の列の追加」を参照してください。

ただし，xtrepコマンドは xtrepOコマンドとなります。
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3.2.3　抽出したデータのデータ型変換
データを反映するときに変換できるデータ型について説明します。

HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型を，「表 3-10　HiRDB Dataextractorで変
換できるデータ型（ORACLEの場合）（1/2）」，「表 3-11　HiRDB Dataextractorで変換
できるデータ型（ORACLEの場合）（2/2）」に示します。

データを反映するとき，HiRDB Dataextractorは抽出対象の列と反映対象の列とを比較
し，「表 3-10　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（ORACLEの場合）（1/
2）」，「表 3-11　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（ORACLEの場合）（2/
2）」に示すデータ型の組み合わせであればデータ型を変換します。

また抽出する行を選択する場合，表式記述ファイルの条件の指定が「表 3-10　HiRDB 
Dataextractorで変換できるデータ型（ORACLEの場合）（1/2）」，「表 3-11　HiRDB 
Dataextractorで変換できるデータ型（ORACLEの場合）（2/2）」に示すデータ型の組み
合わせであれば，HiRDB Dataextractorは指定されたデータを比較します。

表 3-10　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（ORACLEの場合）（1/2）

抽出側のデータ型
(ORACLE内部
データ型 )

反映側（HiRDB）のデータ型

数データ※ 8

INT，
SMALLINT，
DECIMAL，

FLOAT，
SMALLFLT

文字データ，
混在文字デー
タ※ 5 ※ 7

CHAR，
VARCHAR，

MCHAR，
MVARCHAR

各国文字デー

タ※ 6 ※ 7

NCHAR，
NVARCHAR

日付データ
DATE

時刻データ
TIME

NUMBER ○ ○ × × ×

CHAR
VARCHAR2

○※ 1 ○※ 11 ○ × ×

NCHAR
NVARCHAR2

× ○ ○ × ×

DATE※ 4 × ○ × ○※ 2 ○※ 3

LONG × × × × ×

LONG RAW × × × × ×

RAW × × × × ×

BLOB
CLOB
NCLOB
BFILE

× × × × ×
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表 3-11　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（ORACLEの場合）（2/2）

（凡例）
○：変換できます。
×：変換できません。

注※注※注※注※ 1111
文字属性を数データに変換する場合，文字属性のデータは 1バイトコードの数値文
字列である必要があります。

注※注※注※注※ 2222
日付情報だけを取り出します。また，日付情報が紀元前の場合はエラーとし処理を
中止します。

注※注※注※注※ 3333
時刻情報だけを取り出します。

注※注※注※注※ 4444
一つの DATE属性列を反映側の日付データと時刻データの 2列に変換したい場合
は，DATE属性列を 2列分抽出する必要があります。

注※注※注※注※ 5555
この組み合わせで実行する場合の注意を次に示します。
• 抽出側のデータ長＜反映側のデータ長の場合，1バイトの空白を設定します。
• 抽出側のデータ内容を，そのまま反映側に格納します。

抽出側のデータ型
(ORACLE内部
データ型 )

反映側（HiRDB）のデータ型

日間隔データ
YEAR

時間隔データ
HOUR

時刻印データ
TIMESTAMP

長大データ※
9

BLOB，
BINARY

抽象データ型
SGMLTEXT，

XML，
FREEWORD

NUMBER × × × × ×

CHAR
VARCHAR2

× × × × ×

NCHAR
NVARCHAR2

× × × × ×

DATE※ 4 ○※ 2 ○※ 3 ○※ 10 × ×

LONG × × × ○ ×

LONG RAW × × × ○ ×

RAW × × × ○ ×

BLOB
CLOB
NCLOB
BFILE

× × × ○ ×
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注※注※注※注※ 6666
この組み合わせで実行する場合の注意を次に示します。
• 抽出側のデータ長≦ 2×反映側の文字数である必要があります。
• 抽出側のデータ長＜反映側のデータ長の場合，2バイトの空白を設定します。
• 抽出側のデータ長が奇数バイトの場合，1バイトの空白を付加して偶数バイトに調
整します。

注※注※注※注※ 7777
次の場合は，データの切り捨てが発生するため注意してください。
ただし，環境変数 XTERRLEVELに 0以外を指定した場合は，指定に従って処理さ
れます。
• 文字データ，混在文字データ，各国文字データの場合
抽出側のデータ長＞反映側のデータ長

注※注※注※注※ 8888
次の場合は，データの切り捨てが発生するため注意してください。
• DECの場合
抽出側の整数部のけた数＞反映側の整数部のけた数

注※注※注※注※ 9999
次の場合は，データの変換はできません。
ただし，環境変数 XTLOBBUFSIZEが指定された場合は，環境変数
XTERRLEVELの指定に従って処理されます。
抽出側のデータ長＞反映側のデータ長

注※注※注※注※ 10101010
日付情報が紀元前の場合はエラーとなります。反映側に小数秒が定義されていると
き（TIMESTAMP(0)以外），余った後ろに 0x00を埋めます。

注※注※注※注※ 11111111
反映側が文字データの場合，環境変数 XTORANCSETに utf-16を指定して文字集
合列を抽出・反映するときの注意を次に示します。
• 2×抽出側NCHARの文字数 =反映側 CHARの文字数である必要があります。
• 2×抽出側NVARCHARの文字数 =反映側 VARCHARの文字数である必要があり
ます。

3.2.4　抽出したデータの文字コード変換
異なる文字コードのシステム間でデータ抽出・反映する場合，環境変数の指定に従い，
抽出したデータの文字コードを反映側の文字コードに合わせて変換できます。

ORACLEから抽出したデータを反映するときに，変換できる文字コードについては，
「3.1.4　抽出したデータの文字コード変換」を参照してください。この機能の使用方法に
ついては，「5.1.3(3)文字コード変換機能」を参照してください。
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3.2.5　文字集合データの抽出，反映
環境変数 XTORANCSETに utf-16を指定した場合，文字集合UTF-16が定義された表
データをデータ連携できます。

（1） HiRDBへの反映の場合

HiRDBへ反映する場合，文字集合 UTF-16が定義された表データをデータ連携できま
す。ただし，次の条件を満たす必要があります。

• NCHAR属性が UTF-16でセットアップされている
• 抽出列と反映列の属性が次の組み合わせで，かつデータ長が同じである
• NCHAR，CHAR
• NVARCHAR，VARCHAR

NCHAR属性以外の列，および文字集合以外の列は連携できません。

NCHAR属性以外の文字集合列は文字コード変換します。抽出側の環境変数
XTDATALOCALEに ORACLE用環境変数 NLS_LANGと同じロケール，反映側の環境
変数 XTDATALOCALEに utf-8を指定してください。

（2） バイナリファイル，および DATファイルへの反映の場合

バイナリファイル，および DATファイルへ反映する場合，文字集合 UTF-16が定義され
た表データをデータ連携できます。ただし，次の条件を満たす必要があります。

• NCHAR属性が UTF-16でセットアップされている
• 反映情報ファイルを指定する場合，属性と定義長が一致している

NCHAR属性以外の文字集合列は文字コード変換します。抽出側の環境変数
XTDATALOCALEに NLS_LANGと同じロケール，反映側の環境変数
XTDATALOCALEに utf-16BE，または utf-16LEを指定してください。
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3.3　データの抽出（SQL Server）

HiRDB Dataextractorのデータの抽出とは，DBからデータを抽出し，反映側システム
へ送信するまでをいいます。そのときに，必要なデータだけを抽出したり，抽出した
データに任意のフィールドを追加したりできます。

SQL Serverの DBからデータを抽出して，HiRDBの DBヘデータを反映する場合につ
いて説明します。

SQL Serverの DBからデータを抽出する場合，HiRDB Dataextractorが使用する SQL 
Server抽出ライブラリを事前にユーザ環境で作成する必要があります。

3.3.1　必要なデータの抽出
SQL Serverの DBからデータを抽出する場合は xtrepSを使用します。xtrepSコマンド
で，抽出する表の名称や抽出方法を指定して，必要なデータだけを抽出できます。

HiRDB Dataextractorは，抽出したデータを反映対象の表の左の列から順に対応づけて
反映します。このため，抽出対象の表と反映対象の表とで表の形式（列数，列の並び順）
が異なる場合は，xtrepSコマンドを使用して反映対象の表の形式に合わせてデータを抽
出する必要があります。

HiRDB Dataextractorでは次の抽出ができます。

• 表単位の抽出
• 抽出する列の選択，並べ替え
• 抽出する行の選択，並べ替え
• ナル値の既定値の選択

詳しい内容については「3.1.1　必要なデータの抽出」を参照してください。ただし，
xtrepコマンドは xtrepSコマンドとなります。

3.3.2　抽出したデータへの任意の列の追加
内容については「3.1.2　抽出したデータへの任意の列の追加」を参照してください。

ただし，xtrepコマンドは xtrepSコマンドとなります。

3.3.3　抽出したデータのデータ型変換
HiRDB Dataextractorで変換および比較できるデータ型を，「表 3-12　HiRDB 
Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（1/2）」，「表 3-13　HiRDB 
Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（2/2）」に示します。

データを反映するとき，HiRDB Dataextractorは抽出対象の列と反映対象の列とを比較
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し，「表 3-12　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（1/
2）」，「表 3-13　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（2/
2）」に示すデータ型の組み合わせであればデータ型を変換します。

また抽出する行を選択する場合，表式記述ファイルの条件の指定が「表 3-12　HiRDB 
Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（1/2）」，「表 3-13　HiRDB 
Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（2/2）」に示すデータ型の組
み合わせであれば，HiRDB Dataextractorは指定されたデータを比較します。

表 3-12　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（1/2）

抽出側のデー
タ型 (SQL 

Server内部
データ型 )

反映側（HiRDB）のデータ型

数データ
INT，

SMALLINT，
FLOAT，

SMALLFLT

数データ
DECIMAL

文字データ
CHAR※ 1※ 2

文字データ
VARCHAR※

1※ 2

混在文字デー
タ

MCHAR，
MVARCHAR
※ 1※ 2

bigint ○※ 7 ×※ 8 ○ ○ ○

int

smallint

tinyint

bit

decimal(p1,s1) ○※ 7 ○※ 8 ○ ○ ○

numeric(p1,s1)

money

smallmoney

float(f) ○※ 7 ×※ 8 ○ ○ ○

real

char(c1) ○※ 9 ×※ 8 ○ ○ ○

varchar(c1)

nchar(n1) × × ×※ 13 ×※ 13 ○

nvarchar(n1)

datetime※ 11 × × ○ ○ ○

smalldatetime
※ 11

binary(b1) × × × ○※ 12 ×

varbinary(b1)
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表 3-13　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（2/2）

sql_variant

抽出側の
データ型

(SQL 
Server内部
データ型 )

反映側（HiRDB）のデータ型

各国文
字デー
タ

NCHAR
，

NVARC
HAR※

2※ 3

日付デー
タ，時刻
データ
DATE，

TIME※ 4

日間隔
データ，
時間隔
データ
YEAR，

HOUR※ 4

時刻印データ
TIMESTAMP

※ 5

長大データ
BLOB，

BINARY※ 6

抽象データ型
SGMLTEXT，

XML，
FREEWORD

bigint × × × × × ×

int

smallint

tinyint

bit

decimal(p1
,s1)

numeric(p1
,s1)

money

smallmone
y

float(f)

real

char(c1) ○ ○※ 10 × × × ×

varchar(c1) ○ × × × × ×

nchar(n1)

抽出側のデー
タ型 (SQL 

Server内部
データ型 )

反映側（HiRDB）のデータ型

数データ
INT，

SMALLINT，
FLOAT，

SMALLFLT

数データ
DECIMAL

文字データ
CHAR※ 1※ 2

文字データ
VARCHAR※

1※ 2

混在文字デー
タ

MCHAR，
MVARCHAR
※ 1※ 2
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ユーザ定義型の場合は，データベース型マッピングに従います。

（凡例）
○：変換できます。
×：変換できません。

注※注※注※注※ 1111
この組み合わせで実行する場合の注意を次に示します。
• 抽出側のデータ長＜反映側のデータ長の場合，1バイトの空白が設定されます。

注※注※注※注※ 2222
次の場合は，データの切り捨てが発生するため注意してください。
• 文字データ，混在文字データ，各国文字データの場合
抽出側のデータ長＞反映側のデータ長

切り捨てが発生した場合は，環境変数 XTERRLEVELの指定に従って処理されま
す。

注※注※注※注※ 3333
この組み合わせで実行する場合の注意を次に示します。
• 抽出側のデータ長≦ 2×反映側の文字数である必要があります。
• 抽出側のデータ長＜反映側のデータ長の場合，残りの領域に 1バイトの空白が設

nvarchar(n
1)

datetime※
11

× ○ ○ ○ × ×

smalldateti
me※ 11

binary(b1) × × × × ○ ×

varbinary(
b1)

sql_variant × × × × × ×

抽出側の
データ型

(SQL 
Server内部
データ型 )

反映側（HiRDB）のデータ型

各国文
字デー
タ

NCHAR
，

NVARC
HAR※

2※ 3

日付デー
タ，時刻
データ
DATE，

TIME※ 4

日間隔
データ，
時間隔
データ
YEAR，

HOUR※ 4

時刻印データ
TIMESTAMP

※ 5

長大データ
BLOB，

BINARY※ 6

抽象データ型
SGMLTEXT，

XML，
FREEWORD
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定されます。

注※注※注※注※ 4444
• DATE，および YEAR型に反映する場合は，日付情報だけが取り出されて反映さ
れます。

• TIME，およびHOUR型に反映する場合は，時刻情報だけが取り出されて反映さ
れます。

• datetime型から TIME，および HOUR型に反映する場合，ミリ秒以下は切り捨
てられますが，処理は続行されます。

注※注※注※注※ 5555
• datetime型からの反映時，TIMESTAMP型の小数けたが 3けた未満の場合は切
り捨てられます。長い場合は 0x00が設定されます。

• 切り捨てが発生した場合は，環境変数 XTERRLEVELの指定に従って処理されま
す。

• smalldatetime型からの反映時，秒以下は 0x00が設定されます。

注※注※注※注※ 6666
次の場合は，データの切り捨てが発生するため注意してください。
• 抽出側のデータ長＞反映側のデータ長

ただし，環境変数 XTLOBBUFSIZEが指定されている場合は，環境変数
XTERRLEVELの指定に従って処理されます。

注※注※注※注※ 7777
次の場合は，小数部データの切り捨てが発生するため注意してください。
• 抽出側の小数部のけた数＞反映側の小数部のけた数

JXU7210Iメッセージが出力されますが，処理は続行されます。

注※注※注※注※ 8888
• HiRDBの DECIMAL型へ反映する場合は属性（精度，および位取り）が一致し
ている必要があります。属性が異なる場合は，JXU7211Eメッセージが出力され，
エラーとなります。

• money型は，DECIMAL（19,4）として，smallmoney型は DECIMAL（10,4）
として扱われます。

• 属性が異なる場合で，HiRDBの DECIMAL型に反映したいときは，列名記述
ファイルに，CAST関数で反映側の DECIMAL属性での抽出を指定してくださ
い。
抽出側が SQL Serverの表 Sの列 S1（NUMERIC（10,5））で，反映側が HiRDB
の表 Hの列 H1（DECIMAL（20,5））の場合のコマンド指定例を示します。

コマンド指定例
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C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clmの内容
cast(列 S1 as decimal(20,5))

注※注※注※注※ 9999
文字属性を数データに変換する場合，文字属性のデータは 1バイトコードの数値文
字列である必要があります。

注※注※注※注※ 10101010
次の形式のデータだけを抽出対象とします。それ以外の場合はエラーとなります。

注※注※注※注※ 11111111
一つの datetime属性または smalldatetime属性の列を反映側の日付データと時刻
データの 2列に変換したい場合は，datetimeまたは smalldatetime属性の列を 2列
分抽出する必要があります。

注※注※注※注※ 12121212
文字型で抽出します。そのため，binary型または varbinary型で登録したデータを
抽出した場合，格納されているデータは 16進数がそのまま文字に変換され抽出され
ます。

（例）
格納データが 0x616263（"abc"）の場合，抽出データは 0x363136323633
（"616263"）になります。

binary形式で抽出したい場合は，CONVERT関数で該当する列を varchar型にして
から抽出してください。抽出側が SQL Serverの表 Sの列 S1 sql_variantで，反映
側がHiRDBの表 Hの列 H1 varchar（8000）の場合のコマンド指定例を次に示し
ます。

コマンド指定例

C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clmの内容
convert(varchar,列 S1)

 
xtrepS　-o　-s　C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clm　-r　表H　表S
 

抽出側（SQL Server） 反映側（HiRDB）

データ型 データ形式 データ型

CHAR(10) "YYYY-MM-DD" DATE

CHAR(8) "HH:MM:SS" TIME

 
xtrepS　-o　-s　C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clm　-r　表H　表S
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注※注※注※注※ 13131313
反映側が文字データの場合，環境変数 XTSQLNCSETに utf-16を指定して文字集合
列を抽出・反映するときの注意を次に示します。
• 2×抽出側NCHARの文字数 =反映側 CHARの文字数である必要があります。
• 2×抽出側NVARCHARの文字数 =反映側 VARCHARの文字数である必要があり
ます。

3.3.4　抽出したデータの文字コード変換
異なる文字コードのシステム間でデータ抽出・反映する場合，環境変数の指定に従い，
抽出したデータの文字コードを反映側の文字コードに合わせて変換できます。

SQL Serverから抽出したデータを反映するときに，変換できる文字コードについては，
「3.1.4　抽出したデータの文字コード変換」を参照してください。この機能の使用方法に
ついては，「6.1.3(3)文字コード変換機能」を参照してください。

3.3.5　文字集合データの抽出，反映
環境変数 XTSQLNCSETに utf-16を指定した場合，文字集合 UTF-16が定義された表
データをデータ連携できます。

（1） HiRDBへの反映の場合

HiRDBへ反映する場合，文字集合UTF-16が定義された表データをデータ連携できま
す。ただし，次の条件を満たす必要があります。

• 抽出列と反映列が次の組み合わせで，かつデータ長が同じである
• NCHAR，CHAR
• NVARCHAR，VARCHAR

NCHAR属性以外の列，および文字集合以外の列は連携できません。

NCHAR属性以外の文字集合列は文字コード変換します。CHAR属性の文字集合列の場
合，抽出側の環境変数 XTDATALOCALEに sjis，反映側の環境変数 XTDATALOCALE
に utf-8を指定してください。

（2） バイナリファイル，および DATファイルへの反映の場合

バイナリファイル，および DATファイルへ反映する場合，文字集合UTF-16が定義され
た表データをデータ連携できます。ただし，反映情報ファイルを指定する場合，抽出列
と反映列の属性と定義長が一致している必要があります。

NCHAR属性以外の文字集合列は文字コード変換します。抽出側の環境変数
XTDATALOCALEに sjis，反映側の環境変数 XTDATALOCALEに utf-16BE，または
utf-16LEを指定してください。
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3.4　データの反映
HiRDB Dataextractorのデータの反映とは，抽出側システムから送信されたデータを受
信して，反映側のHiRDBの DBへ反映するまでをいいます。

ここでは，HiRDBの DBからデータを抽出して，HiRDBの DBヘデータを反映する場
合について説明します。XDM/RDの DBまたは順編成データセットからデータを抽出し
て HiRDBの DBヘデータを反映する場合については，マニュアル「データベース抽出
プログラム　XDM/XT」を参照してください。

（1） データの格納方法の指定

HiRDBの表に格納する方法には，次の 2種類があります。

• 表単位の格納（xtrepコマンド－ｊオプション省略）
• RDエリア単位の格納（xtrepコマンド－ｊオプション指定）

（a）表単位の格納

HiRDBの表へ，表単位に格納する方法です。

xtrepコマンドで－ｊオプションを指定していない場合に，表単位の格納になります。

格納対象の HiRDBの表が横分割されている場合には，RDエリア単位の格納の方が，複
数の RDエリアに対する格納処理を並列に実行できるため，格納時間を短縮できます。

（b）RDエリア単位の格納

HiRDBの表へ，RDエリア単位に格納する方法です。

xtrepコマンドで－ｊオプションに格納対象の RDエリア名を指定した場合に，RDエ
リア単位の格納になります。HiRDBの表が横分割表の場合には，RDエリア単位の格納
では，RDエリアごとに HiRDB Dataextractorを起動することによって格納処理を並列
に実行できるため，表単位の格納に比較して格納時間を短縮できます。

RDエリア単位の格納は，次に示す横分割方法に対して有効となります。

• キーレンジ分割

　

RDエリア単位の格納の概要を，次の図に示します。
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図 3-11　RDエリア単位の格納の概要

RDエリア単位の格納での運用方法を，次の表に示します。

表 3-14　RDエリア単位の格納での運用方法

注意事項
• サーバ内の横分割表の場合の非分割キーインデクスの作成

横分割方法 HiRDBの pdloadの
処理

抽出時の運用方法 格納時の運用方法

キーレンジ
分割

入力されたデータが，
指定された RDエリ
アの格納範囲のデー
タかどうかをチェッ
クしてから格納しま
す。格納範囲外の
データの場合は，エ
ラーデータファイル
の指定（xtrepコマ
ンド－ｑオプショ
ン）があるときには，
その行データをエ
ラーデータファイル
に出力します。

抽出時に抽出条件を指定
して，格納する RDエリ
アの格納条件に合った
データを抽出します。

サーバ内の横分割表の場合，非分
割キーインデクスはデータの格納
後に HiRDBの再編成ユティリ
ティで作成することが必要です。
「注意事項」を参照してください。
エラーデータファイルは pdload
の入力ファイルとして利用できま
す。エラーデータファイルに格納
範囲外のデータが出力された場合
は，出力されているデータを確認
して，必要であれば pdloadを使
用して表に格納します。
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サーバ内の横分割表の場合，RDエリア単位の格納では，xtrepコマンドの－ｉ
オプションでｃ（インデクスの一括作成）を指定しても，非分割キーインデクス
についてはインデクス情報出力モードが仮定されます。この場合，データの格納
後に HiRDBのデータベース再編成ユティリティ（pdrorg）を使用して，非分割
キーインデクスを一括作成することが必要です（pdrorgの -kオプションに ikmk
を指定します）。
HiRDBのデータベース再編成ユティリティについては，マニュアル「HiRDB 
Version 8 コマンドリファレンス」を参照してください。
なお，サーバ間の横分割表の場合は，xtrepコマンドの－ｉオプションでの指定
に従ってインデクスが作成されます。

（2） データの反映方法の指定

HiRDB Dataextractorは，データの反映時にHiRDBのデータベース作成ユティリティ
（pdload）を使用します。

xtrepコマンドでのオプションの指定によって，次の反映方法が指定できます。

• 抽出データの格納方式（－ dオプション）
抽出データの表への格納方式が指定できます。表の格納方式には，次の 2種類があり
ます。
• 表の既存のデータをすべて削除してから，抽出データを格納します。
• 表の既存のデータを残して，抽出データを追加します。

• インデクス作成方法（－ iオプション）
インデクス作成方法が指定できます。
インデクス作成方法には，次の 4種類があります。
• インデクス一括作成モード
表の作成処理に引き続き，インデクスを一括作成します。

• インデクス情報出力モード
インデクス情報だけをインデクス情報ファイルに出力します。

• インデクス更新モード
行を格納するたびにインデクスを更新します。

• インデクス情報出力抑止モード
インデクスは更新しません。

• pdloadコマンドのパラメタ指定（－ Iオプション）
pdloadコマンドのパラメタをユーザ任意に指定できます。この機能の使用方法につい
ては，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」，「5.1.3　データ抽出・反映の付加機能」
または「6.1.3　データ抽出・反映の付加機能」を参照してください。

• ログ取得方式（－ lオプション）
ログの取得方法が選択できます。運用に応じて取得するログを選択することによって，
ログ出力処理時間を短縮できます。

• 一括出力ページ数（－ nオプション）
表に対して，一括して出力するページ数を指定できます。一括出力ページ数を指定す
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ると，指定したページ数単位で一括出力をするので，反映処理の処理効率を向上でき
ます。

• 長さ０のデータの格納（－ zオプション）
長さ０の文字を格納する場合に指定します。
このオプションを指定した場合は，長さ０の文字が格納できます。

（3） データ型の変換

データを反映する場合に，抽出側の表の列のデータ型と，反映側の表の列のデータ型と
が異なるとき，変換できるデータ型ならば HiRDBの列のデータ型に変換して反映しま
す。変換できるデータ型については，「3.1.3　抽出したデータのデータ型変換」，「3.2.3
　抽出したデータのデータ型変換」または「3.3.3　抽出したデータのデータ型変換」を
参照してください。

（4） 文字コードの変換

ORACLEと HiRDB間，SQL Serverと HiRDB間，または HiRDB間でのデータ連携の
場合，環境変数の指定に従い，文字コードを変換してデータを反映します。変換できる
文字コードについては，「3.1.4　抽出したデータの文字コード変換」を参照してくださ
い。また，この機能の使用方法については，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」，
「5.1.3　データ抽出・反映の付加機能」または「6.1.3　データ抽出・反映の付加機能」
を参照してください。

（5） 出力ファイルの作成

xtrepコマンドでのオプションの指定によって，pdloadを起動する前に抽出したデータ
をファイルに出力できます。このファイルを出力ファイルと呼びます。作成する出力
ファイルの形式は，バイナリ形式です。バイナリ形式の詳細については，「表 4-15　列
データの記述形式（バイナリ形式）」を参照してください。

出力ファイルへの出力は，－ oオプションまたは－ Oオプションで指定します。表への
格納後の出力ファイルの処理方法によって，－ oオプションまたは－ Oオプションのど
ちらかを指定します。出力ファイルの処理方法には，次の 2種類があります。

• 表への格納後に出力ファイルを保存する（－ oオプション）
反映処理終了後に出力ファイルを保存する場合は，－ oオプションを指定します。こ
の場合，作成した出力ファイルを反映処理終了後も削除しません。このため，作成し
た出力ファイルをバックアップとして利用できます。障害発生時などに，作成した出
力ファイルを基に HiRDBの表を再作成したい場合は，HiRDBのデータベース作成ユ
ティリティを使用してください。

• 表への格納後に出力ファイルを削除する（－ Oオプション）
反映処理終了後に出力ファイルを削除したい場合は－ Oオプションを指定します。
　

抽出した列に BLOB列がある場合は，出力ファイルとは別に LOB入力ファイルが作成
128



3.　データの抽出，反映，ファイルの作成
されます。LOB入力ファイルは LOBデータ単位に作成されます。LOB入力ファイルを
格納するためのディレクトリは，－ bオプションで指定できます。反映処理終了後の
LOB入力ファイルの処理方式も，－ oオプションまたは－ Oオプションで決定します。
なお，環境変数 XTLOBKINDの指定によって，LOB入力ファイルを作成しないで，
BLOB列のデータを BLOB列以外のデータと同一の出力ファイルに格納することもでき
ます。

出力ファイルおよび LOB入力ファイルの作成時に，すでに作成対象のファイルがある場
合に上書きしてもよいかどうかを－ yオプションで指定します。作成対象のファイルが
すでに存在する場合，－ yオプション指定時はすでにあるファイルを削除してからデー
タをファイルに出力します。－ yオプション省略時はメッセージを出力して処理を終了
します。

出力ファイルおよび LOB入力ファイルは，反映側 HiRDBの次のサーバのホストに作成
されます。

• HiRDB/シングルサーバの場合
シングルサーバのあるサーバ

• HiRDB/パラレルサーバの場合
• － fオプション指定時
－ fオプションで指定したフロントエンドサーバ（FES）またはバックエンドサー
バ（BES）。

• － fオプション省略時
表単位の格納の場合は，HiRDBのシステム共通定義（pdsys）の pdstartコマンド
で指定した最初の FESのサーバ。
RDエリア単位の格納の場合は，データを格納する RDエリアのあるバックエンド
サーバ（BES）。

（6） データ反映時の注意事項
• 次の条件でHiRDBへの反映を実行すると，反映途中で障害が発生したとき元の状態
に回復されます。
• ファイルを作成しない（－ oオプションまたは－ Oオプションを指定しない）。
• 表の既存のデータを残して，抽出データを追加する。

• データを追加反映で実行する場合は，下記のように運用してください。
1. ファイルを作成して表に反映する指定で実行します。
2. ファイルを作成しない場合は，障害対策に備えて事前にバックアップを取得してお
きます。

• データの反映時に pdloadがエラーリターンすると pdloadが実行中に作成したファイ
ルが残ることがあるため，不要であれば削除してください。作成されるファイルの詳
細については，マニュアル「HiRDB Version 8 コマンドリファレンス」を参照してく
ださい。

• HiRDB Dataextractorでは HiRDBのデータベース作成ユティリティ（pdload）を起
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動する際，pdloadの－ xオプションを指定します。
このオプションが不要な場合は，ローダのパラメタユーザ任意指定機能を使用してく
ださい。機能の使用方法については，「4.2.3(2)ローダのパラメタユーザ任意指定機
能」，「5.1.3(2)ローダのパラメタユーザ任意指定機能」または「6.1.3(2)ローダのパラ
メタユーザ任意指定機能」を参照してください。

• 反映表にクラスタキーが定義してあり，クラスタキー順にデータを反映させたい場合
は，抽出表のクラスタキーに対応する列に対し，SELECT文の ORDER BY句を列名
記述ファイルに指定して抽出をしてください。なお，コード変換機能を使用すると，
データ抽出後にコード変換を行うため昇順（降順）にならない場合があります。この
場合は，データの反映後，HiRDBのデータベース再編成ユティリティで再編成をし
てください。
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3.5　ファイルの作成
HiRDB Dataextractorのファイルの作成とは，抽出側システムから送信されたデータを
受信して，ファイルの作成先のホストのファイルに格納するまでをいいます。

HiRDBの DBからデータを抽出して，DBシステムへの入力用になるファイルを作成で
きます。また，XDM/XTと組み合わせて使用することによって，メインフレーム側の
DBから送信されたデータで，DBシステムへの入力用になるファイルを作成できます。

ファイル作成機能で作成したファイルを利用することによって，HiRDB以外の DBシス
テムへも，抽出したデータを反映できます。

ここでは，HiRDB Dataextractorでデータを抽出して，ファイルの作成先のホストに
ファイルを作成する場合について説明します。メインフレーム側の DBからデータを抽
出してファイルを作成する場合については，マニュアル「データベース抽出プログラム
　XDM/XT」を参照してください。

（1） 作成するファイルの形式

ファイルの作成は，xtrepコマンド，xtrepOコマンド，または xtrepSコマンドの－ R
オプションで指定します。

－ Rオプションでの指定によって，作成するファイルの形式を選択できます。

ファイルの形式には，次の 2種類があります。

• バイナリ形式
バイナリ形式でファイルに格納します。バイナリ形式の詳細については，
「表 4-15　列データの記述形式（バイナリ形式）」を参照してください。
• DAT形式

DAT形式では，抽出したデータを数値データも文字に変換してファイルに格納しま
す。DAT形式の詳細については，「表 4-17　列データの記述形式（DAT形式）」を参
照してください。
DAT形式は，一般に CSV形式と呼ばれる形式です。
DAT形式の場合は，ファイルの作成時に，セパレータ文字，囲み文字，および改行文
字を変更できます。詳細については，「2.2.3　環境変数の設定」の環境変数
XTDATSEPARATER，XTDATENCLOSE，または XTDATCRLFを参照してくださ
い。また，セパレータ文字については，「4.2.2　xtrepコマンド」の -Rオプションを
参照してください。
なお，作成したファイルを反映対象の DBシステムでの入力ファイルとして使用する
場合は，反映対象の DBシステムでの規則に従ってセパレータ文字，囲み文字，およ
び改行文字を指定することが必要です。
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（2） 作成するファイルのデータ型

作成するファイルのデータ型は抽出する DBによって異なります。

• HiRDBの場合
抽出した HiRDBと同一のデータ型を仮定します。ただし，次の抽象データ型を指定
する場合，注意が必要です。
• SGMLTEXT型は反映情報ファイルに SGMLTEXTデータ型を指定しない場合，

BLOB型となります。
• XML型は反映情報ファイルに XMLデータ型を指定しない場合，BINARY型にな
ります。

• FREEWORD型は反映情報ファイルに FREEWORDデータ型を指定しない場合，
VARCHAR型になります。

ほかのデータ型も－Ｌオプションを指定することでデータ型を変更できます。
• ORACLEまたは SQL Serverの場合
抽出したデータは， HiRDBへ反映することを前提としているため HiRDBのデータ型
に変換します。変換するデータ型は，ORACLEまたは SQL Serverのデータ型によっ
て仮定するデータ型が決まっていますが，－ Lオプションで変更することもできま
す。

（3） 作成するファイルの文字コード

ORACLEと HiRDB間，SQL Serverと HiRDB間，または HiRDB間でのデータ連携の
場合，環境変数の指定に従い，文字コードを変換してファイルを作成します。変換でき
る文字コードについては，「3.1.4　抽出したデータの文字コード変換」を参照してくださ
い。また，この機能の使用方法については，「4.2.3　データ抽出・反映の付加機能」，
「5.1.3　データ抽出・反映の付加機能」または「6.1.3　データ抽出・反映の付加機能」
を参照してください。

（4） 作成するファイル名の指定

作成するファイルの名称は，－ oオプションで指定します。このファイルを出力ファイ
ルと呼びます。抽出した列に BLOB列がある場合は，出力ファイルとは別に LOB入力
ファイルが作成されます。LOB入力ファイルは LOBデータ単位に作成されます。LOB
入力ファイルを格納するためのディレクトリは，－ bオプションで指定できます。なお，
環境変数 XTLOBKINDの指定によって，LOB入力ファイルを作成しないで，BLOB列
のデータを BLOB列以外のデータと同一の出力ファイルに格納することもできます。

出力ファイルおよび LOB入力ファイルの作成時に，すでに作成対象のファイルがある場
合に上書きしてもよいかどうかを－ yオプションで指定します。作成対象のファイルが
すでに存在する場合，－ yオプション指定時はすでにあるファイルを削除してからデー
タをファイルに出力します。－ yオプション省略時はメッセージを出力して処理を終了
します。
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出力ファイルおよび LOB入力ファイルは，次のファイル作成側のホストに作成されま
す。

• － hオプション指定時は，－ hオプションで指定したホスト
• － hオプション省略時は，環境変数 XTHOSTで指定したホスト

（5） シェルスクリプトの実行

ファイル作成後に引き続いて，ユーザ任意の処理を実行したい場合は，実行するシェル
スクリプトのファイル名を－ xオプションで指定します。

シェルスクリプトのファイル名が指定されている場合，HiRDB Dataextractorはファイ
ル作成後に，ユーザが作成したシェルスクリプトに制御を渡し，シェルスクリプトの実
行完了を待ちます。シェルスクリプトの実行完了後，HiRDB Dataextractorに制御が戻
り，HiRDB Dataextractorは処理を終了します。
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4　 HiRDBからのデータ抽出，
HiRDBへのデータ反映
HiRDBのデータベースからの，データの抽出，HiRDBの表
への反映，およびファイル作成時の指定方法について説明しま
す。

4.1　抽出・反映時の規則

4.2　コマンド

4.3　出力リストの形式

4.4　実行例
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4.1　抽出・反映時の規則
HiRDBの DBからデータを抽出するとき，および反映するときの規則について説明しま
す。

4.1.1　抽出時の規則
データ抽出時の HiRDB Dataextractorの規則について説明します。

（1） 排他制御

HiRDB Dataextractorは，データ抽出時に xtrepコマンドの－ gオプションの指定に
よって，表に排他を掛けることができます。排他を掛けると，排他制御処理時間を短縮
できます。－ gオプションの指定と排他制御モードの関連を，次の表に示します。

排他制御の詳細については，マニュアル「HiRDB Version 8 UAP開発ガイド」を参照し
てください。

表 4-1　－ gオプションの指定と排他制御モードの関連

（凡例）
SR：意図共用モード
PR：共用モード
－：排他を掛けません。

4.1.2　反映時の規則
データ反映時の HiRDB Dataextractorの規則について説明します。

データの反映は，データを抽出した HiRDBシステムと同一の HiRDBシステムにも，異
なる HiRDBシステムにもできます。

ただし，一つの表から抽出して，その同一の表へ反映することはできません。実行した
場合，動作結果は保証されません。

－ gオプションの指定 資源

RDエリア 表 行 キー値

表用 インデクス
用

あり
（LOCK文での排他制御をしない）

SR SR SR PR PR

なし
（LOCK文を発行して排他制御をする）

SR － PR － －
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4.2　コマンド
HiRDB Dataextractorを使用して，HiRDBの DBからデータを抽出してHiRDBの DB
へデータを反映するとき，および抽出したデータをファイルへ格納するときには，
HiRDB Dataextractorが提供するコマンドで操作します。

4.2.1　コマンドの記述形式
コマンドの記述形式について説明します。

コマンドの記述形式を次に示します。

記述形式

（1） コマンド名

コマンド名は，実行するコマンドのファイル名です。

コマンド実行者は，自分の環境にコマンドを実行するための環境変数を指定する必要が
あります。xtrepコマンドを実行するために必要な環境変数の設定方法については，
「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。

（2） オプション

オプションでは，次のどちらかについて指定します。

• コマンドの操作そのものの修飾
• 操作の対象物の修飾

オプションの指定方法について説明します。

次の説明中に使用する $はシェルのプロンプト，cmdはコマンド名を示します。

●オプションはマイナス記号（－）で始まる文字列です。フラグ引数は指定しないか，
または 1種類のフラグ引数を指定します。
オプションの記述形式を次に示します。

－オプションフラグ
または

－オプションフラグ　フラグ引数

（凡例）

オプションフラグ：１文字の英数字（英大文字と英小文字は区別されます）。

フラグ引数：オプションフラグに対する引数（コンマ（，）で区切って複数指定できま

 
コマンド名　オプション　コマンド引数
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す）。

●フラグ引数を必要とするオプションフラグのフラグ引数は省略できません。

●フラグ引数中に空白を含める場合で，シェルから入力するときには，前後を引用符
（"）で囲んでください。

（例）
1　2を引数に持つオプション fは，次のように記述します。
$ cmd -f "1 2"

●同じオプションフラグを 2回以上指定することはできません。

●オプションは，コマンド引数より前に指定してください。

（3） コマンド引数

コマンド引数は，コマンド操作の直接の対象になるものを指定します。

4.2.2　xtrepコマンド

（1） 機能

指定された抽出対象の表のデータを抽出して，反映対象の表に反映します。

また，オペランドの指定によって，指定された抽出対象の表のデータを抽出して，ファ
イルを作成します。

（2） 実行者

特に制約はありませんが，環境変数 PDUSERに指定するユーザには制約があります。詳
細は「2.2.3(2)環境変数の設定方法」を参照してください。

また，反映側で HiRDB Dataextractorを起動するユーザにも制約があります。詳細は
「2.2.4(3)/etc/inetd.confの設定」または「7.2.2　OSI使用時の HiRDB Dataextractorの
開始と終了」を参照してください。

（3） 実行するサーバマシン

データ抽出の対象にする HiRDBのサーバマシンでコマンドを実行します。コマンドを
実行するサーバマシンは，接続する HiRDBシステムが HiRDB/シングルサーバの場合
と HiRDB/パラレルサーバの場合とで異なります。コマンドを実行するサーバマシンを
次に示します。

• HiRDB/シングルサーバの場合
シングルサーバのあるサーバマシン

• HiRDB/パラレルサーバの場合
次のどれかのサーバのあるサーバマシン
• システムマネジャ
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• フロントエンドサーバ
• バックエンドサーバ
• ディクショナリサーバ

（4） 形式

（5） オプション

OSがWindowsの場合は「付録 B.5　コマンドの指定方法」も参照してください。

　
●－ｒ　〔認可識別子．〕表識別子

反映対象にする表名を指定します。－ Rオプションを指定している場合は，－ rオプ
ションは指定できません。－ Rオプションを指定していない場合に－ rオプションを省
略したとき，または認可識別子を省略したときは次のように仮定されます。

• － rオプションを省略した場合

認可識別子：
抽出対象の表に認可識別子の指定あり
　抽出対象の表に指定した認可識別子が仮定されます。
抽出対象の表に認可識別子の指定なし
　データの反映側の HiRDB Dataextractorが使用する環境変数 PDUSERの値が

 
ｘｔｒｅｐ
　　　〔－ｒ　〔認可識別子．〕表識別子〕
　　　〔－Ｒ　〔｛ｂｉｎ｜ｄａｔ｝〕〔，セパレータ文字〕〕
　　　〔－ｏ　〔｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝
　　　　　　　　〔，｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝〕…〕〕
　　　〔－Ｏ　〔｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝
　　　　　　　　〔，｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝〕…〕〕
　　　〔－ｙ〕
　　　〔－ｊ　ＲＤエリア名〕
　　　〔－ｈ　反映先ホスト名〕
　　　〔－Ｈ　シングルサーバのホスト名またはシステムマネジャのホスト名
　　　　　〔，フロントエンドサーバのホスト名またはバックエンドサーバのホスト名〕〕
　　　〔－ｐ　ポート番号〕
　　　〔－ｆ　フロントエンドサーバ名またはバックエンドサーバ名〕
　　　〔－ｄ〕
　　　〔－ｉ　インデクス作成方法〕
　　　〔－Ｉ　〔ｐｄｌｏａｄ制御情報環境変数名〕
　　　　　　　〔，ｐｄｌｏａｄコマンドライン情報環境変数名〕
　　　　　　　〔，ｐｄｌｏａｄ制御情報ファイルｓｏｕｒｃｅ文情報環境変数名〕〕
　　　〔－ｌ　ログ取得方式〕
　　　〔－Ｌ　反映情報ファイル名〕
　　　〔－ｎ　一括出力ページ数〕
　　　〔－ｚ〕
　　　〔－ｅ　エラーログファイル名〕
　　　〔－ｍ　経過メッセージ出力間隔〕
　　　〔－ｇ　〔排他情報ファイル名〕〕
　　　〔－ｓ　列名記述ファイル名〕
　　　〔－ｗ　表式記述ファイル名〕
　　　〔－ｖ　ナル値情報ファイル名〕
　　　〔－ｂ　ＬＯＢ入力ファイル格納用ディレクトリ名〕
　　　〔－ｑ　エラーデータファイル名〔，出力行数〕〕
　　　〔－ｘ　シェルスクリプトファイル名〕
　　　〔認可識別子．〕表識別子
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仮定されます。

表識別子：
抽出対象の表の表識別子が仮定されます。

• 認可識別子を省略した場合
データの反映側の HiRDB Dataextractorが使用する環境変数 PDUSERの値が仮定さ
れます。

注意事項
• 認可識別子および表識別子の英小文字はすべて英大文字として扱われます。
認可識別子および表識別子の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，認可識
別子および表識別子をそれぞれ引用符（"）で囲み，さらにアポストロフィ（’）
で囲む必要があります。アポストロフィ（’）は，認可識別子および表識別子の全
体またはそれぞれを囲んでください。

• 表識別子にスペースを含む場合は，引用符（"）で囲み，さらにアポストロフィ
（’）で囲んでください。

指定例

次の指定の場合は，両方とも USER01.TABLE01として扱う。
　
user01.table01
　
"user01"."table01"
　

次の指定の場合は，両方とも user01.table01として扱う。
　
'"user01"."table01"'
　
'"user01"'.'"table01"'
　

　
●－Ｒ　〔｛ｂｉｎ｜ｄａｔ｝〕〔，セパレータ文字〕

データの抽出後にファイルだけを作成する場合に，作成するファイルの形式を指定しま
す。このオプションの指定がある場合は，HiRDB Dataextractorは抽出したデータを反
映対象の表には格納しません。抽出したデータを，HiRDB Dataextractorを使用して反
映対象の表に格納する場合には，このオプションは省略してください。－ Rオプション
を指定している場合は，－ rオプションは指定できません。

作成するファイルの名称は，－ oオプションで指定します。ファイルの形式については，
「4.2.4(4)出力ファイル」を参照してください。

ファイル作成後に，ユーザが作成したシェルスクリプトを実行する場合は，実行する
シェルスクリプトのファイル名を－ xオプションで指定します。

ｂｉｎ：バイナリ形式のファイルを作成します。
バイナリ形式では，抽出したデータを HiRDBの DBに格納されている形式のとお
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りにファイルに格納します。

ｄａｔ：DAT形式のファイルを作成します。
DAT形式では，抽出したデータを数値データも文字に変換してファイルに格納しま
す。
一般に CSV形式と呼ばれる形式です。

セパレータ文字

～＜文字列＞ ((1けた ))≪コンマ（，）≫

dat指定時に，各データ間の区切りに使用するセパレータ文字を指定します。bin指定時
は指定できません。

dat指定時にセパレータ文字を省略した場合は，コンマ（，）が仮定されます。

ストローク（｜）など，シェルが別の意味（パイプ）で使用している文字やスペースを
指定する場合は，引用符（"）で囲んで指定してください。

なお，作成したファイルを反映対象の DBシステムでの入力ファイルとして使用する場
合は，反映対象の DBシステムでの規則に従ってセパレータ文字を指定することが必要
です。

注意事項
セパレータ文字を指定する場合は，コンマ（，）の前後にスペースを入れないでくだ
さい。

指定例

正しい例
　
-R dat,","
　

誤りの例
　
-R dat , ","：コンマ（，）の前後にスペースがあります。
-R ,","     ：bin指定時，セパレータ文字は指定できません。
　

このオプションのセパレータ文字と，反映側の環境変数 XTDATSEPARATERを同
時に指定した場合，反映側の環境変数 XTDATSEPARATERの値が有効となります。

　
●－ｏ　〔｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝
　　　　　〔，｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝〕…〕

～＜パス名＞ ((（1≦一つの名称のけた数≦ 255）×ファイル数≦合計 511けた )) 

出力ファイル名：指定値の末尾に／以外を指定します。

出力ディレクトリ名：指定値の末尾に／を指定します。
ディレクトリ名が指定された場合は，HiRDB Dataextractorが一意になるように
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ファイル名を付けてファイルを作成します。
　

抽出したデータの出力ファイルへの出力を指定します。出力先を，ファイル名または
ディレクトリ名で指定します。

－ Rオプションの指定によって，ファイル作成後に表に反映するかどうかが決定します。

－ Rオプション指定時
－ Rオプション指定時は，出力ファイルを作成し，反映対象の表には反映しません。
作成する出力ファイルの形式は，－ Rオプションで指定できます。出力ファイルは，
次のファイル作成側のホストに作成されます。
• － hオプション指定時は，－ hオプションで指定したホスト
• － hオプション省略時は，環境変数 XTHOSTで指定したホスト

－ Rオプション省略時
－ Rオプション省略時は，出力ファイル作成後に，反映対象の表に反映します。作
成する出力ファイルの形式は，バイナリ形式です。出力ファイルは，反映側 HiRDB
の次のサーバのホストに作成されます。
• HiRDB/シングルサーバの場合はシングルサーバ
• HiRDB/パラレルサーバの場合
－ fオプション指定時：－ fオプションで指定した FESまたは BES
－ fオプション省略時：－ fオプション省略時仮定値の FESまたは BES

－ oオプション指定時は，作成した出力ファイルおよび HiRDBのデータベース初期作
成ユティリティが作成したファイルは，反映処理終了後も削除しません。このため，作
成した出力ファイルをバックアップとして利用できます。障害発生時などに，作成した
出力ファイルを基に HiRDBの表を再作成したい場合は，HiRDBのデータベース作成ユ
ティリティを使用してください。

反映処理終了後に出力ファイルを削除したい場合は－ Oオプションを指定します。－ o
オプションと－ Oオプションを同時に指定することはできません。

－ oオプション指定時に，すでに出力ファイルが作成されている場合の処理方法は，－ y
オプションで指定します。

このオプションを省略した場合は， HiRDB Dataextractorが /opt/HIRDBXT/spoolディ
レクトリ下に一意な名称のファイルを作成します。詳細は，「表 2-3　HiRDB 
Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイル」を参照してください。

注意事項
• 環境変数 XTTMPDIRと出力ファイルの名称の長さの合計は，255けた以内にし
てください。

• 指定値に￥を含む場合は，引用符（"）で囲んで指定してください。
• － oオプションでの複数ファイル名指定およびディレクトリ名指定は，反映側ま
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たはファイル作成側の HiRDB Dataextractorがこの機能をサポートしている場合
にだけ使用できます。サポートしていない場合には，反映側またはファイル作成
側で，JXU7001Eメッセージを出力してエラーになります。また，抽出側がこの
機能をサポートしていない場合には，指定された複数ファイル名またはディレク
トリ名を一つのファイルの名称とみなして処理します。

指定例
　
xtrep -o /hd001/,/hd002/ TBL_NAME

　
/hd001/，/hd002/の下に一意の名称のファイルを作成して，反映対象の表に反映し
ます。

　
●－Ｏ　〔｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝
　　　　〔，｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝〕…〕

～＜パス名＞ ((（1≦一つの名称のけた数≦ 255）×ファイル数≦合計 511けた )) 

出力ファイル名：指定値の末尾に／以外を指定します。

出力ディレクトリ名：指定値の末尾に／を指定します。
ディレクトリ名が指定された場合は，HiRDB Dataextractorが一意になるように
ファイル名を付けてファイルを作成します。

　

抽出したデータの出力ファイルへの出力を指定します。出力先を，ファイル名または
ディレクトリ名で指定します。出力ファイル作成後に反映対象の表に反映し，反映が終
了すると作成した出力ファイルを自動的に削除します。

作成する出力ファイルの形式は，バイナリ形式です。出力ファイルは，反映側HiRDB
の次のサーバのホストに作成されます。

• HiRDB/シングルサーバの場合はシングルサーバ
• HiRDB/パラレルサーバの場合
－ fオプション指定時：－ fオプションで指定した FESまたは BES
－ fオプション省略時：－ fオプション省略時仮定値の FESまたは BES

　

反映処理終了後に出力ファイルを削除しない場合は－ oオプションを，削除する場合は
－ Oオプションを指定します。－ oオプションと－ Oオプションを同時に指定すること
はできません。また，－ Rオプションを指定している場合は，－ Oオプションは指定で
きません。

－ Oオプション指定時に，すでにファイルが作成されている場合の処理方法は，－ yオ
プションで指定します。
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－ Oオプション指定時に作成する出力ファイルの名称は，－ oオプション指定時と同じ
です。

注意事項
• 環境変数 XTTMPDIRと出力ファイルの名称の長さの合計は，255けた以内にし
てください。

• 指定値に￥を含む場合は，引用符（"）で囲んで指定してください。
• － Oオプションでの複数ファイル名指定およびディレクトリ名指定は，反映側ま
たはファイル作成側の HiRDB Dataextractorがこの機能をサポートしている場合
にだけ使用できます。サポートしていない場合には，反映側またはファイル作成
側で，JXU7001Eメッセージを出力してエラーになります。また，抽出側がこの
機能をサポートしていない場合には，指定された複数ファイル名またはディレク
トリ名を一つのファイルの名称とみなして処理します。

　
●－ｙ

ファイルの作成時に，すでに作成対象のファイルがある場合に上書きしてもよいかどう
かを指定します。作成対象のファイルがすでに存在する場合，－ yオプション指定時は
すでにあるファイルを削除してからデータをファイルに出力します。－ yオプション省
略時はメッセージを出力して処理を終了します。

このオプションは，－ oオプション，－ Oオプション，または－ bオプションのどれか
を指定しているときにだけ指定できます。

このオプションの処理の対象になるファイルを，次に示します。

• 出力ファイル（－ oオプション，－ Oオプション指定時に作成される）
• LOB入力ファイル格納用ディレクトリおよび LOB入力ファイル（抽出対象の表に

BLOB列のデータがある場合に作成される）

ただし，作成対象のファイルのファイルモードによっては，上書きできない場合があり
ます。

　
●－ｊ　ＲＤエリア名

～＜識別子＞ ((1～ 30))

横分割表に対して，RDエリア単位にデータを格納する場合に，データを格納する RDエ
リアの名称を指定します。－ Rオプションを指定している場合は，－ jオプションは指
定できません。このオプションを省略した場合は，表単位にデータを格納します。

注意事項
• RDエリアの英小文字はすべて英大文字として扱われます。

RDエリアの英小文字と英大文字とを区別したい場合，および RDエリアに空白が
含まれる場合は，RDエリアを引用符（"）で囲み，さらにアポストロフィ（’）で
囲みます。
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• このオプションは，反映側またはファイル作成側の HiRDB Dataextractorがこの
機能をサポートしている場合にだけ使用できます。サポートしていない場合には，
反映側またはファイル作成側で，JXU7001Eメッセージを出力してエラーになり
ます。

　
●－ｈ　反映先ホスト名

抽出したデータの，送信対象のホスト名を指定します。ホスト名の代わりに FQDNを指
定することもできます。

抽出したデータを表に反映する場合は，次のサーバがあるホスト名を指定します。

• HiRDB/シングルサーバの場合
シングルサーバ（SDS）

• HiRDB/パラレルサーバの場合
システムマネジャ（MGR）

ファイル作成時は，ファイルを作成するホストのホスト名を指定します。

－ hオプション省略時は，環境変数 XTHOSTが仮定されます。指定するホスト名は，
データの抽出側の /etc/hostsに記述しておいてください。記述方法は，「2.2.4　HiRDB 
Dataextractorを使用するために設定するファイル」を参照してください。

注意事項
• 抽出側のホストと反映側のホストが異なる LANで構成されている場合，このオプ
ションを指定して xtrepコマンドを実行すると，コネクション確立エラーになり
ます。この場合は，－ Hオプションを指定して再実行してください。－ hオプ
ションと－ Hオプションを同時に指定することはできません。

• システムマネジャのホストとデータの転送先のサーバ（フロントエンドサーバま
たはバックエンドサーバ）のホストは，抽出側のホストからアクセス可能である
必要があります。

• 反映側 HiRDBで系切り替え機能を使用する場合は，IPアドレスを引き継ぐホス
ト名を指定してください。

　
●－Ｈ　シングルサーバのホスト名またはシステムマネジャのホスト名
　　　　〔，フロントエンドサーバのホスト名またはバックエンドサーバのホスト名〕

抽出したデータの，反映対象のホスト名を指定します。ホスト名の代わりに FQDNを指
定することもできます。

抽出側のホストと反映側のホストが異なる LANで構成されている場合には，このオプ
ションを指定してください。

データの反映側の，次のサーバがあるホスト名を指定します。

• HiRDB/シングルサーバの場合
シングルサーバ（SDS）
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• HiRDB/パラレルサーバの場合
システムマネジャ（MGR），およびデータの転送先のサーバ（フロントエンドサーバ
（FES）またはバックエンドサーバ（BES））
FESまたは BESのホスト名を省略した場合は，MGRのホストに FESまたは BES
があると仮定して処理されます。

－ Hオプション省略時は，環境変数 XTXHOSTが仮定されます。指定するホスト名は，
データの抽出側の /etc/hostsに記述しておいてください。記述方法は，「2.2.4　HiRDB 
Dataextractorを使用するために設定するファイル」を参照してください。

注意事項
• このオプションで指定した FESまたは BESのホストには，次の FESまたは

BESがなければいけません。
－ fオプション指定時：－ fオプションで指定した FESまたは BES
－ fオプション省略時：－ fオプション省略時仮定値の FESまたは BES

• － hオプションと－Hオプションを同時に指定することはできません。
• － Rオプションを指定している場合は，－ Hオプションは指定できません。
• MGRのホストとデータの転送先のサーバのホストは，抽出側のホストからアクセ
ス可能である必要があります。

• 反映側 HiRDBで系切り替え機能を使用する場合は，IPアドレスを引き継ぐホス
ト名を指定してください。

　
●－ｐ　ポート番号

～＜符号なし整数＞ ((1025～ 65535))

－ hオプションまたは－ Hオプションで指定した次のホストで稼働する，HiRDB 
Dataextractorのポート番号を指定します。

• HiRDB/シングルサーバの場合：シングルサーバのホスト
• HiRDB/パラレルサーバの場合：
システムマネジャおよびデータの転送先のサーバのホスト

• ファイル作成の場合：ファイルを作成するホスト

－ pオプション省略時は環境変数 XTPORTNOの値が仮定されます。指定するポート番
号は，反映側またはファイル作成側の /etc/servicesで HiRDB Dataextractor用に割り当
てたポート番号を指定してください。指定方法は，「2.2.4　HiRDB Dataextractorを使
用するために設定するファイル」を参照してください。

注意事項
システムマネジャと，データの転送先のサーバとが別のホストにある場合には，そ
れぞれのホストで稼働する HiRDB Dataextractorのポート番号は同一にしてくださ
い。

　
●－ｆ　フロントエンドサーバまたはバックエンドサーバ名
146



4.　HiRDBからのデータ抽出，HiRDBへのデータ反映
HiRDBがパラレルサーバ名の場合に，データの転送先のフロントエンドサーバ（FES）
またはバックエンドサーバ（BES）のサーバ名を指定します。

このオプションを省略した場合は，データの格納方法によって，次のどちらかのサーバ
名が仮定されます。

• 表単位の格納
HiRDBのシステム共通定義（pdsys）の pdstartコマンドで指定した最初の FESの
サーバ名が仮定されます。HiRDBのシステム共通定義については，マニュアル
「HiRDB Version 8 システム定義」を参照してください。
• RDエリア単位の格納
データを格納する RDエリアのある BESのサーバ名が仮定されます。

　
●－ｄ

抽出したデータを表へ反映するときの，格納方式を指定します。

このオプションを指定した場合は，表中にすでに格納されているデータをすべて削除し
てから，表に抽出データを格納します。

このオプションを省略した場合，表中にすでに格納されているデータがあるときはその
データを削除しないで，表に抽出データを追加します。

このオプションの指定値は，HiRDB Dataextractorが起動するHiRDBのデータベース
作成ユティリティの－ dオプションの指定値になります。

なお，このオプションを省略したデータ反映で異常が発生した場合，－ lオプションに a
または pを指定していないときは元の状態に戻せないことがあるので，注意が必要です。

　
●－ｉ　インデクス作成方法

抽出したデータを表へ反映するときの，インデクス作成方法を指定します。このオプ
ションを省略した場合は，cが仮定されます。

このオプションの指定値は，HiRDB Dataextractorが起動するHiRDBのデータベース
作成ユティリティ（pdload）の－ iオプションの指定値になります。

ｃ：インデクス一括作成モードを示します。表の作成処理に引き続き，インデクスを一
括作成します。

ｎ：インデクス情報出力モードを示します。インデクス情報だけをインデクス情報ファ
イルに出力します。インデクス情報出力モードを指定した場合，HiRDBのデータベース
再編成ユティリティでインデクスを再作成する必要があります。

ｓ：インデクス更新モードを示します。行を格納するたびにインデクスを更新します。

ｘ：インデクス情報出力抑止モードを示します。インデクスは更新しません。また，イ
ンデクス情報をインデクス情報ファイルに出力しません。
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－ iオプションに c指定時にインデクス一括作成でエラーとなった場合，および－ iオプ
ションに xを指定した場合，表の行データは正しいが，インデクスが不正（未作成）の
状態になります。この場合は，インデクスを再作成する必要があります。再作成には，
次の方法があります。

• HiRDBのデータベース作成ユティリティで０件データをデータロードします。
－ iオプションに cを指定して追加モードで実行します。

• HiRDBのデータベース再編成ユティリティで再作成します。
－ kオプションに ikrcを指定して実行します。

　
●－Ｉ　〔ｐｄｌｏａｄ制御情報環境変数名〕〔，ｐｄｌｏａｄコマンドライン情報環
境変数名〕〔，ｐｄｌｏａｄ制御情報ファイルｓｏｕｒｃｅ文情報環境変数名〕

((6～ 10けた ))

次の環境変数名から一つ以上を指定することによって，pdloadのバラメタをユーザが任
意に指定できます。環境変数名は，コンマ（，）で区切り，順不同に指定できます。ただ
し，重複して指定することはできません。

• pdload制御情報環境変数名（XTPDCFxxxx）
• pdloadコマンドライン情報環境変数名（XTLPRMxxxx）
• pdload制御情報ファイル source文情報環境変数名（XTPDSRxxxx）

各環境変数の詳細については，「2.2.3(2)環境変数の設定方法」を参照してください。

注意事項
• このオプションおよび環境変数 XTPDCFPATHを省略した場合，pdloadはインデク
ス情報ファイル，LOB中間ファイルを /tmpの下に作成します。反映表にインデクス，
BLOB型の列があるときには，データ量に比例して /tmpの下に一時ファイルが出力
されます。/tmp下に十分な空き容量がない場合には，システム全体に悪影響を及ぼす
ことがあるため，注意が必要です。

• このオプションは，次の要因で pdloadでエラーになった場合の対策として使用でき
ます。
• 反映表にインデクスがない場合に idxwork文または index文を記述した制御情報
ファイルを指定したとき

• 反映表に BLOB型の列がない場合に lobmid文を記述した制御情報ファイルを指定
したとき

最初に，反映側の表ごとに，表の定義に合わせて制御情報ファイルを作成し，環境変
数 XTPDCFxxxxに設定しておきます。そのあと，HiRDB Dataextractorの実行時
に，このオプションで，反映側の表に対応した制御情報ファイルを指定します。

• このオプションは，反映側またはファイル作成側の HiRDB Dataextractorがこの機能
をサポートしている場合にだけ使用できます。サポートしていない場合には，反映側
またはファイル作成側で，JXU7001Eメッセージを出力してエラーになります。
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• このオプションに XTLPRMxxxxを指定した場合，次のオプションは指定できません。 
• －ｄオプション
• －ｉオプション
• －ｌオプション
• －ｎオプション
• －ｚオプション

該当する pdloadのオプションを指定する場合の記述方法は，「2.2.4(8)　pdloadコマ
ンドライン情報ファイルの設定」を参照してください。 

　

●－ｌ　ログ取得方式

抽出したデータを表へ反映するときの，ログの取得方法を指定します。このオプション
を省略した場合は，pが仮定されます。

このオプションの指定値は，HiRDB Dataextractorが起動するHiRDBのデータベース
作成ユティリティの－ lオプションの指定値になります。

ａ：ログ取得モードを示します。ロールバックおよびロールフォワードに必要なログを
取得します。

ｐ：更新前ログ取得モードを示します。ロールバックに必要なログは取得しますが，
ロールフォワードに必要なログは取得しません。

ｎ：ログレスモードを示します。ログを取得しません。

　

更新前ログ取得モードおよびログレスモードの運用方法については，マニュアル
「HiRDB Version 8 システム運用ガイド」を参照してください。

　
●－Ｌ　反映情報ファイル名

～＜バス名＞ ((1～ 255けた ))

反映情報ファイルを，絶対パス名で指定します。次の場合は指定が必要です。

• 抽出したデータのデータ型を変換する場合
• 抽出したデータの長さを変更する場合
• SGMLTEXT型，XML型，および FREEWORD型を抽出してファイル作成を行う場
合に，作成したファイルを pdloadで入力するとき

なお，反映情報ファイルでの指定方法については，「4.2.4(5)反映情報ファイル」を参照
してください。

　
●－ｎ　一括出力ページ数

～＜符号なし整数＞ ((8～ 4096))≪ 10≫
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抽出したデータを表へ反映するときの，表に対して一括して出力するページ数を指定し
ます。

このオプションの指定値は，HiRDB Dataextractorが起動する HiRDBのデータベース
作成ユティリティの－ nオプションの指定値になります。

　
●－ｚ

抽出したデータを表へ反映するときに，可変長文字列，可変長各国文字列，および可変
長混在文字列に対して，長さ０のデータを格納する場合に指定します。このオプション
を省略した場合に，抽出したデータに長さ０のデータが含まれているときには，HiRDB
のデータベース作成ユティリティ（pdload）は入力データ不正でエラーになります。

このオプションの指定値は，HiRDB Dataextractorが起動する HiRDBのデータベース
作成ユティリティの－ zオプションの指定値になります。

　
●－ｅ　エラーログファイル名

ログメッセージを出力するエラーログファイルのファイル名を，絶対パス名で指定しま
す。指定したファイルがない場合は，HiRDB Dataextractorが作成するので事前にファ
イルを作成しておく必要はありません。

このオプションを省略した場合は，HiRDB Dataextractorが /opt/HIRDBXT/spoolディ
レクトリ下に一意な名称のファイルを作成します。詳細については，「表 2-3　HiRDB 
Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイル」を参照してください。

　
●－ｍ　経過メッセージ出力間隔

～＜符号なし整数＞ ((1～ 1000))≪ 10≫

データ抽出処理の実行状態を出力するメッセージの出力間隔を１千行単位で指定します。

このメッセージは，エラーログファイルおよび標準出力に出力されます。

　
●－ｇ〔排他情報ファイル名〕

～＜パス名＞ ((1～ 255けた ))

排他制御方式を指定します。このオプション指定時は，LOCK文での排他制御をしませ
ん。このオプション省略時は，LOCK文を発行して排他制御をします。－ gオプション
の指定と排他制御モードの関連については，「4.1.1　抽出時の規則」を参照してくださ
い。

排他制御方式を指定します。このオプションと排他情報ファイルの関係は次のようにな
ります。

• このオプションを省略した場合
LOCK文（「LOCK TABLE 表名 IN SHARE MODE」固定）での排他制御を行いま
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す。
• このオプションだけを指定した場合

LOCK文を発行しません。
• このオプションを指定し，かつ排他情報ファイルを指定した場合

LOCK文（排他情報ファイルに指定した内容）での排他制御を行います。
排他情報ファイルでの指定方法については，「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイ
ルの内容」を参照してください。

　
●－ｓ　列名記述ファイル名

～＜パス名＞ ((1～ 255けた ))

列名記述ファイルを，絶対パス名で指定します。

次の場合は指定が必要です。

• 抽出する表と反映する表で構成列数が異なるとき
• 列の並べ替えをするとき
• 行単位インタフェースで抽出をするとき
• SGMLTEXT型，XML型，または FREEWORD型の列の抽出をするとき

列名記述ファイルでの指定方法については，「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイル
の内容」を参照してください。

　
●－ｗ　表式記述ファイル名

～＜パス名＞ ((1～ 255けた ))

表式記述ファイルを，絶対パス名で指定します。

次の場合は指定が必要です。

• 条件を指定して抽出する行を選択するとき
• 抽出結果をソートするとき

表式記述ファイルでの指定方法については，「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイル
の内容」を参照してください。

　
●－ｖ　ナル値情報ファイル名

～＜パス名＞ ((1～ 255けた ))

ナル値情報ファイルを，絶対パス名で指定します。

ナル値情報ファイルは，次のときに指定します。

• ナル値の既定値を変更するとき
• 繰返し列をファイルに出力する場合のデータ形式，およびナル値反映方法を指定する
とき
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このオプション省略時のナル値の既定値，およびナル値情報ファイルでの指定方法につ
いては，「4.2.4(3)ナル値情報ファイル」を参照してください。繰返し列のデータ形式お
よびナル値反映方法の指定の詳細については，「3.1.1(6)繰返し列の抽出」を参照してく
ださい。

　
●－ｂ　ＬＯＢ入力ファイル格納用ディレクトリ名

～＜パス名＞ ((1～ 70けた ))

LOB入力ファイル格納用ディレクトリ名を指定します。

抽出したデータに LOBデータがあった場合に，データの反映側またはファイル作成側で
LOBデータを処理するときに作成する LOB入力ファイルを格納するディレクトリの名
称を指定します。なお，環境変数 XTLOBKINDの指定によって，LOB入力ファイルを
作成しないで，BLOB列のデータを BLOB列以外のデータと同一の出力ファイルに格納
することもできます。

反映処理終了後に LOB入力ファイル格納用ディレクトリを削除しない場合は－ oオプ
ションを，削除する場合は－ Oオプションを指定します。－ oオプションと－ Oオプ
ションを同時に指定することはできません。

－ oオプションまたは－ Oオプション指定時に，すでにファイルが作成されている場合
の処理方法は，－ yオプションで指定します。

－ Rオプションを指定している場合，LOB入力ファイル格納用ディレクトリは次のファ
イル作成側のホストに作成されます。

• － hオプション指定時は，－ hオプションで指定したホスト
• － hオプション省略時は，環境変数 XTHOSTで指定したホスト

－ Rオプションを指定していない場合は，LOB入力ファイル格納用ディレクトリは反映
側 HiRDBの次のサーバのホストに作成されます。

• HiRDB/シングルサーバの場合はシングルサーバのあるサーバ
• HiRDB/パラレルサーバの場合
－ fオプション指定時：－ fオプションで指定した FESまたは BES
－ fオプション省略時：－ fオプション省略時仮定値の FESまたは BES

　

このオプションを省略した場合は， HiRDB Dataextractorが /opt/HIRDBXT/spoolディ
レクトリ下に一意な名称のファイルを作成します。詳細は，「表 2-3　HiRDB 
Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイル」を参照してください。

注意事項
指定値に￥を含む場合は，引用符（"）で囲んで指定してください。
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●－ｑ　エラーデータファイル名〔，出力行数〕

エラーデータファイル名

～＜パス名＞ ((1～ 255けた ))

不正となった行データをエラーデータファイルに出力する場合に，HiRDBのデータベー
ス作成ユティリティ（pdload）が作成するエラーデータファイルのファイル名を指定し
ます。

出力行数

～＜符号なし整数＞ ((1～ 4294967295))

エラーの行データの最大出力行数を指定します。出力行数を省略した場合は，pdloadが
100を仮定します。

　

エラーデータファイルは，反映側HiRDBの次のサーバのホストに作成されます。

• HiRDB/シングルサーバの場合はシングルサーバ
• HiRDB/パラレルサーバの場合
－ fオプション指定時：－ fオプションで指定した FESまたは BES
－ fオプション省略時：－ fオプション省略時仮定値の FESまたは BES

　

作成したエラーデータファイルは，反映処理後も削除しません。このため，作成したエ
ラーデータファイルに出力された行データを修正すれば，再度 pdloadの入力データファ
イルとして使用できます。

このオプションを省略した場合は，エラーとなった行データは出力されません。

また，指定したエラーデータファイルがすでに存在する場合は，上書きして使用されま
す。

作成されるエラーデータファイルの名称は，このオプションおよび環境変数 XTTMPDIR
での指定によって決定します。作成されるエラーデータファイルの名称を，次の表に示
します。

表 4-2　作成されるエラーデータファイルの名称

（凡例）

－ qオプション XTTMPDIR エラーデータファイルの名称

指定あり 指定あり $XTTMPDIR/エラーデータファイル名

指定なし /opt/HIRDBXT/spool/エラーデータファイル名

指定なし － －
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－：ファイルを作成しないため該当しません。

注意事項
• 環境変数 XTTMPDIRとファイルの名称の長さの合計は，255けた以内にしてく
ださい。

• このオプションは，反映側またはファイル作成側の HiRDB Dataextractorがこの
機能をサポートしている場合にだけ使用できます。サポートしていない場合には，
反映側またはファイル作成側で，JXU7001Eメッセージを出力してエラーになり
ます。

　
●－ｘ　シェルスクリプトファイル名

～＜パス名＞ ((1～ 255けた ))

ファイル作成後に，ユーザが作成したシェルスクリプトを実行する場合に，シェルスク
リプトのファイル名を絶対パス名で指定します。

このオプションは，－ Rオプション指定時にだけ指定できます。 

このオプションが指定されている場合は，シェルスプリクトの処理の完了まで HiRDB 
Dataextractorの処理は待たされます。また，シェルスプリクトの exitのステータスが 0
でない場合，HiRDB Dataextractorはエラーメッセージ JXU7010Eを出力します。

指定するシェルスクリプトは，次の条件を満たすことが必要です。

• ファイル作成側のサーバマシンに作成する。
• ファイル作成側の /etc/inetd.confに指定したHiRDB Dataextractorの実行ユーザに対
して実行権限がある。

• シェルスクリプトの exitのステータスは，－ 128～ 127の範囲で指定すること。
• シェルスクリプトでは標準出力，標準エラーが使用できる。なお，標準入力は使用で
きない。

　
●〔認可識別子．〕表識別子

抽出対象にする表を指定します。認可識別子省略時は，コマンド実行者の環境変数
PDUSERの認可識別子が仮定されます。

注意事項
• この指定は，xtrepコマンドの最後に指定します。
• 認可識別子および表識別子の英小文字はすべて英大文字として扱われます。
認可識別子および表識別子の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，認可識
別子および表識別子をそれぞれ引用符（"）で囲み，さらにアポストロフィ（’）
で囲んでください。アポストロフィ（’）は，認可識別子および表識別子の全体ま
たはそれぞれを囲んでください。

• 表識別子にスペースを含む場合は，引用符（"）で囲み，さらにアポストロフィ
（’）で囲んでください。
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指定例

次の指定の場合は，両方ともUSER01.TABLE01として扱う。
　
user01.table01
　
"user01"."table01"
　

次の指定の場合は，両方とも user01.table01として扱う。
　
'"user01"."table01"'
　
'"user01"'.'"table01"'
　

（6） xtrepコマンドのオプションの組み合わせ

xtrepコマンドのオプションは，データの抽出後に実行する機能によって，指定できるオ
プションが異なります。抽出したデータを表に反映する場合は－ Rオプションを省略し
ます。ファイルだけを作成して表に反映しない場合は－ Rオプションを指定します。

xtrepコマンドのオプションの組み合わせを，次の表に示します。

表 4-3　xtrepコマンドのオプションの組み合わせ

オプション 実行する機能

指定形式 指定内容 反映機能 ファイル作成機能

－ r 反映対象の表名 △ ×

－ R ファイルの作成 － ●

－ o 出力ファイル名またはディレクトリ名
（削除しない場合）

△ ○

－ O 出力ファイル名またはディレクトリ名
（削除する場合）

△ ×

－ y 上書きの可否 △ △

－ｊ 格納対象の RDエリア名 △ ×

－ h 処理対象のホスト名 △ △

－ H 反映対象のホスト名（抽出側のホストと反映側の
ホストが異なる LANで構成されている場合）

△ ×

－ p 処理対象のポート番号 △ △

－ f 転送先の FESまたは BES △ ×

－ d 格納方式（pdloadの指定値） △ ×

－ i インデクス作成方式（pdloadの指定値） △ ×
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（凡例）
●：このオプションの指定で実行する機能を選択します。
－：表への反映時には指定しません。－Ｒオプションを指定した場合は，ファイル
作成機能を実行して，表には反映しません。
○：必ず指定します（省略すると，JXU7300Eメッセージを出力してエラーになり
ます）。
△：省略できます。
×：指定できません（指定すると，JXU7306Eまたは JXU7307Eメッセージを出力
してエラーになります）。

注※注※注※注※
指定形式を次に示します。
〔認可識別子．〕表識別子

4.2.3　データ抽出・反映の付加機能
ここでは，データ抽出・反映時の機能の中で，特に次の機能について説明します。

－ I pdload制御情報環境変数名，pdloadコマンドライ
ン情報環境変数名，pdload制御情報ファイル
source文情報環境変数名
（XTPDCFxxxxx，XTLPRMxxxxx，
XTPDSRxxxxx）

△ ×

－ l ログ取得方式（pdloadの指定値） △ ×

－ L 反映情報ファイル名 △ △

－ n 一括出力ページ数（pdloadの指定値） △ ×

－ z 0バイト文字の格納（pdloadの指定値） △ ×

－ e エラーログファイル名 △ △

－m 経過メッセージ出力間隔 △ △

－ g 排他制御方式 △ △

－ s 列名記述ファイル名 △ △

－ w 表式記述ファイル名 △ △

－ v ナル値情報ファイル名 △ △

－ b LOB入力ファイル格納用ディレクトリ名 △ △

－ q エラーデータファイル名，出力行数 △ ×

－ x シェルスクリプトファイル名 × △

※ 抽出対象の表名 ○ ○

オプション 実行する機能

指定形式 指定内容 反映機能 ファイル作成機能
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• データ抽出時の SQLユーザ指定機能
• ローダのパラメタユーザ任意指定機能
• 文字コード変換機能

（1） データ抽出時の SQLユーザ指定機能

HiRDB Dataextractorでは，HiRDBからデータを抽出する際に発行する次の SQLに対
して，ユーザ任意の指定を行うことができます。

• LOCK TABLE文
• SELECT文

この機能の適用範囲を次の表に示します。

表 4-4　データ抽出時の SQLユーザ指定機能の適用範囲

（凡例）
○：適用できます。
－：HiRDB Dataextractorでは対象外です。詳細は，マニュアル「VOS3 データ
ベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照してください。

（a）XDM/XT連携での使用方法

XDM/XT連携でこの機能を使用する場合，指定が必要なものは次のとおりです。

• XDM/XTの JXUMCTL制御文
RDBDEF文，EXTRACT文

• HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイル（抽出側）

環境変数情報設定ファイルに指定する環境変数を次の表に示します。

表 4-5　SQLユーザ指定機能で設定する環境変数（XDM/XT連携の場合）

データ連携種別 抽出側 反映側 適用可否

XDM/XT連携 XDM/RD HiRDB －

順編成データセット －

HiRDB XDM/RD ○

順編成データセット ○

HiRDB Dataextractor連携 HiRDB HiRDB ○

バイナリ形式ファイル ○

DAT形式ファイル ○

環境変数 環境変数の指定

PDHOST △※

PDNAMEPORT △※
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（凡例）
△：必要に応じて指定します。

注※注※注※注※
XDM/XTの JXUMCTL制御文に RDBDEF文を指定した場合は必ず指定します。

各環境変数の詳細については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。

（b）HiRDB Dataextractor連携での使用方法

HiRDB Dataextractor連携でこの機能を使用する場合，xtrepコマンドを実行します。

● 環境変数

この機能を使用する場合，抽出側に次の環境変数を必ず指定します。

• XTSQL

環境変数の詳細については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。

● コマンドオプション

この機能で指定が必要，不要となるオプションを次の表に示します。

表 4-6　データ抽出時の SQLユーザ指定機能使用時の xtrepコマンドオプションの指定

XTEXTRACTDB △

XTLCKxxxx △

XTTBLxxxx △

XTCLMxxxx △

XTWHExxxx △

コマン
ド

オプション 指定値 HiRDB反映 バイナリ，DAT
ファイル作成

XTSQL XTSQL

0 1 0 1

xtrep － g － △ ○ △ ○

排他情報ファイル

－ r 〔認可識別子，〕表識
別子

△ ○ × ×

－ R － × × ○ ○

{bin｜ dat}

－ s 列名記述ファイル名 △ △ △ △

環境変数 環境変数の指定
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（凡例）
○：必ず指定してください。
△：省略できます。
×：指定できません。
－：指定値はありません。

　

• －ｇ　〔排他情報ファイル名〕
環境変数 XTSQLとの組み合わせによってデータを抽出する表の排他制御を行います。
環境変数 XTSQLに１を指定した場合，このオプションを必ず指定します。
排他情報ファイルの詳細は次のとおりです。

（凡例）
－：該当しません。

　

• －ｒ　〔認可識別子，〕表識別子
環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションまたは－Ｒオプションを必ず
指定します。

• －Ｒ　〔｛ｂｉｎ｜ｄａｔ｝〕
環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションまたは－ｒオプションを必ず
指定します。

－ w 表式記述ファイル名 △ × △ ×

〔認可識別子，〕表
識別子

－ ○ × ○ ×

表式記述ファイル
名

－ × ○ × ○

XTSQL －ｇオプション 動作

0 なし － コマンドラインの表名で LOCKTABLEを発行

あり 指定値なし LOCK TABLEを発行しない

指定値あり 排他情報ファイルの内容で LOCK TABLEを発行

1 なし － エラー

あり 指定値なし LOCK TABLEを発行しない

指定値あり 排他情報ファイルの内容で LOCK TABLEを発行

コマン
ド

オプション 指定値 HiRDB反映 バイナリ，DAT
ファイル作成

XTSQL XTSQL

0 1 0 1
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• －ｓ　列名記述ファイル名
必要に応じて列名記述ファイルの名称を絶対パスで指定します。

• －ｗ　表式記述ファイル名
環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションは指定できません。

•〔認可識別子，〕表識別子
環境変数 XTSQLを省略，または 0を指定した場合に指定します。

• 表式記述ファイル名
環境変数 XTSQLに１を指定した場合，このオプションを指定します。

各オプションの詳細については，「4.2.2　xtrepコマンド」を参照してください。

● ファイルの指定方法

オプションで指定するファイルの指定方法について説明します。

• 排他情報ファイル
LOCK TABLE文の排他制御オプションを指定します。
環境変数 XTSQLの指定によって，次のようにファイル内容を指定します。

• 表式記述ファイル
SELECT文の表式を指定します。
環境変数 XTSQLの指定によって，次のようにファイル内容を指定します。

● 注意事項

環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，ナル値情報ファイルに列名を指定できません。
ナル既定値，繰返し列データ形式などを指定する場合，フィールド番号で指定してくだ
さい。列名を指定した場合は，エラーになります。

（2） ローダのパラメタユーザ任意指定機能

HiRDB Dataextractorでは，HiRDBへデータを反映する際，HiRDBのデータベース作
成ユティリティ（pdload）を起動しています。ローダのパラメタユーザ任意指定機能で
は，pdloadのパラメタをユーザ任意に指定できます。

この機能の適用範囲を次の表に示します。

XTSQL 指定内容

0 "LOCK TABLE 表名 "以降の排他オプションを指定します。

1 "LOCK TABLE"以降の排他オプションを指定します。

XTSQL 指定内容

0 SELECT文 "FROM 表名 "以降の表式を指定します。

1 SELECT文 "FROM"以降の表式を指定します。
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表 4-7　ローダのパラメタユーザ任意指定機能の適用範囲

（凡例）
○：適用できます。

（a）XDM/XT連携での使用方法

XDM/XT連携でこの機能を使用する場合，指定が必要なものは次のとおりです。

• XDM/XTの JXUMCTL制御文
• HIRDDEF文 PDLODPRMオペランド
• LOAD文 LPRMPATHオペランド，PDSRPATHオペランド

• HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイル（反映側）
• XTLPRMxxxx
• XTPDSRxxxx

必要に応じて指定してください。環境変数の詳細については，「2.2.3　環境変数の設
定」を参照してください。

（b）HiRDB Dataextractor連携での使用方法

HiRDB Dataextractor連携でこの機能を使用する場合，xtrepコマンドを実行します。

● 環境変数

この機能を使用する場合，反映側の環境変数情報設定ファイルに次の環境変数を必要に
応じて指定します。

• XTLPRMxxxx
• XTPDSRxxxx

各環境変数の詳細については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。

● コマンドオプション

この機能で指定が必要，不要となるオプションを次の表に示します。

表 4-8　ローダのパラメタユーザ任意指定機能使用時の xtrepコマンドオプションの指定

データ連携種別 抽出側 反映側 適用可否

XDM/XT連携 XDM/RD HiRDB ○

順編成データセット ○

HiRDB Dataextractor連携 HiRDB HiRDB ○

コマンド オプション 指定値 指定要否

xtrep － d － 1'

－ f サーバ名 △
161



4.　HiRDBからのデータ抽出，HiRDBへのデータ反映
（凡例）
○：この機能を使用する場合，どちらかは必ず指定してください。
△：省略できます。
－：指定値はありません。
1，1'：1と 1'は同時に指定できません。
2，2'：2と 2'は同時に指定できません。

　

●－Ｉ　〔XTPDCFxxxx〕〔，XTLPRMxxxx〕〔，XTPDSRxxxx〕
指定値は一つ以上指定します。複数指定する場合は，コンマ（，）で区切り ,順不同
に指定できます。
• XTPDCFxxxx（pdload制御情報環境変数名）
必要に応じて指定してください。この環境変数の詳細は，「2.2.3　環境変数の設
定」を参照してください。

• XTLPRMxxxx（pdloadコマンドライン情報環境変数名）
この機能を使用する場合は，XTLPRMxxxxと XTPDSRxxxxのどちらかの環境変
数は必ず指定してください。

注意事項
• この環境変数を指定する場合，次のオプションは指定できません。
－ｄオプション
－ｉオプション
－ｌオプション
－ｎオプション
－ｚオプション

• この環境変数名を指定する場合，HiRDB Dataextractorは pdload起動時に
表名，制御情報ファイル名，－ｂオプション，－ｋオプション，－ｖオプ
ション，－Ｗオプション，－ｃオプション以外のパラメタを指定しないた

－ i {c|s|n|x} 1'

－ I XTPDCFxxxx △

XTLPRMxxxx ○ 1

XTPDSRxxxx ○ 2

－ j RDエリア名 △

－ l {a|p|n} 1'

－ n バッファ面数 1'

－ q エラーデータファイル名，件数 2'

－ v ナル値情報ファイル △

－ z － 1'

コマンド オプション 指定値 指定要否
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め，必要なオプションはすべて pdloadコマンドライン情報ファイルに指定し
ます。

• XTPDSRxxxx（pdload制御情報ファイル source文情報環境変数名）
この機能を使用する場合は，XTLPRMxxxxと XTPDSRxxxxのどちらかの環境変
数は必ず指定してください。

注意事項
この環境変数を指定する場合，－ｑオプションは指定できません。

（3） 文字コード変換機能

抽出データの文字コードを環境変数の指定に従って，文字コード変換して反映する機能
です。

この機能の適用範囲を次の表に示します。

表 4-9　文字コード変換機能の適用範囲

（凡例）
－：HiRDB Dataextractorでは対象外です。詳細は，マニュアル「VOS3 データ
ベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照してください。
○：適用できます。

この機能で変換可能な文字コードについては，「3.1.4　抽出したデータの文字コード変
換」を参照してください。

（a）文字コード変換機能の使用方法

環境変数およびナル値情報ファイルを指定することによって，データ反映時に文字コー
ドが変換されます。

● 環境変数

この機能を使用する場合に必要な環境変数について次の表に示します。

データ連携種別 抽出側 反映側 適用可否

XDM/XT連携 XDM/RD HiRDB －

順編成データセット －

HiRDB XDM/RD －

順編成データセット －

HiRDB Dataextractor連携 HiRDB HiRDB ○

バイナリ形式ファイル ○

DAT形式ファイル ○
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表 4-10　文字コード変換機能で設定が必要な環境変数

（凡例）
○：指定します。
△：必要に応じて指定します。省略した場合，環境変数 XTLOCALEに従います。
▲：環境変数 XTDATALOCALEを指定した場合，指定します。
－：指定しません。

注注注注
XTDATALOCALEを指定して UTF-16へ文字コード変換する場合，変換対象は表
データだけとなります。表定義情報は変換対象となりません。表定義情報を変換す
るためには，必ず環境変数 XTLOCALEを指定してください。

　

• XTLOCALE
抽出側と反映側でそれぞれの文字コードを指定します。環境変数の指定値については，
「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。
抽出側と反映側の環境変数の指定組み合わせを次に示します。

　

（凡例）
○：抽出側で指定したコードから反映側で指定したコードに変換します。
－：コード変換しません。

　

• XTDATALOCALE
抽出側と反映側でそれぞれの文字コードを指定します。この環境変数は UTF-16と，
UTF-16以外の文字コード間でデータ連携する場合に指定してください。環境変数の

環境変数 抽出側 反映側 ファイル作成側

XTLOCALE ○ ○ ○

XTDATALOCALE △ △ △

XTUNDEF － ○ ○

XTDATAUNDEF － ▲ ▲

抽出側 反映側

sjis euc utf-8 unknown

sjis － ○ ○ －

euc ○ － ○ －

utf-8 ○ ○ － －

unknown － － － －
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指定値については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。
抽出側と反映側の環境変数の指定組み合わせを次に示します。

　

（凡例）
○：抽出側で指定したコードから反映側で指定したコードに変換します。
－：コード変換しません。

　

• XTUNDEF
未定義コードを検出した場合の処置を指定します。この環境変数の指定値については，
「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。

　

• XTDATAUNDEF
未定義コードを検出した場合の処置を指定します。この環境変数は，環境変数
XTDATALOCALEを指定した場合に有効となります。この環境変数の指定値につい
ては，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。

● ナル値情報ファイル

列単位にコード変換の有無を指定する場合に，xtrepコマンドの－ｖオプションの指定
値にナル値情報ファイルを指定します。

このファイルの指定方法については，「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイルの内
容」を参照してください。

（b）外字のコード変換

文字コードの外字を変換するには，文字コード変換用マッピングテーブルを使用します。
変換に使用されるマッピングテーブルの基のテーブルは，HiRDB Dataextractorインス
トール時に自動的にインストールされます。ディレクトリ名およびファイル名について
は，「2.2.2(5)HiRDB Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイル」を参照し
てください。

この基のマッピングテーブルは，初期状態では外字コードが定義されていません。コー

抽出側 反映側

sjis euc utf-8 utf-16BE utf-16LE

sjis － ○ ○ ○ ○

euc ○ － ○ ○ ○

utf-8 ○ ○ － ○ ○

utf-16BE ○ ○ ○ － ○

utf-16LE ○ ○ ○ ○ －
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ド変換で外字を扱う場合は，事前に文字コ－ド変換用マッピングテーブルを更新してお
く必要があります。

なお，更新を行う場合は，整合性が取れるように，次の 2種類のマッピングテーブルを
それぞれ更新してください。

• 抽出側コード体系から反映側コード体系へのマッピングテーブル
• 反映側コード体系から抽出側コード体系へのマッピングテーブル

● 文字コード変換用マッピングテーブルの編集・参照

文字コード変換用マッピングテーブルに外字コードを定義する場合，またはテーブル内
容を参照する場合は，xtccnvedtコマンドを使用します。

なお，文字コード変換用マッピングテーブルの編集は，HiRDB Dataextractorが動作し
ていない状態で実行してください。

機能
HiRDB Dataextractorインストール時に用意された文字コード変換用マッピング
テーブルを基に，新たに次のディレクトリにマッピングテーブルを作成します。
　
/opt/HIRDBXT/lib/usermap/
　

すでに上記ディレクトリ下にマッピングテーブルが存在する場合は，上書きします。

実行環境
スーパーユーザを使用し，データ反映側のマシンで実行してください。

コマンド

オプション
マッピングテーブル更新時

●－ｗ
文字コード変換用マッピングテーブルを更新する場合に指定します。

●－ｆ　｛ｓｊｉｓ｜ｅｕｃ｜ｕｃｓ2｝
変換元のコードセットを指定します。

 
マッピングテーブル更新時
ｘｔｃｃｎｖｅｄｔ　－ｗ
　　　　　　　　　　－ｆ　｛ｓｊｉｓ｜ｅｕｃ｜ｕｃｓ2｝
　　　　　　　　　　－ｔ　｛ｓｊｉｓ｜ｅｕｃ｜ｕｃｓ2｝
　　　　　　　　　　－ｄ　変換定義ファイル名
 
マッピングテーブル参照時
ｘｔｃｃｎｖｅｄｔ　－ｒ
　　　　　　　　　　－ｆ　｛ｓｊｉｓ｜ｅｕｃ｜ｕｃｓ2｝
　　　　　　　　　　－ｔ　｛ｓｊｉｓ｜ｅｕｃ｜ｕｃｓ2｝
　　　　　　　　　　－ｏ　出力ファイル名
　　　　　　　　　〔－ｓ　出力開始コード〕
　　　　　　　　　〔－ｅ　出力終了コード〕
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ｓｊｉｓ：SJIS文字コード
ｅｕｃ：EUC文字コード
ｕｃｓ2：UTF-8，または UTF-16文字コード

●－ｔ　｛ｓｊｉｓ｜ｅｕｃ｜ｕｃｓ2｝
変換先のコードセットを指定します。
ｓｊｉｓ：SJIS文字コード
ｅｕｃ：EUC文字コード
ｕｃｓ2：UTF-8，または UTF-16文字コード

●－ｄ　変換定義ファイル名
文字コード変換用マッピングテーブルの更新内容を定義した変換定義ファイル
名を 127文字以内で指定します。相対パス指定の場合は，カレントディレクト
リからの相対パスとして認識します。

　
マッピングテーブル参照時

●－ｒ
文字コード変換用マッピングテーブルを参照する場合に指定します。

●－ｏ
文字コード変換用マッピングテーブルの参照結果を出力するファイル名を 127
文字以内で指定します。相対パス指定の場合は，カレントディレクトリからの
相対パスとして認識します。
文字コード変換用マッピングテーブルの参照結果は，変換定義ファイルの定義
フォーマットと同様の形式で 1バイトコード文字列，2バイトコード文字列，3
バイトコード文字列の順に変換元文字コードの昇順に出力します。
出力対象は変換先コードが定義されているコードだけとし，変換先が未定義の
コードについては出力しません。

●－ｓ　出力開始コード
参照を開始する変換元文字コードを 16進数値文字列で指定します。このオプ
ションを省略した場合は，文字コード変換用マッピングテーブルの先頭から参
照を開始します。

注意事項
出力開始コードは，次のように指定してください。
• 1バイトコードは 2文字，2バイトコードは 4文字，3バイトコードは 6文字
（変換元コードが EUC文字コードの場合だけ）で指定します。これ以外の文
字数の場合はエラーとなります。

• 3バイトコードを指定する場合，先頭が 8f以外のときはエラーとなります。
• －ｅオプションで指定した出力終了コードよりも大きい値を指定した場合は
エラーとなります。

●－ｅ　出力終了コード
参照を終了する変換元文字コードを 16進数値文字列で指定します。このオプ
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ションを省略した場合は，文字コード変換用マッピングテーブルの終わりまで
参照を行います。

注意事項
出力終了コードは次のように指定してください。
• 1バイトコードは 2文字，2バイトコードは 4文字，3バイトコードは 6文字
（変換元コードが EUC文字コードの場合だけ）で指定します。これ以外の文
字数の場合はエラーとなります。

• 3バイトコードを指定する場合，先頭が 8f以外のときはエラーとなります。
• －ｓオプションで指定した出力開始コードよりも小さい値を指定した場合は
エラーとなります。

注意事項
オプション－ｆと－ｔで指定できるコードセットの組み合わせを次に示します。

注注注注
変換元と変換先に同じコードセットを指定した場合は，文字コード変換用マッピン
グテーブルの更新は行いません。

注※注※注※注※
文字コードセットが UTF-8の場合は，UCS-2コードセットを指定してください。

　

変換定義ファイル
変換定義ファイルには，文字コード変換用マッピングテーブル中の更新したい変換
元文字コードと変換先文字コードを次のフォーマットで定義します。

記述規則
• 1行に 1エントリで定義します。
• 変換元文字コード，変換先文字コードは 16進数値文字列（a～ fについては
大文字，小文字のどちらの指定も可）で指定します。

•「#」以降は，コメントとみなされます。変換の定義のあとにコメントを記載

－ｆオプション －ｔオプション 処理対象のマップファイル

sjis euc jis2euc.map

ucs2※ jis2ucs2.map

euc sjis euc2jis.map，eucg2j.map

ucs2※ euc2ucs2.map，eucg2u.map

ucs2※ sjis ucs22jis.map

euc ucs22euc.map

 
変換元文字コード，変換先文字コード
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する場合は，定義と「#」の間に一つ以上の空白文字またはタブを入れておく
必要があります。

• 文字コードの指定は，1バイトコードは 2文字，2バイトコードは 4文字，3
バイトコードは 6文字（EUC文字コードの場合だけ）で行います。これ以外
の文字数での指定がある場合はエラーとなります。

• 3バイトコードを指定する場合，先頭が 8f以外のときはエラーとなります。
• 変換先文字コードの指定以降に出現する最初の空白文字以降は無視します。
• 各コードの前後にある空白文字およびタブは無視します。

（c）コード変換エラー時の処理

コード変換エラー時の処理は，エラー要因によって，次のようになります。

（i）変換後データ長が受け取りエリアより長くなる場合
けたあふれしたデータを切り捨てて，設定します。

（例）
抽出側，反映側とも CHAR(3)の列で，データが「あ＋ア（半角カナ文字）」で
あるとき，SJISから EUCへコード変換を行うと，変換後データ長が 4バイト
となるため，最後の文字は切り捨てます。

（ii）抽出データ（列単位）の末尾が 2または 3バイトコードの途中である場合
• 反映側の属性が固定長のとき
エラーデータの前までのデータを設定し，残りを空白（0x20）にします。

（例）
抽出側，反映側とも CHAR(3)の列で，データが「あ＋ 2バイトコードの先頭」
であるとき，SJISから EUCへコード変換を行うと，最後の文字は切り捨て，
残りに空白を設定します。

　
• 反映側の属性が可変長のとき
エラーデータの前までのデータを設定します。

（例）
抽出側，反映側とも VARCHAR(3)の列で，データが「あ＋ 2バイトコードの
先頭」であるとき，SJISから EUCへコード変換を行うと，最後の文字は切り
捨てます。

　

変換エラーを検知するとエラーメッセージ（JXU7230I）を出力して，エラーを検知した
次の列から処理を続行します。変換エラーレコード件数が打ち切り件数に達したときに，
エラーメッセージ（JXU7230E）を出力して処理を終了します。
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4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイルの内容
xtrepコマンドで指定する，次のファイルの内容について説明します。

• 列名記述ファイル
• 表式記述ファイル
• ナル値情報ファイル
• 出力ファイル
• 反映情報ファイル
• 排他情報ファイル

（1） 列名記述ファイル

列名記述ファイルには，SELECT文の選択式を指定します。

SELECT文での選択式の指定方法については，マニュアル「HiRDB Version 8 SQLリ
ファレンス」を参照してください。

注意事項
• 列名にスペース，ハイフン（－）を含むときは，引用符（"）で囲みます。
• 列名の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，引用符（"）で囲みます。引用
符（"）で囲まない場合は，すべて英大文字として扱われます。

• SGMLTEXT型，XML型，または FREEWORD型の列の抽出をする場合は，抽
象データ型関数の extractsを指定してください。

　

抽象データ型関数 extractsの指定形式を次に示します。

形式

（2） 表式記述ファイル

表式記述ファイルには，SELECT文の次の句を指定します。

• WHERE句
• ORDER BY句

SELECT文でのWHERE句および ORDER　BY句の指定方法については，マニュアル
「HiRDB Version 8 SQLリファレンス」を参照してください。

注意事項
• 表式の指定値にスペース，ハイフン（－）を含むときは，引用符（"）で囲みま
す。

• 表式の指定値の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，引用符（"）で囲みま

 
ｅｘｔｒａｃｔｓ（列名）
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す。引用符（"）で囲まない場合は，すべて英大文字として扱われます。
• 表式記述ファイルで指定可能なデータ型の組み合わせについては，「表 3-7　

HiRDB Dataextractorで変換および比較できるデータ型」を参照してください。
• ORDER BY句を指定する場合，抽出時に属性，文字コード変換をすると，反映側
システム上での並び順と異なることがあるため注意してください。

（3） ナル値情報ファイル

ナル値情報ファイルは，次のときに指定します。

• ナル値の既定値を変更するとき
反映対象の列にナル値を格納する場合に，ナル値とみなす値を変更したいときに指定
します。抽出したデータと，ここでの指定で設定した値が同じ場合に，表の列にナル
値が格納されます。
また，ファイル作成の場合には，抽出データのナル値をどのような既定値としてファ
イルに格納するかを指定します。
ナル値情報ファイルを省略（－ vオプション省略）した場合のナル値の既定値，およ
びナル値情報ファイルの指定値によって設定されるナル値の既定値を，「表 4-11　ナ
ル値の既定値」に示します。

• 繰返し列をファイルに格納する場合のデータ形式およびナル値反映方法を指定すると
き
繰返し列でのデータ形式およびナル値反映方法の指定の詳細については，「3.1.1(6)繰
返し列の抽出」を参照してください。

　

形式

説明

●列名
ナル値の既定値を変更する列を指定します。
• HiRDBの表に反映する場合
反映側の表の列名で指定してください。

• ファイルだけを作成する場合
抽出側の表の列名で指定してください。

●フィールド番号＝ NUM　
ナル値の既定値を変更する列の先頭からの通番を指定します。指定値範囲は 1～
99,999です。

 
｛列名｜フィールド番号＝ＮＵＭ｝
　　〔＝｛ＨＩＧＨ｜ＬＯＷ｜ＺＥＲＯ｜ＳＰＡＣＥ｜（’定数値’）｜
　　　　　（X’１６進定数値’）｝〕
　　　〔，ＡＲＲＡＹ＝｛ＦＦ｜ＦＶ｜ＶＶ｝〔，ＮＵＬＬＥＬＭ＝｛Ｃ｜Ｅ｝〕〕
　　〔，｛ＮＯＣＯＤＥＣＯＮＶ｜ＣＯＤＥＣＯＮＶ｝〕
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HiRDBの表に反映する場合
反映表の定義上の先頭からの通番を指定してください。

ファイルだけを作成する場合
• －ｓオプション指定なし
抽出表の定義上の先頭からの通番を指定してください。

• －ｓオプション指定あり
列名記述ファイルに指定した列名の先頭からの通番を指定してください。

●｛ＨＩＧＨ｜ＬＯＷ｜ＺＥＲＯ｜ＳＰＡＣＥ｜（’定数値’）｜（X’１６進定数
値’）｝

ナル値の既定値を指定します。
ここでの指定によって設定される値については，「表 4-11　ナル値の既定値」を参照
してください。

●ＡＲＲＡＹ＝｛ＦＦ｜ＦＶ｜ＶＶ｝
繰返し列をファイルに格納する場合の，データの形式を指定します。
ARRAYと NULLELMの指定値の組み合わせ可否については，「表 4-12　ARRAY
と NULLELMの組み合わせ可否」を参照してください。

ＦＦ：列の先頭に要素数がなく，列の要素すべてにデータがある形式。

ＦＶ：列の先頭に要素数があり，列の要素すべてにデータがある形式。

ＶＶ：列の先頭に要素数があり，要素数分のデータがある形式。

●ＮＵＬＬＥＬＭ＝｛Ｃ｜Ｅ｝
繰返し列をファイルに格納する場合に，要素すべてがナル値のときのナル値の設定
方法（ナル値反映方法）を指定します。
ARRAYと NULLELMの指定値の組み合わせ可否については，「表 4-12　ARRAY
と NULLELMの組み合わせ可否」を参照してください。

Ｃ：要素全体にデータがないとき，列全体をナル値として反映します。

Ｅ：要素全体にデータがないとき，各要素をナル値として反映します。

●｛ＮＯＣＯＤＥＣＯＮＶ｜ＣＯＤＥＣＯＮＶ｝
列単位にコード変換の有無を指定します。

ＮＯＣＯＤＥＣＯＮＶ：文字コード変換機能を使わない場合に指定します。この指
定値は，環境変数 XTLOCALE，または XTDATALOCALEを指定してコード変換
を行う場合だけ有効となります。

ＣＯＤＥＣＯＮＶ：文字コード変換機能を使う場合に指定します。この指定値は，
環境変数 XTLOCALE，または XTDATALOCALEを指定してコード変換を行う場
合だけ有効となります。

注意事項
• 次の条件をすべて満たす場合は，SGMLTEXT型の列に対して，必ずこの指
定値を指定してください。指定しない場合は，SGMLTEXT型は文字コード
172



4.　HiRDBからのデータ抽出，HiRDBへのデータ反映
変換対象となりません。
・文字コード変換を行う。
・データを抽出し，ファイルだけを作成する（HiRDBに反映しない）。
・抽出するデータに SGMLTEXT型が含まれる。
• 文字集合列で，かつ環境変数 XTCSETUSEに yesを指定した場合，文字コー
ド変換対象となりません。文字集合列を文字コード変換対象にするためには，
次の条件をすべて満たす必要があります。
・すべての文字列が文字集合である。
・すべての文字列に CODECONVを指定する。
・抽出側の環境変数 XTDATALOCALEに utf-16BEを指定する。

記述規則
• 1行に一つの列について記述します。複数列分記述したい場合は，複数行記述して
ください。

• 注釈は，"＃ "以降その行の終わりまでとします。
• 列名にスペース，ハイフン（－）を含むときは，引用符（"）で囲んでください。
• 列名の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，引用符（"）で囲んでくださ
い。

• 引用符（"）で囲まない場合は，すべて英大文字として扱われます。
• 定数値を指定する場合は，255バイト以下で指定してください。
• 定数値中に「’）」は指定しないでください（アポストロフィ「’」と右括弧「）」
は連続して指定しないでください）。

• HiRDBの表へ反映する場合，反映側の列が非NULL属性のときは，ナル既定値
がそのままデータとして格納されます。

• ファイルの作成時，抽出側の列が非 NULL属性のときは，指定を無視します。
• 抽象データ型の列は，列単位のコード変換の有無（NOCODECONVまたは

CODECONV）以外は指定できません。
• XML型の列に CODECONVは指定できません。
• 反映情報ファイルに XMLを指定した列には，CODECONVを指定できません。
• 繰返し列のデータ形式およびナル値反映方法の指定時の注意事項については，
「3.1.1(6)繰返し列の抽出」を参照してください。
• ナル既定値はコード変換を行わないため，バイナリファイル出力を行う場合は反
映側の文字コードで定数を指定します。

• 次のデータ型の変換を行う場合，文字コード変換を行わないため，変換が必要な
ときは，CODECONVを指定します。
・(VAR)CHAR → BINARY
・M(VAR)CHAR → BINARY
• 数値属性に 16進定数を指定する場合は，反映側のエンディアン表現で指定しま
す。

• FLT，SFLT属性に 16進定数を指定する場合は IEEE浮動小数点規格の範囲で指
定します。

• DATファイルを作成する場合，ARRAYに FVは指定できません。
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• 対象の表に可変長文字列を含む場合，この環境変数に FF，FVは指定できません。
• バイナリファイル，DATファイルを作成する場合，NULLEMは指定できません。
• 通常列に ARRAY，NULLEMを指定することはできません。

注意事項
• FLT，SFLT属性に 16進定数を指定した場合，ナル値を正しく反映させるため，

HiRDB Dataextractorが値を補正するときがあります。
• 環境変数 XTNLDFLTの指定によって，ナル値情報ファイルの指定規則が異なり
ます。環境変数 XTNLDFLTの指定によるナル値情報ファイルの指定規則につい
ては，「表 4-13　ナル値情報ファイルの指定規則（HiRDBからのデータ抽出の場
合）」を参照してください。また，環境変数 XTNLDFLTの指定値と，仮定するナ
ル既定値の関係については「表 4-14　環境変数 XTNLDFLTの指定値と仮定する
ナル既定値の関係」を参照してください。

記述例
　
CLM01=HIGH                        #INT
CLM02=LOW                         #DATE
CLM03=('FFFF')                    #CHAR(4)
CLM04=SPACE,ARRAY=FV,NULLELM=E    #CHAR(4)
CLM05, NOCODECONV
CLM06=(X'A4A2')

　

表 4-11　ナル値の既定値

データ型 －ｖオ
プション

－ｖオプションでの指定

省略時 HIGH LOW ZER
O

SPACE 定数 16進定数

INTEGER －
2147483
648

2147483
647

－
2147483
648

0 － － X’16進定
数値’（4バ
イト）

SMALLINT － 32768 32767 － 32768 0 － － X’16進定
数値’（2バ
イト）

DECIMAL(p, s) － 99…
99

99…99 － 99…
99

0※
1

－ － X’16進定
数値’((p+1)
÷ 2バイト )

FLOAT ※ 2 ※ 3 ※ 2 0 － － X’16進定
数値’（8バ
イト）

SMALLFLT ※ 4 ※ 5 ※ 4 0 － － X’16進定
数値’（4バ
イト）
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CHAR(n)
VARCHAR(n
)
MCHAR(n)
MVARCHAR
(n)

n＜
4

nバイト
の’#’
（半角）

－ － － nバイ
トの空
白
（半角）

定数
値
（ｎ
バイ
ト）

X’16進定
数値’（nバ
イト）

n≧
4

4バイト
の’#’
（半角）

－ － － 4バイ
トの空
白
（半角）

定数
値
（M
AX2
55
バイ
ト）

X’16進定
数値’
（MAX127バ
イト）

NCHAR(n)
NVARCHAR
(n)

n＜
2
(n=1
)

2バイト
の’＃’
（全角）
※ 6

－ － － 2バイ
トの空
白（全
角）※ 6

定数
値
（2
バイ
ト）

X’16進定
数値’（2nバ
イト）

n≧
2

4バイト
の’＃
＃’
（全角）
※ 6

－ － － 4バイ
トの空
白（全
角）※ 6

定数
値
（M
AX2
54
バイ
ト）

X’16進定
数値’
（MAX127バ
イト）

DATE 0001年
01月 01
日

9999年
12月 31
日

0001年
01月 01
日

－ － － X’16進定
数値’（4バ
イト）

INTERVAL YEAR 
TO DAY 

－ 9999
年
11月 99
日間

9999年
11月 99
日間

－ 9999
年
11月 99
日間

0000
年
00
月
00
日間

－ － X’16進定
数値’（5バ
イト）

TIME 00時 00
分 00秒

23時 59
分 59秒

00時 00
分 00秒

－ － － X’16進定
数値’（3バ
イト）

INTERVAL HOUR
TO SECOND

－ 99時
間 59分
59秒間

99時間
59分 59
秒間

－ 99時
間 59分
59秒間

00
時間
00
分
00
秒間

－ － X’16進定
数値’（4バ
イト）

BLOB XTNL0 － － － － － －

データ型 －ｖオ
プション

－ｖオプションでの指定

省略時 HIGH LOW ZER
O

SPACE 定数 16進定数
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（凡例）
―：指定できません。

注※注※注※注※ 1111
値 0は，符号部（C：正符号）付きを示します。

注※注※注※注※ 2222
－ 1.7976931348623157e＋ 308

注※注※注※注※ 3333
1.7976931348623157e＋ 308

注※注※注※注※ 4444
－ 3.4028234663852886e＋ 38

注※注※注※注※ 5555
3.4028234663852886e＋ 38

注※注※注※注※ 6666
文字コードにかかわらず，空白は X'8140'，’＃’は X'8194'とします。

注※注※注※注※ 7777
小数けたは定義によって 0～ 6けたになります。

BINARY(n) n＜
128

X’00…
00’

(nバイ
ト )

X’FF…
FF’(n
バイト )

X’00…
00’

(nバイ
ト )

－ － － X’16進定
数値’（nバ
イト）

n≧
128

X’00…
00’

(127バ
イト )

X’FF…
FF’

(127バ
イト )

X’00…
00’

(127バ
イト )

－ － － X’16進定
数値’

（MAX127バ
イト）

TIMESTAMP(n) 0001年
01月 01
日 00時
00分
00.00000
0秒※ 7

9999年
12月 31
日 23時
59分
59.99999
9秒※ 7

0001年
01月 01
日 00時
00分
00.00000
0秒※ 7

－ － － X’16進定
数値’（7＋
(n÷ 2)バイ
ト）

データ型 －ｖオ
プション

－ｖオプションでの指定

省略時 HIGH LOW ZER
O

SPACE 定数 16進定数
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表 4-12　ARRAYと NULLELMの組み合わせ可否

（凡例）
－：指定値はありません。
○：指定できます。
×：指定できません。

機能 指定値 指定可否 処理

抽出側 反映側 ARRAY NULLELM

HiRDB HiRDB FF － ○ 続行

C

E

FV － ○ 続行

C × エラー

E

VV － ○ 続行

C × エラー

E

バイナリファイル FF － ○ 続行

C × エラー

E

FV － ○ 続行

C × エラー

E

VV － ○ 続行

C × エラー

E

DATファイル FF － ○ 続行

C × エラー

E

FV － × エラー

C

E

VV － ○ 続行

C × エラー

E
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表 4-13　ナル値情報ファイルの指定規則（HiRDBからのデータ抽出の場合）

（凡例）
◎：必ず指定してください。
○：指定できます。
×：指定できません。

表 4-14　環境変数 XTNLDFLTの指定値と仮定するナル既定値の関係

ナル値情報ファイル 環境変数 XTNLDFLTの指定値

指定内容 0または 1 2

HiRDB反映 ファイル作成 HiRDB反映 ファイル作成

バイナリ
形式

DAT
形式

バイナリ
形式

DAT
形式

列名｜フィールド番号
=NUM

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ナル値の既定値 ○ ○ ○ × × ×

ARRAY= FF ○ ○ ○ × × ○

FV ○ ○ × × × ×

VV ○ ○ ○ × × ○

NULLELM={C｜ E} ○ × × × × ×

NOCODECONV｜
CODECONV

○ ○ ○ ○ ○ ○

データ型 － vオプション省略時仮定値

環境変数 XTNLDFLTの指定値

0 1

INTEGER － 2147483648 同左

SMALLINT － 32768 同左

DECIMAL － 99…99 X'FF…FF'

FLOAT － 1.7976931348623157e＋ 308 同左

SMALLFLT － 3.4028234663852886e＋ 38 同左

CHAR(n)
VARCHAR(n)
MCHAR(n)
MVARCHAR(n)

• n≦ 4のとき
nバイトの‘#‘

• n>4のとき
4バイトの‘#‘

同左

NCHAR(n)
NVARCHAR(n)

• n≦ 2のとき
n文字の‘#‘（全角）

• n>2のとき
2文字の‘#‘（全角）

同左
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注※注※注※注※
小数けたは定義によって 0～ 6けたになります。

（4） 出力ファイル

出力ファイルは抽出したデータを格納するファイルです。

HiRDB Dataextractorが抽出したデータを出力ファイルへ格納するときの記述形式につ
いて説明します。出力ファイルでの記述形式は，HiRDBのデータベース作成ユティリ
ティの入力ファイルの形式を基にしています。

出力ファイルには，次の二つの形式があります。

• バイナリ形式
• DAT形式

（a）バイナリ形式の場合

バイナリ形式の場合，抽出したデータをHiRDBの DBに格納されている形式で記述し
ます。環境変数 XTNLDFLTの指定により，データ形式が異なります。

次に環境変数 XTNLDFLTの指定によるデータ形式を示します。

(i) 環境変数 XTNLDFLTを省略，または 0か１を指定した場合
• 列データと列データの間は，空白を入れないで詰めます。
• 各データ型に対する，列データの記述形式（バイナリ形式）を，次の表に示します。

DATE 0001年 01月 01日 X'FFFFFFFF'

INTERVAL YEAR
TO DAY

－ 9999年 11月 99日間 X'FFFFFFFFFF'

TIME 00時 00分 00秒 X'FFFFFF'

INTERVAL HOUR
TO SECOND

－ 99時間 59分 59秒間 X'FFFFFFFF'

BLOB XTNL0 同左

BINARY(n) • n＜ 128のとき
X'00…00'　(nバイト )

• n≧ 128のとき
X'00…00'　(127バイト )

同左

TIMESTAMP(n) 0001年 01月 01日 00時 00分
00.000000秒※

X'FF…FF'
(7＋ (N)÷ 2バイト )

データ型 － vオプション省略時仮定値

環境変数 XTNLDFLTの指定値

0 1
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表 4-15　列データの記述形式（バイナリ形式）

データ型 列データ記述形式

数データ INTEGER，
SMALLINT

DECIMAL(m，n)
1≦ m≦ 38
0≦ n≦ 38
m≧ n

FLOAT，
SMALLFLT

文字データ，
各国文字データ，
混在文字データ

CHARACTER(n)
，VARCHAR(n)，
MCHAR(n)，
MVARCHAR(n)
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NCHAR(n)，
NVARCHAR(n)

日付データ DATE

日間隔データ INTERVAL 
YEAR TO DAY

時刻データ TIME

時刻印データ TIMESTAMP(n)
n=0，2，4，6

データ型 列データ記述形式
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時間隔データ INTERVAL 
HOUR TO 
SECOND

長大データ BLOB

BINARY(n)
1≦ n≦
2,147,483,647

抽象データ型 SGMLTEXT

データ型 列データ記述形式
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注※注※注※注※
2進数で，実データ長を設定します。
長さ 0のデータ（0バイト文字）の場合には，実データ長に 0を設定し，実データ
部がない形式で格納します。

(ii) 環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合

次の図を参照してください。

図 4-1　環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合のデータの記述形式（バイナリ形式）

（説明）

行長：4バイトの領域に先頭から最終列データの末尾までの長さを設定します。

オフセット：4バイトの領域に先頭から各列データの先頭までの長さを設定します。
ナル値のデータの場合は 0を設定し，列データおよび長大 /抽象データは作成
しません。

列データ：各データ型に対する，列データの記述形式を「表 4-16　列データの記述
形式（環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合）」に示します。

長大 /抽象データ：データ型が XML，BINARY，SGMLTEXT，または BLOBで，

XML

FREEWORD

データ型 列データ記述形式
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列データ部にサイズを格納し実データを末尾に格納します。実データを格納すると
きの優先順位は次のとおりです。同一データ型が複数存在する場合は定義順に格納
します。

1. XML
2. BINARY
3. SGMLTEXT
4. BLOB

　

表 4-16　列データの記述形式（環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合）

（b）DAT形式の場合

DAT形式の場合，抽出したデータを文字データで記述します。記述方法を次に示しま
す。

• ファイルの 1行に対して，表の 1行のデータを記述します。行の終わりには改行文字
を記述します。

• 列データと列データとの間は，セパレータ文字で区切ります。
セパレータ文字は，－ Rオプションで指定できます。指定が省略された場合は，コン
マ（，）を使用します。

• 列データがナル値の場合は，どのデータ型のときにも記述しません（データなしとし
て扱います）。

データ型 列データ記述形式

XML
BINARY

4バイトに 2進数で BINARYデータの長さを格納し，BINARYデータはレコード
の末尾に格納します。XML型の列が複数ある場合には，BINARYデータは列の
並び順で格納されます。

SGMLTEXT
BLOB

先頭 8バイトの末尾 4バイトに 2進数で LOBデータの長さを格納し，LOBデー
タはレコードの末尾に格納します。

上記以外 各データ型の記述形式は「表 4-15　列データの記述形式（バイナリ形式）」を参照
してください。ただし，繰返し列の場合に環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した
ときのデータ形式が変更となります。詳細については，「表 3-6　環境変数
XTNLDFLTに 2を指定した場合の HiRDBの表への反映時およびバイナリ形式の
ファイル作成時の繰返し列のデータ形式」を参照してください。
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各データ型に対する，列データの記述形式（DAT形式）を，次の表に示します。

表 4-17　列データの記述形式（DAT形式）

データ型 列データ記述形式

数データ INTEGER • 数値を文字で記述します。
• マイナスは，"－ "符号を付けます。
• 小数点は，整数．小数で記述します。

SMALLINT • 浮動小数点は，仮数部ｅ指数部で記述します。

DECIMAL 整数（例：－ 1234　…　0　…　1234）

FLOAT 小数点（例：－ 1.56　…　0　…　1.56）

SMALLFLT 浮動小数点（例：－ 2.4e＋ 9　…　0e0　…　2.4e＋
9）

文字データ CHARACTER 文字の前後を引用符（"）で囲んで記述します。
（例："abcd"や "ABCD"など）

VARCHAR 可変長データ型で，長さ 0の場合，""と記述します。

各国文字データ NCHAR

NVARCHAR

混在文字データ MCHAR

MVARCHAR

日付データ DATE 数値 yyyy-mm-ddの形式で記述します。
yyyy：西暦　mm：月　dd：日
（例：1998年 1月 1日→ 1998-01-01）

日間隔データ INTERVAL YEAR TO 
DAY

数値〔－〕yyyymmdd．の形式で記述します。マイナス
は "－ "符号を付けます。
（例：1111年 1か月 1日間→ 11110101．）

時刻データ TIME 数値 hh：mm：ssの形式で記述します。
hh：時　mm：分　ss：秒
（例：12時 1分 1秒→ 12：01：01）

時刻印データ TIMESTAMP(n)
n=2, 4, 6

数値 YYYY-MM-DD_hh：mm：ss．nnnnnnの形式で
記述します。
YYYY：西暦　MM：月　DD：日　hh：時　mm：分
　
ss：秒　nnnnnn：小数秒（0～ 6けた）　_：半角ス
ペース
（例：1997年 10月 15日 15時 30分 25.666666秒
　→ 1997-10-15 15：30：25．666666）

時間隔データ INTERVAL HOUR TO 
SECOND

数値〔－〕hhmmss．の形式で記述します。マイナスは
"－ "符号を付けます。
（例：1時間 1分 1秒→ 010101．）

長大データ BLOB LOB入力ファイルの名称を絶対パス名で記述します。
LOBデータは，LOBデータ単位に LOB入力ファイル
を作成し，LOB入力ファイル格納用ディレクトリ下に
格納します。
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（5） 反映情報ファイル

反映情報ファイルには，データ型を変換する列情報とデータ型を指定します。

反映情報ファイルは，次の場合に指定します。

• 抽出データをファイルにだけ格納する場合
指定したデータ型でデータをファイルに出力します。反映情報ファイルを省略（－ L
オプション省略）した場合の列，およびデータ型を指定しない列に対しては，抽出列
のデータ型を格納時のデータ型として仮定します。

• 次のデータ型を抽出し，反映またはファイルに格納する場合
• BLOB
• BINARY
• SGMLTEXT
• XML

列単位に最大データ長を指定します。これによって，指定された長さのバッファを使
用するためにバッファを節約できます。反映情報ファイルを省略（－ Lオプション省
略），またはデータ型を指定しない列に対するバッファサイズは環境変数
XTLOBBUFSIZEに従います。

形式

説明

●ＦＯＲＭＡＴ
データ型を変換することを示します。

BINARY(n)
1≦ n≦ 2,147,483,647

データの前後を引用符（"）で囲んで記述します。
（例："abcdef"）

抽象データ型 SGMLTEXT 原文書ファイルの名称を絶対パス名で記述します。
LOBデータは，LOBデータ単位に LOB入力ファイル
を作成し，LOB入力ファイル格納用ディレクトリ下に
格納します。

XML 記述形式はありません。
ファイル作成時は，反映情報ファイルに XMLの指定が
ない場合，BINARY属性として扱われます。XMLの指
定がある場合は DATファイルへの出力はできません。

FREEWORD 文字の前後を引用符（"）で囲んで記述します。
（例："abcdef"）
長さ 0の場合，""と記述します。

 
ＦＯＲＭＡＴ
　｛ＦＩＥＬＤ＿ＮＵＭ　フィールド番号｜ＦＩＥＬＤ＿ＮＡＭＥ　列名｝ＡＴＴＲ　データ型
　　　　〔｛ＦＩＥＬＤ＿ＮＵＭ　フィールド番号｜ＦＩＥＬＤ＿ＮＡＭＥ｝ＡＴＴＲ　データ型〕…
 

データ型 列データ記述形式
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●ＦＩＥＬＤ＿ＮＵＭ
データ型変換の対象とする抽出列の先頭からの通番を指定します。
• － sオプション指定なしの場合
抽出表の定義上の先頭からの通番。

• － sオプション指定ありの場合
列名記述ファイルに指定した列名の先頭からの通番。

指定値範囲は 1～ 99,999です。フィールド番号は重複して指定できません。

●ＦＩＥＬＤ＿ＮＡＭＥ
データ型変換の対象とする抽出列名を指定します。
－ sオプション指定時は指定できないので，FIELD_NUMを指定してください。
列名は重複して指定できません。

●ＡＴＴＲ
データ型を指定します。
指定可能なデータ型を次の表に示します。

注意事項
• 1行に一つの列について記述してください。複数列分記述したい場合は，複数行記
述してください。

• 注釈は，"#"以降から，その行の終わりまでとします。
• 列名にスペース，ハイフン（－）を含むときは，引用符（"）で囲んでください。
• 列名の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，引用符（"）で囲んでくださ
い。
引用符（"）で囲まない場合は，すべて英大文字として扱われます。

• 抽出データを反映する場合，反映情報ファイルでのバッファサイズが反映側の
BLOBデータ型の定義長より大きいときは，この指定を無効とし，BLOB列定義
長のバッファを使用します。

　

表 4-18　ATTRに指定できるデータ型

指定できるデータ型※ 1 対応する HiRDBのデータ型 ファイル作成 HiRDB反映

INT INTEGER ○ ×

SINT SMALLINT ○ ×

DEC(m,n)※ 2 DECIMAL(m,n) ○ ×

FLT FLOAT ○ ×

SFLT SMALLFLT ○ ×

CHAR(n)※ 3※ 10 CHAR(n) ○ ×

VARCHAR(n)※ 3※ 10 VARCHAR(n) ○ ×

MCHAR(n)※ 3 MCHAR(n) ○ ×
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（凡例）
○：指定できます。
×：指定できません（指定を無視し，反映側のデータ型を仮定します）。

注※注※注※注※ 1111
指定できるデータ型の組み合わせについては，「表 3-7　HiRDB Dataextractorで変
換および比較できるデータ型」を参照してください。

注※注※注※注※ 2222
mおよび nは，1≦m≦ 38，0≦ n≦ 38，m≧ nです。

注※注※注※注※ 3333
nは，バイト数を符号なし整数を指定します。指定値範囲は 1≦ n≦ 32,767です。

注※注※注※注※ 4444
nは，文字数を符号なし整数を指定します。指定値範囲は 1≦ n≦ 16,383です。

注※注※注※注※ 5555
この指定値長は，環境変数 XTLOBBUFSIZEと同等の意味があり，環境変数
XTLOBBUFSIZEの指定値よりも優先されます。また，指定値の指定範囲と実際の
最大長を次に示します。

MVARCHAR(n)※ 3 MVARCHAR(n) ○ ×

NCHAR(n)※ 4 NCHAR(n) ○ ×

NVARCHAR(n)※ 4 NVARCHAR(n) ○ ×

DATE DATE ○ ×

TIME TIME ○ ×

YEAR INTERVAL YEAR TO DAY ○ ×

HOUR INTERVAL HOUR TO SECOND ○ ×

BLOB(n〔{K|M|G}〕)※ 5 BLOB(n〔{K|M|G}〕) ○※ 6 ○※ 7

SGMLTEXT(n〔{K|M|G}〕)
※ 5

SGMLTEXT ○※ 6 ○※ 6

XML(n〔{K|M|G}〕)※ 5 XML ○※ 6 ○※ 6

FREEWORD(n)※ 3 FREEWORD ○ ×

BINARY(n)※ 8 BINARY(n) ○※ 6 ○※ 7

TIMESTAMP(n)※ 9 TIMESTAMP(n) ○ ×

指定できるデータ型※ 1 対応する HiRDBのデータ型 ファイル作成 HiRDB反映
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ただし，実際の最大長の計算結果が 2,147,483,648の場合は，2,147,483,647になり
ます。

注※注※注※注※ 6666
環境変数 XTLOBBUFSIZEを省略した場合は必ず指定します。指定がない場合，
バッファが確保できずにエラー終了することがあります。

注※注※注※注※ 7777
指定した長さが反映側の BLOBデータ型の定義長よりも長い場合，この指定は無効
とし，定義長を仮定します。

注※注※注※注※ 8888
nは，バイト数を符号なし整数を指定します。指定値範囲は 1≦ｎ≦
2,147,483,647です。

注※注※注※注※ 9999
nは，0，2，4，6のどれかになります。

注※注※注※注※ 10101010
文字集合列，またはNCHAR属性の文字データを UTF-16で抽出する場合，サイズ
の変更はできません。

（6） 排他情報ファイル

排他情報ファイルには，データ抽出時の排他情報について指定します。

排他情報ファイルの指定内容を次に示します。

• 環境変数 XTSQLが 0または省略時
"LOCK TABLE 表名 "以降の LOCK文を指定します。

形式

　

• 環境変数 XTSQLが 1の場合

単位 nの指定範囲 実際のサイズ（バイト）

なし 1≦ n≦ 2,147,483,647 同左

K 1≦ n≦ 2,097,152 n× 1,024

M 1≦ n≦ 2,048 n× 1,048,576

G 1≦ n≦ 2 n× 1,073,741,824

 
ＩＮ　ＥＸＣＬＵＳＩＶＥ　ＭＯＤＥ　ＮＯＷＡＩＴ
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"LOCK TABLE"以降の LOCK文を指定します。

形式

　

実際に発行される LOCK文

LOCK文の指定方法については，マニュアル「HiRDB Version 8 SQLリファレンス」を
参照してください。

注意事項
指定値の末尾にセミコロン（；）は指定しないでください。

 
表名　ＩＮ　ＥＸＣＬＵＳＩＶＥ　ＭＯＤＥ　ＮＯＷＡＩＴ
 

 
LOCK TABLE 表名 IN EXCLUSIVE MODE NOWAIT
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4.3　出力リストの形式

（1） データの抽出時の出力リスト

データの抽出側のHiRDB Dataextractorを実行したときに出力されるリストの形式につ
いて，説明します。

データの抽出側のHiRDB Dataextractorの実行結果はエラーログファイルに出力されま
す。エラーログファイルの名称については，「表 2-3　HiRDB Dataextractorが作成する
ディレクトリおよびファイル」を参照してください。

データの抽出側のHiRDB Dataextractor実行時に出力される出力リストの構成を「図
4-2　データの抽出時の出力リストの構成」に，データの抽出側の HiRDB Dataextractor
実行結果リスト例を，「図 4-3　データの抽出側のHiRDB Dataextractor実行結果リス
ト」に示します。

図 4-2　データの抽出時の出力リストの構成

図 4-3　データの抽出側の HiRDB Dataextractor実行結果リスト

説明
番号は，図中の丸付き数字と対応しています。
1. プログラムプロダクトの形名
2. ロードモジュール名
3. バージョン番号
4. リビジョン番号
5. PXTCNTL（HiRDB Dataextractorの入口プログラム）を実行した日付

yy：年（西暦下 2けた） 
mm：月
dd：日

6. PXTCNTLを実行した時刻
hh：時
mm：分
ss：秒
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7. メッセージ出力元プロセスのプロセス ID
8. メッセージ出力時刻
9. HiRDB Dataextractorのメッセージ

（2） データの反映時の出力リスト

データの反映側の HiRDB Dataextractorを実行したときに出力されるリストの形式につ
いて，説明します。

データの反映側の HiRDB Dataextractor実行時に出力される出力リストの構成を「図
4-4　データの反映時の出力リストの構成」に，データの反映側の HiRDB Dataextractor
実行結果リスト例を，「図 4-5　データの反映側の HiRDB Dataextractor実行結果リス
ト」に示します。

図 4-4　データの反映時の出力リストの構成

1111，，，，2222：：：：データの反映側の HiRDB Dataextractorの制御プロセスおよび入力ファイル作成
プロセスの実行結果です。それぞれ別のエラーログファイルに出力されます。エラーロ
グファイルの名称については，「表 2-3　HiRDB Dataextractorが作成するディレクトリ
およびファイル」を参照してください。

出力リスト中には，データの抽出側の HiRDB Dataextractorのデータ抽出プロセスのプ
ロセス IDが出力されます。このプロセス IDをキーにして，データの抽出側に対応する
反映側の HiRDB Dataextractorの出力リストが検索できます。

なお，「1.」の中には pdloadの実行結果のメッセージが出力されます。詳細については，
マニュアル「HiRDB Version 8 メッセージ」を参照してください。
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図 4-5　データの反映側の HiRDB Dataextractor実行結果リスト

説明
番号は，図中の丸付き数字に対応しています。
1. プログラムプロダクトの形名
2. ロードモジュール名
3. バージョン番号
4. リビジョン番号
5. PXTCNTLを実行した日付

yy：年（西暦下 2けた）
mm：月
dd：日

6. PXTCNTLを実行した時刻
hh：時
mm：分
ss：秒

7. データの抽出側のHiRDB Dataextractorのデータ抽出プロセスのプロセス ID
コネクション確立処理中にエラーが発生した場合は出力されません。

8. HiRDB Dataextractorのプロセス種別
M：制御プロセス
F：入力ファイル作成プロセス

9. メッセージ出力元プロセスのプロセス ID
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10.メッセージ出力時刻
11. pdloadのメッセージ
12.HiRDB Dataextractorのメッセージ
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4.4　実行例
HiRDB Dataextractorの実行例について説明します。

実行例のシステム構成を次の図に示します。

図 4-6　実行例のシステム構成

（1） 実行例の環境

（a）データの抽出側（HOST1）の環境

表の定義

・認可識別子 user01の表の定義
　
CREATE TABLE T01(C01 CHAR(10),C02 CHAR(40),C03 INT)
CREATE TABLE T02(C01 CHAR(10),C02 CHAR(40),C03 INT,C04 INT)
CREATE FIX TABLE T03(C01 CHAR(10), C02 CHAR(40),C03 INT)
CREATE TABLE T04
 (C01 INT,
  C02 MVARCHAR(32),
  C03 SGMLTEXT ALLOCATE (SGMLTEXT IN RDLOB01)
   PLUGIN '<TEXTTYPE>SGML</TEXTTYPE><DTD>文書定義</DTD>',
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  C04 DATE)
CREATE INDEX TEXT_IDX USING TYPE NGRAM
  ON T04(C03) IN RDLOB02
　

環境変数の設定
　
$PDDIR       /HiRDB1
$PDCONFPATH  /HiRDB1/conf
$PDUSER      "user01"/"user01"
$PDNAMEPORT  20000
$SHLIB_PATH  /HiRDB1/lib: /HiRDB1/client/lib
$PATH        /opt/HIRDBXT/bin
$LANG        ja_JP.SJIS
$XTHOST      HOST2
$XTPORTNO    20052
　

/etc/hostsでの反映先ホストの設定
　
        ：
        ：
160.16.150.120  HOST2
160.16.150.121  HOST3
        ：
        ：

（b）データの反映側（HOST2）の環境

表の定義

・認可識別子 user01の表の定義
　
CREATE TABLE T01(C01 CHAR(10),C02 CHAR(40),C03 INT)
CREATE TABLE T02(C01 CHAR(10),C02 CHAR(40),C03 INT,C04 INT)
CREATE TABLE T04
 (C01 INT,
  C02 MVARCHAR(32),
  C03 SGMLTEXT ALLOCATE (SGMLTEXT IN RDLOB01)
   PLUGIN '<TEXTTYPE>SGML</TEXTTYPE><DTD>文書定義</DTD>',
  C04 DATE)
CREATE INDEX TEXT_IDX USING TYPE NGRAM
  ON T04(C03) IN RDLOB02
 

・認可識別子 user02の表の定義
　
CREATE FIX TABLE T03(C01 CHAR(10),C02 CHAR(40),C03 INT)
　

/etc/servicesでのポートの定義
　
                      ：
                      ：
hirdbxt1 20052/tcp    # HiRDB Dataextractor
hirdbxt2 50000/tcp    # HiRDB Dataextractor
                      ：
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                      ：

/etc/inetd.confでの HiRDB Dataextractor起動のための定義
　
                      ：
                      ：
hirdbxt1 stream tcp nowait user01
/opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl pxtcntl /usr/home/user01/xtenv1
hirdbxt2 stream tcp nowait user02
/opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl pxtcntl /usr/home/user02/xtenv2
                      ：
                      ：

環境変数情報設定ファイルでの環境変数の設定

・サービス名 hirdbxt1，ポート番号 20052の環境変数情報設定ファイル
（/usr/home/user01/xtenv1）
　
set PDDIR=/HiRDB2
set PDCONFPATH=/HiRDB2/conf
set PDUSER="user01"/"user01"
set LANG=ja_JP.SJIS
　

・サービス名 hirdbxt2，ポート番号 50000の環境変数情報設定ファイル
（/usr/home/user02/xtenv2）
　
set PDDIR=/HiRDB2
set PDCONFPATH=/HiRDB2/conf
set PDUSER="user02"/"user02"
set LANG=ja_JP.SJIS

（c）ファイル作成側（HOST3）の環境

/etc/servicesでのポートの定義
　
                     ：
                     ：
hirdbxt 20052/tcp    # HiRDB Dataextractor
                     ：
                     ：

/etc/inetd.confでの HiRDB Dataextractor起動のための定義
 
                     ：
                     ：
hirdbxt stream tcp nowait user01
/opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl pxtcntl /usr/home/user01/xtenv
                     ：
                     ：

環境変数情報設定ファイルでの環境変数の設定

・サービス名 hirdbxt，ポート番号 20052の環境変数情報設定ファイル
（/usr/home/user01/xtenv）
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set XTTMPDIR=/usr/home/user01/data
set LANG=ja_JP.SJIS

（2） 実行例

データの抽出側で，xtrepコマンドを指定します。

（a）例 1

表 user01.T01を HOST2の表 T01に複写します。

指定するオプションは次のとおりです。

• 反映側の HiRDB Dataextractorが使用するポート番号は 20052に設定します。
• 既存のデータは削除しないで，データを追加します。
• 更新前ログを取得します。
• 一括出力ページ数は 10ページに設定します。
• 経過メッセージを 1万行単位で出力します。
• 抽出対象の表に排他制御をします。
• ナル値の既定値は変更しません。

コマンド指定例

（b）例 2

表 user01.T01を HOST2の表 T02に複写します。

指定するオプションは次のとおりです。

• 反映側の HiRDB Dataextractorが使用するポート番号は 20052に設定します。
• 既存のデータを削除してデータを追加します。
• ログを取得しません。
• 一括出力ページ数は 255ページに設定します。
• 経過メッセージを 10万行単位で出力します。
• 抽出対象の表の排他制御はしません。
• 列 C01の値が’0000010000’以下の行を抽出し，列 C04には定数０を設定します。
• 列 C01のナル値既定値を’FFFFFFFFFF’にします。

コマンド指定例

/usr/home/user01/clmの内容

 
xtrep T01
 

 
xtrep -r T02 -d -l n -n 255 -m 100 -g -s /usr/home/user01/clm 
-v /usr/home/user01/null -w /usr/home/user01/whr T01
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C01,C02,C03,0

/usr/home/user01/whrの内容
　
WHERE C01<='0000010000'

/usr/home/user01/nullの内容
　
C01=('FFFFFFFFFF')

（c）例 3

表 user01.T03を HOST2の表 T03に複写します。

指定するオプションは次のとおりです。

• HiRDB Dataextractorが使用するポート番号は 50000に設定します。
• 既存のデータは削除します。
• 更新前ログを取得します。
• 一括出力ページ数は 40ページに設定します。
• 実行結果を /tmp/xtrep_logに取得します。
• 経過メッセージを 1万行単位で出力します。
• 抽出対象の表に排他制御をします。
• 行単位インタフェースで抽出します。
• ナル値の既定値は変更しません。

コマンド指定例

/usr/home/user01/clmの内容
　
ROW

（d）例 4

表 user01.T03を HOST3のファイルに出力します。

指定するオプションは次のとおりです。

• DAT形式のファイルを作成します。
• 出力ファイル名は，/usr/home/user01/data/T03にします。

コマンド指定例

 
xtrep -d -n 40 -p 50000 -e /tmp/xtrep_log -s /usr/home/user01/clm T03
 

 
xtrep -R dat -o T03 -h HOST3 T03
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（e）例 5

表 user01.T01を HOST3のファイルに出力します。

指定するオプションは次のとおりです。

• DAT形式のファイルを作成します。
• 出力ファイル名は，/usr/home/user01/data/T01にします。
• 経過メッセージを 5万行単位で出力します。
• 列 C01の値が’0000010000’以下の行を抽出し，四番目の列には定数 0を設定しま
す。

コマンド指定例

/usr/home/user01/clmの内容
　
C01,C02,C03,0

/usr/home/user01/whrの内容
　
WHERE C01<='0000010000'

（f） 例 6

SGMLTEXT型の列を含む表 user01.T04を，HOST2の表 T04に複写します。

シェルを作成して xtrepコマンドを実行します。

• あらかじめ，SGMLTEXT型の列の原文書（実データ）の最大長を求めます。求めた
最大長を，環境変数 XTLOBBUFSIZEに設定します。

• HOST2の /opt/HIRDBXT/spool/下の xt_file1ファイルに，10Mバイトまで書き込
み，xt_file1ファイルがいっぱいになったら xt_file2ファイルにデータを書き込みま
す。

• 既存のデータを削除してデータを追加します。

シェル作成例
　
　　#!/bin/csh -f
　　
#--------------------------------------------------------------
　　#SGMLTEXT列のMAXサイズ取得
　
1.　echo 'max(length(extracts(C03)))' > xt_clm
2.　xtrep -R dat -o size -s xt_clm -h `hostname` T04
　　rm -f xt_clm
　
　　

 
xtrep -R dat -o T01 -h HOST3 -m 50 -s /usr/home/user01/clm 
-w /usr/home/user01/whr T01
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#--------------------------------------------------------------
　　#xtrepパラメタ,コマンド作成
　
3.　echo 'C01,C02,extracts(C03),C04' > xt_clm
　
　　echo '#! /bin/csh -f'                              >　xt_exec
4.　echo 'setenv XTERRLEVEL 1'                         >> xt_exec
　　echo 'setenv XTHOST HOST2'                         >> xt_exec
　　echo 'setenv XTFILESIZE 10000000'                  >> xt_exec
5.　echo 'setenv XTLOBBUFSIZE ¥c'                      >> xt_exec
　　cat  /opt/HIRDBXT/spool/size | cut -c2-11          >> xt_exec
　　echo 'xtrep -d -o xt_file1,xt_file2 -s xt_clm T04' >> xt_exec
　　chmod 777 xt_exec
　
　　
#--------------------------------------------------------------
　　#xtrepの実行
　
6.　xt_exec
　
　　rm -f /opt/HIRDBXT/spool/size
　　rm -f xt_clm
　　rm -f xt_exec

説明
1. 抽出表 user01.T04の SGMLTEXT型の列（C03）の実データの最大長を求める
ために，列名記述ファイル xt_clmを作成します。

2. xtrepコマンドに「1.」で作成した列名記述ファイル xt_clmを指定して実行し，
抽出表 user01.T04の SGMLTEXT型の列（C03）の実データの最大長を，
HOST1の /opt/HIRDBXT/spool/sizeに出力します。

3. 抽出表 user01.T04の抽出をするために，列名記述ファイル xt_clmを作成しま
す。

4. xtrepコマンドが使用する環境変数，コマンドラインを xt_execに出力します。
5. 環境変数 XTLOBBUFSIZEに，/opt/HIRDBXT/spool/sizeに出力した実データ
の最大長を設定します。

6. xtrepコマンドに「3.」で作成した列名記述ファイル xt_clmを指定して実行し，
抽出表 user01.T04を反映表 T04に反映します。
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5　 ORACLEからのデータ抽出，
HiRDBへのデータ反映
ORACLEのデータベースからの，データの抽出，HiRDBの表
への反映，およびファイル作成時の指定方法について説明しま
す。

5.1　コマンド

5.2　出力リストの形式

5.3　実行例
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5.1　コマンド
HiRDB Dataextractorを使用して，ORACLEの DBからデータを抽出してHiRDBの
DBへデータを反映するとき，および抽出したデータをファイルへ格納するときには，
HiRDB Dataextractorが提供する xtrepOコマンドで操作します。

5.1.1　コマンドの記述形式
内容については，「4.2.1　コマンドの記述形式」を参照してください。

ただし，xtrepコマンドは xtrepOコマンドとなります。

5.1.2　xtrepOコマンド

（1） 機能

指定された抽出対象の表のデータを抽出して，反映対象の表に反映します。

また，オペランドの指定によって，指定された抽出対象の表のデータを抽出して，ファ
イルを作成します。

（2） 実行者

ORACLEにユーザ登録されている必要があります。また，環境変数 XTORAUSERに指
定するユーザにも制約があります。詳細は「2.2.3(2)環境変数の設定方法」を参照してく
ださい。

また，反映側で HiRDB Dataextractorを起動するユーザにも制約があります。詳細は
「2.2.4(3)/etc/inetd.confの設定」または「7.2.2　OSI使用時の HiRDB Dataextractorの
開始と終了」を参照してください。

（3） 実行するサーバマシン

データ抽出の対象にする ORACLEのサーバマシンでコマンドを実行します。
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（4） 形式

（5） オプション

xtrepOコマンドのオプションは基本的には xtrepコマンドと同じです。

ここでは，xtrepOコマンド固有のオプションと，意味が変わるものについて説明しま
す。

その他のオプションについては「4.2.2(4)形式」を参照してください。

　
●－Ｌ　反映情報ファイル名　
～＜パス名＞((1～255けた))

反映情報ファイルを，絶対パス名で指定します。

次の場合は指定が必要です。

• 抽出したデータのデータ型を変換する場合
• 抽出したデータの長さを変更する場合

反映情報ファイルでの指定方法については，「5.1.4(4)　反映情報ファイル」を参照して
ください。

　
●－ｇ　〔排他情報ファイル名〕　

 
ｘｔｒｅｐＯ　〔－ｒ　〔スキーマ名．〕表識別子〕
　　　　　　〔－Ｒ　〔｛ｂｉｎ｜ｄａｔ｝〕〔，セパレータ文字〕〕
　　　　　　〔－ｏ　〔｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝
　　　　　　　　　　　〔，｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝〕…〕〕
　　　　　　〔－Ｏ　〔｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝
　　　　　　　　　　　〔，｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝〕…〕〕
　　　　　　〔－ｙ〕
　　　　　　〔－ｊ　ＲＤエリア名〕
　　　　　　〔－ｈ　反映先ホスト名〕
　　　　　　〔－Ｈ　シングルサーバのホスト名またはシステムマネジャのホスト名
　　　　　　　　〔，フロントエンドサーバのホスト名またはバックエンドサーバのホスト名〕〕
　　　　　　〔－ｐ　ポート番号〕
　　　　　　〔－ｆ　フロントエンドサーバ名またはバックエンドサーバ名〕
　　　　　　〔－ｄ〕
　　　　　　〔－ｉ　インデクス作成方法〕
　　　　　　〔－Ｉ　〔ｐｄｌｏａｄ制御情報環境変数名〕
　　　　　　　　　　〔，ｐｄｌｏａｄコマンドライン情報環境変数名〕
　　　　　　　　　　〔，ｐｄｌｏａｄ制御情報ファイルｓｏｕｒｃｅ文情報環境変数名〕〕
　　　　　　〔－ｌ　ログ取得方式〕
　　　　　　〔－Ｌ　反映情報ファイル名〕
　　　　　　〔－ｎ　一括出力ページ数〕
　　　　　　〔－ｚ〕
　　　　　　〔－ｅ　エラーログファイル名〕
　　　　　　〔－ｍ　経過メッセージ出力間隔〕
　　　　　　〔－ｇ　〔排他情報ファイル名〕〕
　　　　　　〔－ｓ　列名記述ファイル名〕
　　　　　　〔－ｗ　表式記述ファイル名〕
　　　　　　〔－ｖ　ナル値情報ファイル名〕
　　　　　　〔－ｂ　ＬＯＢ入力ファイル格納用ディレクトリ名〕
　　　　　　〔－ｑ　エラーデータファイル名〔，出力行数〕〕
　　　　　　〔－ｘ　シェルスクリプトファイル名〕
　　　　　　〔スキーマ名．〕表識別子
 

205



5.　ORACLEからのデータ抽出，HiRDBへのデータ反映
～＜パス名＞((1～255けた))

排他制御方式を指定します。このオプションと排他情報ファイルの関係は次のようにな
ります。

• このオプションを省略した場合
LOCK文（「LOCK TABLE 表名 IN SHARE MODE」固定）での排他制御を行いま
す。

• このオプションだけを指定した場合
LOCK文を発行しません。

• このオプションを指定し，かつ排他情報ファイルを指定した場合
LOCK文（排他情報ファイルに指定した内容）での排他制御を行います。

排他情報ファイルでの指定方法については，「5.1.4(3)　排他情報ファイル」を参照して
ください。

 

（6） xtrepOコマンドのオプション組み合わせ

xtrepOコマンドのオプションは，データの抽出後に実行する機能によって，指定できる
オプションが異なります。抽出したデータを表に反映する場合は－ Rオプションを省略
します。ファイルだけを作成して表に反映しない場合は－ Rオプションを指定します。

xtrepOコマンドのオプションの組み合わせを，次の表に示します。

表 5-1　xtrepOコマンドのオプションの組み合わせ

オプション 実行する機能

指定形式 指定内容 反映機能 ファイル作成機能

－ r 反映対象の表名 △ ×

－ R ファイルの作成 － ●

－ o 出力ファイル名またはディレクトリ名
（削除しない場合）

△ ○

－ O 出力ファイル名またはディレクトリ名
（削除する場合）

△ ×

－ y 上書きの可否 △ △

－ j 格納対象の RDエリア名 △ ×

－ h 処理対象のホスト名 △ △

－ H 反映対象のホスト名（抽出側のホストと反映側のホ
ストが異なる LANで構成されている場合）

△ ×

－ p 処理対象のポート番号 △ △

－ f 転送先の FESまたは BES △ ×

－ d 格納方式（pdloadの指定値） △ ×
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（凡例）
●：このオプションの指定で実行する機能を選択します。
－：表への反映時には指定しません。－ Rオプションを指定した場合は，ファイル
作成機能を実行して，表には反映しません。
○：必ず指定します（省略すると，JXU7300Eメッセージを出力してエラーになり
ます）。
△：省略できます。
×：指定できません（指定すると，JXU7306Eまたは JXU7307Eメッセージを出力
してエラーになります）。

注※注※注※注※
指定形式を次に示します。
〔認可識別子 .〕表識別子

5.1.3　データ抽出・反映の付加機能
ここでは，ORACLEからのデータ抽出・HiRDBへのデータ反映時の機能の中で，特に
次の機能について説明します。

－ i インデクス作成方式（pdloadの指定値） △ ×

－ I pdload制御情報環境変数名
pdloadコマンドライン情報環境変数名
pdload制御情報ファイル source文情報環境変数名

△ ×

－ l ログ取得方式（pdloadの指定値） △ ×

－ L 反映情報ファイル名 △ △

－ n 一括出力ページ数（pdloadの指定値） △ ×

－ z 0バイト文字の格納（pdloadの指定値） △ ×

－ e エラーログファイル名 △ △

－m 経過メッセージ出力間隔 △ △

－ g 排他制御方式 △ △

－ s 列名記述ファイル名 △ △

－ w 表式記述ファイル名 △ △

－ v ナル値情報ファイル名 △ △

－ b LOB入力ファイル格納用ディレクトリ名 △ △

－ q エラーデータファイル名，出力行数 △ ×

－ x シェルスクリプトファイル名 × △

※ 抽出対象の表名 ○ ○

オプション 実行する機能

指定形式 指定内容 反映機能 ファイル作成機能
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• データ抽出時の SQLユーザ指定機能
• ローダのパラメタユーザ任意指定機能
• 文字コード変換機能

（1） データ抽出時の SQLユーザ指定機能

HiRDB Dataextractorでは，ORACLEからデータを抽出する際に発行する次の SQLに
対して，ユーザ任意の指定を行うことができます。

• LOCK TABLE文
• SELECT文

この機能の適用範囲を次の表に示します。

表 5-2　ORACLEデータ抽出時の SQLユーザ指定機能の適用範囲

（凡例）
○：適用できます。
－：HiRDB Dataextractorでは対象外です。

（a）XDM/XT連携での使用方法

XDM/XT連携で ORACLEからデータを抽出する場合にこの機能を使用するときは，次
の指定が必要です。

• XDM/XTの JXUMCTL制御文
RDBDEF文，EXTRACT文

• HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイル（抽出側）

環境変数情報設定ファイルに指定する環境変数は次のとおりです。

データ連携種別 抽出側 反映側 適用可否

XDM/XT連携 XDM/RD HiRDB －

順編成データセット －

ORACLE XDM/RD ○

順編成データセット ○

HiRDB Dataextractor連携 ORACLE HiRDB ○

バイナリ形式ファイル ○

DAT形式ファイル ○

環境変数 環境変数の指定

PDHOST △※

PDNAMEPORT △※

XTEXTRACTDB ○
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（凡例）
○：必ず指定します。
△：必要に応じて指定します。

注※注※注※注※
XDM/XTの JXUMCTL制御文に RDBDEF文を指定した場合は必ず指定します。

各環境変数の詳細については，「2.2.3　環境変数の設定」を参照してください。

（b）HiRDB Dataextractor連携での使用方法

HiRDB Dataextractor連携で ORACLEからデータ抽出する場合にこの機能を使用する
ときは，xtrepOコマンドを実行します。

● 環境変数

抽出側に，環境変数 XTSQLを必ず指定します。

● コマンドオプション

この機能で指定が必要，不要となるオプションを次に示します。

XTLCKxxxx △

XTTBLxxxx △

XTCLMxxxx △

XTWHExxxx △

コマン
ド

オプション 指定値 HiRDB反映 バイナリ，DAT
ファイル作成

XTSQL XTSQL

0 1 0 1

xtrepO － g － △ ○ △ ○

排他情報ファイル

－ r 〔認可識別子，〕表識
別子

△ ○ × ×

－ R － × × ○ ○

{bin｜ dat}

－ s 列名記述ファイル名 △ △ △ △

－ w 表式記述ファイル名 △ × △ ×

〔認可識別子，〕表
識別子

－ ○ × ○ ×

環境変数 環境変数の指定
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（凡例）
○：必ず指定してください。
△：省略できます。
×：指定できません。
－：指定値はありません。

　

• －ｇ　〔排他情報ファイル名〕
環境変数 XTSQLとの組み合わせによってデータを抽出する表の排他制御を行います。
環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションを必ず指定します。
排他情報ファイルの詳細は次のとおりです。

（凡例）

－：該当しません。

　

• －ｒ　〔認可識別子，〕表識別子
環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションまたは－Ｒオプションを必ず
指定します。

• －Ｒ　〔｛ｂｉｎ｜ｄａｔ｝〕
環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションまたは－ｒオプションを必ず
指定します。

• －ｓ　列名記述ファイル名
必要に応じて列名記述ファイルの名称を絶対パスで指定します。

• －ｗ　表式記述ファイル名

表式記述ファイル
名

－ × ○ × ○

XTSQL －ｇオプション 動作

0 なし － コマンドラインの表名で LOCKTABLEを発行

あり 指定値なし LOCK TABLEを発行しない

指定値あり 排他情報ファイルの内容で LOCK TABLEを発行

1 なし － エラー

あり 指定値なし LOCK TABLEを発行しない

指定値あり 排他情報ファイルの内容で LOCK TABLEを発行

コマン
ド

オプション 指定値 HiRDB反映 バイナリ，DAT
ファイル作成

XTSQL XTSQL

0 1 0 1
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環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションは指定できません。
•〔認可識別子，〕表識別子
環境変数 XTSQLを省略，または 0を指定した場合に指定します。

• 表式記述ファイル名
環境変数 XTSQLに１を指定した場合，このオプションを指定します。

各オプションの詳細については，「5.1.2　xtrepOコマンド」を参照してください。

● ファイルの指定方法

オプションで指定するファイルの指定方法について説明します。

• 排他情報ファイル
LOCK TABLE文の排他制御オプションを指定します。
環境変数 XTSQLの指定によって，次のようにファイル内容を指定します。

• 表式記述ファイル
SELECT文の表式を指定します。
環境変数 XTSQLの指定によって，次のようにファイル内容を指定します。

● 注意事項

環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，ナル値情報ファイルに列名を指定できません。
ナル既定値，繰返し列データ形式などを指定する場合，フィールド番号で指定してくだ
さい。列名を指定した場合は，エラーになります。

（2） ローダのパラメタユーザ任意指定機能

HiRDB Dataextractorでは，HiRDBへデータを反映する際，HiRDBのデータベース作
成ユティリティ（pdload）を起動しています。ローダのパラメタユーザ任意指定機能で
は，pdloadのパラメタをユーザ任意に指定できます。

この機能の適用範囲を次の表に示します。

XTSQL 指定内容

0 "LOCK TABLE 表名 "以降の排他オプションを指定します。

1 "LOCK TABLE"以降の排他オプションを指定します。

XTSQL 指定内容

0 SELECT文 "FROM 表名 "以降の表式を指定します。

1 SELECT文 "FROM"以降の表式を指定します。
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表 5-3　ローダのパラメタユーザ任意指定機能の適用範囲（ORACLEデータ抽出時）

（凡例）
○：適用できます。

（a）使用方法

ORACLEからデータを抽出する場合に，この機能を使うときは，xtrepOコマンドを実
行します。

● 環境変数

反映側に次の環境変数を必要に応じて指定します。

• XTLPRMxxxx
• XTPDSRxxxx

● コマンドオプション

この機能で指定が必要，不要となるオプションを次に示します。

（凡例）
○：この機能を使用する場合，どちらかは必ず指定してください。
△：省略できます。
－：指定値はありません。
1，1'：1と 1'は同時に指定できません。

データ連携種別 抽出側 反映側 適用可否

HiRDB Dataextracotr連携 ORACLE HiRDB ○

コマンド オプション 指定値 指定要否

xtrepO － d － 1'

－ f サーバ名 △

－ i {c|s|n|x} 1'

－ I XTPDCFxxxx △

XTLPRMxxxx ○ 1

XTPDSRxxxx ○ 2

－ j RDエリア名 △

－ l {a|p|n} 1'

－ n バッファ面数 1'

－ q エラーデータファイル名，件数 2'

－ v ナル値情報ファイル △

－ z － 1'
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2，2'：2と 2'は同時に指定できません。

●－Ｉ　〔XTPDCFxxxx〕〔，XTLPRMxxxx〕〔，XTPDSRxxxx〕
指定値は一つ以上指定します。複数指定する場合は，コンマ（，）で区切り，順不同
に指定できます。
• XTPDCFxxxx（pdload制御情報環境変数名）
必要に応じて指定してください。この環境変数の詳細は，「2.2.3　環境変数の設
定」を参照してください。

• XTLPRMxxxx（pdloadコマンドライン情報環境変数名）
この機能を使用する場合は，XTLPRMxxxxと XTPDSRxxxxのどちらかの環境変
数は必ず指定してください。

注意事項
• この環境変数を指定する場合，次のオプションは指定しないでください。
－ｄオプション
－ｉオプション
－ｌオプション
－ｎオプション
－ｚオプション

• この環境変数名を指定する場合，HiRDB Dataextractorは pdload起動時に表名，
制御情報ファイル名，－ｂオプション，－ｋオプション，－ｖオプション以外
のパラメタを指定しないため，必要なオプションはすべて pdloadコマンドライン
情報ファイルに指定してください。

• XTPDSRxxxx（pdload制御情報ファイル source文情報環境変数名）
この機能を使用する場合は，XTLPRMxxxxと XTPDSRxxxxのどちらかの環境変
数は必ず指定してください。

注意事項
この環境変数を指定する場合，－ｑオプションは指定できません。

（3） 文字コード変換機能

ORACLEからの抽出データの文字コードを環境変数の指定に従って，文字コード変換し
て反映できます。

この機能の適用範囲を次の表に示します。

表 5-4　文字コード変換機能の適用範囲（ORACLEデータ抽出時）

（凡例）

データ連携種別 抽出側 反映側 適用可否

HiRDB Dataextractor連携 ORACLE HiRDB ○

バイナリ形式ファイル ○

DAT形式ファイル ○
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○：適用できます。

（a）文字コード変換機能の使用方法

環境変数およびナル値情報ファイルを指定することによって，データ反映時に文字コー
ドが変換されます。

環境変数の詳細については，「4.2.3(3)文字コード変換機能」を参照してください。また，
ナル値情報ファイルについては，「5.1.4(5)ナル値情報ファイル」を参照してください。

外字のコード変換については，「4.2.3(3)文字コード変換機能」を参照してください。

5.1.4　xtrepOコマンドで指定するファイルの内容
xtrepOコマンドで指定するファイルのうち，次のファイルの内容について説明します。
その他のファイルについては「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイルの内容」を参
照してください。

• 列名記述ファイル
• 表式記述ファイル
• 排他情報ファイル
• 反映情報ファイル
• ナル値情報ファイル

（1） 列名記述ファイル

列名記述ファイルには，SELECT文での抽出列情報について指定します。

HiRDB Dataextractorでは，列名記述ファイルの指定値を用いて SELECT文を組み立
て，ORACLEからデータを抽出します。

－ sオプションを省略した場合，アスタリスク (*)を仮定します。

SELECT文での選択式の指定方法については，ORACLEマニュアルを参照してくださ
い。

（2） 表式記述ファイル

表式記述ファイルには，SELECT文での条件を指定します。

HiRDB Dataextractorでは，列名記述ファイルの指定値を用いて SELECT文を組み立
て，ORACLEからデータを抽出します。

 
select 列名記述ファイルの指定値 FROM 抽出表名
 

214



5.　ORACLEからのデータ抽出，HiRDBへのデータ反映
－ wオプションを省略した場合，条件は使用しません。

SELECT文での条件の指定方法については，ORACLEマニュアルを参照してください。

注意事項
• 指定値の末尾にセミコロン（；）は指定しないでください。

（3） 排他情報ファイル

排他情報ファイルには，データ抽出時の排他情報について指定します。

排他情報ファイルの指定内容を次に示します。

• 環境変数 XTSQLが 0または省略時
"LOCK TABLE 表名 "以降の LOCK文を指定します。

形式

　

• 環境変数 XTSQLが 1の場合
"LOCK TABLE"以降の LOCK文を指定します。

形式

　

実際に発行される LOCK文

LOCK文の指定方法については，ORACLEマニュアルを参照してください。

注意事項
指定値の末尾にセミコロン（；）は指定しないでください。

 
select 列名記述ファイルの指定値 FROM 抽出表名 表式記述ファイルの指定値
 

 
ＩＮ　ＥＸＣＬＵＳＩＶＥ　ＭＯＤＥ　ＮＯＷＡＩＴ
 

 
表名　ＩＮ　ＥＸＣＬＵＳＩＶＥ　ＭＯＤＥ　ＮＯＷＡＩＴ
 

 
LOCK TABLE 表名 IN EXCLUSIVE MODE NOWAIT
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（4） 反映情報ファイル

反映情報ファイルには，データ型を変換する列情報とデータ型を指定します。

反映情報ファイルは，次のときに指定します。

• 抽出データをファイルにだけ格納する場合
指定したデータ型でデータを抽出します。反映情報ファイルを省略（－ Lオプション
省略）した場合の列，およびデータ型を指定しない列に対する仮定値を，「表 5-5　省
略時に仮定するデータ型」に示します。

• 次のデータ型を HiRDBの BLOB，BINARY型で抽出し，反映またはファイルに格納
する場合
• LONG
• LONG RAW
• BLOB
• BFILE
• CLOB
• NCLOB

列単位に最大データ長を指定します。これによって，指定された長さのバッファを使
用するためにバッファを節約できます。反映情報ファイルを省略（－ Lオプション省
略），またはデータ型を指定しない列に対するバッファサイズは環境変数
XTLOBBUFSIZEに従います。

形式

説明

●ＦＯＲＭＡＴ
データ型を変換することを示します。

●ＦＩＥＬＤ＿ＮＵＭ
データ型変換の対象とする抽出列の先頭からの通番を指定します。
• － sオプション指定なしの場合
抽出表の定義上の先頭からの通番

• － sオプション指定ありの場合
列名記述ファイルに指定した列名の先頭からの通番

指定値範囲は 1～ 99,999です。また，フィールド番号は重複して指定できません。

●ＦＩＥＬＤ＿ＮＡＭＥ
データ型変換の対象とする抽出列名を指定します。

 
ＦＯＲＭＡＴ
　｛ＦＩＥＬＤ＿ＮＵＭ　フィールド番号｜ＦＩＥＬＤ＿ＮＡＭＥ　列名｝ＡＴＴＲ　データ型
　　　　〔｛ＦＩＥＬＤ＿ＮＵＭ　フィールド番号｜ＦＩＥＬＤ＿ＮＡＭＥ｝ＡＴＴＲ　データ型〕…
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－ sオプション指定時は指定できないので，FIELD_NUMを指定してください。
列名は重複して指定できません。

●ＡＴＴＲ
データ型を指定します。
指定可能なデータ型を「表 5-6　ATTRに指定できるデータ型」に示します。

注意事項
• 1行に一つの列について記述してください。複数列分記述したい場合は，複数行記
述してください。

• 注釈は，"＃ "以降その行の終わりまでとします。
• 列名にスペース，ハイフン（－）を含むときは，引用符（"）で囲みます。
• 列名の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，引用符（"）で囲みます。
引用符（"）で囲まない場合は，すべて英大文字として扱われます。

表 5-5　省略時に仮定するデータ型

（凡例）
－：特に指定はありません。

ORACLEのデータ型 けた数 仮定するデータ型

CHAR(n)
VARCHAR2(n)
NCHAR(n)
NVARCHAR2(n)

－ MCHAR(x)※ 1

NUMBER NUMBER(p) p＜ 5 SINT

または p＜ 10 INT

NUMBER(p,0) 9＜ p＜ 30 DEC(p)

NUMBER(p,s) p＜ 30かつ 0＜ s≦ p DEC(p,s)

かつ p＜ sかつ s＜ 30 DEC(s,s)

s<>0 s＜ 0かつ p+|s|＜
30

DEC(p+|s|,0)

上記以外 FLT

DATE － DATE※ 2

LONG － BLOB(x)※ 3

LONG RAW

RAW

BLOB

CLOB

NCLOB

BFILE
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注※注※注※注※ 1111
ORACLEのデータ型がNCHARまたは NVARCHAR2の場合，x＝ n× 2となり，
その他は x＝ nとなります。

注※注※注※注※ 2222
日付情報だけ取り出します。また，データの内容が紀元前の場合，エラーで終了し
ます。

注※注※注※注※ 3333
xの値は，環境変数 XTLOBBUFSIZEの指定に従います。

　

表 5-6　ATTRに指定できるデータ型

指定できるデータ型※ 1 対応する HiRDBのデータ型 ファイル作成 HiRDB反映

INT INTEGER ○ △

SINT SMALLINT ○ △

DEC(m,n)※ 2 DECIMAL(m,n) ○ △

FLT FLOAT ○ △

SFLT SMALLFLT ○ △

CHAR(n)※ 3※ 10 CHAR(n) ○ △

VARCHAR(n)※ 3※ 10 VARCHAR(n) ○ △

MCHAR(n)※ 3 MCHAR(n) ○ △

MVARCHAR(n)※ 3 MVARCHAR(n) ○ △

NCHAR(n)※ 4 NCHAR(n) ○ △

NVARCHAR(n)※ 4 NVARCHAR(n) ○ △

DATE DATE ○ △

TIME TIME ○ △

YEAR INTERVAL YEAR TO DAY ○ △

HOUR INTERVAL HOUR TO SECOND ○ △

BLOB(n〔{K|M|G}〕)※ 5 BLOB(n〔{K|M|G}〕) ○※ 6 ○※ 7

SGMLTEXT(n〔{K|M|G}〕)
※ 5

SGMLTEXT × ×

XML(n〔{K|M|G}〕)※ 5 XML × ×

FREEWORD(n)※ 3 FREEWORD × ×

BINARY(n)※ 8 BINARY(n) ○※ 6 ○※ 7

TIMESTAMP(n)※ 9 TIMESTAMP(n) ○ △
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(凡例 )
○：指定できます。
△：指定できません（指定を無視し，反映側のデータ型を仮定します）。
×：指定できません（エラーになります）。

注※注※注※注※ 1111
ORACLEのデータ型と指定できるデータ型の組み合わせについては「表 3-10　
HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（ORACLEの場合）（1/2）」，「表 3-11
　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（ORACLEの場合）（2/2）」を参照
してください。

注※注※注※注※ 2222
mおよび nは，1≦m≦ 38，0≦ n≦ 38，m≧ nです。

注※注※注※注※ 3333
nは，バイト数を符号なし整数を指定します。指定値範囲は 1≦ n≦ 32,767です。

注※注※注※注※ 4444
nは，文字数を符号なし整数を指定します。指定値範囲は 1≦ n≦ 16,383です。

注※注※注※注※ 5555
この指定値長は，環境変数 XTLOBBUFSIZEと同等の意味があり，環境変数
XTLOBBUFSIZEの指定値よりも優先されます。また，指定値の指定範囲と実際の
最大長を次に示します。

ただし，実際の最大長の計算結果が 2,147,483,648の場合は，2,147,483,647になり
ます。

注※注※注※注※ 6666
環境変数 XTLOBBUFSIZEを省略した場合は必ず指定します。指定がない場合，
バッファが確保できずにエラー終了することがあります。

注※注※注※注※ 7777
指定した長さが反映側の BLOBデータ型の定義長よりも長い場合，この指定は無効
とし，定義長を仮定します。

注※注※注※注※ 8888
nは，バイト数を符号なし整数で指定します。指定値範囲は，1≦ n≦

単位 nの指定範囲 実際のサイズ（バイト）

なし 1≦ n≦ 2,147,483,647 同左

K 1≦ n≦ 2,097,152 n× 1,024

M 1≦ n≦ 2,048 n× 1,048,576

G 1≦ n≦ 2 n× 1,073,741,824
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2,147,483,647です。

注※注※注※注※ 9999
nは，0，2，4，6のどれかになります。

注※注※注※注※ 10101010
文字集合列，または NCHAR属性の文字データをUTF-16で抽出する場合，サイズ
の変更はできません。

（5） ナル値情報ファイル

ナル値情報ファイルは，次のときに指定します。

• ナル値の既定値を変更するとき
反映対象の列にナル値を格納する場合に，ナル値とみなす値を変更したいときに指定
します。抽出したデータと，ここでの指定で設定した値が同じ場合に，表の列にナル
値が格納されます。
また，ファイル作成の場合には，抽出データのナル値をどのような既定値としてファ
イルに格納するかを指定します。
ナル値情報ファイルを省略（－ vオプション省略）した場合のナル値，およびここで
の指定によって設定されるナル値の既定値については，「表 4-11　ナル値の既定値」
を参照してください。

形式

説明

●列名
ナル値の既定値を変更する列を指定します。
• HiRDBの表に反映する場合
反映側の表の列名で指定してください。

• ファイルだけを作成する場合
抽出側の表の列名で指定してください。
－ sオプション指定時は指定できません。

●フィールド番号＝ＮＵＭ
ナル値の既定値を変更する列の先頭からの通番を指定します。
指定値範囲は 1～ 99999
フィールド番号は重複して指定できません。

HiRDBの表に反映する場合
反映表の定義上の先頭からの通番。

 
｛列名｜フィールド番号＝ＮＵＭ｝
　｛〔＝｛ＨＩＧＨ｜ＬＯＷ｜ＺＥＲＯ｜ＳＰＡＣＥ｜（’定数値’）｜
　　　　　（X’１６進定数値’）｝〕｜
　　〔，｛ＮＯＣＯＤＥＣＯＮＶ｜ＣＯＤＥＣＯＮＶ｝〕｝
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ファイルだけを作成する場合
• － sオプション指定なしの場合
抽出表の定義上の先頭からの通番。

• － sオプション指定ありの場合
列名記述ファイルに指定した列名の先頭からの通番。

●｛ＨＩＧＨ｜ＬＯＷ｜ＺＥＲＯ｜ＳＰＡＣＥ｜（’定数値’）｜（X’１６進定数
値’）｝

ナル値の既定値を指定します。
ここでの指定によって設定される値については，「表 4-11　ナル値の既定値」を参照
してください。

●｛ＮＯＣＯＤＥＣＯＮＶ｜ＣＯＤＥＣＯＮＶ｝
列単位にコード変換の有無を指定します。

ＮＯＣＯＤＥＣＯＮＶ：文字コード変換機能を使わない場合に指定します。この指
定値は，環境変数 XTLOCALEを指定してコード変換を行う場合だけ有効となりま
す。

ＣＯＤＥＣＯＮＶ：文字コード変換機能を使う場合に指定します。この指定値は，
環境変数 XTLOCALEを指定してコード変換を行う場合だけ有効となります。

注意事項
NCHAR属性列で，かつ環境変数 XTORANCSETに utf-16を指定した場合，
文字コード変換対象となりません。NCHAR属性列を文字コード変換対象にす
るためには，次の条件をすべて満たす必要があります。
• すべての文字列が NCHAR属性である。
• すべての文字列に CODECONVを指定する。
• 抽出側の環境変数 XTDATALOCALEに utf-16BE，または utf-16LEを指定
する。

記述規則
• 1行に一つの列について記述します。複数列分記述したい場合は，複数行記述して
ください。

• 注釈は，"＃ "以降その行の終わりまでとします。
• 列名にスペース，ハイフン（－）を含むときは，引用符（"）で囲んでください。
• 列名の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，引用符（"）で囲んでくださ
い。

• 引用符（"）で囲まない場合は，すべて英大文字として扱われます。
• 定数値を指定する場合は，255バイト以下で指定してください。
• 定数値中に「’）」は指定しないでください（アポストロフィ「’」と右括弧「）」
は連続して指定しないでください）。

• HiRDBの表へ反映する場合，反映側の列が非NULL属性のときは，ナル既定値
がそのままデータとして格納されます。

• ファイルの作成時，抽出側の列が非 NULL属性のときは，指定を無視します。
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記述例
 
CLM01=HIGH                        #INT
CLM02=LOW                         #DATE
CLM03=('FFFF')                    #CHAR(4)
4=NUM=SPACE                       #CHAR(4)

　

環境変数 XTNLDFLTの指定によって，ナル値情報ファイルの指定規則が異なります。
環境変数 XTNLDFLTの指定によるナル値情報ファイルの指定規則を次の表に示します。

表 5-7　ナル値情報ファイルの指定規則（ORACLEからのデータ抽出の場合）

（凡例）
◎：必ず指定してください。
○：指定できます。
×：指定できません。

ナル値情報ファイル 環境変数 XTNLDFLTの指定値

指定内容 0または１ 2

HiRDB反
映

ファイル作成 HiRDB反
映

ファイル作成

バイナリ
形式

DAT形式 バイナリ
形式

DAT形
式

列名｜フィールド番号
=NUM

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ナル値の既定値 ○ ○ ○ × × ×

NOCODECONV｜
CODECONV

○ ○ ○ ○ ○ ○
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5.2　出力リストの形式
出力リスト形式については「4.3　出力リストの形式」を参照してください。
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5.3　実行例
HiRDB Dataextractorの実行例について説明します。

実行例のシステム構成を次の図に示します。

図 5-1　実行例のシステム構成（ORACLEからのデータ抽出時）

（1） 実行例の環境

（a）データの抽出側（HOST1）の環境

表の定義

環境変数の設定
 
$ORACLE_BASE /ORACLE8/ORACLE
$ORACLE_HOME /ORACLE8/ORACLE/product/8.1.6
$ORA_NLS33   /ORACLE8/ORACLE/product/8.1.6/ocommon/nls/admin/
data

表名 列名，および属性

TORA01 C01 CHAR(10),C02 NUMBER(10,8),C03 DATE

TORA02 C01 CHAR(10),C02 NUMBER(10,8),C03 NUMBER
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$NLS_LANG    Japanese_Japan.JA16SJIS
$ORACLE_SID  hds1
$ORACLE_TERM hp
$XTORAUSER   "user01"/"user01"
$PATH        /opt/HIRDBXT/bin
$LANG        ja_JP.SJIS
$XTHOST      HOST2
$XTPORTNO    20052

/etc/hostsでの反映先ホストの設定
 
        :
        :
160.16.150.120  HOST2
160.16.150.121  HOST3
        :
        :

（b）データの反映側（HOST2）の環境

表の定義

・認可識別子 user01の表の定義
　
CREATE TABLE T01(C01 CHAR(10),C02 DEC(10,8),C03 DATE,C04 
TIME)
CREATE TABLE T02(C01 CHAR(10),C02 DEC(10,8),C03 INT, C04 INT)
　

・認可識別子 user02の表の定義
　
CREATE FIX TABLE T03(C01 CHAR(10),C02 DEC(10,8),C03 TIME)
　

/etc/servicesでのポートの定義
　
                      :
                      :
hirdbxt1 20052/tcp    # HiRDB Dataextractor
hirdbxt2 50000/tcp    # HiRDB Dataextractor
                      :
                      :

/etc/inetd.confでの HiRDB Dataextractor起動のための定義
　
                      :
                      :
hirdbxt1 stream tcp nowait user01
/opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl pxtcntl /usr/home/user01/xtenv1
hirdbxt2 stream tcp nowait user02
/opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl pxtcntl /usr/home/user02/xtenv2
                      :
                      :

環境変数情報設定ファイルでの環境変数の設定

・サービス名 hirdbxt1，ポート番号 20052の環境変数情報設定ファイル
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（/usr/home/user01/xtenv1）
　
set PDDIR=/HiRDB2
set PDCONFPATH=/HiRDB2/conf
set PDUSER="user01"/"user01"
set LANG=ja_JP.SJIS
　

・サービス名 hirdbxt2，ポート番号 50000の環境変数情報設定ファイル
（/usr/home/user02/xtenv2）
　
set PDDIR=/HiRDB2
set PDCONFPATH=/HiRDB2/conf
set PDUSER="user02"/"user02"
set LANG=ja_JP.SJIS
　

（c）ファイル作成側（HOST3）の環境

/etc/servicesでのポートの定義
 
                     :
                     :
hirdbxt 20052/tcp    # HiRDB Dataextractor  
                     :
                     :

/etc/inetd.confでの HiRDB Dataextractor起動のための定義
 
                     :
                     :
hirdbxt stream tcp nowait user01
/opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl pxtcntl /usr/home/user01/xtenv
                     :
                     :

環境変数情報設定ファイルでの環境変数の設定

・サービス名 hirdbxt，ポート番号 20052の環境変数情報設定ファイル
（/usr/home/user01/xtenv）
　
set XTTMPDIR=/usr/home/user01/data
set LANG=ja_JP.SJIS
　

（2） 実行例

データの抽出側で，xtrepOコマンドを指定します。

（a）例 1

HOST1の表 TORA01を HOST2の表 T01に複写します。

指定するオプションは次のとおりです。
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• 反映側のHiRDB Dataextractorが使用するポート番号は 20052に設定します。
• 既存のデータは削除しないで，データを追加します。
• 更新前ログを取得します。
• 一括出力ページ数は 10ページに設定します。
• 経過メッセージを 1万行単位で出力します。
• 抽出対象の表に排他制御をします。
• ナル値の既定値は変更しません。

コマンド指定例

/usr/home/user01/clmの内容
 
C01,C02,C03,C03

（b）例 2

HOST1の表 TORA02を HOST2の表 T02に複写します。

指定するオプションは次のとおりです。

• 反映側のHiRDB Dataextractorが使用するポート番号は 20052に設定します。
• 既存のデータを削除してデータを追加します。
• ログを取得しません。
• 一括出力ページ数は 255ページに設定します。
• 経過メッセージを 10万行単位で出力します。
• 抽出対象の表の排他制御はしません。
• 列 C01の値が’0000010000’以下の行を抽出し，列 C04には定数 0を設定します。
• 列 C01のナル値既定値を’FFFFFFFFFF’にします。

コマンド指定例

/usr/home/user01/clmの内容
 
C01,C02,C03,0

/usr/home/user01/nullの内容
 
1=NUM=('FFFFFFFFFF')

/usr/home/user01/whrの内容
 

 
xtrepO -r T01 -s /usr/home/user01/clm TORA01
 

 
xtrepO -r T02 -d -l n -n 255 -m 100 -g -s /usr/home/user01/clm
-v /usr/home/user01/null -w /usr/home/user01/whr TORA02
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WHERE C01<='0000010000'

（c）例 3

HOST1の表 TORA01を HOST2の表 T03に複写します。

指定するオプションは次のとおりです。

• HiRDB Dataextractorが使用するポート番号は 50000に設定します。
• 既存のデータは削除します。
• 更新前ログを取得します。
• 一括出力ページ数は 40ページに設定します。
• 実行結果を /tmp/xtrep_logに取得します。
• 経過メッセージを 1万行単位で出力します。
• 抽出対象の表に任意の排他制御をします。
• ナル値の既定値は変更しません。

コマンド指定例

/usr/home/user01/lckの内容
 
IN EXCLUSIVE MODE NOWAIT

（d）例 4

HOST1の表 TORA01を HOST3のファイルに出力します。

指定するオプションは次のとおりです。

• DAT形式のファイルを作成します。
• 出力ファイル名は，/usr/home/user01/data/TORA01にします。
• 全列に対して，変換するデータ型は指定しません。

コマンド指定例

/usr/home/user01/clmの内容
 
C01,C02,C03

（e）例 5

HOST1の表 TORA01を HOST3のファイルに出力します。

指定するオプションは次のとおりです。

 
xtrepO -d -r T03 -n 40 -p 50000 -e /tmp/xtrep_log -g /usr/home/user01/lck TORA01
 

 
xtrepO -R dat -o TORA01 -h HOST3 -s /usr/home/user01/clm TORA01
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• バイナリ形式のファイルを作成します。
• 出力ファイル名は，/usr/home/user01/data/TORA01_BINにします。
• 抽出表の列 C01はMCHAR(20)属性に変換します。
• 抽出表の列 C03は TIME属性に変換します。
• 経過メッセージを 5万行単位で出力します。
• 列 C01の値が’0000010000’以下の行を抽出します。

コマンド指定例

/usr/home/user01/clmの内容
 
C01,C02,C03

/usr/home/user01/whrの内容
 
WHERE C01<='0000010000'

/usr/home/user01/cnvの内容
 
FORMAT FIELD_NUM 1 ATTR MCHAR(20)
       FIELD_NUM 3 ATTR TIME

 
xtrep0 -R -o TORA01_BIN -h HOST3 -m 50 -s /usr/home/user01/clm
-w /usr/home/user01/whr -L /usr/home/user01/cnv TORA01
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6　 SQL Serverからのデータ抽
出，HiRDBへのデータ反映
SQL Serverのデータベースからの，データの抽出，HiRDBの
表への反映，およびファイル作成時の指定方法について説明し
ます。

6.1　コマンド

6.2　出力リストの形式

6.3　実行例
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6.1　コマンド
HiRDB Dataextractorを使用して，SQL Serverの DBからデータを抽出して HiRDBの
DBへデータを反映するとき，および抽出したデータをファイルへ格納するときには，
HiRDB Dataextractorが提供する xtrepSコマンドで操作します。

6.1.1　コマンドの記述形式
内容については，「4.2.1　コマンドの記述形式」を参照してください。

ただし，xtrepコマンドは xtrepSコマンドとなります。

6.1.2　xtrepSコマンド

（1） 機能

指定された抽出対象の表のデータを抽出して，反映対象の表に反映します。

また，オペランドの指定によって，指定された抽出対象の表のデータを抽出して，ファ
イルを作成します。

（2） 実行者

SQL Serverにユーザ登録されている必要があります。

（3） 実行するサーバマシン

ODBCを使用して SQL Serverに接続できるマシンでコマンドを実行します。
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（4） 形式

（5） オプション

xtrepSコマンドのオプションは基本的には xtrepコマンドと同じです。

ここでは，xtrepSコマンド固有のオプションと，意味が変わるものについて説明します。

その他のオプションについては「4.2.2(4)　形式」，および「付録 B.5　コマンドの指定方
法」を参照してください。

　
●－Ｌ　反映情報ファイル名　
～＜パス名＞((1～255けた))

反映情報ファイルを，絶対パス名で指定します。

次の場合は指定が必要です。

• 抽出したデータのデータ型を変換する場合
• 抽出したデータの長さを変更する場合

反映情報ファイルでの指定方法については，「6.1.4(3)　反映情報ファイル」を参照して
ください。

SQL Server抽出時に排他制御をする場合
SQL Server抽出時に排他制御をする場合，表式記述ファイルにWITH句を記述し

 
ｘｔｒｅｐS　〔－ｒ　〔スキーマ名．〕表識別子〕
　　　　　　〔－Ｒ　〔｛ｂｉｎ｜ｄａｔ｝〕〔，セパレータ文字〕〕
　　　　　　〔－ｏ　〔｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝
　　　　　　　　　　　〔，｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝〕…〕〕
　　　　　　〔－Ｏ　〔｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝
　　　　　　　　　　　〔，｛出力ファイル名｜出力ディレクトリ名｝〕…〕〕
　　　　　　〔－ｙ〕
　　　　　　〔－ｊ　ＲＤエリア名〕
　　　　　　〔－ｈ　反映先ホスト名〕
　　　　　　〔－Ｈ　シングルサーバのホスト名またはシステムマネジャのホスト名
　　　　　　　　〔，フロントエンドサーバのホスト名またはバックエンドサーバのホスト名〕〕
　　　　　　〔－ｐ　ポート番号〕
　　　　　　〔－ｆ　フロントエンドサーバ名またはバックエンドサーバ名〕
　　　　　　〔－ｄ〕
　　　　　　〔－ｉ　インデクス作成方法〕
　　　　　　〔－Ｉ　〔ｐｄｌｏａｄ制御情報環境変数名〕
　　　　　　　　　　〔，ｐｄｌｏａｄコマンドライン情報環境変数名〕
　　　　　　　　　　〔，ｐｄｌｏａｄ制御情報ファイルｓｏｕｒｃｅ文情報環境変数名〕〕
　　　　　　〔－ｌ　ログ取得方式〕
　　　　　　〔－Ｌ　反映情報ファイル名〕
　　　　　　〔－ｎ　一括出力ページ数〕
　　　　　　〔－ｚ〕
　　　　　　〔－ｅ　エラーログファイル名〕
　　　　　　〔－ｍ　経過メッセージ出力間隔〕
　　　　　　〔－ｓ　列名記述ファイル名〕
　　　　　　〔－ｗ　表式記述ファイル名〕
　　　　　　〔－ｖ　ナル値情報ファイル名〕
　　　　　　〔－ｂ　ＬＯＢ入力ファイル格納用ディレクトリ名〕
　　　　　　〔－ｑ　エラーデータファイル名〔，出力行数〕〕
　　　　　　〔－ｘ　シェルスクリプトファイル名〕
　　　　　　〔－ａ　個別環境セクション名〕
　　　　　　〔スキーマ名．〕表識別子
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てください。xtrepおよび xtrepOコマンドで指定できる -gオプションは，xtrepS
コマンドでは指定できません。表式記述ファイルについては ,「6.1.4(2)　表式記述
ファイル」を参照してください。

（6） xtrepSコマンドのオプション組み合わせ

xtrepSコマンドのオプションは，データの抽出後に実行する機能によって，指定できる
オプションが異なります。抽出したデータを表に反映する場合は－ Rオプションを省略
します。ファイルだけを作成して表に反映しない場合は－ Rオプションを指定します。

xtrepSコマンドのオプションの組み合わせを，次の表に示します。

表 6-1　xtrepSコマンドのオプションの組み合わせ

オプション 実行する機能

指定形式 指定内容 反映機能 ファイル作成機能

－ r 反映対象の表名 △ ×

－ R ファイルの作成 － ●

－ o 出力ファイル名またはディレクトリ名
（削除しない場合）

△ ○

－ O 出力ファイル名またはディレクトリ名
（削除する場合）

△ ×

－ y 上書きの可否 △ △

－ j 格納対象の RDエリア名 △ ×

－ h 処理対象のホスト名 △ △

－ H 反映対象のホスト名（抽出側のホストと反映側のホ
ストが異なる LANで構成されている場合）

△ ×

－ p 処理対象のポート番号 △ △

－ f 転送先の FESまたは BES △ ×

－ d 格納方式（pdloadの指定値） △ ×

－ i インデクス作成方式（pdloadの指定値） △ ×

－ I pdload制御情報環境変数名
pdloadコマンドライン情報環境変数名
pdload制御情報ファイル source文情報環境変数名

△ ×

－ l ログ取得方式（pdloadの指定値） △ ×

－ L 反映情報ファイル名 △ △

－ n 一括出力ページ数（pdloadの指定値） △ ×

－ z 0バイト文字の格納（pdloadの指定値） △ ×

－ e エラーログファイル名 △ △

－m 経過メッセージ出力間隔 △ △
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（凡例）
●：このオプションの指定で実行する機能を選択します。
－：表への反映時には指定しません。－ Rオプションを指定した場合は，ファイル
作成機能を実行して，表には反映しません。
○：必ず指定します（省略すると，JXU7300Eメッセージを出力してエラーになり
ます）。
△：省略できます。
×：指定できません（指定すると，JXU7306Eまたは JXU7307Eメッセージを出力
してエラーになります）。

注※注※注※注※
指定形式を次に示します。
〔認可識別子 .〕表識別子

6.1.3　データ抽出・反映の付加機能
ここでは，SQL Serverからのデータ抽出・HiRDBへのデータ反映時の機能の中で，特
に次の機能について説明します。

• データ抽出時の SQLユーザ指定機能
• ローダのパラメタユーザ任意指定機能
• 文字コード変換機能

（1） データ抽出時の SQLユーザ指定機能

HiRDB Dataextractorでは，SQL Serverからデータを抽出する際に発行する SELECT
文に対して，ユーザ任意の指定を行うことができます。

この機能の適用範囲を次の表に示します。

－ s 列名記述ファイル名 △ △

－ w 表式記述ファイル名 △ △

－ v ナル値情報ファイル名 △ △

－ b LOB入力ファイル格納用ディレクトリ名 △ △

－ q エラーデータファイル名，出力行数 △ ×

－ x シェルスクリプトファイル名 × △

－ a 個別環境セクション名 △ △

※ 抽出対象の表名 ○ ○

オプション 実行する機能

指定形式 指定内容 反映機能 ファイル作成機能
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表 6-2　SQL Serverデータ抽出時の SQLユーザ指定機能の適用範囲

（凡例）
○：適用できます。

（a）HiRDB Dataextractor連携での使用方法

HiRDB Dataextractor連携で SQL Serverからデータ抽出する場合にこの機能を使用す
るときは，xtrepSコマンドを実行します。

● 環境変数

抽出側に，環境変数 XTSQLを必ず指定します。

● コマンドオプション

この機能で指定が必要，不要となるオプションを次に示します。

（凡例）
○：必ず指定してください。
△：省略できます。
×：指定できません。
－：指定値はありません。

データ連携種別 抽出側 反映側 適用可否

HiRDB Dataextractor連携 SQL Server HiRDB ○

バイナリ形式ファイル ○

DAT形式ファイル ○

コマン
ド

オプション 指定値 HiRDB反映 バイナリ，DAT
ファイル作成

XTSQL XTSQL

0 1 0 1

xtrepS － r 〔認可識別子，〕表識
別子

△ ○ × ×

－ R － × × ○ ○

{bin｜ dat}

－ s 列名記述ファイル名 △ △ △ △

－ w 表式記述ファイル名 △ × △ ×

〔認可識別子，〕表
識別子

－ ○ × ○ ×

表式記述ファイル
名

－ × ○ × ○
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• －ｒ　〔認可識別子，〕表識別子
環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションまたは－Ｒオプションを必ず
指定します。

• －Ｒ　〔｛ｂｉｎ｜ｄａｔ｝〕
環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションまたは－ｒオプションを必ず
指定します。

• －ｓ　列名記述ファイル名
必要に応じて列名記述ファイルの名称を絶対パスで指定します。

• －ｗ　表式記述ファイル名
環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，このオプションは指定できません。

•〔認可識別子，〕表識別子
環境変数 XTSQLを省略，または 0を指定した場合に指定します。

• 表式記述ファイル名
環境変数 XTSQLに１を指定した場合，このオプションを指定します。

各オプションの詳細については，「6.1.2　xtrepSコマンド」を参照してください。

● ファイルの指定方法

オプションで指定するファイルの指定方法について説明します。

• 表式記述ファイル
SELECT文の表式を指定します。
環境変数 XTSQLの指定によって，次のようにファイル内容を指定します。

● 注意事項

環境変数 XTSQLに 1を指定した場合，ナル値情報ファイルに列名を指定できません。
ナル既定値，繰返し列データ形式などを指定する場合，フィールド番号で指定してくだ
さい。列名を指定した場合は，エラーになります。

（2） ローダのパラメタユーザ任意指定機能

HiRDB Dataextractorでは，HiRDBへデータを反映する際，HiRDBのデータベース作
成ユティリティ（pdload）を起動しています。ローダのパラメタユーザ任意指定機能で
は，pdloadのパラメタをユーザ任意に指定できます。

この機能の適用範囲を次の表に示します。

XTSQL 指定内容

0 SELECT文 "FROM 表名 "以降の表式を指定します。

1 SELECT文 "FROM"以降の表式を指定します。
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表 6-3　ローダのパラメタユーザ任意指定機能の適用範囲（SQL Serverデータ抽出時）

（凡例）
○：適用できます。

（a）使用方法

SQL Serverからデータを抽出する場合に，この機能を使うときは，xtrepSコマンドを
実行します。

● 環境変数

反映側に次の環境変数を必要に応じて指定します。

• XTLPRMxxxx
• XTPDSRxxxx

● コマンドオプション

この機能で指定が必要，不要となるオプションを次に示します。

（凡例）
○：この機能を使用する場合，どちらかは必ず指定してください。
△：省略できます。
－：指定値はありません。
1，1'：1と 1'は同時に指定できません。

データ連携種別 抽出側 反映側 適用可否

HiRDB Dataextracotr連携 SQL Server HiRDB ○

コマンド オプション 指定値 指定要否

xtrepS － d － 1'

－ f サーバ名 △

－ i {c|s|n|x} 1'

－ I XTPDCFxxxx △

XTLPRMxxxx ○ 1

XTPDSRxxxx ○ 2

－ j RDエリア名 △

－ l {a|p|n} 1'

－ n バッファ面数 1'

－ q エラーデータファイル名，件数 2'

－ v ナル値情報ファイル △

－ z － 1'
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2，2'：2と 2'は同時に指定できません。

●－Ｉ　〔XTPDCFxxxx〕〔，XTLPRMxxxx〕〔，XTPDSRxxxx〕
指定値は一つ以上指定します。複数指定する場合は，コンマ（，）で区切り，順不同
に指定できます。
• XTPDCFxxxx（pdload制御情報環境変数名）
必要に応じて指定してください。この環境変数の詳細は，「2.2.3　環境変数の設
定」を参照してください。

• XTLPRMxxxx（pdloadコマンドライン情報環境変数名）
この機能を使用する場合は，XTLPRMxxxxと XTPDSRxxxxのどちらかの環境変
数は必ず指定してください。

注意事項
• この環境変数を指定する場合，次のオプションは指定しないでください。
－ｄオプション
－ｉオプション
－ｌオプション
－ｎオプション
－ｚオプション

• この環境変数名を指定する場合，HiRDB Dataextractorは pdload起動時に
表名，制御情報ファイル名，－ｂオプション，－ｋオプション，－ｖオプ
ション以外のパラメタを指定しないため，必要なオプションはすべて pdload
コマンドライン情報ファイルに指定してください。

• XTPDSRxxxx（pdload制御情報ファイル source文情報環境変数名）
この機能を使用する場合は，XTLPRMxxxxと XTPDSRxxxxのどちらかの環境変
数は必ず指定してください。

注意事項
この環境変数を指定する場合，－ｑオプションは指定できません。

（3） 文字コード変換機能

SQL Serverからの抽出データの文字コードを環境変数の指定に従って，文字コード変換
して反映できます。

この機能の適用範囲を次の表に示します。

表 6-4　文字コード変換機能の適用範囲（SQL Serverデータ抽出時）

（凡例）

データ連携種別 抽出側 反映側 適用可否

HiRDB Dataextractor連携 SQL Server HiRDB ○

バイナリ形式ファイル ○

DAT形式ファイル ○
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○：適用できます。

（a）文字コード変換機能の使用方法

環境変数およびナル値情報ファイルを指定することによって，データ反映時に文字コー
ドが変換されます。

環境変数の詳細については，「4.2.3(3)文字コード変換機能」を参照してください。また，
ナル値情報ファイルについては，「6.1.4(4)ナル値情報ファイル」を参照してください。

外字のコード変換については，「4.2.3(3)文字コード変換機能」を参照してください。

6.1.4　xtrepSコマンドで指定するファイルの内容
xtrepSコマンドで指定するファイルのうち，次のファイルの内容について説明します。
その他のファイルについては「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイルの内容」を参
照してください。

• 列名記述ファイル
• 表式記述ファイル
• 反映情報ファイル
• ナル値情報ファイル

（1） 列名記述ファイル

列名記述ファイルには，SELECT文での抽出列情報について指定します。

HiRDB Dataextractorでは，列名記述ファイルの指定値を用いて SELECT文を組み立
て，SQL Serverからデータを抽出します。

－ sオプションを省略した場合，アスタリスク (*)を仮定します。

注意事項
• 指定規則などの詳細については，SQL Serverマニュアルを参照してください。
• HiRDB Dataextractorは，関数を指定した列名を認識できません。このため，関
数を指定した列名には次の名称を仮定します。
"#列番号 "
列番号は，先頭からの通番です。

• 属性が異なる場合で，HiRDBの DECIMAL型に反映したいときは，列名記述
ファイルに，CAST関数で反映先の DECIMAL属性での抽出を指定してくださ
い。
CAST関数の指定形式を次に示します。
形式

 
select 列名記述ファイルの指定値 FROM 抽出表名
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（2） 表式記述ファイル

表式記述ファイルには，SELECT文の次の句を指定します。

• WHERE句
• ORDER BY句

HiRDB Dataextractorでは，列名記述ファイルの指定値を用いて SELECT文を組み立
て，SQL Serverからデータを抽出します。

－ wオプションを省略した場合，条件は使用しません。

SELECT文でのWHERE句，および ORDER　BY句の指定方法については，SQL 
Serverマニュアルを参照してください。

注意事項
• 表式の指定値にスペース，ハイフン（－）を含むときは，引用符（"）で囲みま
す。

• 表式の指定値の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，引用符（"）で囲みま
す。引用符（"）で囲まない場合は，すべて英大文字として扱われます。

• 表式記述ファイルで指定できるデータ型の組み合わせについては，「表 3-12　
HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（1/2）」，「表
3-13　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（2/2）」
を参照してください。

• ORDER BY句を指定する場合，抽出時に属性，文字コード変換をすると，反映側
システム上での並び順と異なることがあるため注意してください。

• SQL Server抽出時に排他制御をする場合，表式記述ファイルにWITH句を記述
する必要があります。WITH句の詳細については，SQL Serverマニュアルを参照
してください。

（3） 反映情報ファイル

反映情報ファイルには，データ型を変換する列情報とデータ型を指定します。

反映情報ファイルは，次のときに指定します。

• 抽出データをファイルにだけ格納する場合
指定したデータ型でデータを抽出します。反映情報ファイルを省略（－ Lオプション

 
ＣＡＳＴ（列名　ＡＳ　データ型）
 

 
select 列名記述ファイルの指定値 FROM 抽出表名 表式記述ファイルの指定値
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省略）した場合の列，およびデータ型を指定しない列に対する仮定値を，「表 6-5　省
略時に仮定するデータ型」に示します。

• 次のデータ型を HiRDBの BLOB，BINARY型で抽出し，反映またはファイルに格納
する場合
• binary
• varbinary

列単位に最大データ長を指定します。これによって，指定された長さのバッファを使
用するためにバッファを節約できます。反映情報ファイルを省略（－ Lオプション省
略），またはデータ型を指定しない列に対するバッファサイズは環境変数
XTLOBBUFSIZEに従います。

形式

説明

●ＦＯＲＭＡＴ
データ型を変換することを示します。

●ＦＩＥＬＤ＿ＮＵＭ
データ型変換の対象とする抽出列の先頭からの通番を指定します。
• － sオプション指定なしの場合
抽出表の定義上の先頭からの通番

• － sオプション指定ありの場合
列名記述ファイルに指定した列名の先頭からの通番

指定値範囲は 1～ 99,999です。また，フィールド番号は重複して指定できません。

●ＦＩＥＬＤ＿ＮＡＭＥ
データ型変換の対象とする抽出列名を指定します。
－ sオプション指定時は指定できないので，FIELD_NUMを指定してください。
列名は重複して指定できません。

●ＡＴＴＲ
データ型を指定します。
指定可能なデータ型を「表 6-6　ATTRに指定できるデータ型」に示します。

注意事項
• 1行に一つの列について記述してください。複数列分記述したい場合は，複数行記
述してください。

• 注釈は，"＃ "以降その行の終わりまでとします。
• 列名にスペース，ハイフン（－）を含むときは，引用符（"）で囲みます。

 
ＦＯＲＭＡＴ
　｛ＦＩＥＬＤ＿ＮＵＭ　フィールド番号｜ＦＩＥＬＤ＿ＮＡＭＥ　列名｝ＡＴＴＲ　データ型
　　　　〔｛ＦＩＥＬＤ＿ＮＵＭ　フィールド番号｜ＦＩＥＬＤ＿ＮＡＭＥ｝ＡＴＴＲ　データ型〕…
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• 列名の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，引用符（"）で囲みます。
引用符（"）で囲まない場合は，すべて英大文字として扱われます。

表 6-5　省略時に仮定するデータ型

ユーザ定義型の場合は，データベース型マッピングに従います。

（凡例）
－：特に指定はありません。

注※注※注※注※
日付情報だけ取り出します。

表 6-6　ATTRに指定できるデータ型

SQL Serverのデータ型 けた数 仮定するデータ型

char(n) － CHAR(n)

nchar(n) － NCHAR(n)

varchar(n) － VARCHAR(n)

nvarchar(n) － NVARCHAR(n)

bigint － FLT

int － INT

smallint － SINT

tinyint － SINT

bit － CHAR(1)

decimal(p,s) 0＜ p≦ 29かつ 0≦ s≦ p DEC(p,s)

numeric(p,s) 29＜ p≦ 38かつ 0≦ s≦ p FLT

money － DEC(19,4)

smallmoney － DEC(10,4)

float(f) 1≦ f≦ 24 SFLT

25≦ f≦ 53 FLT

real － SFLT

datetime － DATE※

smalldatetime － DATE※

binary(n) － BINARY(n)

varbinary(n) － BINARY(n)

sql_variant － VARCHAR(8000)

指定できるデータ型※ 1 対応する HiRDBのデータ型 ファイル作成 HiRDB反映

INT INTEGER ○ △
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(凡例 )
○：指定できます。
△：指定できません（指定を無視し，反映側のデータ型を仮定します）。
×：指定できません（エラーになります）。

注※注※注※注※ 1111
SQL Serverのデータ型と指定できるデータ型の組み合わせについては「表 3-12　
HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（1/2）」，「表
3-13　HiRDB Dataextractorで変換できるデータ型（SQL Serverの場合）（2/2）」
を参照してください。

注※注※注※注※ 2222
mおよび nは，1≦m≦ 38，0≦ n≦ 38，m≧ nです。

SINT SMALLINT ○ △

DEC(m,n)※ 2 DECIMAL(m,n) ○ △

FLT FLOAT ○ △

SFLT SMALLFLT ○ △

CHAR(n)※ 3※ 10 CHAR(n) ○ △

VARCHAR(n)※ 3※ 10 VARCHAR(n) ○ △

MCHAR(n)※ 3 MCHAR(n) ○ △

MVARCHAR(n)※ 3 MVARCHAR(n) ○ △

NCHAR(n)※ 4 NCHAR(n) ○ △

NVARCHAR(n)※ 4 NVARCHAR(n) ○ △

DATE DATE ○ △

TIME TIME ○ △

YEAR INTERVAL YEAR TO DAY ○ △

HOUR INTERVAL HOUR TO SECOND ○ △

BLOB(n〔{K|M|G}〕)※ 5 BLOB(n〔{K|M|G}〕) ○※ 6 ○※ 7

SGMLTEXT(n〔{K|M|G}〕)
※ 5

SGMLTEXT × ×

XML(n〔{K|M|G}〕)※ 5 XML × ×

FREEWORD(n)※ 3 FREEWORD × ×

BINARY(n)※ 8 BINARY(n) ○※ 6 ○※ 7

TIMESTAMP(n)※ 9 TIMESTAMP(n) ○ △

指定できるデータ型※ 1 対応する HiRDBのデータ型 ファイル作成 HiRDB反映
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注※注※注※注※ 3333
nは，バイト数を符号なし整数を指定します。指定値範囲は 1≦ n≦ 32,767です。

注※注※注※注※ 4444
nは，文字数を符号なし整数を指定します。指定値範囲は 1≦ n≦ 16,383です。

注※注※注※注※ 5555
この指定値長は，環境変数 XTLOBBUFSIZEと同等の意味があり，環境変数
XTLOBBUFSIZEの指定値よりも優先されます。また，指定値の指定範囲と実際の
最大長を次に示します。

ただし，実際の最大長の計算結果が 2,147,483,648の場合は，2,147,483,647になり
ます。

注※注※注※注※ 6666
環境変数 XTLOBBUFSIZEを省略した場合は必ず指定します。指定がない場合，
バッファが確保できずにエラー終了することがあります。

注※注※注※注※ 7777
指定した長さが反映側の BLOBデータ型の定義長よりも長い場合，この指定は無効
とし，定義長を仮定します。

注※注※注※注※ 8888
nは，バイト数を符号なし整数で指定します。指定値範囲は，1≦ n≦
2,147,483,647です。

注※注※注※注※ 9999
nは，0，2，4，6のどれかになります。

注※注※注※注※ 10101010
文字集合列，またはNCHAR属性の文字データを UTF-16で抽出する場合，サイズ
の変更はできません。

（4） ナル値情報ファイル

ナル値情報ファイルは，次のときに指定します。

• ナル値の既定値を変更するとき
反映対象の列にナル値を格納する場合に，ナル値とみなす値を変更したいときに指定

単位 nの指定範囲 実際のサイズ（バイト）

なし 1≦ n≦ 2,147,483,647 同左

K 1≦ n≦ 2,097,152 n× 1,024

M 1≦ n≦ 2,048 n× 1,048,576

G 1≦ n≦ 2 n× 1,073,741,824
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します。抽出したデータと，ここでの指定で設定した値が同じ場合に，表の列にナル
値が格納されます。
また，ファイル作成の場合には，抽出データのナル値をどのような既定値としてファ
イルに格納するかを指定します。
ナル値情報ファイルを省略（－ vオプション省略）した場合のナル値，およびここで
の指定によって設定されるナル値の既定値については，「表 4-11　ナル値の既定値」
を参照してください。

形式

説明

●列名
ナル値の既定値を変更する列を指定します。
• HiRDBの表に反映する場合
反映側の表の列名で指定してください。

• ファイルだけを作成する場合
抽出側の表の列名で指定してください。
－ sオプション指定時は指定できません。

●フィールド番号＝ＮＵＭ
ナル値の既定値を変更する列の先頭からの通番を指定します。
指定値範囲は 1～ 99999
フィールド番号は重複して指定できません。

HiRDBの表に反映する場合
反映表の定義上の先頭からの通番。

ファイルだけを作成する場合
• － sオプション指定なしの場合
抽出表の定義上の先頭からの通番。

• － sオプション指定ありの場合
列名記述ファイルに指定した列名の先頭からの通番。

●｛ＨＩＧＨ｜ＬＯＷ｜ＺＥＲＯ｜ＳＰＡＣＥ｜（’定数値’）｜（X’１６進定数
値’）｝

ナル値の既定値を指定します。
ここでの指定によって設定される値については，「表 4-11　ナル値の既定値」を参照
してください。

●｛ＮＯＣＯＤＥＣＯＮＶ｜ＣＯＤＥＣＯＮＶ｝

 
｛列名｜フィールド番号＝ＮＵＭ｝
　｛〔＝｛ＨＩＧＨ｜ＬＯＷ｜ＺＥＲＯ｜ＳＰＡＣＥ｜（’定数値’）｜
　　　　　（X’１６進定数値’）｝〕｜
　　〔，｛ＮＯＣＯＤＥＣＯＮＶ｜ＣＯＤＥＣＯＮＶ｝〕｝
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列単位にコード変換の有無を指定します。

ＮＯＣＯＤＥＣＯＮＶ：文字コード変換機能を使わない場合に指定します。この指
定値は，環境変数 XTLOCALEを指定してコード変換を行う場合だけ有効となりま
す。

ＣＯＤＥＣＯＮＶ：文字コード変換機能を使う場合に指定します。この指定値は，
環境変数 XTLOCALEを指定してコード変換を行う場合だけ有効となります。

注意事項
NCHAR属性列で，かつ環境変数 XTSQLNCSETに utf-16を指定した場合，
文字コード変換対象となりません。NCHAR属性列を文字コード変換対象にす
るためには，次の条件をすべて満たす必要があります。
• すべての文字列が NCHAR属性である。
• すべての文字列に CODECONVを指定する。
• 抽出側の環境変数 XTDATALOCALEに utf-16LEを指定する。

記述規則
• 1行に一つの列について記述します。複数列分記述したい場合は，複数行記述して
ください。

• 注釈は，"＃ "以降その行の終わりまでとします。
• 列名にスペース，ハイフン（－）を含むときは，引用符（"）で囲んでください。
• 列名の英小文字と英大文字とを区別したい場合は，引用符（"）で囲んでくださ
い。

• 引用符（"）で囲まない場合は，すべて英大文字として扱われます。
• 定数値を指定する場合は，255バイト以下で指定してください。
• 定数値中に「’）」は指定しないでください（アポストロフィ「’」と右括弧「）」
は連続して指定しないでください）。

• HiRDBの表へ反映する場合，反映側の列が非NULL属性のときは，ナル既定値
がそのままデータとして格納されます。

• ファイルの作成時，抽出側の列が非 NULL属性のときは，指定を無視します。

記述例
 
CLM01=HIGH                        #INT
CLM02=LOW                         #DATE
CLM03=('FFFF')                    #CHAR(4)
4=NUM=SPACE                       #CHAR(4)

　

環境変数 XTNLDFLTの指定によって，ナル値情報ファイルの指定規則が異なります。
環境変数 XTNLDFLTの指定によるナル値情報ファイルの指定規則を次の表に示します。
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表 6-7　ナル値情報ファイルの指定規則（SQL Serverからのデータ抽出の場合）

（凡例）
◎：必ず指定してください。
○：指定できます。
×：指定できません。

ナル値情報ファイル 環境変数 XTNLDFLTの指定値

指定内容 0または１ 2

HiRDB反
映

ファイル作成 HiRDB反
映

ファイル作成

バイナリ
形式

DAT形式 バイナリ
形式

DAT形
式

列名｜フィールド番号
=NUM

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ナル値の既定値 ○ ○ ○ × × ×

NOCODECONV｜
CODECONV

○ ○ ○ ○ ○ ○
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6.2　出力リストの形式
出力リスト形式については「4.3　出力リストの形式」を参照してください。
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6.3　実行例
HiRDB Dataextractorの実行例について説明します。

実行例のシステム構成を次の図に示します。

図 6-1　実行例のシステム構成（SQL Serverからのデータ抽出時）

（1） 実行例の環境

（a）データの抽出側（HOST1）の環境

表の定義

環境変数の設定
（C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥hirdbxtc.ini）
　
[xtrepS00]
XTHOST=HOST2
XTPORTNO=20052

表名 列名，および属性

TSQL01 C01 CHAR(10),C02 NUMERIC(10,8),C03 DATETIME

TSQL02 C01 CHAR(10),C02 NUMERIC(10,8),C03 INT
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XTSQLDSN=MQIS
XTSQLUSER="user01"/"user01"
　

Windowsのシステムディレクトリ ¥drivers¥etc¥hostsでの反映先ホストの設定
 
        :
        :
160.16.150.120  HOST2
160.16.150.121  HOST3
        :
        :
　

（b）データの反映側（HOST2）の環境

表の定義

・認可識別子 user01の表の定義
　
CREATE TABLE T01(C01 CHAR(10),C02 DEC(10,8),C03 DATE,C04 
TIME)
CREATE TABLE T02(C01 CHAR(10),C02 DEC(10,8),C03 INT, C04 INT)
　

・認可識別子 user02の表の定義
　
CREATE FIX TABLE T03(C01 CHAR(10),C02 DEC(10,8),C03 TIME)
　

環境変数情報設定ファイルでの環境変数の設定

・サービス名 hirdbxt1，ポート番号 20052の環境変数情報設定ファイル
（C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥hirdbxt.ini）
　
[hirdbxt1]
PDCONFPATH=d:¥HiRDB2¥conf
PDDIR=d:¥HiRDB2
PDUXPLDIR=d:¥HiRDB2¥UXPLDIR
PDUSER="user01"/"user01"
　

・サービス名 hirdbxt2，ポート番号 50000の環境変数情報設定ファイル
（C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥hirdbxt.ini）
　
[hirdbxt2]
PDCONFPATH=d:¥HiRDB2¥conf
PDDIR=d:¥HiRDB2
PDUXPLDIR=d:¥HiRDB2¥UXPLDIR
PDUSER="user02"/"user02"
　

Windowsのシステムディレクトリ ¥drivers¥etc¥servicesでのポートの定義 
 
                      :
                      :
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hirdbxt1 20052/tcp    # HiRDB Dataextractor
hirdbxt2 50000/tcp    # HiRDB Dataextractor
                      :
                      :
　

（c）ファイル作成側（HOST3）の環境

環境変数情報設定ファイルでの環境変数の設定

サービス名 hirdbxt，ポート番号 20052の環境変数情報設定ファイル
（C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥hirdbxt.ini）
　
[hirdbxt]
XTTMPDIR=e:¥work¥data
　

Windowsのシステムディレクトリ ¥drivers¥etc¥servicesでのポートの定義 
 
                     :
                     :
hirdbxt 20052/tcp    # HiRDB Dataextractor  
                     :
                     :
　

（2） 実行例

データの抽出側で，xtrepSコマンドを指定します。

（a）例 1

HOST1の表 TSQL01を HOST2の表 T01に複写します。

指定するオプションは次のとおりです。

• 反映側の HiRDB Dataextractorが使用するポート番号は 20052に設定します。
• 既存のデータは削除しないで，データを追加します。
• 更新前ログを取得します。
• 一括出力ページ数は 10ページに設定します。
• 経過メッセージを 1万行単位で出力します。
• 抽出対象の表に排他制御をします。
• ナル値の既定値は変更しません。

コマンド指定例

C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clmの内容
 
C01,C02,C03,C03

 
xtrepS -r T01 -s C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clm -o TSQL01
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（b）例 2

HOST1の表 TSQL02を HOST2の表 T02に複写します。

指定するオプションは次のとおりです。

• 反映側のHiRDB Dataextractorが使用するポート番号は 20052に設定します。
• 既存のデータを削除してデータを追加します。
• ログを取得しません。
• 一括出力ページ数は 255ページに設定します。
• 経過メッセージを 10万行単位で出力します。
• 抽出対象の表の排他制御はしません。
• 列 C01の値が’0000010000’以下の行を抽出し，列 C04には定数 0を設定します。
• 列 C01のナル値既定値を’FFFFFFFFFF’にします。

コマンド指定例

C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clmの内容
 
C01,C02,C03,0

C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥nullの内容
 
1=NUM=('FFFFFFFFFF')

C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥whe.txtの内容
 
WHERE C01<='0000010000'

（c）例 3

HOST1の表 TSQL01を HOST2の表 T03に複写します。

指定するオプションは次のとおりです。

• HiRDB Dataextractorが使用するポート番号は 50000に設定します。
• 既存のデータは削除します。
• 更新前ログを取得します。
• 一括出力ページ数は 40ページに設定します。
• 実行結果を c:¥tmp¥xtrep_logに取得します。
• 経過メッセージを 1万行単位で出力します。
• 抽出対象の表に任意の排他制御をします。
• ナル値の既定値は変更しません。

 
xtrepS -r T02 -d -l n -n 255 -m 100 -s C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clm
-v C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥null -w 
C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥whe.txt -o TSQL02
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コマンド指定例

C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥whe.txtの内容
 
WITH (TABLOCKX)

（d）例 4

HOST1の表 TSQL01を HOST3のファイルに出力します。

指定するオプションは次のとおりです。

• DAT形式のファイルを作成します。
• 出力ファイル名は，e:¥work¥data¥TSQL01にします。
• 全列に対して，変換するデータ型は指定しません。

コマンド指定例

C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clmの内容
 
C01,C02,C03

（e）例 5

HOST1の表 TSQL01を HOST3のファイルに出力します。

指定するオプションは次のとおりです。

• バイナリ形式のファイルを作成します。
• 出力ファイル名は，e:¥work¥data¥TSQL01_BINにします。
• 抽出表の列 C01はMCHAR(20)属性に変換します。
• 抽出表の列 C03は TIME属性に変換します。
• 経過メッセージを 5万行単位で出力します。
• 列 C01の値が’0000010000’以下の行を抽出します。

コマンド指定例

 
xtrepS -d -r T03 -n 40 -p 50000 -e c:¥tmp¥xtrep_log -w 
C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥whe.txt -o TSQL01
 

 
xtrepS -R dat -o TSQL01 -h HOST3 -s C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clm TSQL01
 

 
xtrepS -R -o TSQL01_BIN -h HOST3 -m 50 -s C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clm
-w C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥whe.txt -L 
C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥cnv TSQL01
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C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥clmの内容
 
C01,C02,C03

C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥whe.txtの内容
 
WHERE C01<='0000010000'

C:¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt¥conf¥cnvの内容
 
FORMAT FIELD_NUM 1 ATTR MCHAR(20)
       FIELD_NUM 3 ATTR TIME
255





7　 運用
HiRDB Dataextractorの開始と終了について説明します。

7.1　運用手順

7.2　HiRDB Dataextractorの開始と終了
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7.1　運用手順
HiRDB Dataextractorの運用手順について説明します。

（1） HiRDB間のデータの抽出および反映

HiRDBからデータを抽出してHiRDBヘ反映する場合，データの抽出・反映方法は抽出
側の HiRDB Dataextractorに xtrepコマンドで指定します。

抽出側で xtrepコマンドを実行すると，HiRDB Dataextractorが起動して抽出処理を開
始し，データが抽出されて反映側ヘ送信されます。反映側では，データを受信すると自
動的に HiRDB Dataextractorを起動し，HiRDB Dataextractorは反映処理を開始しま
す。

（2） ORACLE，または SQL Serverから抽出したデータの HiRDBへの反
映

ORACLE，または SQL Serverからデータを抽出して HiRDBへ反映する場合，データ
の抽出・反映方法は抽出側の HiRDB Dataextractorに xtrepO，または xtrepSコマンド
で指定します。

抽出側で xtrepO，または xtrepSコマンドを実行すると，HiRDB Dataextractorが起動
して抽出処理を開始し，データが抽出されて反映側へ送信されます。反映側では，デー
タを受信すると自動的に HiRDBDataextractorを起動し，HiRDB Dataextractorは反映
処理を開始します。

（3） メインフレーム側の DBと HiRDB，ORACLEとのデータの抽出お
よび反映

メインフレーム側の DBからデータを抽出して HiRDBヘ反映する場合，および
HiRDB，または ORACLEからデータを抽出して XDM/RDヘ反映する場合，データの
抽出・反映方法は VOS3側の XDM/XTに指定します。XDM/XTでの指定方法について
は，マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照してください。

メインフレーム側の DBからデータを抽出して HiRDBヘ反映する場合，反映側では，
XDM/XTから送信されたデータを受信すると指定に従って HiRDB Dataextractorが起
動され，HiRDB Dataextractorは反映処理を開始します。

HiRDB，ORACLEからデータを抽出して XDM/RDヘ反映する場合，抽出側では，
XDM/XTからの制御によって指定に従って HiRDB Dataextractorが起動されて抽出処
理を開始し，データを抽出して XDM/XTへ送信します。XDM/XTは受信したデータを
抽出データセットに出力し，この抽出データセットから XDM/RDヘ反映します。
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（4） 抽出したデータでのファイル作成

HiRDB，ORACLE，または SQL Serverからデータを抽出してファイルを作成する場
合，データの抽出およびファイルの作成方法は，抽出側のHiRDB Dataextractorに
xtrepコマンド，xtrepOコマンド，または xtrepSコマンドで指定します。

抽出側で xtrepコマンド，xtrepOコマンド，または xtrepSコマンドを実行すると，
HiRDB Dataextractorが起動して抽出処理を開始し，データが抽出されてファイル作成
側ヘ送信されます。ファイル作成側では，データを受信すると自動的にHiRDB 
Dataextractorが起動され，HiRDB Dataextractorはファイルの作成処理を開始します。

メインフレーム側の DBからデータを抽出してファイルを作成する場合，データの抽出
およびファイルの作成方法は，VOS3側の XDM/XTに指定します。XDM/XTでの指定方
法については，マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照してくだ
さい。

メインフレーム側の DBからデータを抽出してファイルを作成する場合，ファイルの作
成側システムでは，XDM/XTから送信されたデータを受信すると指定に従ってHiRDB 
Dataextractorが起動され，HiRDB Dataextractorはファイルの作成処理を開始します。

（5） 注意事項

次のディレクトリ下には，HiRDB Dataextractorが稼働中に動的に作成するファイルが
あります。これらのファイルは，定期的に削除してください。なお，ファイルの削除は，
HiRDB Dataextractorの停止中にしてください。

• /opt/HIRDBXT/spool/
• /opt/HIRDBXT/dump/
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7.2　HiRDB Dataextractorの開始と終了

HiRDB Dataextractorの開始・終了方法は使用するプロトコルによって異なります。こ
こでは，HiRDB Dataextractorの開始と終了について，プロトコルごとに説明します。

7.2.1　TCP/IP使用時の HiRDB Dataextractorの開始と終了
TCP/IP使用時の HiRDB Dataextractorの開始と終了は，データ抽出側の場合と，デー
タ反映側およびファイル作成側の場合とで異なります。

（1） データ抽出側の HiRDB Dataextractorの開始と終了

HiRDB，ORACLE，または SQL Serverからデータを抽出する場合は，抽出側の
HiRDB Dataextractorは xtrepコマンド，xtrepOコマンド，または xtrepSコマンドの実
行によって起動され，開始します。反映処理またはファイル作成処理が完了すると，終
了します。

HiRDB，または ORACLEからデータを抽出して，XDM/RDへ反映する場合および順編
成データセットを作成する場合は，抽出側の HiRDB Dataextractorは XDM/XTからの
制御によって，/etc/inetd.confでの指定に従って OSの inetdによって起動されて開始し
ます。反映処理または順編成データセットの作成が完了すると，終了します。

（2） データ反映側，およびファイル作成側の HiRDB Dataextractorの開
始と終了

データ反映側およびファイル作成側の HiRDB Dataextractorは，抽出したデータが抽出
側から送信されてくると，/etc/inetd.confでの指定に従って OSの inetdによって起動さ
れて開始します。処理が完了すると，自動的に終了します。

/etc/inetd.confでの設定方法については，「2.2.4　HiRDB Dataextractorを使用するため
に設定するファイル」を参照してください。

7.2.2　OSI使用時の HiRDB Dataextractorの開始と終了
OSIプロトコルを使用した，メインフレーム側の DBとのデータ抽出，データ反映，お
よびファイル作成の場合の HiRDB Dataextractorの開始・終了について説明します。

OSIプロトコル使用時にHiRDB Dataextractorを起動するホストは，HiRDB 
Dataextractorで実行する機能によって異なります。OSIプロトコル使用時に HiRDB 
Dataextractorを起動するホストを，次の表に示します。

HiRDB Dataextractorは開始したユーザで起動されます。次の点に注意してください。

• データを抽出してファイルを作成する場合，作成対象のファイル（LOB入力ファイル
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を含む）がすでに存在するときは，書き込み権限を持っている必要があります。なお，
作成したファイルに対するファイルモードは，環境変数 XTFPERMIT，
XTDPERMITで指定できます。環境変数の設定方法については「2.2.3(2)環境変数の
設定方法」を参照してください。

• ORACLEからデータを抽出する場合，ORACLEに登録されているユーザである必要
があります。

　

表 7-1　OSIプロトコル使用時に HiRDB Dataextractorを起動するホスト

注※注※注※注※
システムマネジャと XDM/XTとの間が OSIプロトコルによって接続されていない
構成のときには，データの転送先のサーバとシステムマネジャとは，TCP/IPプロト
コルで通信をします。このため，システムマネジャで稼働するHiRDB 
Dataextractorの開始と終了は，「7.2.1　TCP/IP使用時の HiRDB Dataextractorの
開始と終了」に示す方法で実行します。

（1） OSI使用時の HiRDB Dataextractorの開始

OSIプロトコル使用時の，HiRDB Dataextractorの開始方法には，自動開始と手動開始
があります。

（a）自動開始

自動開始をする場合は，/sbin/rcに，xtstartコマンドを実行するシェルを起動するための
スクリプトを登録しておきます。

自動開始のための環境設定手順
1. xtstartコマンドの実行シェルの作成
任意のディレクトリ下に，xtstartコマンドを実行するシェルを作成します。

HiRDB Dataextractor
の種別

抽出側 反映側 ファイル作成
側

起動するホスト HiRDB/シングルサーバの場
合
• シングルサーバのあるホス
ト

HiRDB/シングルサーバの場
合
• シングルサーバのあるホス
ト

OSIプロトコ
ルで接続され
ている，ファ
イルを

HiRDB/パラレルサーバの場
合
OSIプロトコルで接続されて
いる，次のどれかのサーバの
あるホスト
• システムマネジャ
• フロントエンドサーバ
• バックエンドサーバ
• ディクショナリサーバ

HiRDB/パラレルサーバの場
合
• OSIプロトコルで接続さ
れている，データの転送先
のサーバ（フロントエンド
サーバまたはバックエンド
サーバ）のあるホスト

• システムマネジャのあるホ
スト※

作成するホス
ト
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2. rcから起動される起動スクリプトの作成
/sbin/init.d下に，「1.」で作成したシェルを実行する起動スクリプトを作成しま
す。

3. 起動スクリプトの登録
起動スクリプトは，実行レベルによって，「シーケンサー・ディレクトリ /sbin/
rc*.d」（*（実行レベル）：0～ n）下に名称規則に従い登録します。シーケン
サー・ディレクトリの内容は，/sbin/init.dの中にある起動スクリプトへのシンボ
リック・リンクから構成されていなければなりません。
指定するファイル名の規則については，rcのリファレンスを参照してください。

（例）
　
ln -s /sbin/init.d/XTS　 /sbin/rc2.d/S600XTS
　

注注注注
＿（下線部分）は同一でなければなりません。

注意事項
3けたの番号はシーケンサー・ディレクトリ内のスクリプトを順序づけるための番
号であるため，XNFの起動後に実行されるように設定してください。実行レベルに
ついては，適用 OSのマニュアルを参照してください。

xtstartコマンド実行シェルの作成例
　
#!/sbin/sh
#
# HiRDB Dataextractor Start
#
export XTTEMPNAM=0
/opt/HIRDBXT/bin/xtstart /HIRDBXT/user01/xtenv1 /HIRDBXT/user01/xtosi1

/sbin/init.d/XTSの作成例（xtstartコマンドの実行シェルのパス名が /HIRDBXT/user01/
xtsの場合）

　
#!/sbin/sh
#
# HiRDB Dataextractor Start script
#
 
PATH=/usr/sbin:/usr/bin:/sbin
export PATH
 
rval=0
 
case $1 in
'start_msg')
  echo "Starting HiRDB Dataextractor"
  ;;
 
'stop_msg')
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  echo "Stopping HiRDB Dataextractor"
  ;;
 
'start')
  for start_file in ls /HIRDBXT/user01/xts  ; do
    if [ -x ${start_file} ]  ; then
      ${start_file}
      if [ $? !=0 ]  ; then
        rval=1
        break
      fi
    fi
  done
  ;;
'stop')
  ;;
 
*)
  echo "usge: $0 {start|stop|start_msg|stop_msg}"
  rval=1
  ;;
esac
 
exit $rval

（b）手動開始

次の場合は，手動でHiRDB Dataextractorを起動します。

• /etc/localrcに HiRDB Dataextractorを自動開始をする情報を設定しない場合。
• kill(1)で HiRDB Dataextractorを終了させたあと，電源を切らずに再度 HiRDB 

Dataextractorを開始する場合。
• HiRDB Dataextractorが異常終了したあと，再度 HiRDB Dataextractorを開始する
場合。

指定形式

（c）注意事項
• XDM/XTを起動する前に，HiRDB Dataextractorは起動されていなければなりませ
ん。

• HiRDB Dataextractorを自動開始する場合は，XNFの起動後にHiRDB 
Dataextractorが自動開始されるように設定してください。

• HiRDB Dataextractorを手動開始する場合は，スーパユーザから xtstartコマンドを
実行してください。スーパユーザ以外で起動した場合，HiRDB Dataextractorに障害
が発生したときに coreダンプが出力されません。また，HiRDB Dataextractorは
XNFの起動後に開始してください。

 
/opt/HIRDBXT/bin/xtstart　環境変数情報設定ファイル名　通信構成定義情報ファイル名
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（2） OSI使用時の HiRDB Dataextractorの終了

HiRDB Dataextractorは，シグナル SIGTERMを受け取ると処理を終了します。

HiRDB Dataextractorだけを終了させたいときは，次の手順で行います。

1. ログファイルに出力されたメッセージから，HiRDB Dataextractorのプロセス IDを
取得します。

2. kill(1)で HiRDB Dataextractorに SIGTERMを送ります。
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8　 障害時の運用
HiRDB Dataextractorの実行中に障害が発生した場合の処置
について説明します。

8.1　HiRDB Dataextractor障害時の処置
265



8.　障害時の運用
8.1　HiRDB Dataextractor障害時の処置

ここでは，HiRDBからデータを抽出してHiRDBヘ反映する場合の障害発生時の運用に
ついて説明します。XDM/RDからデータを抽出してHiRDBヘ反映する場合の障害時の
運用については，マニュアル「データベース抽出プログラム　XDM/XT」を参照してく
ださい。

HiRDB Dataextractor障害時の処置を，次の表に示します。

表 8-1　HiRDB Dataextractor障害時の処置

障害内容 HiRDB Dataextractorの処置 ユーザの処置

メモリ不足 • メッセージ出力
• コネクション断
• エラーログファイルにメッセージ
出力

• プロセス終了

メモリ回復後，再実行してください。

内部矛盾 • メッセージ出力
• コネクション断
• エラーログファイルにメッセージ
出力

• プロセス異常終了

保守員に連絡してください。

システムコールエラー • メッセージ出力
• コネクション断
• エラーログファイルにメッセージ
出力

• プロセス終了

エラーの要因を取り除いて，再実行し
てください。

回線障害または相手シ
ステムによるコネク
ション断

• メッセージ出力
• コネクション断
• エラーログファイルにメッセージ
出力

• プロセス終了

ネットワーク障害の場合は，要因を取
り除いて再実行してください。
ネットワーク障害以外の場合は，保守
員に連絡してください。

HiRDBへのデータ反
映時のアクセスエラー

• メッセージ出力
• コネクション断
• エラーログファイルにメッセージ
出力

• プロセス終了

エラーの要因を取り除いて，再実行し
てください。
HiRDBからデータを抽出している場
合の HiRDBヘのデータ反映エラーの
ときは，データの抽出側に
JXU7010Eメッセージを出力します。
このメッセージ出力時は，データ反映
プロセスが作成したエラーログファイ
ルに出力されたメッセージを基にエ
ラーの原因を取り除いてください。

HiRDBからのデータ
抽出時のアクセスエ
ラー

• HiRDBのメッセージ出力
• コネクション断
• エラーログファイルにメッセージ
出力

• プロセス終了

エラーの要因を取り除いて，再実行し
てください。
環境変数 PDCLTPATHが指定されて
いる場合は，HiRDBの SQLトレー
ス情報が SQLトレースファイルに出
力されますので，この情報を基にエ
ラーの原因を取り除いてください。
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ORACLEからのデー
タ抽出時のアクセスエ
ラー

• ORACLEのメッセージ出力
• コネクション断
• エラーログファイルにメッセージ
出力

• プロセス終了

SQL解析エラーの場合，列名記述
ファイル，表式記述ファイル，または
排他情報ファイルの指定値を見直しエ
ラー原因を取り除いて，再実行してく
ださい。
SQL解析エラー以外の場合は，
ORACLEのメッセージを基にエラー
の原因を取り除いて，再度実行してく
ださい。

SQL Serverからの
データ抽出時のアクセ
スエラー

• SQL Serverのメッセージ出力 
• コネクション断 
• エラーログファイルにメッセージ
出力

• プロセス終了

SQL解析エラーの場合，列名記述
ファイル，および表式記述ファイルの
指定値を見直しエラー原因を取り除い
て，再実行してください。
SQL解析エラー以外の場合は，SQL 
Serverのメッセージを基にエラーの
原因を取り除いて，再度実行してくだ
さい。

HiRDB Dataextractor
動作環境設定中エラー

• メッセージ出力
• コネクション断
• エラーログファイルにメッセージ
出力

• プロセス終了

HiRDBの環境（変数など）を見直し
エラーの原因を取り除いて，再実行し
てください。

HiRDB Dataextractor
異常終了

• OSによる coreダンプ出力
• プロセス異常終了

保守員に連絡してください。

障害内容 HiRDB Dataextractorの処置 ユーザの処置
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9　 メッセージ
HiRDB Dataextractorが出力するメッセージについて説明し
ます。

9.1　メッセージの概要

9.2　メッセージの詳細
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9.1　メッセージの概要
HiRDB Dataextractorから出力されるメッセージの形式および見方について説明します。

HiRDB Dataextractorのメッセージの出力先を，次の表に示します。

表 9-1　HiRDB Dataextractorのメッセージの出力先

（凡例）
○：出力します。
－：出力しません。
抽出 1：データ抽出機能を実行する場合（xtrepコマンドによるHiRDB間の抽出・
反映機能）
抽出 2：データ抽出機能を実行する場合（VOS3 XDM/XTと連携する場合）
反映・作成：データ反映機能，またはファイル作成機能を実行する場合

注※注※注※注※ 1111
ファイル名は，HiRDB Dataextractorが一意になるように設定します。なお，xtrep
コマンドの－ eオプションの指定によって，任意のファイルに出力することもでき
ます。このファイルは，パラメタ解析中にエラーが発生した場合には作成されます。
この場合，エラーメッセージは標準出力にだけ出力されます。

注※注※注※注※ 2222
ファイル名は，HiRDB Dataextractorが一意になるように設定します。

注※注※注※注※ 3333
適用 OSが HP-UXの場合，メッセージログファイルでは，各国文字データが正しく
表示されません。このため，メッセージログファイルへ出力されるメッセージテキ
スト中の埋字（表識別子，列名など）に，各国文字データがある場合は，各国文字
データが正しく表示されません。この場合，同一メッセージがエラーログファイル
にも出力されているので，エラーログファイルで内容を確認してください。

出力先 プロトコル

TCP/IP OSI

抽出 1 抽出 2 反映・作成 抽出 2 反映・作成

/opt/HIRDBXT/spool/xter… ○※ 1 ○※ 2 ○※ 2 － －

/opt/HIRDBXT/spool/xtlog… － － － ○※ 2 ○※ 2

標準出力 ○ － － － －

メッセージログファイル※ 3 ○ ○ ○ ○ ○
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9.1.1　メッセージの形式
メッセージは次の形式で出力されます。

　

ＪＸＵ：HiRDB Dataextractorのメッセージを示します。

ｎｎｎｎ：メッセージの番号を示します。

ｓ：メッセージの重要度を示します。

Ｅ：エラーメッセージ（機能が実行できない障害が発生したことを示します）

Ｉ：情報メッセージ（上記以外の単純な動作状況を示します）

メッセージテキスト：メッセージの内容を示します。

9.1.2　メッセージの見方
このマニュアルでの記述形式を次に示します。

JXUnnnns

英文メッセージテキスト
メッセージの説明

((((ＳＳＳＳ))))：：：：メッセージの出力後に，HiRDB Dataextractorがする処理を示します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：プログラマが取る処置を示します。

　

なお，メッセージテキスト中の英小文字には該当する値が設定されて，出力されます。

9.1.3　メッセージの出力先
各メッセージの出力先一覧を，次の表に示します。

 
ＪＸＵｎｎｎｎｓ　メッセージテキスト
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表 9-2　メッセージ出力先一覧

メッセージ 出力先 備考

番号 コマンド入力側 連携・反映側

エラー
ログ
ファイ
ル

標準
出力

メッセージ
ログファイ

ル

エラー
ログ
ファイ
ル

メッセージ
ログファイ

ル

JXU7000E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7001E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7002E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7003E ○ ○ ○ － － －

JXU7005I ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7006E － － － ○ ○ －

JXU7007I ○ ○ ○ ○ ○ 連携・反映側では xtstart
コマンドの場合にだけ出
力されます。

JXU7008I － － － ○ ○ －

JXU7009I － － － ○ ○ －

JXU7010E ○ ○ ○ － － －

JXU7011I ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7012I － － － ○ ○ －

JXU7013E － － － ○ ○ －

JXU7014I － － － ○ ○ －

JXU7017E － － － ○ ○ －

JXU7018I － － － ○ ○ －

JXU7019I ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7020E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7021E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7022E － － － ○ ○ －

JXU7023I － － － － ○ －

JXU7100E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7101E － － － ○ ○ －

JXU7102E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7103E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7104E － － － ○ ○ OSIの場合にだけ出力さ
れます。

JXU7106I － － － ○ ○ －

JXU7200E ○ ○ ○ ○ ○ －
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JXU7201E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7203E － － － ○ ○ －

JXU7204E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7205E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7206E ○ ○ ○ － － －

JXU7207E ○ ○ ○ － － －

JXU7208E ○ ○ ○ － － －

JXU7208I ○ ○ ○ － － －

JXU7209E － － － ○ ○ －

JXU7210I ○ ○ ○ － － －

JXU7211E ○ ○ ○ － － －

JXU7212E ○ ○ ○ － － －

JXU7213E ○ ○ ○ － － －

JXU7214E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7215E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7216E ○ ○ ○ ○ ○ －

JXU7217E ○ ○ ○ － － －

JXU7218E ○ ○ ○ － － －

JXU7219I － － － ○ ○ －

JXU7220E ○ ○ ○ － － －

JXU7221E － － － ○ ○ －

JXU7222E － － － ○ ○ －

JXU7223E ○ ○ ○ － － －

JXU7224E － － － ○ ○ －

JXU7230I － － － ○ ○ －

JXU7230E － － － ○ ○ －

JXU7300E × ○ × － － －

JXU7301E ○ ○ ○ － － －

JXU7302E ○ ○ ○ － － －

JXU7303E ○ ○ ○ － － －

JXU7305E ○ ○ ○ － － －

メッセージ 出力先 備考

番号 コマンド入力側 連携・反映側

エラー
ログ
ファイ
ル

標準
出力

メッセージ
ログファイ

ル

エラー
ログ
ファイ
ル

メッセージ
ログファイ

ル
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（凡例）
○：出力します。
×：出力しません。
－：該当しません。

コマンド入力側：xtrepコマンド，xtrepOコマンド，または xtrepSコマンドを入力
するホストを示します。

連携・反映側：次のホストを示します。
• XDM/XTと連携するホスト

HiRDBがパラレルサーバの場合には，HiRDB DataextractorおよびHiRDB
のデータベース初期作成ユティリティ（pdload）のメッセージがシステムマ
ネジャ（MGR）に出力されることがあります。このため，障害発生時にはシ
ステムマネジャ（MGR）も調査してください。

• データ反映機能またはファイル作成機能を実行するホスト

JXU7306E ○ ○ ○ － － －

JXU7307E ○ ○ ○ － － －

JXU7308E ○ ○ ○ － － －

JXU7309E ○ ○ ○ － － －

JXU7311E ○ ○ ○ － － －

JXU7312E ○ ○ ○ － － －

JXU7313E ○ ○ ○ － － －

JXU7314E ○ ○ ○ － － －

JXU7315E ○ ○ ○ － － －

JXU7316E ○ ○ ○ － － －

メッセージ 出力先 備考

番号 コマンド入力側 連携・反映側

エラー
ログ
ファイ
ル

標準
出力

メッセージ
ログファイ

ル

エラー
ログ
ファイ
ル

メッセージ
ログファイ

ル
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9.2　メッセージの詳細

JXU7000EJXU7000EJXU7000EJXU7000E

ＩＮＳＵＦＦＩＣＩＥＮＴ　ＭＥＭＯＲＹ
メモリ不足が発生しました。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：コネクション切断後，処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：メモリ回復後，再度システムを実行してください。

JXU7001EJXU7001EJXU7001EJXU7001E

ＬＯＧＩＣＡＬ　ＥＲＲＯＲ　ＯＣＣＵＲＲＥＤ　ＣＯＤＥ＝Ｕａａａ，

ｂｂｂ［，ｃ…ｃ］
内部処理実行中に異常が発生しました。

aaaaaaaaaaaa：：：：保守コード

bbbbbbbbbbbb：：：：詳細コード

cccc…………cccc：：：：保守情報

((((ＳＳＳＳ))))：：：：コネクション切断後，処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：保守員に連絡してください。

JXU7002EJXU7002EJXU7002EJXU7002E

ＳＹＳＴＥＭ　ＣＡＬＬ　ＥＲＲＯＲ，ＦＵＮＣ＝ａ…ａ，

ＥＲＲＣＯＤＥ＝ｂｂｂ　｛ＮＡＭＥ＝ｃ…ｃ｜ＳＩＺＥ＝ｄ…ｄ｜

［ｅ…ｅ］｝
a…aで示すシステムコールでエラーが発生しました。

aaaa…………aaaa：：：：エラーの発生したシステムコール

bbbbbbbbbbbb：：：：エラーコード

cccc…………cccc：：：：ファイル名称，またはサービス名

dddd…………dddd：：：：確保しようとした領域サイズ

eeee…………eeee：：：：保守情報

((((ＳＳＳＳ))))：：：：コネクション切断後，処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラーコードの値と該当する関数の記載されたリファレンスマニュアルを参照して
エラー要因を取り除き，再度実行してください。

• FUNC=getservebynameの場合
servicesファイルのサービス名と HiRDB　Dataextractorの環境変数情報設定
ファイル（hirdbxt.ini）のサービス名が一致しているかどうかを確認してくださ
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い。
• FUNC=connect，errno=239または 10061の場合（反映側がWindows版の場合）
サービスが未起動でないか確認してください。

• FUNC=LoadLibraryEx，errno=1114，NAME=%PDDIR%¥bin¥pdsingle.dllの
場合（反映側がWindows版の場合）
反映側 HiRDBがセットアップ識別子付きでインストールされている場合，
hirdbxt.iniに次の環境変数が指定されているか確認してください。
・PDDIR
・PDCONFPATH
・PDUXPLDIR
• FUNC=CodeCnvOpen，ERRCODE=-4の場合
バージョン 07-03以前に作成された文字コード変換用マッピングテーブルを使用
していた場合，文字コード変換用マッピングテーブルを再作成してください。

JXU7003EJXU7003EJXU7003EJXU7003E

ＲＯＷ　ＬＥＮＧＴＨ　ＥＸＣＥＥＤＳ　４２９４９６７２９５
1行の長さが 4ギガバイトを超えたため，処理を続行することができません。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：処理対象になる表の行長を見直し，再度実行してください。
処理対象になる表に，BLOB，BINARY，SGMLTEXT，または XMLの列が含まれ
ている場合は，環境変数 XTLOBBUFSIZEが指定されているかどうかを見直し，再
度実行してください。

JXU7005IJXU7005IJXU7005IJXU7005I

ＥＮＤ　ＯＦ　ａ…ａ　ＲＥＴＵＲＮ　ＣＯＤＥ　ＩＳ　ｂｂ
HiRDB　Dataextractorがリターンコード bbで処理を終了しました。

aaaa…………aaaa：：：：プログラム名

PXTCNTLPXTCNTLPXTCNTLPXTCNTL：：：：データ反映側のHiRDB　Dataextractor（TCP/IP）

PXTOSILPXTOSILPXTOSILPXTOSIL：：：：データ反映側の HiRDB　Dataextractor（OSI）

xtrepxtrepxtrepxtrep：：：：データ抽出側の HiRDB　Dataextractor（HiRDB抽出）

xtrepOxtrepOxtrepOxtrepO：：：：データ抽出側の HiRDB　Dataextractor（ORACLE抽出）

xtrepSxtrepSxtrepSxtrepS：：：：データ抽出側の HiRDB　Dataextractor（SQL Server抽出）

bbbbbbbb：：：：リターンコード

0000：：：：正常終了しました。

4444：：：：次の事象が発生しましたが処理を続行しました。
• オーバフローまたは切り捨ての可能性があります。
• 文字の切り捨ての可能性があります。
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• HiRDBのデータベース作成ユティリティでエラーが発生しました。

8888：：：：パラメタエラー

12121212：：：：処理が続行できないエラーが発生しました。

16161616：：：：プロセスが異常終了，または内部矛盾を検知しました。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：次のどちらかの処置をしてください。
• リターンコードが 4のとき

JXU7208Iが出力されている場合はオーバフローまたは切り捨てが発生していま
す。切り捨てたデータを反映しない場合は，環境変数 XTERRLEVELに 1を指定
して再度実行してください。
HiRDBのデータベース作成ユティリティでエラーが発生した場合は，反映側のエ
ラーログファイルに出力されたメッセージを基にエラーを取り除き再度実行して
ください。

• リターンコードが 12のとき
エラーログファイルまたは標準出力に出力されたメッセージを基にエラーを取り
除き再度実行してください。

• リターンコードが 16のとき
保守員に連絡してください。

JXU7006EJXU7006EJXU7006EJXU7006E

ａ…ａ　ＴＥＲＭＩＮＡＴＥＤ　ＢＹ　ＳＩＧＮＡＬ，　ＮＯ＝ｂ…ｂ
プログラムがシグナルにより中断しました。

aaaa…………aaaa：：：：プログラム名

PXTCNTLPXTCNTLPXTCNTLPXTCNTL：：：：HiRDB　Dataextractorの入口プログラム

PXTLOADPXTLOADPXTLOADPXTLOAD：：：：PXTCNTLが起動するプログラム

PDLOADPDLOADPDLOADPDLOAD：：：：HiRDBデータベース作成ユティリティ

PXTMOCTPXTMOCTPXTMOCTPXTMOCT：：：：OSIデーモンプログラム

bbbb…………bbbb：：：：中断の原因となったシグナル番号

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：このメッセージ以外に出力されているメッセージがあれば原因を調査し，再度実行
してください。

このメッセージ以外に出力されているメッセージがなければ保守員に連絡してくだ
さい。

JXU7007IJXU7007IJXU7007IJXU7007I

ＨｉＲＤＢ　Ｄａｔａｅｘｔｒａｃｔｏｒ　ＳＹＳＴＥＭ　ＳＴＡＲＴＥＤ　
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｛ＰＩＤ＝ａ…ａ｜ＳＹＳＬＯＧ＝ｂ…ｂ｝
HiRDB　Dataextractorを開始しました。

aaaa…………aaaa：：：：HiRDB　Dataextractorのプロセス ID

bbbb…………bbbb：：：：HiRDB　Dataextractorのエラーログファイル

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を開始します。

JXU7008IJXU7008IJXU7008IJXU7008I

ＨｉＲＤＢ　Ｄａｔａｅｘｔｒａｃｔｏｒ　ＳＹＳＴＥＭ　

ＴＥＲＭＩＮＡＴＥＤ　ＰＩＤ＝ａ…ａ
HiRDB　Dataextractorを終了させました。

aaaa…………aaaa：：：：HiRDB　Dataextractorのプロセス ID

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

JXU7009IJXU7009IJXU7009IJXU7009I

ＨｉＲＤＢ　Ｄａｔａｅｘｔｒａｃｔｏｒ　ＬＯＡＤ　ＰＲＯＣＥＳＳ

ａ　ＳＴＡＲＴＥＤ　ＰＡＲＴＮＥＲ　ＪＯＢ　ＮＡＭＥ＝ｂ…ｂ
HiRDB　Dataextractorがデータ反映処理を開始しました。

aaaa：：：：次のどちらかを表示します。

MMMM：：：：制御プロセス

FFFF：：：：入力ファイル作成プロセス

bbbb…………bbbb：：：：該当するプロセスとコネクトした XDM/XTのジョブ名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：反映処理を開始します。

JXU7010EJXU7010EJXU7010EJXU7010E

ａ…ａ　ＥＲＲＯＲ　ＯＣＣＵＲＲＥＤ，ＣＯＤＥ＝ｂｂ
他プログラムでエラーが発生しました。

aaaa…………aaaa：：：：プログラム名

PXTCNTLPXTCNTLPXTCNTLPXTCNTL：：：：データの反映側のHiRDB　Dataextractor

SHELLSHELLSHELLSHELL　　　　SCRIPTSCRIPTSCRIPTSCRIPT：：：：ユーザ指定のシェルスクリプト

bbbbbbbb：：：：エラーコード

a…aが PXTCNTLの場合
4444：：：：HiRDBデータベース作成ユティリティでエラーが発生しました。
12121212：：：：HiRDB　Dataextractor，HiRDB，またはユーザ指定のシェルコマンドと
のアクセス時，処理が続行できないエラーが発生しました。
16161616：：：：HiRDB　Dataextractorが異常終了しました。
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a…aが SHELL　SCRIPTの場合
ユーザ指定のシェルスクリプトが返却する exitのステータス

((((ＳＳＳＳ))))：：：：次のどれかの処理をします。

a…aが PXTCNTLの場合
• エラーコードが 4の場合
処理を続行します。

• エラーコードが 4以外の場合
処理を終了します。

a…aが SHELL　SCRIPTの場合
処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：次のどれかの処置をしてください。

a…aが PXTCNTLの場合
• エラーコードが 4の場合

a…aで示されるプログラムの実行結果リストに問題がないか確認してくださ
い。

• エラーコードが 4以外の場合
a…aで示されるプログラムの実行結果リストを基にエラー要因を取り除き，
再度ジョブを実行してください。

a…aが SHELL　SCRIPTの場合
ユーザ指定のシェルスクリプトの実行結果に問題がないか確認してください。

JXU7011IJXU7011IJXU7011IJXU7011I

ａ…ａ　ＲＯＷＳ　ＥＸＴＲＡＣＴ　［ＳＵＣＣＥＳＳＦＵＬＬＹ］
a…a行抽出しました。

aaaa…………aaaa：：：：抽出行数

SUCCESSFULLYSUCCESSFULLYSUCCESSFULLYSUCCESSFULLY：：：：出力行数最終結果時を表します。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。

JXU7012IJXU7012IJXU7012IJXU7012I

｛ＦＩＬＥ｜ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ｝ＣＲＥＡＴＥＤ　ＮＡＭＥ＝ａ…ａ　

［ＣＯＵＮＴ＝ｂ…ｂ］
ファイルまたはディレクトリの作成処理を終了しました。

aaaa…………aaaa：：：：ファイル名またはディレクトリ名

bbbb…………bbbb：：：：データ件数

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。
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JXU7013EJXU7013EJXU7013EJXU7013E

｛ＦＩＬＥ｜ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ｝ＥＸＩＳＴ　ＮＡＭＥ＝ａ…ａ
指定されたファイルまたはディレクトリはすでに存在します。

aaaa…………aaaa：：：：ファイル名またはディレクトリ名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：次のどちらかを行い，再度実行してください。
• 作成するファイル名またはディレクトリ名の指定を変更します。
• ファイルの上書きをしてもよい指定に変更します。

JXU7014IJXU7014IJXU7014IJXU7014I

ＥＸＥＣ　ａ…ａ　ＩＳ　ｂ…ｂ
a…aを実行します。

aaaa…………aaaa：：：：実行した事象

pdloadpdloadpdloadpdload　　　　ARGARGARGARG：：：：pdloadを実行します。

SHELLSHELLSHELLSHELL　　　　SCRIPTSCRIPTSCRIPTSCRIPT：：：：シェルスクリプトを実行します。

bbbb…………bbbb：：：：次のどちらかを表示します。
• a…aが pdload　ARGの場合

pdload実行時のオプション
• a…aが SHELL　SCRIPTの場合
シェルスクリプトファイルの絶対パス名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：a…aの終了を待ちます。

JXU7017EJXU7017EJXU7017EJXU7017E

ＴＨＩＳ　ＦＵＮＣＴＩＯＮ　ＩＳ　ＮＯＴ　ＳＵＰＰＯＲＴ，ＫＩＮＤ＝ａ…ａ　ｂ…ｂ
接続先とのバージョンの組み合わせでサポートされていない機能が実行されました。な
お，このメッセージのあとに，保守情報がダンプ形式で出力されます。
接続先：XDM/XTまたは HiRDB　Dataextractor

aaaa…………aaaa：：：：保守情報

bbbb…………bbbb：：：：保守情報（ダンプ形式）

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：接続先とのバージョンの組み合わせでサポートされていない機能を実行していない
か確認してください。該当しない場合は保守員に連絡してください。

JXU7018IJXU7018IJXU7018IJXU7018I

ＦＩＬＥ　ＣＲＥＡＴＥＤ　ＣＯＵＮＴ＝ａａ　ＳＵＣＣＥＳＳＦＵＬＬＹ
ファイルの作成処理が完了しました。
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aaaaaaaa：：：：データ件数

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。

JXU7019IJXU7019IJXU7019IJXU7019I

ＩＮＶＡＬＩＤ　ＡＤＤＲＥＳＳ　ＭＯＤＥ，

ＨｉＲＤＢ　Ｄａｔａｅｘｔｒａｃｔｏｒ　ａ…ａ　ｂ…ｂ＝ｃ…ｃ
HiRDB　Dataextractorが，アドレッシングモードの異なるプログラムにアクセスしま
した。

aaaa…………aaaa：：：：HiRDB Dataextractorのアドレッシングモード

32bit32bit32bit32bit：：：：32ビットモード

64bit64bit64bit64bit：：：：64ビットモード

bbbb…………bbbb：：：：接続相手プログラム
• HiRDB

cccc…………cccc：：：：接続相手プログラムのアドレッシングモード

32bit32bit32bit32bit：：：：32ビットモード

64bit64bit64bit64bit：：：：64ビットモード

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：接続する相手プログラムとのアドレッシングモードを合わせて，再度実行してくだ
さい。

JXU7020EJXU7020EJXU7020EJXU7020E

ＭＯＤＵＬＥ　ＴＲＡＣＥ　ＦＩＬＥ　ＣＲＥＡＴＥＤ　ＮＡＭＥ＝ａ…ａ
モジュールトレースファイルを出力しました。

aaaa…………aaaa：：：：モジュールトレースファイル名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

JXU7021EJXU7021EJXU7021EJXU7021E

ＮＯＴ　ＥＸＥＣ　ａ…ａ
処理が実行できませんでした。

aaaa…………aaaa：：：：実行しようとした処理名

MODULEMODULEMODULEMODULE　　　　TRACETRACETRACETRACE：：：：モジュールトレース取得処理

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。

JXU7022EJXU7022EJXU7022EJXU7022E

ＣＯＲＥ　ＦＩＬＥ　ＩＮ　ａ…ａ
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coreファイル格納ディレクトリは a…aです。

aaaa…………aaaa：：：：coreファイル格納ディレクトリ名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。

JXU7023IJXU7023IJXU7023IJXU7023I

ＳＹＳＴＥＭ　ＣＡＬＬ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ，ＦＵＮＣ=ａ…ａ，ＣＯＤＥ=ｂｂｂ　［ｃ
…ｃ］

a…aで示すシステムコールの保守情報を出力します。

aaaa…………aaaa：：：：システムコール

bbbbbbbbbbbb：：：：終了コード

cccc…………cccc：：：：保守情報

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：次の情報が出力された場合は，Windowsのサービス（HiRDB Dataextractor）が
正常に終了していますので対処は不要です。また，次の情報以外が出力された場合は，
終了コードの値と該当する関数が記載されたWindows APIのリファレンスマニュアルを
参照して要因を取り除き，Windowsのサービス（HiRDB Dataextractor）を再起動して
ください。

• FUNC=WaitForSingleObject(),CODE=6
• FUNC=SetServiceStatus(),CODE=6
• FUNC=FreeLibrary(),CODE=126

JXU7100EJXU7100EJXU7100EJXU7100E

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＥＲＲＯＲ　ＯＣＣＵＲＲＥＤ

ＣＯＤＥ＝（ａａａ，ｂｂｂｂ）［ＰＡＲＴＮＥＲ＝ｄ…ｄ］

［ＨＯＳＴＮＡＭＥ＝ｅ…ｅ］
相手システムとの間で通信障害が発生しました。

aaaaaaaaaaaa：：：：処理コード

2222：：：：setsockoptソケットライブラリ

6666：：：：受信処理中

7777：：：：送信処理中

bbbbbbbbbbbbbbbb：：：：エラーコード

TCP/IPTCP/IPTCP/IPTCP/IPのとき：のとき：のとき：のとき：ソケットライブラリの errno

OSIOSIOSIOSIのとき：のとき：のとき：のとき：TLI関数の t_errno

dddd…………dddd：：：：JOBIDまたはプロセス ID

XDM/XTXDM/XTXDM/XTXDM/XT時：時：時：時：JOBID
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HiRDBHiRDBHiRDBHiRDB　　　　DataextractorDataextractorDataextractorDataextractor時：時：時：時：PXTCNTLのプロセス ID

eeee…………eeee：：：：通信相手のホスト名称
相手システムがHiRDB　Dataextractor時にだけ出力します。

PARTNERとHOSTNAMEは OSIのときにだけ出力します。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：コネクション切断後，処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラー要因を取り除き，再度実行してください。

TCP/IPのとき
• マニュアル「日立 CSMA/CDネットワーク CD105（TCP/IP）」によって，処
理コードに該当するソケットライブラリの要因コードを参照してください。
ネットワーク障害が考えられる場合は，障害要因を取り除いて再度実行して
ください。

• 上記以外の場合，保守員に連絡してください。

OSIのとき
• PARTNERにプロセス IDが表示された場合

HOSTNAMEの示すホスト中の HiRDB　Dataextractorのエラーファイルの
内容に従い対応してください。該当するエラーファイルは，このメッセージ
の先頭に表示されたプロセス IDが存在するファイルです。

• PARTNERにプロセス IDが表示されない場合
HiRDBのシステムマネジャの存在するホスト中の HiRDB　Dataextractor
のエラーファイルの内容に従い対応してください。該当するエラーファイル
は，このメッセージの先頭に表示されたプロセス IDが存在するファイルで
す。

JXU7101EJXU7101EJXU7101EJXU7101E

ａ…ａ　ＣＡＮＮＯＴ　ＣＯＮＮＥＣＴ

［ＰＡＲＴＮＥＲ＝ｄ…ｄ］　［ＨＯＳＴＮＡＭＥ＝ｅ…ｅ］
相手システムとの接続に失敗しました。

aaaa…………aaaa：：：：ロード名称

PXTCNTLPXTCNTLPXTCNTLPXTCNTL：：：：TCP/IP使用時のロード名称

PXTOSILPXTOSILPXTOSILPXTOSIL：：：：OSI使用時のロード名称

dddd…………dddd：：：：JOBIDまたはプロセス ID

XDM/XTXDM/XTXDM/XTXDM/XT時：時：時：時：JOBID

HiRDBHiRDBHiRDBHiRDB　　　　DataextractorDataextractorDataextractorDataextractor時：時：時：時：PXTCNTLのプロセス ID

eeee…………eeee：：：：通信相手のホスト名称
相手システムがHiRDB　Dataextractor時にだけ出力します。

PARTNERとHOSTNAMEは OSIのときにだけ出力します。
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((((ＳＳＳＳ))))：：：：コネクション切断後，処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラー要因を取り除き，再度実行してください。

TCP/IPのとき
• ポート番号の設定が誤っていないかどうかを見直してください。
• 相手システムの HiRDB　Dataextractorとのバージョンの組み合わせを見直
してください。

• 環境変数 XTPCHKTIMEの指定値を見直してください。

OSIのとき
• PARTNERにプロセス IDが表示された場合

HOSTNAMEの示すホスト中の HiRDB　Dataextractorのエラーファイルの
内容に従い対応してください。該当するエラーファイルは，このメッセージ
の先頭に表示されたプロセス IDが存在するファイルです。

• PARTNERにプロセス IDが表示されない場合
HiRDBのシステムマネジャの存在するホスト中のHiRDB　Dataextractor
のエラーファイルの内容に従い対応してください。該当するエラーファイル
は，このメッセージの先頭に表示されたプロセス IDが存在するファイルで
す。

• 環境変数 XTPCHKTIMEの指定値を見直してください。

JXU7102EJXU7102EJXU7102EJXU7102E

ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ　ＣＬＯＳＥＤ｛ＣＯＤＥ＝　（ａａａ，ｂｂｂｂ）

｜ＦＵＮＣ＝ｃ…ｃ　ＣＯＤＥ＝ｄ…ｄ｝［ＰＡＲＴＮＥＲ＝ｅ…ｅ］　

［ＨＯＳＴＮＡＭＥ＝ｆ…ｆ］
相手システムとのコネクションが障害によって切断されました。

aaaaaaaaaaaa：：：：処理コード（保守コード）

6666：：：：受信処理中

7777：：：：送信処理中

bbbbbbbbbbbbbbbb：：：：エラーコード（保守コード）

TCP/IPTCP/IPTCP/IPTCP/IPのとき：のとき：のとき：のとき：ソケットライブラリの errno

OSIOSIOSIOSIのとき：のとき：のとき：のとき：TLI関数の t_errno

cccc…………cccc：：：：エラーの発生した TLI関数名（保守コード）

dddd…………dddd：：：：エラーコード（保守コード）

TLI関数の t_errno

eeee…………eeee：：：：JOBIDまたはプロセス ID

XDM/XTXDM/XTXDM/XTXDM/XT時：時：時：時：JOBID
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HiRDBHiRDBHiRDBHiRDB　　　　DataextractorDataextractorDataextractorDataextractor時時時時：PXTCNTLのプロセス ID

ffff…………ffff：：：：通信相手のホスト名称
相手システムがHiRDB　Dataextractor時にだけ出力します。

PARTNERとHOSTNAMEは OSIのときにだけ出力します。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：XDM/XT側，または HiRDB　Dataextractorで障害が発生したと考えられます。
その障害を取り除き，再度実行してください。

• PARTNERにプロセス IDが表示された場合
HOSTNAMEの示すホスト中の HiRDB　Dataextractorのエラーファイルの内容
に従い対応してください。該当するエラーファイルは，このメッセージの先頭に
表示されたプロセス IDが存在するファイルです。

• PARTNERにプロセス IDが表示されない場合
HiRDBのシステムマネジャの存在するホスト中のHiRDB　Dataextractorのエ
ラーファイルの内容に従い対応してください。該当するエラーファイルは，この
メッセージの先頭に表示されたプロセス IDが存在するファイルです。

JXU7103EJXU7103EJXU7103EJXU7103E

ＣＡＮＮＯＴ　ＣＯＮＮＥＣＴ　ＷＩＴＨ　ａ…ａ，（ｂ…ｂ）　

［ＰＡＲＴＮＥＲ＝ｃ…ｃ］
データ格納先ホスト上のHiRDB　Dataextractorとの接続に失敗しました。

aaaa…………aaaa：：：：データ格納先ホスト名称

bbbb…………bbbb：：：：データ格納先ホストの IPアドレス
xxx.xxx.xxx.xxxの形式（xxx：10進数）

cccc…………cccc：：：：JOBIDまたはプロセス ID

XDM/XTXDM/XTXDM/XTXDM/XT時：時：時：時：JOBID

HiRDBHiRDBHiRDBHiRDB　　　　DataextractorDataextractorDataextractorDataextractor時：時：時：時：PXTCNTLのプロセス ID
PARTNERは OSIのときにだけ出力します。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラー要因を取り除き，再度実行してください。

TCP/IPのとき
ポート番号の設定が誤っていないか見直してください。
HiRDB Dataextractorの実行時にホスト名ではなく FQDNを指定した場合は，
a…aではなく b…bで接続に失敗したホストを判断してください。

OSIのとき
• PARTNERにプロセス IDが表示された場合

HOSTNAMEの示すホスト中の HiRDB　Dataextractorのエラーファイルの
285



9.　メッセージ
内容に従い対応してください。該当するエラーファイルは，このメッセージ
の先頭に表示されたプロセス IDが存在するファイルです。

• PARTNERにプロセス IDが表示されない場合
HiRDBのシステムマネジャの存在するホスト中のHiRDB　Dataextractor
のエラーファイルの内容に従い対応してください。該当するエラーファイル
は，このメッセージの先頭に表示されたプロセス IDが存在するファイルで
す。

JXU7104EJXU7104EJXU7104EJXU7104E

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＥＲＲＯＲ　ＯＣＣＵＲＥＤ，　

ＬＯＡＤＮＡＭＥ＝ａ…ａ　ＨＯＳＴＮＡＭＥ＝ｂ…ｂ

［ＰＡＲＴＮＥＲ＝ｃ…ｃ］
ほかの HiRDB　Dataextractorとの通信でエラーが発生しました。

aaaa…………aaaa：：：：通信を行っている相手側の HiRDB　Dataextractorのロード名称

bbbb…………bbbb：：：：a…aの存在するホスト名称

cccc…………cccc：：：：JOBIDまたはプロセス ID

XDM/XTXDM/XTXDM/XTXDM/XT時：時：時：時：JOBID

HiRDBHiRDBHiRDBHiRDB　　　　DataextractorDataextractorDataextractorDataextractor時：時：時：時：PXTCNTLのプロセス ID
PARTNERは OSIのときにだけ出力します。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：このメッセージよりも先に出力されたメッセージ，および相手側のロードが出力し
たメッセージの指示に従ってください。

• OSIのときで，PARTNERにプロセス IDが表示された場合
HOSTNAMEの示すホスト中の HiRDB　Dataextractorのエラーファイルの内容
に従い対応してください。該当するエラーファイルは，このメッセージの先頭に
表示されたプロセス IDが存在するファイルです。

• PARTNERにプロセス IDが表示されない場合
HiRDBのシステムマネジャの存在するホスト中の HiRDB　Dataextractorのエ
ラーファイルの内容に従い対応してください。該当するエラーファイルは，この
メッセージの先頭に表示されたプロセス IDが存在するファイルです。

JXU7106IJXU7106IJXU7106IJXU7106I

ＯＳＩ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＰＲＯＧＲＡＭ　ＩＳ　ＮＯＴ　ＡＣＴＩＶＥ
OSI通信に必要なプログラムが稼働していないため，再試行します。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：OSI通信に必要なプログラム（XNF）を起動してください。
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JXU7200EJXU7200EJXU7200EJXU7200E

ＥＲＲＯＲ　ＯＣＣＵＲＲＥＤ　ＤＵＲＩＮＧ　

ＤＡＴＡＢＡＳＥ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＡＴＵＳ＝ａａａ　

ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ　ＣＯＤＥ＝ｂ…ｂ　［ｃ…ｃ］
HiRDB，ORACLE，または SQL Serverアクセス時に，処理が続行できないエラーが発
生しました。このメッセージに続いてHiRDB，ORACLE，または SQL Serverのメッ
セージを出力する場合があります。

aaaaaaaaaaaa：：：：HiRDB　SQLCODEまたは ORACLE，SQL Serverのエラーコード

bbbb…………bbbb：：：：オペレーションコード（内部情報）

cccc…………cccc：：：：HiRDB，ORACLE，または SQL Serverのメッセージ

((((ＳＳＳＳ))))：：：：コネクション切断後，処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：

HiRDBの場合
HiRDB　SQLCODE，またはHiRDBのメッセージを基にエラー要因を取り除
き再度実行してください。HiRDB　SQLCODE，またはHiRDBのメッセージ
については，マニュアル「HiRDB Version 8 メッセージ」を参照してください。

ORACLEの場合
ORACLEのエラーコードまたはメッセージを基にエラー原因を取り除き再実行
してください。SQL解析エラーの場合，列名記述ファイル，表式記述ファイ
ル，または排他情報ファイルの指定値を見直してください。ORACLEのエラー
コードまたはメッセージについては ORACLEのマニュアルを参照してくださ
い。

SQL Serverの場合
SQL Serverのエラーコードまたはメッセージを基にエラー原因を取り除き再実
行してください。SQL解析エラーの場合，列名記述ファイル，表式記述ファイ
ルの指定値を見直してください。SQL Serverのエラーコードまたはメッセージ
については SQL Serverのマニュアルを参照してください。

JXU7201EJXU7201EJXU7201EJXU7201E

ＥＲＲＯＲ　ＯＣＣＵＲＲＥＤ　ＤＵＲＩＮＧ　ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ　

ＳＥＴ　ＦＵＮＣＴＩＯＮ＝ａ…ａ　［ＣＯＤＥ＝ｂｂｂ］
HiRDB　Dataextractorの動作環境設定中，処理が続行できないエラーが発生しました。

aaaa…………aaaa：：：：環境設定関数名（内部情報），環境変数名，またはセクション名
PDUSERの場合は，あらかじめユーザ IDとパスワードを設定しておく必要があり
ます。

bbbbbbbbbbbb：：：：環境設定関数の戻り値（内部情報）
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((((ＳＳＳＳ))))：：：：コネクション切断後，処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：HiRDB，および HiRDB　Dataextractorの環境（変数）を見直して，再実行して
ください。または，HiRDBが起動されているか確認してください。

• FUNCTION=SECTION　NUMBERの場合
HiRDB　Dataextractorの環境変数情報設定ファイル（hirdbxt.ini）内のセク
ション数がオーバしています。修正して再度実行してください。

• FUNCTION=pdi_utl_sh_prologの場合
HiRDBを起動したあと，再度実行してください。
HiRDBが起動しているときは，「表 2-7　HiRDB Dataextractorを使用するため
に必要な環境変数」の HiRDBの環境変数（PD～）が正しく指定されているかを
確認し，再度実行してください。

JXU7203EJXU7203EJXU7203EJXU7203E

ａ…ａ　ＩＳ　ＮＯＴ　ＤＥＦＩＮＥＤ　ＩＮ　ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ　

ＦＩＬＥ
HiRDB　Dataextractorの環境変数情報設定ファイル中に誤った指定があります。

aaaa…………aaaa：：：：環境変数名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：コネクション切断後，処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：HiRDB　Dataextractorの環境変数，またはHiRDBの環境変数を見直して，再度
実行してください。

JXU7204EJXU7204EJXU7204EJXU7204E

ＴＩＭＥＯＵＴ　ＯＣＣＵＲＲＥＤ　ＤＵＲＩＮＧ　ａ…ａ
処理実行中にタイムアウトが発生しました。

aaaa…………aaaa：：：：次のどれかを表示します。

INPUTINPUTINPUTINPUT　　　　FILEFILEFILEFILE　　　　I/OI/OI/OI/O：：：：入力ファイルへの書き込み処理

RECEIVERECEIVERECEIVERECEIVE　　　　DATADATADATADATA：：：：相手システムからのメッセージ受信処理

SENDSENDSENDSEND　　　　DATADATADATADATA：：：：相手システムへのメッセージ送信処理

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラーログファイルまたは HiRDBデータベース作成ユティリティのエラーファイ
ルのメッセージを基にエラーを取り除き再度実行してください。

処理種別が INPUT　FILE　I/Oの場合
• 格納表に排他が掛かっている場合
格納表に排他を掛けている処理の終了後，再度実行してください。
また，同一の表に同時に反映処理が実行されないように，ジョブスケジュー
ルを見直してください。

• 排他が掛かっていない場合
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9.　メッセージ
入力ファイルの書き込み監視時間（環境変数 XTWRTWTIME）を設定して，
再度実行してください。すでに設定している場合は，設定値を大きくして，
再度実行してください。

処理種別が，RECEIVE　DATAまたは SEND　DATAの場合
通信回線に問題がないか見直してください。通信回線の問題でなければ，通信
関数の応答監視時間（環境変数 XTTCPWTIME，または XTOSIWTIME）の指
定値を大きくして，再度実行してください。

JXU7205EJXU7205EJXU7205EJXU7205E

ＶＡＬＵＥ　ＯＦ　ａ…ａ　ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ　ＩＳ　ＩＮＶＡＬＩＤ
パラメタ値が不正です。

aaaa…………aaaa：：：：パラメタ名称

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラー要因を取り除き，再度実行してください。

JXU7206EJXU7206EJXU7206EJXU7206E

ＳＰＥＣＩＦＩＥＤ　ＴＡＢＬＥ　ａ…ａ．ｂ…ｂ　ＩＳ　ＮＯＴ　

ＤＥＦＩＮＥＤ　ＩＮ　ｃ…ｃ　ＤＩＣＴＩＯＮＡＲＹ
指定した表 a…a.b…bはディクショナリに定義されていません。

aaaa…………aaaa：：：：抽出側または反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：抽出側または反映側の表識別子

cccc…………cccc：：：：データベース種別

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：表名を直すか，表を定義したあとに再度実行してください。

JXU7207EJXU7207EJXU7207EJXU7207E

ＳＰＥＣＩＦＩＥＤ　ＬＯＡＤ　ＣＯＬＵＭＮ　ＮＵＭＢＥＲ　ＩＳ　

ＮＯＴ　ＥＱＵＡＬ　ＥＸＴＲＡＣＴ　ＣＯＬＵＭＮ　ＮＵＭＢＥＲ　

ＩＮ　ＴＡＢＬＥ　ａ…ａ．ｂ…ｂ
反映する表の列数が抽出する表の列数と一致していません。

aaaa…………aaaa：：：：反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：反映側の表識別子

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：表名を直すか，HiRDBの定義を修正したあとに再度実行してください。
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JXU7208EJXU7208EJXU7208EJXU7208E

ＤＡＴＡ　ＣＯＮＶＥＲＴ　ＥＲＲＯＲ　ＣＯＤＥ＝ａａ　ＣＯＵＮＴ＝ｂｂ
データの切り捨て，またはオーバフローが発生しました。

aaaaaaaa：：：：エラーコード

01010101：：：：データの切り捨てが発生しました。

02020202：：：：オーバフローが発生しました。

bbbbbbbb：：：：エラー発生行数

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：反映側の列長を直すか，環境変数 XTLOBBUFSIZEの値を大きくしたあとに再度
実行してください。

JXU7208IJXU7208IJXU7208IJXU7208I

ＤＡＴＡ　ＣＯＮＶＥＲＴ　ＥＲＲＯＲ　ＣＯＤＥ＝ａａ
データの切り捨て，またはオーバフローが発生しました。

aaaaaaaa：：：：エラーコード

01010101：：：：文字の切り捨てが発生しました。

02020202：：：：オーバフローが発生しました。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。

JXU7209EJXU7209EJXU7209EJXU7209E

ＥＲＲＯＲ　ＯＣＣＵＲＲＥＤ　ＤＵＲＩＮＧ　ＤＡＴＡ　ＰＵＴ　

ＣＯＤＥ＝ａａ　ＣＯＵＮＴ＝ｂ…ｂ　［ＳＩＺＥ＝ｃ…ｃ］
抽出データの書き込みに失敗しました。

aaaaaaaa：：：：エラーコード

01010101：：：：出力ファイルサイズが不正のため書き込むことができません。

02020202：：：：出力するファイルがなくなったため書き込むことができません。

bbbb…………bbbb：：：：データ件数

cccc…………cccc：：：：1行のデータ長

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：次のどれかの処置をしてください。

エラーコードが 01の場合
環境変数 XTFILESIZEの値を大きくしたあと，再度実行してください。

エラーコードが 02の場合
次のどれかの処置をして，再度実行してください。
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• 環境変数 XTFILESIZEの値を大きくする
• 出力ファイルを格納するディレクトリの空き容量を増やす
• － oオプションにファイル名称を追加する

JXU7210IJXU7210IJXU7210IJXU7210I

ＤＩＦＦＥＲＥＮＣＥ　ＭＡＹ　ＢＥ　ＩＮＣＬＵＤＥ　ＩＮ　ａ…ａ．

ｂ…ｂ．ｃ…ｃ
データの切り捨て，オーバフロー，丸め誤差が発生する可能性があります。

aaaa…………aaaa：：：：抽出または反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：抽出または反映側の表識別子

cccc…………cccc：：：：抽出，反映列名または列名記述領域（SQLCNDA）の SQLNAMECに設定される
値（列名記述領域の詳細は，マニュアル「HiRDB Version 8 SQLリファレンス」を参照
してください）

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。

JXU7211EJXU7211EJXU7211EJXU7211E

ＤＡＴＡ　ＴＹＰＥ　ＯＦ　｛ａ…ａ．ｂ…ｂ．ｃ…ｃ｜ＲＯＷ｜＃ｎ…ｎ｝　

ＣＡＮＮＯＴ　ＣＯＮＶＥＲＴ
データ属性が不正のため変換できません。

aaaa…………aaaa：：：：反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：反映側の表識別子

cccc…………cccc：：：：反映側の列名

nnnn…………nnnn：：：：抽出フィールド通番

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：表名を修正するか，または HiRDBの定義を修正したあとに再度実行してくださ
い。

列名記述ファイルに ROWを指定し格納列に可変長データがあった場合，ROW指定
を解除するか，反映側を固定長データで定義し直し，再度実行してください。
列名記述ファイルに ROWを指定し反映情報ファイルを指定した場合，ROW指定を
解除するか，反映情報ファイルを指定しないで再度実行してください。
文字集合列を抽出・反映する場合は，文字集合，属性，および長さを同じにして再
度実行してください。

JXU7212EJXU7212EJXU7212EJXU7212E

ＤＡＴＡ　ＬＥＮＧＴＨ　ＯＦ　｛ａ…ａ．ｂ…ｂ．ｃ…ｃ｜ＲＯＷ｝　

ＣＡＮＮＯＴ　ＣＯＮＶＥＲＴ
データ長，精度，尺度が不正のため変換できません。
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aaaa…………aaaa：：：：抽出側または反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：抽出側または反映側の表識別子

cccc…………cccc：：：：抽出側または反映側の列名

ROWROWROWROW：：：：列名記述ファイルに ROWを指定し，抽出側と反映側の列合計長が不一致の場合

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：表名を修正するか，または HiRDBの定義を修正したあとに再度実行してくださ
い。

文字集合列を抽出・反映する場合は，文字集合，属性，および長さを同じにして再
度実行してください。
環境変数 XTDATALOCALEに utf-16BE，または utf-16LEを指定して抽出・反映
する場合は，列の長さを偶数バイトにして再度実行してください。

JXU7213EJXU7213EJXU7213EJXU7213E

ＳＰＥＣＩＦＩＥＤ　ＲＤＡＲＥＡ　ａ…ａ　ＩＳ　ＩＮＶＡＬＩＤ　ＢＥＣＡＵＳＥ

ＴＡＢＬＥ　ｂ…ｂ．ｃ…ｃ　ＩＳ　ＮＯＴ　ＦＯＵＮＤ　ＩＮ　ＲＤＡＲＥＡ
指定した RDエリア a…aは，表が格納されているＲＤエリアではありません。

aaaa…………aaaa：：：：反映側の RDエリア名

bbbb…………bbbb：：：：反映側の認可識別子

cccc…………cccc：：：：反映側の表識別子

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：表名または RDエリア名を修正するか，あるいは HiRDBへ定義したあとに再度実
行してください。

JXU7214EJXU7214EJXU7214EJXU7214E

ＰＡＲＴＩＴＩＯＮＩＮＧ　ＯＦ　ＳＰＥＣＩＦＩＥＤ　ＴＡＢＬＥ　ａ…ａ．ｂ…ｂ　ＩＳ

ＮＯＴ　ＳＵＰＰＯＲＴＥＤ
指定した表の分割方法はサポート対象外です。

aaaa…………aaaa：：：：反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：反映側の表識別子

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：表名を修正し，再度実行してください。

JXU7215EJXU7215EJXU7215EJXU7215E

ＤＡＴＡ　ＴＹＰＥ　ＯＦ　｛ａ…ａ．ｂ…ｂ．ｃ…ｃ｜ #n…n｝　ＮＯＴ　

ＳＵＰＰＯＲＴ
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サポートされていない属性変換の組み合わせです。

aaaa…………aaaa：：：：抽出側または反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：抽出側または反映側の表識別子

cccc…………cccc：：：：抽出側または反映側の列名

nnnn…………nnnn：：：：抽出フィールド通番

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：表名を修正するか，または HiRDBの定義を修正したあとに再度実行してくださ
い。

JXU7216EJXU7216EJXU7216EJXU7216E

ＮＵＬＬ　ＤＡＴＡ　ＣＡＮＮＯＴ　ＢＥ　ＳＰＥＣＩＦＩＥＤ　ＩＮ　

ａ…ａ．ｂ…ｂ．ｃ…ｃ
ナル値情報ファイルに設定した列が非ナル値制約です。

aaaa…………aaaa：：：：抽出側または反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：抽出側または反映側の格納表識別子

cccc…………cccc：：：：抽出側または反映側の列名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：ナル値情報ファイルまたは HiRDBの定義を修正したあとに，再度実行してくださ
い。

JXU7217EJXU7217EJXU7217EJXU7217E

ＡＲＲＡＹ　ＮＵＭＢＥＲ　ＩＮＶＡＬＩＤ　ＩＮ　

ａ…ａ．ｂ…ｂ．ｃ…ｃ
抽出側と反映側の，繰返し列の要素数の組み合わせが不正です。

aaaa…………aaaa：：：：反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：反映側の表識別子

cccc…………cccc：：：：反映側の列名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：抽出側の列と反映側の列に定義した要素数を見直し，修正したあとに再度実行して
ください。

JXU7218EJXU7218EJXU7218EJXU7218E

ＤＡＴＡ　ＶＡＬＵＥ　ＯＦ　ａ…ａ．ｂ…ｂ．ｃ…ｃ　ＣＡＮＮＯＴ　ＣＯＮＶＥＲＴ

　ＥＲＲＯＲ　ＣＯＤＥ＝ｄｄ　ＣＯＵＮＴ＝ｅ…ｅ
データの値が不正なため変換できません。
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aaaa…………aaaa：：：：抽出側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：抽出側の表識別子

cccc…………cccc：：：：抽出側の列名

dddddddd：：：：エラーコード

eeee…………eeee：：：：エラー発生行数

01010101：：：：DATEデータ型の指定値が紀元前である。

02020202：：：：数値データ型の値がオーバフローした。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：反映側の属性を変換可能なものに変更するか，抽出条件を指定して不正なデータを
抽出対象外としたあとに再度実行してください。

JXU7219IJXU7219IJXU7219IJXU7219I

ＤＡＴＡ　ＣＯＮＶＥＲＴ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　ＦＲＯＭ＝ａ…ａ　ＴＯ　ｂ…ｂ，
ＵＮＤＥＦ　ＣＯＤＥ＝ｃ…ｃ，ＥＲＲＯＲ　ＣＯＵＮＴ＝ｄ…ｄ［，ｅ…ｅ］

文字コード変換情報（ユーザデータ）を出力します。

aaaa…………aaaa：：：：変換前の文字コード

bbbb…………bbbb：：：：変換後の文字コード

cccc…………cccc：：：：未定義コード検出時に設定する値（XTUNDEF，XTDATAUNDEFの 16進数値）

dddd…………dddd：：：：文字コード変換エラー時の打ち切り行数

eeee…………eeee：：：：UCS-4検知時の打ち切り行数

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を続行します。

JXU7220EJXU7220EJXU7220EJXU7220E

ａ…ａ　ＩＳ　ＩＮＶＡＬＩＤ　ＩＮ　ｂ…ｂ　ＬＩＮＥ＝ｃ…ｃ
b…bファイルに記述されている c…c行目の a…aの指定が不正です。

aaaa…………aaaa：：：：指定内容

bbbb…………bbbb：：：：ファイル名

cccc…………cccc：：：：行数

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：ファイル中の指定内容を修正し，再度実行してください。

JXU7221EJXU7221EJXU7221EJXU7221E

ＦＥＳ　ＯＲ　ＢＥＳ　ＩＳ　ＮＯＴ　ＦＯＵＮＤ　ＩＮ　ａ…ａ
ホスト a…a上のHiRDBユニットにフロントエンドサーバまたはバックエンドサーバが
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存在しません。

aaaa…………aaaa：：：：データ反映先ホスト名称

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：フロントエンドサーバまたはバックエンドサーバが存在するデータ反映先ホストと
接続するようにクライアント側の設定を見直す，または環境変数情報設定ファイルに指
定している HiRDBの環境変数が，該当するサーバのユニットに対応しているか見直し
て，再度実行してください。

JXU7222EJXU7222EJXU7222EJXU7222E

｛ＥＮＶＩＲＯＮＭＥＮＴ　ＦＩＬＥ　ＮＡＭＥ　ＩＮ　／ｅｔｃ／

ｉｎｅｔｄ．ｃｏｎｆ｜ＩＮＰＵＴ　ＤＡＴＡ　ＦＩＬＥ　ＮＡＭＥ｝　

ＮＯＴ　ＳＥＴ　ＵＰ

ENVIRONMENT　FILE　NAME　IN　/etc/inetd.confが表示されている場合
コンフィギュレーションファイル /etc/inetd.confに HiRDB　Dataextractorの環境
変数情報設定ファイル名が指定されていません。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：コンフィギュレーションファイル /etc/inetd.confのフィールド名 server　
program　argumentsの設定内容を見直して，再度実行してください。

INPUT　DATA　FILE　NAMEが表示されている場合
pdloadに渡す入力データファイルが指定されていません。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：次のどちらかの処置をしてください。
• HiRDB間のデータ抽出・反映の場合

xtrepコマンドの－ oオプション，または－ Oオプションを指定して，再度
実行してください。

• XDM/XTと連携している場合
JXUMCTL制御文の TRANSFER文を指定して，再度実行してください。

JXU7223EJXU7223EJXU7223EJXU7223E

ＴＡＢＬＥ　ＮＡＭＥ　ａ…ａ．ｂ…ｂ　ＩＳ　ＩＮＶＡＬＩＤ　

ＥＲＲＯＲ　ＣＯＤＥ＝ｃ…ｃ
指定した表名が不正です。

aaaa…………aaaa：：：：反映側の認可識別子

bbbb…………bbbb：：：：反映側の表識別子

cccc…………cccc：：：：エラーコード

004004004004：：：：指定した表がビュー属性の表です。
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005005005005：：：：指定した表が FIX属性の表です。
環境変数 XTNLDFLTに 2を指定した場合は，FIX表への反映はできません。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：表名を修正するか，または HiRDBの定義を修正したあとに再度実行してくださ
い。

エラーコードが 005の場合，環境変数 XTNLDFLTの指定を変更して，再度実行し
てください。

JXU7224EJXU7224EJXU7224EJXU7224E

ａ…ａ　ＮＯＴ　ＦＯＵＮＤ
a…aが存在しません。

aaaa…………aaaa：：：：絶対パス名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：コネクション切断後，処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：a…aに示す絶対パスのファイルまたはディレクトリの有無を確認し，エラー要因
を取り除いてから，再度実行してください。

a…aが $PDDIR※ /lib/libscomon.sl，$PDDIR※ /client/lib/libzclt.sl，$PDDIR※ /
lib/libssol.soまたは＄PDDIR※ /client/lib/libzclt.soの場合

• HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイル中の PDDIRに設定した
ディレクトリパスを修正し，再度実行してください。

• HiRDBのインストールが正しく実行されていない可能性があります。
HiRDBを再インストールし，再度実行してください。

注※　注※　注※　注※　$PDDIRの部分は，HiRDB Dataextractorの環境変数情報設定ファイル中で
PDDIRに指定したディレクトリパスが表示される。

JXU7230IJXU7230IJXU7230IJXU7230I

ＤＡＴＡ　ＣＯＮＶＥＲＴ　ＥＲＲＯＲ　ＣＯＤＥ＝ａａ（ｂ…ｂ，ｃ…ｃ－ｄ…ｄ，ｅ…
ｅ）〔ｆ…ｆ〕

文字コード変換処理中にエラーが発生しました。
このメッセージは，変換エラー検知数が環境変数 XTUNDEFまたは
XTUTF8UCS4CHKで指定した打ち切り件数に満たないときに，出力されます。

aaaaaaaa：：：：エラーコード

01010101：データの切り捨てが発生した。

02020202：未定義コードを検知した。

03030303：列のデータが 2バイトコード，または 3バイトコードの途中で終わっている。

05050505：文字コードが UTF-8のデータ中に 4バイト以上の文字コード（UCS-4）を検知
した。
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04040404：その他のコード変換エラー

bbbb…………bbbb：次のどちらかを表示します。
• 列番号〔〔添え字〕〕：抽出対象列の先頭からの通番
• 保守情報

cccc…………cccc：エラーを検知した列の開始位置（行の先頭からのオフセット）

dddd…………dddd：エラーを検知した列の終了位置（行の先頭からのオフセット）

eeee…………eeee：エラーを検知したデータの行の先頭からのオフセット

ffff…………ffff：行データ（ダンプ形式）
変換前のデータを出力します。
１行の変換で複数メッセージを出力する場合は，最後のメッセージの次に出力しま
す。なお，行データはメッセージログファイルには出力されません。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：

エラーコードが 01，02，03，04の場合：
処理を続行します。

エラーコードが 05の場合：
環境変数 XTUTF8UCS4CHKの指定に従い処理を続行します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：

エラーコードが 01の場合：
反映側の列長を修正したあと，再度実行してください。

エラーコードが 02の場合：
外字領域の文字コードの場合，ユーザマッピングテーブルを作成して再度実行
してください。
外字領域の文字コードでない場合，抽出データを修正して再度実行してくださ
い °

エラーコードが 03，04の場合：
抽出データを修正して，再度実行してください。

エラーコードが 05の場合：
オフセット情報は列中の最初に検知した文字であるため，列全体を見直してく
ださい。
環境変数 XTUTF8UCS4CHKで行のスキップを指定した場合，必要なデータで
あればユーザ自身で反映側のデータベースにデータを登録してください。
環境変数 XTUTF8UCS4CHKで行のスキップを指定しなかった場合，抽出デー
タを修正して再度実行してください。

JXU7230EJXU7230EJXU7230EJXU7230E

ＤＡＴＡ　ＣＯＮＶＥＲＴ　ＥＲＲＯＲ　ＣＯＤＥ＝ａａ（ｂ…ｂ，ｃ…ｃ－ｄ…ｄ，ｅ…
ｅ）〔ｆ…ｆ〕
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文字コード変換処理中にエラーが発生しました。
このメッセージは，変換エラー検知数が環境変数 XTUNDEFまたは
XTUTF8UCS4CHKで指定した打ち切り件数に達したときに，出力されます。

aaaaaaaa：：：：エラーコード

01010101：データの切り捨てが発生した。

02020202：未定義コードを検知した。

03030303：列のデータが 2バイトコード，または 3バイトコードの途中で終わっている。

05050505：文字コードが UTF-8のデータ中に 4バイト以上の文字コード（UCS-4）を検知
した。

04040404：その他のコード変換エラー

bbbb…………bbbb：次のどちらかを表示します。
• 列番号〔〔添え字〕〕：抽出対象列の先頭からの通番
• 保守情報

cccc…………cccc：エラーを検知した列の開始位置（行の先頭からのオフセット）

dddd…………dddd：エラーを検知した列の終了位置（行の先頭からのオフセット）

eeee…………eeee：エラーを検知したデータの行の先頭からのオフセット

ffff…………ffff：行データ（ダンプ形式）
変換前のデータを出力します。
１行の変換で複数メッセージを出力する場合は，最後のメッセージの次に出力しま
す。なお，行データはメッセージログファイルには出力されません。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：

エラーコードが 01の場合：
反映側の列長を修正したあと，再度実行してください。

エラーコードが 02の場合：
外字領域の文字コードの場合，ユーザマッピングテーブルを作成して再度実行
してください。
外字領域の文字コードでない場合，抽出データを修正して再度実行してくださ
い °

エラーコードが 03，04の場合：
抽出データを修正して再度実行してください。

エラーコードが 05の場合：
オフセット情報は列中の最初に検知した文字であるため，列全体を見直してく
ださい。
環境変数 XTUTF8UCS4CHKで行のスキップを指定した場合，必要なデータで
あればユーザ自身で反映側のデータベースにデータを登録してください。
298



9.　メッセージ
環境変数 XTUTF8UCS4CHKで行のスキップを指定しなかった場合，抽出デー
タを修正して再度実行してください。

JXU7300EJXU7300EJXU7300EJXU7300E

ＥＲＲＯＲ　ＥＸＩＳＴ　ＩＮ　ＣＯＭＭＡＮＤ　ＬＩＮＥ　ＵＳＡＧＥ　

：　ａ…ａ
コマンドラインの指定に誤りがあります。

aaaa…………aaaa：：：：コマンド指定方法
xtrepxtrepxtrepxtrep：：：：HiRDB抽出コマンド
xtrepOxtrepOxtrepOxtrepO：：：：ORACLE抽出コマンド
xtrepSxtrepSxtrepSxtrepS：：：：SQL Server抽出コマンド

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：コマンドラインに正しい指定で入力してください。

JXU7301EJXU7301EJXU7301EJXU7301E

ＬＩＴＥＲＡＬ　ＬＥＮＧＴＨ　ＯＦ　ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ　ＩＮ　

ａ…ａ　ＯＰＴＩＯＮ　ＥＸＣＥＥＤＳ　ｂ…ｂ
a…aオプションの指定値の長さが b…bを超えています。

aaaa…………aaaa：：：：オプション名

EXTRACTEXTRACTEXTRACTEXTRACT　　　　TABLETABLETABLETABLE：：：：抽出表名

EXTRACTEXTRACTEXTRACTEXTRACT　　　　FILEFILEFILEFILE　　　　NAMENAMENAMENAME：：：：表式記述ファイル名

FILEFILEFILEFILE　　　　NAMENAMENAMENAME：：：：環境変数 XTTMPDIRと，－ o，－ O，または－ qオプション指定
値を合わせた名称

DIRECTORYDIRECTORYDIRECTORYDIRECTORY　　　　NAMENAMENAMENAME：：：：環境変数 XTTMPDIRと－ bオプション指定値を合わせた
名称

bbbb…………bbbb：：：：制限文字数

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：指定値の文字数を bb以下にして，再度実行してください。
• a…aが FILE　NAMEの場合
環境変数 XTTMPDIRと，－ o，－ O，または－ qオプション指定値の合計けた
数を bb以下にして，再度実行してください。

• a…aが DIRECTORY　NAMEの場合
環境変数 XTTMPDIRと－ bオプション指定値の合計けた数を bb以下にして，再
度実行してください。
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JXU7302EJXU7302EJXU7302EJXU7302E

ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ　ａ…ａ　ＩＮ　ｂ…ｂ　ＯＰＴＩＯＮ　ＩＳ　

ＩＮＣＯＲＲＥＣＴ
b…bオプションの指定値 a…aが不正です。

aaaa…………aaaa：：：：指定値

bbbb…………bbbb：：：：オプション名

EXTRACTEXTRACTEXTRACTEXTRACT　　　　TABLETABLETABLETABLE：：：：抽出表名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：指定値を修正して，再度実行してください。

JXU7303EJXU7303EJXU7303EJXU7303E

ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ　ａ…ａ　ＩＮ　ｂ…ｂ　ＯＰＴＩＯＮ　ＩＳ　

ＯＵＴ　ＯＦ　ＶＡＬＵＥ　ＲＡＮＧＥ
b…bオプションに指定した指定値 a…aの範囲が不正です。

aaaa…………aaaa：：：：指定値

bbbb…………bbbb：：：：オプション名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：指定値を修正して，再度実行してください。

JXU7305EJXU7305EJXU7305EJXU7305E

ａ…ａ　ＯＰＴＩＯＮ　ＭＩＳＳＩＮＧ
a…aオプションが必要ですが指定されていません。

aaaa…………aaaa：：：：オプション名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：a…aオプションを指定して，再度実行してください。

JXU7306EJXU7306EJXU7306EJXU7306E

ａ…ａ　ＯＰＴＩＯＮ　ＣＡＮＮＯＴ　ＢＥ　ＳＰＥＣＩＦＩＥＤ　

ＷＩＴＨ　ｂ…ｂ　ＯＰＴＩＯＮ
a…aと b…bは同時に指定できません。

aaaa…………aaaa：：：：オプション名または環境変数名

bbbb…………bbbb：：：：オプション名または環境変数名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：a…aまたは b…bのどちらかだけを指定して，再度実行してください。
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JXU7307EJXU7307EJXU7307EJXU7307E

ａ…ａ　ＯＰＴＩＯＮ　ＣＡＮＮＯＴ　ＢＥ　ＳＰＥＣＩＦＩＥＤ　

ＷＩＴＨＯＵＴ　ｂ…ｂ　ＯＰＴＩＯＮ
a…aオプションは b…bオプションの指定なしに指定できません。

aaaa…………aaaa：：：：オプション名または環境変数名

bbbb…………bbbb：：：：オプション名または環境変数名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：b…bオプションを指定するか，または a…aオプションを省略して，再度実行して
ください。

JXU7308EJXU7308EJXU7308EJXU7308E

ＤＵＰＬＩＣＡＴＥ　ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ　ａ…ａ　ＩＮ　ｂ…ｂ　

ＯＰＴＩＯＮ
b…bオプションに指定した指定値 a…aが重複して指定されています。

aaaa…………aaaa：：：：指定値
b…bが－ o，または－ Oオプションの場合は，環境変数 XTTMPDIRと－ o，－ O
オプション指定値を合わせた名称が出力されます。

bbbb…………bbbb：：：：オプション名

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：指定値 a…aが重複しないように修正し，再度実行してください。

JXU7309EJXU7309EJXU7309EJXU7309E

ａ…ａ〔ＯＰＴＩＯＮ〕ＣＯＮＦＬＩＣＴＳ　ＷＩＴＨ　ｂ…ｂ　〔ＯＰＴＩＯＮ〕
オプション間，指定値間，またはオプションと指定値間の組み合わせが不正です。

aaaa…………aaaa：：：：オプション名，または指定値

bbbb…………bbbb：：：：オプション名，または指定値

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：オプション，または指定値を見直して再度実行してください。

JXU7311EJXU7311EJXU7311EJXU7311E

ＩＮＶＡＬＩＤ　ＯＰＴＩＯＮ　ＳＰＥＣＩＦＩＥＤ，ＯＰＴＩＯＮ　ＮＡＭＥ＝ａ…ａ
指定できないコマンドオプションを検知しました。

aaaa…………aaaa：：：：コマンドオプション

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラーの要因を取り除いたあと，再度実行してください。
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JXU7312EJXU7312EJXU7312EJXU7312E

ＤＥＦＩＮＩＴＩＯＮ　ＦＯＲＭＡＴ　ＥＲＲＯＲ，ＦＩＬＥ＝ａ…ａ，ＬＩＮＥ＝ｂ…ｂ
変換定義ファイルの定義フォーマットが不正です。

aaaa…………aaaa：：：：変換定義ファイル名

bbbb…………bbbb：：：：行番号

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：変換定義ファイル内の行番号の示す行の定義内容を修正したあと，再度実行してく
ださい。

JXU7313EJXU7313EJXU7313EJXU7313E

ＩＮＶＡＬＩＤ　ＣＨＡＲＡＣＴＥＲ　ＣＯＤＥ，ＦＩＬＥ＝ａ…ａ，ＬＩＮＥ＝ｂ…ｂ，
ＫＩＮＤ＝ｃ…ｃ，ＲＥＡＳＯＮ＝ｄ…ｄ

文字コードが不正です。

aaaa…………aaaa：：：：変換定義ファイル名

bbbb…………bbbb：：：：行番号

cccc…………cccc：：：：種別

beforebeforebeforebefore：：：：変換元文字コード

aferaferaferafer：：：：変換先文字コード

dddd…………dddd：：：：不正理由

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：変換定義ファイル内の行番号の示す行に定義した文字コードを不正理由に従って修
正したあと，再度実行してください。

JXU7314EJXU7314EJXU7314EJXU7314E

ＯＰＴＩＯＮ　ＶＡＬＵＥＩＳＩＮＶＡＬＩＤ，ＯＰＴＩＯＮ　ＮＡＭＥａ…ａ
コマンドオプションに指定された値が不正です。

aaaa…………aaaa：：：：コマンドオプション

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラーの要因を取り除いたあと，再度実行してください。

JXU7315EJXU7315EJXU7315EJXU7315E

ＦＩＥＬＥ　ＡＣＣＥＳＳ　ＥＲＲＯＲ　ＷＡＳ　ＯＣＣＵＲＲＥＤ，ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ＝
ａ…ａ，ＦＩＬＥ＝ｂ…ｂ，ＥＲＲＮＯ＝ｃ…ｃ

ファイル操作でエラーを検知しました。

aaaa…………aaaa：：：：操作種別
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bbbb…………bbbb：：：：ファイル名

cccc…………cccc：：：：エラー番号

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラー番号を errno.hまたはユーザが使う OSのマニュアルを参照して，エラーの
要因を取り除いたあと，再度実行してください。

JXU7316EJXU7316EJXU7316EJXU7316E

ＩＮＶＡＬＩＤ　ＣＯＭＭＡＮＤ　ＡＲＧＵＭＥＮＴ
コマンドの引数の指定に誤りがあります。

((((ＳＳＳＳ))))：：：：処理を終了します。

((((ＰＰＰＰ))))：：：：エラーの要因を取り除いたあと，再度実行してください。
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付録 A　メモリ所要量とファイル所要量
付録 A　メモリ所要量とファイル所要量
（1） メモリ所要量

HiRDB Dataextractorが使用するメモリ所要量を，次の表に示します。

このメモリはローカルメモリに確保されます。

表 A-1　HiRDB Dataextractorが使用するメモリ所要量

（凡例）
HiRDB：抽出したデータを HiRDBへ反映する場合，または抽出したデータから
ファイルを作成して HiRDBへ反映する場合
XDM/XT：XDM/XTを使用して，メインフレーム側 DBと HiRDB間のデータを抽
出および反映する場合
ファイル作成：HiRDBから抽出したデータでファイルを作成する場合，または
XDM/XTを使用して，メインフレーム側 DBから抽出したデータでファイルを作成
する場合
B：抽出データ長
C：抽出列数
L：JXUMCTL制御文の LOAD文の指定枚数

（2） ファイル所要量

環境変数 XTNLDFLTの指定によって，出力ファイル容量の計算式が異なります。

ファイル容量の見積もりを次の表に示します。

種別 プロセス名 プロシジャサ
イズ（単位：
キロバイト）

動的メモリサイズ（単位：キ
ロバイト）

HiRDB 抽出プロセス 250 24＋ 32× 2＋ B× 2＋
0.15× C

反映プロセス 200 16＋ 32× 2＋ 0.1× C

XDM/XT HiRDB抽出プ
ロセス

850 24＋ 32× 2＋ B× 2＋
0.15× C

HiRDB反映プ
ロセス

850 180＋ 12× L

ファイル作成 抽出プロセス 250 24＋ 32× 2＋ B× 2＋
0.15× C

ファイル作成プ
ロセス

650 16＋ 32× 4
306



付録 A　メモリ所要量とファイル所要量
表 A-2　ファイル容量の見積もり

（凡例）
n：行数
c：列定義数

注※注※注※注※ 1111
環境変数 XTLOBKINDに 0を指定した場合は，LOB入力ファイルが別途作成され
ます。

注※注※注※注※ 2222
SGMLTEXT，BLOB列が存在する場合は，LOB入力ファイルが別途作成されます。

注※注※注※注※ 3333
LOB入力ファイルは，列単位に作成されます。

注※注※注※注※ 4444
列データ長については，「4.2.4(4)出力ファイル」を参照してください。

注※注※注※注※ 5555
列の最大文字変換長を次に示します。また，繰返し列の場合は要素数を考慮する必
要があります。DAT形式のファイル作成時の，繰返し列のデータ形式については，
「3.1.1(6)繰返し列の抽出」を参照してください。

ファイルの種類 容量の計算式（単位：バイト）

出力ファイル HiRDB反映，
またはバイナ
リ形式のファ
イル作成の場
合

環境変数
XTNLDFLT
に 0または 1
を指定した場
合※ 1

c
｛Σ（列データ長 i※ 4）｝× n
i=1

環境変数
XTNLDFLT
に 2を指定し
た場合

c
｛Σ（列データ長 i※ 4）＋ 4×（c＋ 1）｝× n
i=1

DAT形式のファイル作成の場合
※ 2

c
｛Σ（列の最大文字変換長 i※ 5）｝× n
i=1

LOB入力ファイル※ 3 LOBデータ長※ 6

データ型 最大文字変換長（単位：バイト）

INTEGER 11

SMLLINT 6

DECIMAL 31

FLOAT 24
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（凡例）
－：該当しません。

注※注※注※注※
DAT形式のファイル作成はできません。

注※注※注※注※ 6666
最大ファイル数は，次の計算式で求めます。
 
　1行中のLOBデータ列定義数×行数

SMALLFLT 23

CHAR 定義長＋ 2

VARCHAR 実長＋ 2

NCHAR 定義長× 2＋ 2

NVARCHAR 実長＋ 2

MCHAR 定義長＋ 2

MVARCHAR 実長＋ 2

DATE 10

TIME 8

INTERVAL YEAR TO DAY 10

INTERVAL HOUR TO SECOND 8

BLOB LOB入力ファイルの最大絶対パス名称長

SGMLTEXT LOB入力ファイルの最大絶対パス名称長

XML －※

FREEWORD 実長＋ 2

BINARY 実長＋ 2

TIMESTAMP 26

データ型 最大文字変換長（単位：バイト）
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付録 B　Windowsの機能差異
付録 B　Windowsの機能差異
適用 OSがWindowsの場合に，通常の使用方法とは異なる点について説明します。

付録 B.1　使用できる機能の相違
（1） OSIプロトコル

使用できる通信プロトコルは，TCP/IPプロトコルだけです。OSIプロトコルは，使用で
きません。

（2） 出力ファイルを作成しない反映

データの反映時に，出力ファイルを作成しないで表に反映することはできません。

• HiRDB間のデータ抽出・反映の場合
xtrepコマンドで－ oまたは－ Oオプションを指定する必要があります。指定しない
場合は，反映側が JXU7222Eメッセージを出力してリターンコード 12で終了しま
す。なお，使用したファイルが不要の場合，－ Oオプションを指定してください。－
oを指定した場合，サーバホスト内に使用したファイルが残るので，不要であれば手
作業でファイルを削除してください。

• メインフレーム側 DBとのデータ抽出・反映の場合
XDM/XTを使用して，メインフレーム側 DBのデータを HiRDBに反映する場合は，
XDM/XTの JXUMCTL制御文の TRANSFER文を指定する必要があります。指定し
ない場合，JXU7222Eメッセージを出力しリターンコード 12で終了します。なお，
使用したファイルが不要の場合，TRANSFER文に PURGE YESを指定してくださ
い。TRANSFER文で，PURGEオペランドに NOを指定するかまたは PURGEオペ
ランドを省略すると，サーバホスト内に使用したファイルが残るので，不要であれば
手作業でファイルを削除してください。

付録 B.2　注意事項
• データ属性の変換
反映対象のHiRDBのデータ属性が VARCHARの場合で，抽出時のデータの後ろに空
白がある場合は，データの反映時に後ろの空白を詰めて反映します。

• 環境変数 XTTMPDIRでのネットワークドライブ指定不可
環境変数 XTTMPDIRに，ネットワークドライブを指定しないでください。

• 環境変数 XTPDCFxxx，XTLPRMxxxx，および XTPDSRxxxxの指定値
ファイル名を絶対パス名で指定する際に，空白を含むパス名を指定する場合は，パス
名の前後を引用符（"）で囲む必要があります。

• HiRDBがセットアップ識別子付きでインストールされている場合の注意事項
抽出側と反映側でそれぞれ次の注意が必要です。
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抽出側：
xtrep，xtrepOまたは xtrepSコマンドを指定する際は，HiRDB識別子に対応し
たコマンドプロンプトで実行してください。

反映側：
hirdbxt.iniの各［サービス名］セクションに次の環境変数を指定してください。
抽出側でそのサービス名に対応したポート番号を指定することで任意の識別子に
対応した HiRDBに反映できます。
・PDDIR
・PDCONFPATH
・PDUXPLDIR

• Windows Vista，およびWindows Server 2008で運用を行う場合の注意事項
• HiRDB DataextractorのコマンドはHiRDBが提供する「HiRDBコマンドプロン
プト」を実行し，そのウィンドウで実行してください。「コマンドプロンプト」や
Explorerなどから実行する場合は，右クリックで表示されるメニューから「管理者
として実行」を選んで実行してください。

• Windows Vista，およびWindows Server 2008では第 3，第 4水準漢字が使用でき
ますが，HiRDB Dataextractorのパラメタに第 3，第 4水準漢字は指定できませ
ん。指定した場合の動作は保証できませんので，注意してください。
また，文字コード変換を行わない場合（環境変数 XTLOCALEの指定を省略する
か，または抽出側と反映側で同じ値を指定する場合）はデータの抽出，反映ができ
ます。

付録 B.3　環境の設定方法

（1） HiRDB Dataextractorのインストール

HiRDB Dataextractorをインストールする方法について説明します。

（a）インストール前の準備

HiRDB Dataextractorをインストールする前に，次に示す作業が必要になります。

• 稼働環境の確認
• ユーザ権限の確認

(i)稼働環境の確認

次に示す内容を確認してください。

• HiRDB Dataextractorをインストールするマシンのディスクの空き容量が十分にある
ことを確認してください。

• HiRDB Dataextractorが動作するのに必要な製品がインストールされていることを確
認してください。HiRDB Dataextractorが動作するのに必要な製品については，「2.1
　ソフトウェア構成」を参照してください。
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(ii)ユーザ権限の確認

インストールを実行するユーザに Administratorの権限があることを確認してください。

（b）HiRDB Dataextractorをインストールするホスト

HiRDB Dataextractorをインストールするホストを，次の表に示します。

表 B-1　HiRDB Dataextractorをインストールするホスト

注※注※注※注※ 1111
OSIプロトコルの場合には，インストールするホストと XDM/XT間とは，OSIプロ
トコルで接続されている必要があります。

注※注※注※注※ 2222
データの転送先のサーバのあるホストと XDM/XT間とは，OSIプロトコルで接続さ
れている必要があります。システムマネジャのあるホストと XDM/XT間の OSIプ
ロトコルでの接続は任意です。

注※注※注※注※ 3333
データをフロントエンドサーバに転送する場合は，フロントエンドサーバのどれか
のあるホスト（データを転送するホスト）になります。
RDエリア単位の格納の場合で，バックエンドサーバにデータを直接転送するとき
は，転送先のバックエンドサーバのあるホストになります。

（c）インストールの実行

「2.1　ソフトウェア構成」を参照して，HiRDB Dataextractorを使うために必要な製品
をインストールしてください。

HiRDBと HiRDB Dataextractorのどちらを先にインストールしてもかまいませんが，
HiRDB Dataextractorの環境変数を設定するときは，同じサーバマシンにHiRDBがイ

種別 抽出側 反映側 ファイル作成
側

インストール
するホスト※ 1

HiRDB/シングルサーバの場合
• シングルサーバのあるホスト

HiRDB/シングルサーバの場合
• シングルサーバのあるホスト

ファイルを作
成するホスト

HiRDB/パラレルサーバの場合
次のどれかのサーバのあるホス
ト
• システムマネジャ
• フロントエンドサーバ
• バックエンドサーバ
• ディクショナリサーバ

HiRDB/パラレルサーバの場合
次のサーバのあるホスト※ 2

• システムマネジャのあるホス
ト

• データの転送先のサーバのあ
るホスト※ 3

ORACLEの場合
• ORACLEのあるホスト

SQL Serverの場合
• SQL Serverのあるホスト
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ンストールされていることが前提です。

HiRDB Dataextractorのインストールが完了したあとには，いったんWindowsを再起
動する必要があります。

(i)インストールの実行手順

インストール用の統合 CD-ROMからインストールする手順を次に示します。インストー
ルを実行する前に，HiRDB DataextractorとすべてのWindowsアプリケーションを終
了させてください。

1. HiRDBの統合 CD-ROMを挿入して，hcd_inst.exeを実行します。
日立総合インストーラが起動します。

2. 画面の指示に従って［次へ >］ボタンをクリックします。
3. 名前と会社名を入力して，［次へ >］ボタンをクリックします。
表示されている名前と会社名をそのまま使う場合は，入力は不要です。

4. インストール先ディレクトリを指定し，［次へ >］ボタンをクリックします。
標準のインストール先は，次に示すディレクトリです。
Windowsのインストール先ドライブ：¥win32app¥Hitachi¥hirdbxt
上記のディレクトリ以外にインストールする場合は，［参照 ...］ボタンをクリックし
て，インストール先のディレクトリ※ 1を指定します。指定したディレクトリがない
場合，作成するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

5. 登録するプログラムフォルダ名またはグループ名として［HiRDB Dataextractor］が
表示されるので，［次へ >］ボタンをクリックします。
表示されている名前以外のグループを登録する場合は，名前を指定します。また，既
存のグループに登録する場合は，既存のグループの中から選択します。

6. 環境変数の設定を選択し［次へ >］ボタンをクリックします。
［環境変数を設定しない］を選択すると，環境変数 PATHに HiRDB Dataextractorの
コマンドライブラリの名称が追加されません。
［環境変数を設定する］を選択すると，環境変数 PATHに HiRDB Dataextractorのコ
マンドライブラリの名称が追加されます。

7. ファイルのコピーを開始する前に現在の設定が表示されるので，［次へ >］ボタンをク
リックします。
HiRDB Dataextractorのインストールが開始されます。

8. HiRDB Dataextractorのインストールが完了したら，いったんWindowsを再起動し
ます。

注※注※注※注※ 1111
指定できるドライブは，ローカルドライブだけです。ネットワークドライブは指定
しないでください。

注※注※注※注※ 2222
すでに運用管理をインストールしている状態でインストールすると，ファイルのコ
ピーでエラーになることがあります。エラーになったときは，SNMPサービスを
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いったん停止してから再インストールしてください。

（d）インストール時に登録される内容

インストール時に登録される内容を次に示します。

(i)サービス

インストール時に登録されるサービスの種類，および［コントロールパネル］の［サー
ビス］アイコンを開いたときに表示される名称とスタートアップの設定を次の表に示し
ます。

表 B-2　インストール時に登録されるサービス

注※注※注※注※
インストール後にコントロールパネルの［サービス］アイコンを開いて変更できま
す。システムアカウント以外に Administrators権限を持つユーザのアカウントに変
更できます。

(ii)アイコン

［HiRDB Dataextractor］フォルダまたはグループに，はじめにお読みいただくファイル
（HiRDB Dataextractorのインストールディレクトリ下の ¥Readme.txt）のアイコンが登
録されます。

アンインストールには，［コントロールパネル］の［アプリケーションの追加と削除］ア
イコンを使うため，アンインストールプログラムのアイコンは登録されません。

(iii)システムの環境変数

環境変数 PATHに HiRDB Dataextractorのコマンドライブラリの名称が追加されます。
コマンドライブラリの名称を次に示します。

（e）HiRDB Dataextractorのアンインストール

HiRDB Dataextractorをアンインストールする手順を次に示します。

アンインストールを実行する前に，［HiRDB Dataextractor］のサービスはすべて終了さ
せてください。

種類 表示される名称 スタートアッ
プの種類※

ログオン※

反映サービス HiRDB Dataextractor 手動 システムアカウン
ト

　
　　　　　HiRDB Dataextractorのインストールディレクトリ ¥bin
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1.［コントロールパネル］にある［アプリケーションの追加と削除］アイコンを開きま
す。

2.［インストールと削除］タブを選択します。
3. インストールされているアプリケーションの一覧から［HiRDB Dataextractor］を選
択して，［追加と削除 ...］ボタンをクリックします。

4. 画面の指示に従って，［はい］ボタンをクリックします。

アンインストールが終了したら，［OK］ボタンをクリックします。

（2） HiRDB Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイル

インストール時に HiRDB Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイルを，次
の表に示します。

表 B-3　HiRDB Dataextractorが作成するディレクトリおよびファイル

ディレクトリおよびファイル名 内容 種別

抽
出

反
映

インストールディレクトリ HiRDB Dataextractorの各種ディレクト
リおよびファイルを格納するディレクト
リ

○ ○

インストールディレクトリ ¥bin HiRDB Dataextractorの実行ファイルを
格納するディレクトリ（このディレクト
リ下にHiRDB Dataextractorのロード
モジュールおよびコマンドを格納する）

○ ○

インストールディレクトリ ¥bin¥pxtmsvc.exe HiRDB Dataextractorの実行ファイル ○ ○

インストールディレクトリ ¥bin¥pxtload.exe ○ ○

インストールディレクトリ ¥bin¥xtrep.exe HiRDB Dataextractorの xtrepコマンド
のファイル

○ ○

インストールディレクトリ ¥bin¥xtmsgtext.dll HiRDB Dataextractorのメッセージ出力
用テキストファイル

○ ○

インストールディレクトリ ¥conf¥hirdbxtc.ini
※ 1

HiRDB Dataextractorの環境変数情報設
定ファイル

○
※ 2

△

インストールディレクトリ ¥conf¥hirdbxt.ini※
1

HiRDB Dataextractorの環境変数情報設
定ファイル

○
※ 3

○

インストールディレクトリ
¥lib¥maptable¥euc2jis.map

文字コード変換用マッピングテーブル
（EUCから SJISへの変換）

○ ○

インストールディレクトリ
¥lib¥maptable¥eucg2j.map

インストールディレクトリ
¥lib¥maptable¥euc2ucs2.map

文字コード変換用マッピングテーブル
（EUCから UCS-2への変換）

○ ○

インストールディレクトリ
¥lib¥maptable¥eucg2u.map
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（凡例）
○：作成します。
△：作成しますが使用しません。
－：作成しません。
抽出：抽出側
反映：反映側
インストールディレクトリ：HiRDB Dataextractorをインストールしたディレクト
リ

注※注※注※注※ 1111
インストール時に環境変数情報設定ファイル（hirdbxtc.iniと hirdbxt.ini）を作成
しますが，前バージョンなどインストール済みで，アンインストールをしないで同
一ディレクトリにインストールした場合は，環境変数情報設定ファイルの名称を
hirdbxtcXX.iniと hirdbxtXX.ini（XXは 00～ 99）で作成します。ただし，HiRDB 
Dataextractorは hirdbxtc.iniまたは hirdbxt.iniを使用します。

注※注※注※注※ 2222
抽出したデータをHiRDBへ反映する場合にだけ使用します。

注※注※注※注※ 3333
XDM/XTを使用して，HiRDBから抽出したデータを XDM/RDへ反映する場合およ
び順編成データセットを作成する場合にだけ使用します。

注※注※注※注※ 4444
xtccnvedtコマンドでマッピングテーブルを最初に更新するときに作成します。

インストールディレクトリ
¥lib¥maptable¥jis2euc.map

文字コード変換用マッピングテーブル
（SJISから EUCへの変換）

○ ○

インストールディレクトリ
¥lib¥maptable¥jis2ucs2.map

文字コード変換用マッピングテーブル
（SJISから UCS-2への変換）

○ ○

インストールディレクトリ
¥lib¥maptable¥ucs22euc.map

文字コード変換用マッピングテーブル
（UCS-2から EUCへの変換）

○ ○

インストールディレクトリ
¥lib¥maptable¥ucs22jis.map

文字コード変換用マッピングテーブル
（UCS-2から SJISへの変換）

○ ○

インストールディレクトリ ¥lib¥pxtora01.dll ORACLE抽出 DLL ○ ○

インストールディレクトリ ¥lib¥pxtsql01.dll SQL Server抽出 DLL ○ ○

インストールディレクトリ ¥lib¥usermap※ 4 ユーザの文字コード変換用マッピング
テーブルを格納するディレクトリ

－ ○

インストールディレクトリ ¥spool¥※ 5 HiRDB Dataextractorが稼働中に出力す
るファイルを格納するディレクトリ

○ ○

ディレクトリおよびファイル名 内容 種別

抽
出

反
映

315



付録 B　Windowsの機能差異
注※注※注※注※ 5555
インストールディレクトリ ¥spool¥下には，HiRDB Dataextractorが稼働中に動的
に作成するファイルがあります。それらのファイルは HiRDB Dataextractorの稼働
中に削除しないでください。また，インストールディレクトリ ¥spool¥を削除しない
でください。HiRDB Dataextractorの稼働中にインストールディレクトリ ¥spool¥
下に作成されるファイルは，適用 OSが UNIXの場合と同じです。

（a）HiRDB Dataextractorを使用するために必要な環境変数

HiRDB Dataextractorの環境変数は，HiRDB Dataextractorがインストール時に作成す
る次のファイルに設定します。ファイル中には，あらかじめ環境変数が記述されていま
すので，ユーザの環境に応じた環境変数に変更してください。また，HiRDBのクライア
ント環境変数を指定する HiRDB.iniと同時に指定することができ，次のファイルの指定
値が優先されます。

• hirdbxtc.ini
• hirdbxt.ini

(i)データ抽出側（HiRDB間の抽出・反映の場合）の環境変数
hirdbxtc.iniファイルの指定方法を次に示します。

形式

［個別環境名］
～＜スペースを含まない英数字＞ ((1～ 64けた ))

注意事項
• 指定できる個別環境名のセクション数には制限はないが，ファイル容量が大きく
なると実行時にメモリを圧迫し，動作できない場合があります。

• 各セクションには 1個以上の環境変数の設定が必要です。
• 同一セクションを複数指定した場合，先頭のセクションが有効になります。
•［　］はセクション名を示す記号ですので，必ず指定してください。

(ii)データ抽出側（XDM/XTと連携する場合），データ反映側の環境変数
hirdbxt.iniファイルの指定方法を次に示します。
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形式

［サービス名］
～＜スペースを含まない英数字＞ ((1～ 64けた ))

注意事項
• サービス名のセクション数は，最大 16個です。
• 各セクションには 1個以上の環境変数の設定が必要です。
• サービス名が重複，またはサービス数の上限を超えて指定した場合，エラーにな
ります。

•［　］はセクション名を示す記号ですので，必ず指定してください。

（b）設定する環境変数

HiRDB Dataextractorを使用するために必要な環境変数を，次の表に示します。HiRDB 
Dataextractorセクションに指定した環境変数名は，ほかのセクションで指定する環境変
数の初期値になります。

また，HiRDBの環境変数は，HiRDBのバージョンによって HiRDB Dataextractorの環
境変数情報設定ファイルに設定することもできます。

表 B-4　HiRDB Dataextractorを使用するために必要な環境変数

環境変数の設定 抽出側 反映側

HiRDB XDM/XT

設定先ファイル hirdbxtc.ini hirdbxt.ini hirdbxt.ini

設定可能な
HiRDB 
Dataextractor
の環境変数※ 1

[XTHOST]
[XTPORTNO]

[XTLOGNAME]
[XTTMPDIR]
[XTLOGNAME]
[XTOPNWTIME]

[XTTMPDIR]
[XTLOGNAME]
[XTOPNWTIME]
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（凡例）
HiRDB：抽出したデータを HiRDBへ反映する場合
XDM/XT：XDM/XTを使用して，HiRDBから抽出したデータを XDM/RD へ反映す
る場合および順編成データセットを作成する場合

注※注※注※注※ 1111
各セクションに指定できます。

注※注※注※注※ 2222
抽出または反映対象とする HiRDBが識別子付きセットアップを使用している場合，
この環境変数の設定が必要です。

（c）環境変数の指定方法

形式

注意事項
環境変数設定値を省略した場合，環境変数を設定しない場合と同じです。

記述規則
• 1行で一つの環境変数の設定を記述します。
• 注釈は行の先頭の "＃ "以降その行の終わりまでです（環境変数の設定行に注釈は
記述できません）。

（d）HiRDB Dataextractorを使用するために設定するファイル

HiRDB Dataextractorを使用するために設定するファイルで，適用 OSが UNIXの場合
とは異なるファイルについて，次の表に示します。

設定可能な
HiRDBの環境
変数※ 1

[PDUSER]※ 2

[PDDIR]※ 2

[PDCONFPATH]※ 2

[PDUXPLDIR]※ 2

[その他の環境変数 ]

PDUSER※ 2

[PDDIR]※ 2

[PDCONFPATH]※ 2

[PDUXPLDIR]※ 2

[その他の環境変数 ]

PDUSER※ 2

[PDDIR]※ 2

[PDCONFPATH]※ 2

[PDUXPLDIR]※ 2

その他の環境変数は無効

 
環境変数名＝［環境変数設定値］
 

環境変数の設定 抽出側 反映側

HiRDB XDM/XT
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表 B-5　HiRDB Dataextractorを使用するために設定するファイルで，適用 OSが UNIX
の場合とは異なるファイル

（凡例）
○：必要です。
－：不要です。
インストールディレクトリ：HiRDB Dataextractorをインストールしたディレクト
リ
HiRDB：抽出したデータを HiRDBへ反映する場合
XDM/XT：XDM/XTを使用して，HiRDBから抽出したデータを XDM/RD へ反映す
る場合および順編成データセットを作成する場合

注※注※注※注※ 1111
Windowsシステムディレクトリ ¥system32¥drivers¥etc¥hosts

注※注※注※注※ 2222
Windowsシステムディレクトリ ¥system32¥drivers¥etc¥services

付録 B.4　開始，終了
HiRDB Dataextractorの操作および運用方法について，適用 OSがUNIXの場合とは異
なる点について説明します。

（a）HiRDB Dataextractorの開始

HiRDB Dataextractorは次のホストで開始してください。

ファイル名 内容 種別

抽出側 反映
側

HiRD
B

XDM/
XT

インストールディレクトリ ¥conf¥hirdbxtc.ini HiRDB間でのデータの抽
出・反映時で抽出時に使用
する環境変数を指定しま
す。

○ － －

インストールディレクトリ ¥conf¥hirdbxt.ini HiRDBへの反映時，なら
びに XDM/XTへの抽出お
よび反映時に使用する環境
変数を指定します。

－ ○ ○

hostsファイル※ 1 反映先のホスト名を指定し
ます。

○ － －

servicesファイル※ 2 HiRDB Dataextractor用
のサービス名称とポート番
号を指定します。

－ ○ ○
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• HiRDBからのデータ抽出，HiRDBへのデータ反映をする場合の反映側ホスト
• XDM/XTと連携する場合の HiRDBの抽出側ホスト，または HiRDBの反映側ホスト

HiRDB Dataextractorの開始方法について説明します。HiRDB Dataextractorの開始方
法には，自動開始と手動開始があります。servicesファイルの設定後は自動開始に設定
しておくことをお薦めします。

(i)自動開始
Windowsを起動したときに，HiRDB Dataextractorを自動で開始する方法を次に示
します。なお，HiRDB Dataextractorを自動開始するには，Windowsのサービスを
使用する必要があります。
1.「管理ツール」の「サービス」アイコンをダブルクリックします。
2.「サービス」に表示されているリストボックスから HiRDB Dataextractorサービ
スを選択し，ダブルクリックします。

3.「スタートアップの種類」で「自動」を選択します。

(ii)手動開始
HiRDB Dataextractorを手動開始する方法を次に示します。手動開始では，
WindowsのサービスからHiRDB Dataextractorを開始します。
1.「コントロールパネル」の「サービス」をダブルクリックします。
2.「サービス」に表示されているリストボックスから「HiRDB Dataextractor」を
選択します。

3.「開始」ボタンをクリックします。これによって，HiRDB Dataextractorが開始
します。

（b）HiRDB Dataextractorの停止

HiRDB Dataextractorの停止方法について説明します。

HiRDB Dataextractorは，Windowsのサービスで停止します。

(i)Windowsのサービスからの停止
1.「コントロールパネル」の「サービス」をダブルクリックします。
2.「サービス」に表示されているリストボックスから「HiRDB Dataextractor」を
選択します。

3.「停止」ボタンをクリックします。

付録 B.5　コマンドの指定方法
（a）xtrep，xtrepO，または xtrepSコマンド

xtrepコマンドの指定方法について，適用 OSがUNIXの場合とは異なる点について説明
します。ORACLEの場合は xtrepO，SQL Serverの場合は xtrepSに読み替えてくださ
い。
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●－ｏ　〔出力ファイル名〕

～＜パス名＞ ((1～ 70けた ))

 
●－Ｏ　〔出力ファイル名〕

～＜パス名＞ ((1～ 70けた ))

－ oオプションまたは－ Oオプションのどちらかを必ず指定してください。

オプションの指定方法は適用 OSが UNIXの場合と同じです。

出力ファイルの名称は，xtrepコマンドの－ oオプションまたは－ Oオプションでの指
定と，データ反映側の環境変数 XTTMPDIRでの指定によって決定します。

出力ファイルの名称を，次の表に示します。

表 B-6　出力ファイルの名称

（凡例）
○：指定あり
×：指定なし
出力ファイル名指定：－ oまたは－ Oオプションでの出力ファイル名の指定
%XTTMPDIR%：環境変数 XTTMPDIRでの指定値

注注注注
指定した出力ファイル名または抽出表名に，スペースまたはコンマ（，）が含まれて
いる場合は，作成されるファイル名ではスペースおよびコンマ（，）はアンダスコア
（＿）に変換されます。

 
ｘｔｒｅｐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　｛－ｏ〔出力ファイル名〕｜－Ｏ〔出力ファイル名〕｝
　　　　　　〔－ａ　個別環境セクション名〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　：
 

指定内容 出力ファイルの名称

出力ファイル名
指定

環境変数 XTTMPDIR

○ ○ %XTTMPDIR%¥出力ファイル名指定値

× インストールディレクトリ ¥spool¥出力ファイル名指定値

× ○ %XTTMPDIR%¥抽出表名 -年 .月 .日 -時 .分 .秒

× インストールディレクトリ ¥spool¥抽出表名 -年 .月 .日 -時
.分 .秒
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●－ａ　個別環境セクション名

～ ((1～ 64けた ))

環境変数情報設定ファイル（hirdbxtc.ini）に指定した，個別環境セクションのセクショ
ン名を指定します。HiRDB Dataextractor実行時，指定したセクションの環境変数が有
効になります。省略時は，xtrepコマンドの場合 xtrep00を，xtrepOコマンドの場合
xtrepO00を，xtrepSコマンドの場合 xtrepS00を仮定します。

（b）コマンド指定時の注意事項
• 認可識別子，表識別子を小文字で指定する場合は，¥"で囲んで指定してください。

指定例
 
¥"aaa¥"
 

• 認可識別子，表識別子にスペースが含まれる場合は，¥"で囲み，さらに引用符（"）
で囲んでください。

指定例
 
"¥"a a¥""
 

• 空白を含むパス名を指定する場合は，パス名の前後を引用符（"）で囲んでください。
• 環境変数 XTTMPDIRの指定値に ¥だけを指定した場合は，－ｏ，－Ｏ，－ｂオプ

ションに指定するパス名には，フルパス名を指定してください。

付録 B.6　メッセージの出力先
メッセージの出力先を，次の表に示します。

表 B-7　メッセージの出力先

（凡例）
○：出力します。
×：出力しません。
HiRDB：抽出したデータを HiRDBへ反映する場合
XDM/XT：XDM/XTを使用して，HiRDBから抽出したデータを XDM/RD へ反映す

出力先 抽出側 反映側

HiRDB XDM/XT

エラーログファイル
（インストールディレクトリ ¥spool¥xter…）

○※ 1 ○※ 2 ○※ 2

標準出力 ○ × ×

イベントログ ○ ○ ○
322



付録 B　Windowsの機能差異
る場合および順編成データセットを作成する場合

注※注※注※注※ 1111
ファイル名は，環境変数 XTLOGNAMEが指定されていなければ，HiRDB 
Dataextractorが一意になるように設定します。
なお，xtrepコマンドの－ eオプションの指定によって，任意のファイルに出力する
こともできます。この場合，指定した名称が環境変数 XTLOGNAMEの指定値より
も優先されます。
このファイルは，パラメタ解析中にエラーが発生した場合には作成されず，エラー
メッセージは，標準出力にだけ出力されます。

注※注※注※注※ 2222
ファイル名は，環境変数 XTLOGNAMEが指定されていなければ，HiRDB 
Dataextractorが一意になるように設定します。
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付録 C　Solarisの機能差異
適用 OSが Solarisの場合に，通常の使用方法とは異なる点について説明します。

（1） 使用できる機能の相違

（a）OSIプロトコル

使用できるプロトコルは，TCP/IPプロトコルだけです。OSIプロトコルは，使用できま
せん。

（2） 環境変数

● LANG
この環境変数を省略した場合，jaを仮定します。

● LD_LIBLARY_PATH
xtrepコマンドを使用して HiRDBのデータを抽出・反映するとき，抽出側の
HiRDBの共用ライブラリが格納されているディレクトリを絶対パスで xtrepコマン
ドを投入するユーザ環境に設定してください。
この環境変数は，既存の環境変数 SHLIB_PATHの代わりに指定してください。

（3） 注意事項
• XDM/XTと連携して HiRDBからデータを抽出，または HiRDBへデータを反映する
とき，環境変数 LANGで指定した文字コードと，XDM/XT制御文の CONVERT文で
指定された文字種別は同じでなければなりません。異なる文字コードを指定した場合，
結果は保証されません。

• ナル値情報ファイルを省略したとき，NCHAR，NVARCHAR属性のナル値の規定値
は’＃＃’（X’81948194’…SJISコード）を仮定するため，環境変数 LANGを省
略または指定値が jaの場合，抽出側のHiRDBの’＃＃’というデータが，ナル値と
して反映側の HiRDBへ格納されません。そこで，’＃＃’というデータをナル値とし
て反映する場合は，ナル値情報ファイルに定数値として’＃＃’を UJISコードで指
定してください。ナル値情報ファイルの指定方法の詳細は「4.2.4　xtrepコマンドで
指定するファイルの内容」を参照してください。

• ナル値情報ファイルで NCHAR，NVARCHAR属性の列に対し SPACEを指定すると，
ナル値の規定値を空白 (X’8140’…SJISコード )とするため，環境変数 LANGを省
略または指定値が jaの場合，抽出側のHiRDBの空白データがナル値として反映側の
HiRDBへ格納されません。空白をナル値として反映する場合は，ナル値情報ファイ
ルに定数値として空白を UJISコードで指定してください。ナル値情報ファイルの指
定方法の詳細は「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイルの内容」を参照してくだ
さい。
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付録 D　Linuxの機能差異
適用 OSが Linuxの場合に，通常の使用方法とは異なる点について説明します。

（1） 使用できる機能の相違

（a）OSIプロトコル

使用できるプロトコルは，TCP/IPプロトコルだけです。OSIプロトコルは，使用できま
せん。

（2） 環境変数

● LANG
この環境変数を省略した場合，ja_JP.eucJPを仮定します。

● LD_LIBLARY_PATH
xtrepコマンドを使用して HiRDBのデータを抽出・反映するとき，抽出側の
HiRDBの共用ライブラリが格納されているディレクトリを絶対パスで xtrepコマン
ドを投入するユーザ環境に設定してください。
この環境変数は，既存の環境変数 SHLIB_PATHの代わりに指定してください。

（3） 注意事項
• XDM/XTと連携して HiRDBからデータを抽出，または HiRDBへデータを反映する
とき，環境変数 LANGで指定した文字コードと，XDM/XT制御文の CONVERT文で
指定された文字種別は同じでなければなりません。異なる文字コードを指定した場合，
結果は保証されません。

• ナル値情報ファイルを省略したとき，NCHAR，NVARCHAR属性のナル値の規定値
は’＃＃’（X’81948194’…SJISコード）を仮定するため，環境変数 LANGを省
略または指定値が ja_JP.eucJP，ja_JP，または ja_JP.ujisの場合，抽出側の HiRDB
の’＃＃’というデータが，ナル値として反映側のHiRDBへ格納されません。そこ
で，’＃＃’というデータをナル値として反映する場合は，ナル値情報ファイルに定数
値として’＃＃’をUJISコードで指定してください。ナル値情報ファイルの指定方
法の詳細は「4.2.4　xtrepコマンドで指定するファイルの内容」を参照してください。

• ナル値情報ファイルでNCHAR，NVARCHAR属性の列に対し SPACEを指定すると，
ナル値の規定値を空白 (X’8140’…SJISコード )とするため，環境変数 LANGを省
略または指定値が ja_JP.eucJP，ja_JP，または ja_JP.ujisの場合，抽出側の HiRDB
の空白データがナル値として反映側のHiRDBへ格納されません。空白をナル値とし
て反映する場合は，ナル値情報ファイルに定数値として空白をUJISコードで指定し
てください。ナル値情報ファイルの指定方法の詳細は「4.2.4　xtrepコマンドで指定
するファイルの内容」を参照してください。
325



付録 D　Linuxの機能差異
（4） 環境の設定方法

HiRDB Dataextractorを使用するために設定するファイルで，通常の設定とは異なる
ファイルについて説明します。

RedHat 7以降の場合，inetdコンフィギュレーションファイルは次のファイルになりま
す。

 
/etc/xinetd.d/xxxx
 

xxxx：/etc/servicesファイルに登録したサービス名でファイルを作成します。

（a）内容

HiRDB Dataextractorの起動を設定します。

（b）作成例

サービス名が hxt000の場合，ファイル名は /etc/xinetd.d/hxt000となります。

 

（例 1）HiRDB Dataextractor起動のための定義
 
# HiRDB Dataextractor
service hxt000
{
  disable       = no
  socket_type   = stream
  wait          = no
  user          = root
  server        = /opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl
  server_args   = /opt/HIRDBXT/conf/xtenv0
}
 

（例 2）環境変数を指定して HiRDB Dataextractorを起動するための定義
 
# HiRDB Dataextractor
service hxt000
{
  disable       = no
  socket_type   = stream
  wait          = no
  user          = root
  server        = /usr/bin/env
  server_args   = XTLOGNAME=XTLOG /opt/HIRDBXT/bin/pxtcntl /opt/
HIRDBXT/conf/xtenv0
}
 

注注注注
ファイルを追加および修正した場合は，次のコマンドで xinetdを再起動してくださ
い。
 
/etc/rc.d/init.d/xinetd restart
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付録 E　AIXの機能差異
適用 OSが AIXの場合に，通常の使用方法とは異なる点について説明します。

（1） 使用できる機能の相違

（a）OSIプロトコル

使用できるプロトコルは，TCP/IPプロトコルだけです。OSIプロトコルは，使用できま
せん。

（2） 環境変数

● LANG
この環境変数には，次の指定値を指定できます。
• Ja_JP（シフト JISコード）
• ja_JP（日本語 EUCコード）

この環境変数を省略した場合，Ja_JPを仮定します。

● LIBPATH
xtrepコマンドを使用して HiRDBのデータを抽出・反映するとき，抽出側の
HiRDBの共用ライブラリが格納されているディレクトリを絶対パスで xtrepコマン
ドを投入するユーザ環境に設定してください。
この環境変数は，既存の環境変数 SHLIB_PATHの代わりに指定してください。

（3） 注意事項
• XDM/XTと連携して HiRDBからデータを抽出，または HiRDBへデータを反映する
とき，環境変数 LANGで指定した文字コードと，XDM/XT制御文の CONVERT文で
指定された文字種別は同じでなければなりません。異なる文字コードを指定した場合，
結果は保証されません。

• HiRDB Dataextractorを実行する前に syslogの設定を行ってください。syslogの設
定を行わないで環境変数 XTLOGRETRYの指定を省略すると，異常終了します。
syslogへの出力を行わずに，HiRDB Dataextractorを実行する場合は
XTLOGRETRYに 0を指定してください。

• XDM/XTと連携して HiRDBからデータを抽出または HiRDBへデータを反映すると
き，環境変数 LANGで指定した文字コードと XDM/XT制御文の CONVERT文で指
定された文字種別と同じ文字コードでなければなりません。異なった文字コードを指
定した場合，結果は保証されません。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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